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令和５年度病害虫発生予察事業年報 

 

Ⅰ．事業目的 

 農業生産の安定的発展と生産物の品質向上を図るため、指定有害動植物及び指定有害動植物以

外の有害動植物（以下、「病害虫」という）について、その繁殖、気象、農作物の生育状況等を

調査し、病害虫の発生とそれによる損害を予測し、適期適正な防除実施に必要な情報を関係機関

等に提供することを目的とする。 

 

Ⅱ．事業実施方針 

 病害虫発生予察事業の調査実施基準に基づいて、その目的、性質等を考慮して設置された県予

察ほ場、地区予察ほ場及び害虫誘殺施設等による定点調査のほか、一般ほ場における巡回調査を

実施し、定期または適期に関係機関等に発生予察情報を提供して、適切な防除の推進を図る。そ

の他、県内で問題となる病害虫や侵入病害虫、新規発生病害虫に関する調査および情報提供など

も実施する。 
 
Ⅲ．対象病害虫の種類 

作物名 対 象 病 害 虫 

水  稲 (指 定) いもち病、紋枯病、縞葉枯病、もみ枯細菌病、ばか苗病、稲こうじ病、

白葉枯病、ごま葉枯病、ヒメトビウンカ、トビイロウンカ、セジロウン

カ、ツマグロヨコバイ、ニカメイガ、コブノメイガ、フタオビコヤガ、

斑点米カメムシ類（クモヘリカメムシ、ホソハリカメムシ、ミナミアオ

カメムシ、シラホシカメムシ、トゲシラホシカメムシ、アカスジカスミ

カメ、アカヒゲホソミドリカスミカメ、イネカメムシ）、イネミズゾウ

ムシ 

(指定外) 萎縮病、内穎褐変病、疑似紋枯病、イチモンジセセリ、イネゾウムシ、

イナゴ類、イネシンガレセンチュウ、スクミリンゴガイ 

キャベツ (指 定) 黒腐病、菌核病、アブラムシ類（ニセダイコンアブラムシ、モモアカア

ブラムシ）、コナガ、ハスモンヨトウ、ヨトウガ、シロイチモジヨトウ、

オオタバコガ、モンシロチョウ 

(指定外) べと病、灰色かび病、軟腐病、ハイマダラノメイガ、ウワバ類 

ハクサイ (指定外) べと病、黒斑病、軟腐病、白斑病 

タマネギ (指 定) 白色疫病、べと病 

(指定外) ボトリチス属菌による葉枯病、軟腐病、さび病 

ス イ カ (指 定) アブラムシ類（ワタアブラムシ、モモアカアブラムシ）、シロイチモジ

ヨトウ 

(指定外) つる枯病、うどんこ病、疫病、炭疽病、ハダニ類（カンザワハダニ、ナ

ミハダニ）、アザミウマ類（ミナミキイロアザミウマ、ミカンキイロア

ザミウマ、ネギアザミウマ） 

キュウリ 

 

 

 

 

(指 定) べと病、うどんこ病、灰色かび病、褐斑病、炭疽病、斑点細菌病、アザ

ミウマ類（ミナミキイロアザミウマ、ミカンキイロアザミウマ、ネギア

ザミウマ）、アブラムシ類（ワタアブラムシ、モモアカアブラムシ）、

コナジラミ類（オンシツコナジラミ、タバココナジラミ）、ハダニ類（ナ

ミハダニ、カンザワハダニ） 
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作物名 対 象 病 害 虫 

キュウリ (指定外) 疫病、モザイク病、黄化えそ病 

ナ  ス (指 定) うどんこ病、すすかび病、灰色かび病、アブラムシ類(ワタアブラムシ、

モモアカアブラムシ)、ハダニ類（ナミハダニ、カンザワハダニ）、ア

ザミウマ類（ミナミキイロアザミウマ、ミカンキイロアザミウマ、ネギ

アザミウマ）、ハスモンヨトウ、オオタバコガ 

(指定外) モザイク病、疫病 

トマト 

ミニトマ

ト 

(指 定) うどんこ病、黄化葉巻病、灰色かび病、葉かび病、疫病、すすかび

病、アブラムシ類（モモアカアブラムシ）、コナジラミ類（オンシツ

コナジラミ、タバココナジラミ）、オオタバコガ、ハスモンヨトウ 

(指定外) モザイク病、ハモグリバエ類、ハダニ類 

エンドウ (指 定) シロイチモジヨトウ、オオタバコガ、ハスモンヨトウ、ヨトウガ 

(指定外) 褐紋病、褐斑病、うどんこ病、灰色かび病、つる枯細菌病、ウラナミシ

ジミ、ナモグリバエ、ハモグリバエ類、アブラムシ類（マメアブラムシ、

エンドウヒゲナガアブラムシ）、ウワバ類、ハダニ類（ナミハダニ、カ

ンザワハダニ） 

イ チ ゴ (指 定) 灰色かび病、うどんこ病、アブラムシ類（ワタアブラムシ）、ハダニ類

（ナミハダニ、カンザワハダニ）、アザミウマ類（ミカンキイロアザミ

ウマ、ヒラズハナアザミウマ）、コナジラミ類（タバココナジラミ、オ

ンシツコナジラミ）、ハスモンヨトウ 

カンキツ (指 定) かいよう病、黒点病、そうか病、アザミウマ類（チャノキイロアザミウ

マ）、アブラムシ類（ワタアブラムシ、ミカンクロアブラムシ、ユキヤ

ナギアブラムシ）、ハダニ類（ミカンハダニ）、果樹カメムシ類（チャ

バネアオカメムシ、ツヤアオカメムシ、クサギカメムシ） 

(指定外) 灰色かび病、褐色腐敗病、青・緑かび病、ミカンサビダニ、カイガラム

シ類（ヤノネカイガラムシ、ナシマルカイガラムシ）、ロウムシ類（ツ

ノロウムシ、ルビーロウムシ）、ゴマダラカミキリ、ミカンハモグリガ 

キウイフ

ルーツ 

(指 定) かいよう病 

カ  キ (指 定) 炭疽病、アザミウマ類（チャノキイロアザミウマ、カキクダアザミウ

マ）、カイガラムシ類（フジコナカイガラムシ）、カキノヘタムシガ、

ハマキムシ類（チャハマキ、チャノコカクモンハマキ）、果樹カメムシ

類（チャバネアオカメムシ、ツヤアオカメムシ、クサギカメムシ） 

(指定外) うどんこ病、灰色かび病、角斑落葉病、円星落葉病、落葉病、すす点病、

コガシラアワフキ 

モ  モ (指 定) せん孔細菌病、ハダニ類（クワオオハダニ、ナミハダニ、カンザワハダ

ニ）、シンクイムシ類（ナシヒメシンクイ、モモノゴマダラノメイガ、

モモシンクイガ）、果樹カメムシ類（チャバネアオカメムシ、ツヤアオ

カメムシ、クサギカメムシ） 

(指定外) 黒星病、灰星病、アブラムシ類（モモアカアブラムシ）、モモハモグリ

ガ、コスカシバ、カイガラムシ類（ウメシロカイガラムシ、クワシロカ

イガラムシ） 
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作物名 対 象 病 害 虫 

ウ  メ (指 定) かいよう病、黒星病、果樹カメムシ類（チャバネアオカメムシ、ツヤア

オカメムシ、クサギカメムシ） 

(指定外) すす斑病、アブラムシ類（ムギワラギクオマルアブラムシ）、ウメシロ

カイガラムシ、コスカシバ 

ブ ド ウ (指 定) 果樹カメムシ類（チャバネアオカメムシ、ツヤアオカメムシ、クサギカ

メムシ） 
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Ⅳ．職員 

区  分 所  在  地 職 名 氏  名 

本  所 和歌山県紀の川市貴志川町高尾160 

（農業試験場内） 

     TEL 0736(64)2300 

     FAX 0736(65)2016 

所 長 

主 任 

主 任 

主 査 

主 査 

主 査 

技 師 

技 師 

林 恭弘 

久田 紀夫 

岡本 崇 

岡本 晃久 

井沼 崇 

中野 沙織 

木村 響 

南方 千景 

 

 有田川 

 駐在 

和歌山県有田郡有田川町奥751-1 

（果樹試験場内） 

     TEL 0737(52)4320 

     FAX 0737(53)2037 

 

主 任 

主 任 

副主査 

技 師 

播磨 真志 

衛藤 夏葉 

直川 幸生 

松山 尚生 

 紀の川 

 駐在 

和歌山県紀の川市粉河3336 

（果樹試験場かき・もも研究所内） 

     TEL 0736(73)2274 

     FAX 0736(73)4690 

主 任 

主 任 

主 査 

副主査 

井口 雅裕 

大谷 洋子 

弘岡 拓人 

増田 吉彦 

 

みなべ 

駐在 

和歌山県日高郡みなべ町東本庄1416-7 

（果樹試験場うめ研究所内） 

      TEL 0739(74)3780 

      FAX 0739(74)3790 

 

主 任 

主 任 

技 師 

技 師 

土田 靖久 

菱池 政志 

柏木 悠里 

裏垣 翔野 
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令和５年１２月２７日 

 

令和５年度病害虫発生予察特殊報（第１号） 

 

和歌山県農作物病害虫防除所 

 

１．病害虫名：クロテンコナカイガラムシ Phenacoccus solenopsis Tinsley 

２．作物名 ：キンギョソウ、ミニトマト 

３．発生地域：岩出市、日高郡印南町 

４．発生確認の経過および県内外での発生状況 

 令和５年 10 月中旬、岩出市の施設栽培キンギョソウおよび日高郡印南町の施設栽培

ミニトマトや周辺雑草においてコナカイガラムシ類の発生が認められた。農林水産省神

戸植物防疫所に同定を依頼したところ、本県では未発生のクロテンコナカイガラムシで

あることが確認された。 

 本種は平成 21 年に沖縄県で発生が初めて確認された後、大阪府、奈良県、京都府、

兵庫県、滋賀県などの 19 府県においてトマト、ナス、キュウリ、ズッキーニ、オクラ、

ホウレンソウ、食用トレニア、食用キンギョソウ等で発生が確認されている。 

５．形態および生態 

１）形態 

雌成虫には翅がなく、体型は楕円形。体長は３～５mm 程度。背面に白色のロウ物質

を分泌するため、全体としては白く見えるが、背面の前方と後方に各１対の明瞭な黒

斑が見られる（写真１）。  

２）生態 

繁殖は、交尾後産卵する有性生殖と雌成虫が交尾しない単為生殖の両方が知られて

おり、ワタ状のロウ物質の卵のう内に 350 個程度産卵する。ふ化幼虫は数日間卵の

うで過ごした後、歩いて分散する。雌は２齢、３齢幼虫を経て成虫となり（写真２）、

雄では２齢幼虫の終わりに繭を作り、前蛹、蛹を経て羽化し翅を持つ成虫となる。 

３）寄主植物 

本種は広食性で、ナス科やウリ科、キク科等多くの作物や雑草に寄生する。 

６．被害 

葉、茎、花芽等に寄生し、吸汁により寄主植物を衰弱させることから、発生が多いと

生育不良になる（写真３）。また、甘露（糖分を多く含む排泄物）による果実や葉等の

汚れやすす症状を引き起こす。 

７． 防除対策 

１）本種の茎葉等への寄生と、本種が分泌する甘露によるすす症状の早期発見に努める。 
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２）除去できる寄生部位はビニール袋等に入れ、ほ場外に持ち出して適切に処分する。 

３）スベリヒユ等の雑草にも寄生するため、ほ場内および周辺の除草を徹底する。 

４）作付けを開始する際には、本種の寄生のない健全な苗を選定する。 

５）令和５年 12 月１日現在、花き類のカイガラムシ類に対する登録農薬はあるが、ミ

ニトマトでは登録のある農薬はない。 農薬散布にあたっては、最新の情報を確認し、

使用基準を遵守する。 

 

 

和歌山県農作物病害虫防除所 

電話：0736(64)2300 

写真３ キンギョウソウの被害 

写真２ ミニトマトの株元付近に寄生する 

雌成虫と幼虫 

写真１ クロテンコナカイガラムシ雌成虫 

（背中に特徴的な黒斑） 
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令和５年６月２０日 

 

令和５年度病害虫発生予察注意報（第１号） 

 

和歌山県農作物病害虫防除所 

 

１．病害虫名：スイカ炭疽病 

２．対象作物：スイカ 

３．対象地域：県内全域 

４．発生量：多 

５．発生時期：梅雨時期（５～７月） 

６．注意報発表の根拠  

１）県北部の露地栽培スイカにおける６月中旬の発生ほ場率は 17％（平年３％）、発病

葉率は 1.1％（平年 0.1％）であり、いずれも平年と比べて高い（表１）。 

２）県中部の露地栽培スイカにおける６月中旬の発生ほ場率は 83％（平年 13％）、発病

葉率は 8.3％（平年 1.6％）であり、いずれも平年と比べて高い（表１）。 

３）大阪管区気象台発表の１か月予報（予報期間：６月 17 日～７月 16日）によると、曇

りや雨の日が多い見込みで、発病に好適な条件が続くと予想される。 

 

 

 

７．防除上の注意事項 

１）発生を確認した場合、発病茎葉や果実（写真１、２）を速やかに取り除き、ほ場の

外に持ち出すとともに、５～７日間隔で薬剤防除を梅雨明けまで続ける。 

２）未発生ほ場においても降雨前の予防散布に努める。 

３）ほ場の排水性を改善するとともに、降雨の跳ね上がり防止に努める。 

４）防除薬剤は最新の登録情報（農林水産省 農薬登録情報提供システム

https://pesticide.maff.go.jp/）を参照し、適正に使用する。 

  

表１　６月の県北部および県中部におけるスイカ炭疽病の発生状況

平成 平成 平成 平成 平成 平成 令和 令和 令和 令和 令和５年

25年 26年 27年 28年 29年 30年 元年 ２年 ３年 ４年 （本年）

発生ほ場率（％） 0 0 0 0 0 10 0 0 20 0 17 3

発病葉率（％） 0 0 0 0 0 0.3 0 0 0.3 0 1.1 0.1

発生ほ場率（％） 7 0 0 7 0 0 0 0 100 12 83 13

発病葉率（％） 4.4 0 0 4.1 0 0 0 0 7.4 0 8.3 1.6

平年

県北部

県中部

注）平年：平成25～令和４年の平均

-7-

142646
タイプライターテキスト
２）注意報



 
 

 

 

 

 
 

 

和歌山県農作物病害虫防除所 

電話：0736(64)2300 

写真１ スイカ葉の病斑 

写真２ スイカ果実の病斑 
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令和５年９月１３日 

令和５年度病害虫発生予察注意報（第２号） 

和歌山県農作物病害虫防除所 

１．病害虫名：果樹カメムシ類（チャバネアオカメムシ、クサギカメムシ） 

２．対象作物：カキ、カンキツ、ナシ、ブドウ、キウイフルーツ 

３．対象地域：県内全域 

４．発生量：多 

５．加害期間：８月下旬～ 

６．注意報発表の根拠 

 １）８月中旬以降、県内３地点（紀の川市粉河、有田川町奥、みなべ町東本庄）の予察

灯におけるチャバネアオカメムシの誘殺数が平年を上回る傾向が続いており、９月上

旬にかけて増加傾向となっている。クサギカメムシも８月中旬以降の誘殺数が平年よ

り多い傾向が続いている。 

２）紀の川市粉河の予察灯における８月 26 日～９月５日の誘殺数は、チャバネアオカメ

ムシが 1,844 頭（平年 355.7 頭）、クサギカメムシが 848 頭（平年 77.9頭）であった 

（図１、図２）。 

３）有田川町奥の予察灯における８月 26 日～９月５日の誘殺数は、チャバネアオカメ

ムシが 465 頭（過去９年の平均 448.1 頭）、クサギカメムシが 117 頭（過去９年の平

均 33.9 頭）であった（図３、図４）。 

４）みなべ町東本庄の予察灯における８月 26日～９月５日の誘殺数は、チャバネアオカ

メムシが 8,168 頭（平年 1,627.0 頭）、クサギカメムシが 552 頭（平年 148.3 頭）であ

った（図５、図６）。 

７．防除上の注意事項 

１）果樹カメムシ類の飛来量はほ場間差が大きい。ほ場内での発生及び被害状況をよく

観察し、防除は発生に応じて早めに行う。 

２）山林に隣接するほ場では飛来が多く、集中して加害される傾向がある。 

３）カキでは「富有」、カンキツでは収穫時期の早い極早生ウンシュウミカンで被害が

大きい。 

４）台風通過後や強風後には、一時的にほ場への飛来が多くなることがある。 
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５）今後の発生動向については、農業環境・鳥獣害対策室のウェブページ内農作物病害

虫防除所の果樹カメムシ情報 

（https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/boujyosyo-

yosatsujyouhou.html）や各地域の振興局、JA 等の情報を参考にする。 

６）防除薬剤は最新の登録情報（農林水産省 農薬登録情報提供システム

https://pesticide.maff.go.jp/）を参照し、適正に使用する。特に収穫が近いほ場

では薬剤の収穫前日数に注意する。 
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図１ 紀の川市粉河の予察灯におけるチャバネアオカメムシの誘殺消長
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図２ 紀の川市粉河の予察灯におけるクサギカメムシの誘殺消長
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図３ 有田川町奥の予察灯におけるチャバネアオカメムシの誘殺消長

過去９年の平均

前年

本年

8月 9月 10月10月7月 8月

0

20

40

60

80

100

120

140

7月 8月 9月 10月

５
～
６
日
あ
た
り
誘
殺
数
（
頭
）

図４ 有田川町奥の予察灯におけるクサギカメムシの誘殺消長
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和歌山県農作物病害虫防除所 紀の川駐在(0736-73-2274) 

有田川駐在(0737-52-4320) 

みなべ駐在(0739-74-3780) 
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図５ みなべ町東本庄の予察灯におけるチャバネアオカメムシの誘殺消長
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図６ みなべ町東本庄の予察灯におけるクサギカメムシの誘殺消長
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令和５年４月２８日 

 

令和５年度病害虫防除技術情報（第１号） 

 

和歌山県農作物病害虫防除所 

 

モモ、カンキツ、カキ、キウイフルーツの防除を徹底しましょう 

 

  向こう１か月の季節予報（大阪管区気象台４月27日発表）によると、近畿地方の降水量は多い確率

が40％と予想されています。モモでは４～５月に強風雨の日が多いとせん孔細菌病の発生が多くなり

ます。カンキツでは５月の多雨により灰色かび病、黒点病、そうか病の発生が多くなります。カキや

キウイフルーツでは開花期の多雨は灰色かび病の発生を助長します。また、キウイフルーツでは開花

10～30日前に花腐細菌病の感染が起こり、多雨で助長されます。多雨が予想される場合は、予防散布

を徹底しましょう。 

 

＜モモ＞ 

１．せん孔細菌病 

１）発生時期：４～８月 

２）防除対策 

（１）葉や果実への感染を防止するため、伝染源となる発病枝を見つけたら除去しましょう。 

（２）袋掛け前まで殺菌剤散布を徹底しましょう。抗生物質剤を中心に降雨前の予防散布を心掛

け、７～10日間隔で丁寧に散布します。 

（３）同一系統の薬剤の連用は耐性菌の発生を助長するので、複数系統の薬剤によるローテーシ

ョン散布を行ってください。 

（４）風雨による果実への感染を防止するため、袋掛けは丁寧に行いましょう。 

（５）強風により防風ネットが破損した場合はすぐに補修しましょう。また、防風樹の管理に努

めましょう。 

 

＜カンキツ＞ 

１．灰色かび病 

１）発生時期：５月 

２）防除対策 

（１）開花期から落弁期にかけて降雨、曇天が多いと枯死花弁上で病原菌が繁殖し、これが幼果

に付着、感染して傷果の原因となります。特に、ウンシュウミカンやレモンなど花弁が残り

やすい品目では被害が大きくなりやすいため、注意が必要です。 

（２）薬剤防除は満開期に行います。満開期以降、花弁に発病がみられ、落弁が終わるまでに降

雨が多い場合は落弁期に追加散布を実施します。なお、そうか病に適用がある薬剤を選定す

ると同時防除ができるので効率的です。 

（３）多湿は本病の発生を助長するため、整枝、剪定を行いほ場内の通風を良くしましょう。 

 

２．黒点病 

１）発生時期：５月下旬～10月 

２）防除対策 

（１）５月下旬から８月下旬にかけてマンゼブ水和剤、マンネブ水和剤を散布します。散布後の

累積降水量が200～250mmとなった時点、または１か月を経過した時点のどちらかの早いタイ
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３）防除技術情報



 

 

ミングで追加散布を行います。 

（２）長雨や集中豪雨となった場合、次の散布時期までに累積降水量が 250mm を超えて薬剤の効

果が低下するおそれがあります。耐雨性の向上にはパラフィン系展着剤（商品名：アビオンE、

希釈倍数：1,500倍）の加用が有効です。また、ウンシュウミカンでは、ジマンダイセン水和

剤を400倍で散布することも有効です。 

（３）カンキツの枯れ枝が伝染源となるため、枯れ枝は切除してほ場外に持ち出しましょう。 

 

３．そうか病 

１）発生時期：４月～８月上旬 

２）防除対策 

（１）発生が問題となるのは主にウンシュウミカンです。果実での発生を防ぐためには７月下旬

まで感染を抑える必要があります。 

（２）発芽直後（新梢長約10mmの頃）の初期防除が重要です。開花期以降は灰色かび病や黒点病

との同時防除を行います。 

（３）発病した春枝や果実は伝染源となるため、可能な限り除去しましょう。 

 

＜カキ、キウイフルーツ＞ 

１．灰色かび病 

１）発生時期：５～６月 

２）防除対策 

（１）カキでは花やがく片が発病すると、落花後、果実の表面に小黒点を生じます。発病が著し

い場合は落果することもあります。 

（２）キウイフルーツでは落弁期の花弁や雄ずいに発病し、分生子が幼果に付着すると果実に傷

を付けます。発病が著しい場合は落果することもあります。 

（３）開花期に多雨が予想される場合は、開花直前～満開期に薬剤防除を行いましょう。 

（４）罹病葉や罹病花弁は早めに除去しましょう。 

（５）多湿は本病の発生を助長するため、整枝、剪定を行いほ場内の通風を良くしましょう。 

（６）窒素過多は樹を軟弱にし、発病しやすくするので、肥培管理に留意してください。 

 

＜キウイフルーツ＞ 

１．花腐細菌病 

１）発生時期：５～６月 

２）防除対策 

（１）がく割れ期に病原菌が花蕾内に侵入すると、がく及び花弁が褐変し、激発すると落蕾しま

す。 

（２）本病に対しては、開花20～30日前の主幹の環状剥皮が有効であり、通常は薬剤散布の必要

性は低いです。ただし、開花期前後に多雨が予想される場合には、降雨前に適用農薬を散布

しましょう。 

 

 
和歌山県農作物病害虫防除所 

モモ・カキ・キウイフルーツ 

 紀の川駐在   電話：0736(73)2274 

カンキツ 

有田川駐在   電話：0737(52)4320 
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令和５年９月 22 日  

 

令和５年度病害虫防除技術情報（第２号）  

  

和歌山県農作物病害虫防除所  

 

果樹カメムシ類の発生が急増しています！ 

  

果樹カメムシ類については９月13日付けで、県内全域のカキ、カンキツ、ナシ、ブド

ウ、キウイフルーツを対象に病害虫発生予察注意報（第２号）を発表したところですが、

依然として平年を上回る飛来が認められています。ほ場内での発生および被害状況を観察

し、防除は発生に応じて早めに行いましょう。 

  

１．病害虫名：果樹カメムシ類（チャバネアオカメムシ、ツヤアオカメムシ、クサギカメ

ムシ）  
 

２．対象作物：カキ、カンキツ、ナシ、ブドウ、キウイフルーツ 
 

３．対象地域：県内全域 
 

４．加害期間：８月下旬～  
 

５．誘殺状況（予察灯） 
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図１ 紀の川市粉河の予察灯における９月１日～20日の果樹カメムシ類の誘殺数
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６．防除上の注意事項  

１）果樹カメムシ類の飛来量はほ場間差が大きい。ほ場内での発生及び被害状況をよく 

観察し、防除は発生に応じて早めに行う。  

２）山林に隣接するほ場では飛来が多く、集中して加害される傾向がある。 

３）カキでは「富有」、カンキツでは収穫時期の早い極早生ウンシュウミカンで被害が 

大きい。 
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図２ 有田川町奥の予察灯における９月１日～20日の果樹カメムシ類の誘殺数
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４）台風通過後や強風後には、一時的にほ場への飛来が多くなることがある。 

５）今後の発生動向については、農業環境・鳥獣害対策室のウェブページ内農作物病害 

虫防除所の果樹カメムシ情報 

（https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/boujyosyo-yosatsujyouhou.html）や各

地域の振興局、JA 等の情報を参考にする。 

６）防除薬剤は最新の登録情報（農林水産省 農薬登録情報提供システム 

https://pesticide.maff.go.jp/）を参照し、適正に使用する。特に収穫が近いほ場 

では薬剤の収穫前日数に注意する。 

 

 

和歌山県農作物病害虫防除所 紀の川駐在(0736-73-2274) 

有田川駐在(0737-52-4320) 

みなべ駐在(0739-74-3780) 
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令和６年３月６日 

 

令和５年度病害虫防除技術情報（第３号） 

 

和歌山県農作物病害虫防除所 

 

タマネギべと病の発生に注意して下さい 

 

県北部のタマネギにおいて、べと病の越年罹病株の発生が多く認められました。気象予

報（大阪管区気象台、令和６年２月 29日発表）によると、向こう１か月の平均気温が平

年並または高い見込みであることから、今後の降雨の状況によっては発生の増加が懸念さ

れます。ほ場をよく観察し、防除を徹底しましょう。 

 

１．対象作物：タマネギ 

２．対象地域：県北部 

３．発生時期：２～６月 

４．発生状況 

１）３月上旬の県北部におけるタマネギべと病越年罹病株（写真１）の発生ほ場率は

10％、発病株率は 0.26％であった。発生ほ場率は、３月上旬の平均（４％）と比べて

高く、３月中下旬の平均（９％）と同程度であった。発病株率は、３月上旬の平均

（0.03％）、３月中下旬の平均（0.11％）と比べて高かった（表１）。 

 

表１ ３月上旬および中下旬の県北部におけるタマネギべと病越年罹病株の発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．防除上の注意事項 

１）前年に発生が多かったほ場は、本年も発生しやすい。 

２）本病は、気温 15℃前後で曇雨天が続くと多発する。気温が高く降水量が多い場合は、

本病の発生および増加に注意する。 

３）ほ場をこまめに見回り、越年罹病株の早期発見と抜き取りを徹底する。二次感染株

（写真２）を確認した場合は発病葉を除去する。抜き取った株や発病葉は袋に入れ、

ほ場の外に持ち出して適切に処分する。 

４）越年罹病株や二次感染株を確認した場合は、早急に薬剤散布を行う。発生が認めら

れないほ場においても胞子飛散による感染拡大を防ぐため、予防散布を徹底する。 

５）同一系統の薬剤の連用は耐性菌の発生を助長するので、複数系統の薬剤によるロー

テーション散布を行う。 

６）排水を良好にし、降雨による浸冠水や停滞水をなくす。 

平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

平成
31年

令和
２年

令和
３年

令和
４年

令和
５年

平均
令和６年
（本年）

発生ほ場率（％） - - 0 0 - 6 3 10 - - 4 10

発病株率（％） - - 0 0 - 0.04 0.04 0.09 - - 0.03 0.26

発生ほ場率（％） 3 7 0 8 9 6 10 10 27 13 9 -

発病株率（％） 0.01 0.01 0 0.07 0.03 0.05 0.12 0.12 0.51 0.21 0.11 -

注）－はデータなし

３月上旬

３月中下旬
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７）防除薬剤は最新の登録情報（農林水産省 農薬登録情報提供システム

https://pesticide.maff.go.jp/）を参照し、適正に使用する。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ タマネギべと病越年罹病株 

10～12 月頃に苗床や本ぽで感染し、翌年の２～３月頃に発病が認められる株。葉の光沢

がなくなり黄化・湾曲し、生育が悪く、草丈が低くなることが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ タマネギべと病二次感染株の病斑 

越年罹病株上に形成された分生子により感染し発病する。葉に淡黄色の楕円形～長卵形

の病斑を生じる。また、二次感染株上にも分生子が作られ、適した条件になると分生子に

よる感染と発病を繰り返す。４～５月に発生が多くなる。 

和歌山県農作物病害虫防除所 

電話：0736(64)2300 
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令和６年３月２８日 

令和５年度病害虫防除技術情報（第４号） 

 

和歌山県農作物病害虫防除所 

 

チャバネアオカメムシの越冬量について 

 

 県内全域でチャバネアオカメムシの越冬量が平年よりも多くなっています。 

 

１．病害虫名：チャバネアオカメムシ越冬成虫 

２．対象地域：県内全域 

３．越冬量：多 

４．加害期間：４月下旬～ 

５．越冬状況 

 １）落葉中のチャバネアオカメム越冬成虫の捕獲頭数は、落葉50リットル当たり 2.9頭（前

年 0.0頭、平年 0.5頭）と過去 10年と比較して最も多かった（第１表）。 

 ２）越冬成虫の捕獲地点率は 48.9％（前年2.1％、平年 21.9％）と、平年よりやや高かった

（第１表）。 

 

年次 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 平年値

捕獲頭数／地点 2.1 0.3 0.5 0.0 1.5 0.1 0.2 0.1 0.3 0.0 2.9 0.5

捕獲地点率（％） 51.1 23.4 31.0 0.0 61.7 6.4 13.0 8.5 21.7 2.1 48.9 21.9

調査か所数 47 47 47 47 47 47 47 47 46 47 47 ―

第１表　チャバネアオカメムシの越冬調査の結果

注１）定点の落葉50リットルを１～２月に採集。平年値：過去10年の平均値

注２）捕獲地点率は全調査地点のうち越冬成虫が捕獲された地点の百分率  

 

６．今後の対応 

 １）４月以降の発生動向については、果樹カメムシ類の予察灯での誘殺数データを鳥獣害対 

策課のウェブページ内農作物病害虫防除所の果樹カメムシ情報 

（https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/boujyosyo-yosatsujyouhou.html）  

に掲載します。これらの情報や各地域の振興局、JA等の情報を参考にしてください。 

 ２）４月以降、気温の上昇とともに越冬成虫が果樹ほ場に飛来し、果実に被害が出始めるの 

で注意が必要です。 

 ３）飛来量はほ場間差が大きいので、ほ場内での発生及び被害状況をよく観察し、防除は発 

生に応じて早めに行いましょう。  

４）防除薬剤は最新の登録情報（農林水産省 農薬登録情報提供システム 

https://pesticide.maff.go.jp/）を参照し、適正に使用しましょう。 

 

 

 

 

和歌山県農作物病害虫防除所 紀の川駐在(0736-73-2274) 

有田川駐在(0737-52-4320) 

みなべ駐在(0739-74-3780) 
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令和５ 年度   

病害虫発生予報 第１号（４月予報）  

 

和 歌 山県 農作 物 病害 虫防 除 所   

＜予報の概要＞  

作物名  病害虫 名  発生量  作物名  病害虫 名  発生量  

水稲  

 

ヒメト ビウン カ  

ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ  

並  

多  

野菜全 般  

 

灰色か び病  

アザミ ウマ類  

並  

並  

タマネ ギ  

 

白色疫 病  

べと病  

やや少  

やや多  

カンキ ツ  

 

 

かいよ う病  

そうか 病  

ミカン ハダニ  

並  

並  

やや多  エンド ウ  

 

褐紋病  

うどん こ病  

やや少  

並  カキ  うどん こ病  並  

キャベ ツ  コナガ  並  ウメ  かいよ う病  並  

キュウ リ  

 

べと病  

褐斑病  

タバコ コナジ ラミ  
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

やや多  

少  

やや多  

やや多  

果樹全 般  カメム シ類  やや少  

 

 

気象予報  

 近 畿地 方  １ か月 予報 （ 03/25～ 04/24）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 向 こう １か 月 の気 温、 降 水量 、日 照時 間の 各 階級 の確 率 （％ ）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

10

20

20
日照時間 近畿地方

気  温 近畿地方

降水量
近畿

太平洋側

10 20 70

30 30 40

40 40 20

天候 天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。

気温 平均気温は、高い確率70％です。

日照時間 日照時間は、平年並または少ない確率ともに40％です。

１週目
03/25～03/31

２週目
04/01～04/07

３～４週目
04/08～04/21

2023年03月23日14時30分 大阪管区気象台 発表

気温 １週目は、高い確率60％です。

向こう１か月
03/25～04/24

気温 ２週目は、高い確率70％です。

気温 ３～４週目は、平年並または高い確率ともに40％です。
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Ⅰ．水  稲 
 

 １． ヒメト ビウ ンカ  

  （ １）予 報内 容   発生 時期  早  

           発生 量   並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  ３ 月下旬 の休 閑田 の捕虫 網 20 回振 りす くい取 り調査 では 、和 歌山市 4.0

頭、成 虫率 100％ （平 年 8.3 頭、 成虫率 67％）、 紀の川 市 11.5 頭 、成 虫

率 100％（平 年 5.9 頭、 成虫 率 53％）、 か つらぎ 町 1.3 頭、 成虫 率 100％

（平年 5.1 頭 、成 虫率 46％） であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ヒメ トビ ウンカ はイ ネ縞葉 枯 ウイル スを媒 介す る。 イネ苗 への ヒメト ビ  

     ウ ンカ の飛 来を防 ぐた め、休 閑 田や雑 草地付 近で の育 苗を避 ける 。  

    ②  は種 時 (覆 土前 )～  移 植当 日に 育苗箱 施薬剤 を施 用す る。  

    ③  田植 え前 から作 期を 通して 、 ヒメト ビウン カの 生息 場所と なる 水田周 辺  

     雑 草の 除草 管理を 徹底 する。  

 

 ２． ツマグ ロヨ コバ イ  

  （ １）予 報内 容   発生 時期  早  

           発生 量   多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ３月 下旬 の休閑 田の 捕虫 網 20 回振り すくい 取り 調査 では、 和歌 山市  

98.8 頭 、成 虫率 100％ （平年 6.4 頭、成 虫 率 73％ ）、 紀の川 市 26.0 頭 、

成虫率 99％ （平 年 0.9 頭、成 虫率 36％ ）、 かつら ぎ町 92.5 頭、成 虫率 10

0％（平 年 24.7 頭 、成 虫率 59％） であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  は種 時 (覆 土前 )～移 植当日 に 育苗箱 施薬剤 を施 用す る。  

 

 ※  水稲害 虫の 発生 動向に つい ては、 農 業環境 ・鳥獣 害対 策室 ウェブ ペー ジ内農 作

  物 病害虫 防除 所の 水稲害 虫の 予察灯 誘 殺消長 も参考 にす る。  

 

 

Ⅱ．野  菜 
 

＜タマネギ＞ 

 １． 白色疫 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部で の３月 中旬 の発生 ほ 場率は ３％（ 平年 22％ ）、発 病株 率は  

     0.03％ （平 年 2.5％） であっ た 。  

    ②４ 月の 気象 予報に よる  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  同一 のほ 場内で も発 病に偏 り がみら れるこ とが ある ので、 ほ場 全体を 見  

     回 り、 発病 が集中 して いると こ ろは特 に丁寧 に薬 剤散 布を行 う。  

    ②  排水 を良 好にし 、降 雨によ る 浸冠水 や停滞 水を なく す。  

 

 ２． べと病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  
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    ①  県北 部で の３月 中旬 の越年 罹 病株の 発生ほ 場率 は 13％（平 年９ ％） 、  

     発 病株 率は 0.2％ （平 年 0.1％） であっ た。二 次感 染株 の発生 ほ場 率は  

     ０ ％（ 平年 ：発生 ほ場 率７％ 、 発病株 率 0.1％） であっ た。  

    ②４ 月の 気象 予報に よる  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  前年 の発 生が多 かっ たほ場 で は、本 年も発 生し やす いので 注意 する。  

    ②  本病 は、 気温 15℃前 後で 曇雨 天が続 くと多 発す る 。  

    ③  ほ場 をこ まめに 見回 り、越 年 罹病株 の早期 発見 と抜 き取り を徹 底する 。

     二 次感 染株 を確認 した 場合は 発 病葉を 除去す る。 抜き 取った 株や 発病葉 は

     袋 に入 れ、 ほ場の 外に 持ち出 し て適切 に処分 する 。  

    ④  越年 罹病 株や二 次感 染株が 認 められ た場合 は、 早急 に薬剤 散布 を行 う 。  

     発 生が 認め られな いほ 場にお い ても胞 子飛散 によ る感 染拡大 を防 ぐため 、  

     予 防散 布を 徹底す る。  

    ⑤  同一 系統 の薬剤 の連 用は耐 性 菌の発 生を助 長 す るの で、複 数系 統の薬 剤  

     に よる ロー テーシ ョン 散布を 行 う。  

    ⑥  排水 を良 好にし 、降 雨によ る 浸冠水 や停滞 水を なく す。  

    ⑦  令和 ４年 度病害 虫防 除技術 情 報第５ 号（令 和５ 年３ 月 20 日発表 ）を 参

     照 する 。  

 

＜エンドウ＞ 

 １． 褐紋病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培に おける ３ 月中旬 の発生 ほ場 率は ８％（ 平年 27％ ）で

あった 。  

    ②  ４月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点   

    ①  雨が 多い と多発 する ので薬 剤 散布は 早めに 行う 。  

    ②  多湿 条件 で発病 が助 長され る ので、 排水対 策や 通風 対策に 努め る。  

 

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培で の３月 中 旬の発 生ほ場 率は ０％ （平年 ３％ ）であ っ

た。  

    ②  ４月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点    

    ①  発生 初期 から薬 剤防 除を行 う 。  

 

＜キャベツ＞ 

１．コ ナガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部で の３月 中旬 の発生 ほ 場率は ０％（ 平年 ：発 生ほ場 率３ ％、１ 株

     当 たり 発生 密度 0.0 頭 ）であ っ た。  

    ②  フェ ロモ ントラ ップ による ３ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、和歌 山市 ６頭   

    （平 年 21.3 頭 ）、 紀の川 市１ 頭（ 平年 5.3 頭） であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ジア ミド 系、Ｉ ＧＲ 剤など の 薬剤は 殺虫効 果の 低下 が認め られ ている 。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ため、 同一系 統の 薬剤 は連用 しな い。  
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＜キュウリ＞ 

 １． べと病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部で の３月 下旬 の発生 ほ 場率は 39％ （過去 ９年 の平 均 29％ ）、 発

病葉率 は 11.5％（ 過去 ９年の 平均 6.0％ ） であっ た。  

    ②  ４月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  多発 する と防除 が難 しくな る ため、 初期防 除を 徹底 する。  

    ②  病原 菌は 気孔か ら侵 入する の で、薬 液は葉 の表 裏に ムラな くか かるよ う

に散布 する。  

    ③  肥効 が低 下した り草 勢が衰 え たりす ると発 病が 助長 される ので 、適切 な

肥培管 理に努 める 。  

    ④  同一 系統 の薬剤 の連 用は耐 性 菌の発 生を助 長す るの で、複 数系 統の薬 剤  

     の ロー テー ション 散布 を行う 。  

 

 ２． 褐斑病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部で の３月 下旬 の発生 ほ 場率は ０％（ 過去 ９年 の平均 ：発 生ほ場 率  

     33％、 発病 葉率 5.4％ ）であ っ た。  

    ②  ４月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  多発 する と防除 が難 しくな る ため、 初期防 除を 徹底 する。  

    ②  同一 系統 の薬剤 の連 用は耐 性 菌の発 生を助 長す るの で、複 数系 統の薬 剤  

     の ロー テー ション 散布 を行う 。  

    ③  ボス カリ ド剤、 チオ ファネ ー トメチ ル剤、 アゾ キシ ストロ ビン 剤に対 す

     る 感受 性低 下菌が 認め られて い る。  

 

 ３． タバコ コナ ジラ ミ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部で の３月 中旬 の発生 ほ 場率は 60％ （過去 ９年 の平 均 29％ ）、 生  

     息 葉率 は 9.9％（ 過去 ９年の 平 均 2.3％）で あっ た。  

    ②  ４月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  タバ ココ ナジラ ミは ウリ類 退 緑黄化 ウイル スを 媒介 する。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

 

 ４． ミナミ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部で の３月 中旬 の発生 ほ 場率は 33％ （過去 ９年 の平 均 14％ ）、 生  

     息 葉率 は 3.3％（ 過去 ９年の 平 均 1.2％）で あっ た。  

    ②  ４月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  気温 の上 昇とと もに 発生が 増 加する ので、 発生 初期 に防除 する 。多発 ほ

     場 では 追加 防除を 行う 。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  
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＜野菜全般＞ 

 １． 灰色か び病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 施設栽 培キ ュウリ で の３月 下旬の 発生 ほ場 率は０ ％（ 平年２

％）で あった 。  

    ②  県中 部の 施設栽 培ミ ニトマ ト での３ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （過去 ７

年の平 均４％ ）で あっ た。  

    ③  ４月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  施設 の湿 度低下 を図 り、過 潅 水や滞 水しな いよ うに 注意す る。  

    ②  発病 部位 を除去 し、 発病初 期 から薬 剤防除 を行 う。  

    ③  同一 系統 の薬剤 の連 用は耐 性 菌の発 生を助 長す るの で、複 数系 統の薬 剤  

     の ロー テー ション 散布 を行う 。  

 

 ２． アザミ ウマ 類（ ミナミ キイ ロアザ ミ ウマを 除く）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 施設栽 培イ チゴで の ３月 中 旬の発 生ほ 場率 は、ヒ ラズ ハナア ザ  

     ミ ウマ 11％ （過去 ７年 の平 均 10％）、 ミカン キイ ロア ザミウ マ 11％（ 平  

     年 ０％ ）で あった 。  

    ②  県中 部の 施設栽 培キ ュウリ で の３月 中旬の 発生 ほ場 率は、 ミカ ンキイ ロ

アザミ ウマ０ ％（ 過去 ９年の 平均 ３％） で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  気温 の上 昇とと もに 発生が 増 加する ので、 発生 初期 に防除 する 。多発 ほ

     場 では 追加 防除を 行う 。  

 

 

Ⅲ．果  樹 
 

＜カンキツ＞ 

 １． かいよ う病  

  （ １）予 報内 容   初発 日  やや早  

           発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （無防 除、 有田川 町 奥）の ３月中 旬に おけ る春葉 の越 冬病斑 の

     発 病葉 率は 15.3％ （平 年 9.5％ ）であ った。  

    ②  前年 10 月 中旬 の県北 部（ 海南 市下津 町）、 県中 部、 県南部 （田 辺市）

におけ る春葉 発病 の発 生ほ場 率は 19％ (平 年 19％ ）、 発病葉 率は 0.5％

（平年 0.5％ ）で あった 。  

    ③  ４月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  罹病 性品 種植栽 ほ場 や常発 ほ 場では 、伝染 源と なる 罹病枝 葉の 剪除や 防

     風 施設 の整 備に努 める ととも に 、新梢 伸長期 に銅 水和 剤（薬 害軽 減のた め

     の 措置 を講 じる） を散 布する 。  

 

 ２． そうか 病  

  （ １）予 報内 容   発生 時期  やや 早  
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           発生 量   並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 中旬 の県北 部（ 海南 市下津 町）、 県中 部、 県南部 （田 辺市）

におけ るウン シュ ウミ カンの 果実 発病の 発 生ほ場 率は５ ％（ 平年 ４％） で

あった 。  

    ②  ４月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  常発 ほ場 や前年 多発 ほ場で は 、伝染 源とな る罹 病葉 の除去 、発 芽直後 の

     薬 剤防 除に 努める 。  

 

 ３． ミカン ハダ ニ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （有田 川町 奥）に お ける３ 月中旬 の発 生葉 率は、 無防 除区 9.0

％（平 年 4.1％） 、マシ ン油 乳剤 を散布 し ている 慣行防 除区 ０％ （平年 ０

％）で あった 。  

    ②  ４月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ミカ ンハ ダニの 防除 は、 12 月 下旬～ １月上 旬ま たは ３月中 下旬 、６月 下

旬のマ シン油 乳剤 の散 布、９ 月の 化学合 成 殺ダニ 剤の散 布を 基本 とする 。  

②  殺 ダニ剤 に対 する 抵抗性 の発 達を遅 ら せるた め、同 一系 統の 薬剤は 年間

に２回 以上使 用し ない 。  

 

＜カ  キ＞  

 １． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 中旬 の「富 有」 の発 生ほ場 率は 65％（ 平年 79％ ）、発 病葉 率

     は 10.0％（ 平年 19.1％ ）で あっ た。  

    ②  ４月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  子の う胞 子飛散 最盛 期は４ 月 下旬～ ５月上 旬で あり 、この 時期 に水和 硫

黄剤を 散布す る。 前年 多発し たほ 場では 、 この時 期の防 除を 徹底 する。  

    ②  ４～ ５月 に降水 量が 少なく 、 乾燥気 味に経 過す ると 発病が 助長 される 。  

    ③  病原 菌は 葉裏の 気孔 から侵 入 するの で、薬 液は 葉裏 をねら って 丁寧に 散

布する 。  

 

＜ウ  メ＞  

 １． かいよ う病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ３月 上中 旬の予 察ほ 場（無 防 除、み なべ町 東本 庄） での２ 年生 枝の潜 伏

越冬病 斑形成 枝率 は０ ％（過 去６ 年の平 均 1.1％） であ った 。  

    ②  県南 部（ みなべ 町、 田辺市 ） の前年 ６月上 旬の 発生 ほ場率 は 44％ (平 年

47％ )、 発病 果率 は 1.0％ (平 年 1.8％） であ った。  

    ③  ４月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  強風 雨に より感 染が 助長さ れ るため 、常発 ほ場 では 防風施 設の 整備等 の

防風対 策を励 行す る。  
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    ②  生育 期の 薬剤防 除は 、発芽 期 からほ ぼ 10 日お きに数 回、 抗生物 質剤 を

散布す る。強 風雨 直前 の散布 で、 より高 い 効果が 得られ る。  

 

＜果樹全般＞  

 １． カメム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県内 47 地 点の チャバ ネア オカ メムシ 越冬成 虫の 捕獲 頭数は 落葉 50 リ  

     ッ トル 当た り 0.0 頭（ 前年 0.3 頭、平 年 0.5 頭） 、捕 獲地点 率は 2.1％  

     （ 前年 21.7％、平 年 21.1％ ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  果樹 カメ ムシ類 の飛 来量は ほ 場間差 が大き いの で、 ほ場内 での 発生及 び

被害状 況を観 察し 、防 除は発 生に 応じて 早 めに行 う。  

    ②  ウメ 、モ モなど では 、収穫 前 に越冬 成虫の 飛来 が確 認され た場 合は速 や

     か に薬 剤に よる防 除を 実施す る 。  

    ③  ウメ の被 害は品 種間 差が大 き い。小 梅類等 の収 穫の 早い品 種で 集中し て

     加 害さ れる 傾向が ある ので、 こ れらの 品種で は特 に注 意が必 要で ある。  

    ④  カン キツ では蕾 、花 が加害 さ れるの で、被 害が 認め られた 場合 は薬剤 に

     よ る防 除を 行う。  

    ⑤  今後 の発 生動向 につ いては 、 農業環 境・鳥 獣害 対策 室ウェ ブペ ージ内 農

     作 物病 害虫 防除所 の果 樹カメ ム シ情報 や、各 地域 の振 興局農 業水 産振興  

     課 、Ｊ Ａ等 の情報 を参 考にす る 。  

 

 

 

本情報 は、下 記の 方法 でもご 覧頂 けます 。  

 ○ 農 業 環境 ・鳥 獣 害対 策室 ウ ェブ ペー ジ   <農 作物病 害虫 防除 所 > 

  https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/  

     boujyosyo-yosatsujyouhou.html  

 ○ 和 歌 山県 ホー ム ペー ジ   <わか やま 県 政ニュ ース > 

  http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/  

 

※詳し くは、 農作 物病 害虫防 除所 の各担 当 までお 願いし ます 。  

水稲、 野菜、 花き  

本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）             T EL 0736-64-2 300 

カンキ ツ  

有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）          TEL 0737-52-432 0 

カキ、 モモ  

紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ）  TEL 0736-73-2 274 

ウメ  

み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）     T EL 0739-74-3 780  
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令和５ 年度   

病害虫発生予報 第２号（５月予報）  

 

和 歌 山県 農作 物 病害 虫防 除 所   

＜予報の概要＞  

作物名  病害虫 名  発生量  作物名  病害虫 名  発生量  

水稲  

 

 

 

 

 

 

 

もみ枯 細菌病 に  

よる苗 腐敗症  

ばか苗 病  

いもち 病  

ヒメト ビウン カ  

縞葉枯 病  

ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ  

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ  

並  

 

並  

並  

並  

やや少  

やや多  

並  

カンキ ツ  

 

 

 

 

 

 

かいよ う病  

そうか 病  

黒点病  

灰色か び病  

ミカン ハダニ  

ヤノネ カイガ ラム シ  

チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

やや多  

やや多  

やや多  

やや多  

並  

やや少  

やや少  

カキ  

 

 

 

うどん こ病  

円星落 葉病  

角斑落 葉病  

チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

やや少

並  

並  

並  

タマネ ギ  

 

 

灰色か び病  

べと病  

 

並  

やや多  

キュウ リ  

 

 

べと病  

うどん こ病  

褐斑病  

並  

並  

やや少  

モモ  

 

せん孔 細菌病  

カイガ ラムシ 類  

並  

やや少  

キウイ フ

ルーツ  

かいよ う病  

 

並  

 野菜全 般  

 

 

アブラ ムシ類  

ハダニ 類  

アザミ ウマ類  

並  

並  

並  

果樹全 般  

 

カメム シ類  

 

やや少  

 
 

気象予報 

 近 畿地 方  １ か月 予報 （ 04/22～ 05/21）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 向 こう １か 月 の気 温、 降 水量 、日 照時 間の 各 階級 の確 率 （％ ）   
 
 
 
 
 
 

10

20

20
日照時間 近畿地方

気  温 近畿地方

降水量 近畿地方

50 30 20

20 40 40

40 40 20

低い（少ない） 平年並 高い（多い）

なし。

天候 天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。

向こう１か月
気温 平均気温は、低い確率50％です。

04/22～05/21
降水量 降水量は、平年並または多い確率ともに40％です。

日照時間 日照時間は、平年並または少ない確率ともに40％です。

１週目
04/22～04/28

２週目
04/29～05/05

2023年04月20日14時30分 大阪管区気象台 発表

特に注意を要する事項

気温 １週目は、低い確率70％です。

気温 ２週目は、平年並の確率50％です。
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Ⅰ．水  稲 
 

 １． もみ枯 細菌 病に よる苗 腐敗 症  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 の県 内全域 にお けるも み 枯細菌 病の本 田で の発 生面積 率は ０％（ 平

     年 １％ ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発病 ほ場 から採 種し た種子 は 使用し ない。  

    ②  種子消毒を行う。  

 

 ２． ばか苗 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 の県 内全域 にお けるば か 苗病の 本田で の発 生面 積率は ４％ （平年 ２  

％）で あった 。  

    ②  種子 消毒 に用い る薬 剤の効 果 は安定 してい る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  もみ 枯細 菌病に よる 苗腐敗 症 に準じ る。  

 

 ３． いもち 病（ 苗い もち、 葉い もち）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  田植 え時 に育苗 箱施 薬剤を 施 用する 。  

 

 ４． ヒメト ビウ ンカ および 縞葉 枯病  

  （ １）予 報内 容   ヒメ トビ ウンカ  発生時 期  早   発生 量  並  

           縞葉 枯病     発生量   や や少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ４月 中旬 の休閑 田に おける 捕 虫網 20 回振 りす くい取 り調 査では 、和 歌

山市で 3.0 頭 （平 年 10.9 頭 ）、紀 の川 市 で 6.5 頭（平 年 8.8 頭 ）、か つ

らぎ町 で 4.0 頭（ 平年 3.5 頭 ）で あった 。  

②  越 冬世代 の 50％成 虫化時 期は 、紀 の川 市で３ 月 ９日 以前 （平 年３月 18

日）で あった 。  

    ③  県北 部に おける ヒメ トビウ ン カ（越 冬世代 ）の イネ 縞葉枯 病ウ イルス 保

     毒 虫率 は、 和歌山 市 1.7％（ 平 年 5.8％）、 かつ らぎ 町 1.2％（平 年 6.9 

     ％ ）で あっ た。  

    ④  県北 部お よび中 部の 本田に お ける前 年のイ ネ縞 葉枯 病の発 生面 積率は ０

％（平 年６％ ）で あっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

①  イ ネ苗へ のヒ メト ビウン カの 飛来を 防 ぐため 、雑草 地付 近で の育苗 を避

ける。  

 

 ５． ツマグ ロヨ コバ イ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  ４ 月中旬 の休 閑田 におけ る 20 回振 りす くい取 り調査 によ る平 均生息 数

は、和 歌山 市 81.5 頭（ 平年 12.1 頭）、 紀 の川市 で 10.0 頭 （平年 5.8 

 頭） 、かつ らぎ 町で 21.3 頭（平 年 39.7 頭）で あった 。  
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  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  田植 え時 に育苗 箱施 薬剤を 施 用する 。  

 

 ６． イネミ ズゾ ウム シ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  予 察灯に よる ４月 １～ 20 日の 誘殺 数は 、上富 田町で １頭 （平 年 3.7

頭）、 那智勝 浦町 で０ 頭（平 年 0.4 頭） で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

①  田 植え時 に育 苗箱 施薬剤 を施 用する 。  

②  ５ 月中旬 まで に田 植えす る地 域 のう ち 、多発 地では さら に田 植え３ ～４

週後に 薬剤を 処理 する 。  

③  イ ネミズ ゾウ ムシ に効果 があ る育苗 箱 施薬剤 を施用 して いな いほ場 で、

田植え ３～７ 日後 に成 虫によ る食 害株率 が 30％あ るいは 成虫 が１ 株あた り

0.5 頭 を超え る場 合は、 直ち に薬 剤防除 を 実施す る。  

 

 

Ⅱ．野  菜 
 

＜タマネギ＞  

 １． 灰色か び病 （白 斑葉枯 病）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①   県北 部で の４月 中旬 の発生 ほ 場率は ０％（ 平年 １％ ）であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ほ場 の排 水を良 くす る。  

    ②  発病 葉や 収穫後 の残 さは、 ほ 場から 速やか に持 ち出 して適 切に 処分す  

     る 。  

 

 ２． べと病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部で の４月 中旬 の二次 感 染株の 発生ほ 場率 は 40％（平 年 31％） 、  

発病株 率は 0.3％ （平 年 1.5％）で あっ た。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ほ場 をこ まめに 見回 り、発 病 葉を出 来るだ け除 去 す る。除 去し た発病 葉  

は袋に 入れ、 ほ場 の外 に持ち 出し て適切 に 処分 す る。ま た、 収穫 後の残 さ  

に発病 葉があ る場 合は 、すき 込む と翌年 の 発生源 となる ため 、集 めてほ 場  

の外に 持ち出 して 適切 に処分 する 。  

    ②  二次 感染 株を確 認し た場合 は 、早急 に薬剤 散布 を行 う。発 生が 認めら れ  

ないほ 場にお いて も、 胞子の 飛散 による 発 病拡大 を防ぐ ため 予防 散布を 徹  

底する 。  

    ③  同一 系統 の薬剤 の連 用は耐 性 菌の発 生を助 長す るの で、複 数系 統の薬 剤  

による ローテ ーシ ョン 散布を 行う 。  

    ④  排水 を良 好にし 、降 雨によ る 浸冠水 や停滞 水を なく す。  

    ⑤  令和 ４年 度病害 虫防 除技術 情 報第５ 号（令 和５ 年３ 月 20 日発表 ）を 参  

照する 。  
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＜キュウリ＞  

 １． べと病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部で の４月 中旬 の発生 ほ 場率は 30％ （平 年 29％ ）、 発病葉 率は  

2.3％（ 平年 3.0％ ）で あった 。  

    ②  県中 部で の４月 下旬 の発生 ほ 場率は 46％ （平 年 43％ ）、 発病葉 率は  

     18.5％ （平 年 12.2％） であ った 。  

    ③  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  施設 栽培 では換 気を 十分に 行 い、湿 度低下 を図 る。  

    ②  薬剤 防除 は予防 散布 を重点 に 、薬液 が葉裏 に十 分か かるよ うに 行う。  

 

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部で の４月 中旬 の発生 ほ 場率は 10％ （平年 １％ ）発病 葉率 0.1％  

（平年 0.02％）で あっ た。  

    ②  県中 部で の４月 下旬 の発生 ほ 場率は 54％ （平 年 75％ ）、 発病葉 率は  

10.2％ （平 年 18.7％） であっ た。  

    ③  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  施設 栽培 では換 気を 十分に 行 い、湿 度低下 を図 る。  

    ②  薬剤 防除 は予防 散布 を重点 に 、薬液 が葉裏 に十 分か かるよ うに 行う。  

    ③  薬剤 の感 受性低 下を 防ぐた め 、同一 系統の 薬剤 は連 用しな い。  

 

 ３． 褐斑病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部で の４月 中旬 の発生 ほ 場率は 10％ （平年 ４％ ）、発 病葉 率 0.2％  

（平年 0.1％ ）で あった 。  

    ②  県中 部で の４月 下旬 の発生 ほ 場率は ０％（ 過去 ７年 の平均 ：発 生ほ場 率

45％、 発病葉 率 10.7％ ）であ った 。  

    ③  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  施設 栽培 では換 気を 十分に 行 い、湿 度低下 を図 る。  

    ②  発病 葉や 収穫後 の残 さは速 や かに処 分する 。  

    ③  資材 に付 着した 病原 菌の胞 子 が伝染 源にな るの で、 支柱等 再利 用する 資

     材 は栽 培終 了後に 消毒 する。 ネ ットや マルチ 等は 更新 する。  

 

＜野菜全般＞  

 １． アブラ ムシ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  県 北部の キャ ベツ におけ る４ 月中旬 の 発生株 率は、 モモ アカ アブラ ム シ

0.6％（ 平年 6.5％ ）、 ニセダ イコ ンア ブラ ムシ ０ ％（平 年 0.3％） であ っ

た。  

    ②  県中 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ４月下 旬の ワタ アブラ ムシ の発生 ほ

場率は ０％（ 過去 ９年 の平均 16％ ）で あっ た。  

    ③  県中 部の 施設お よび トンネ ル 栽培ス イカに おけ る４ 月中旬 のワ タアブ ラ
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ムシの 発生ほ 場率 は 62％（過 去８ 年の 平均 41％） であっ た。  

    ④  黄色 水盤 （紀の 川市 ）への ４ 月１～ 20 日 までの 飛来 数は、 25 頭 （平 年  

     100.6 頭）で あっ た。  

    ⑤  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

 

 ２． ハダニ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  県 北部の イチ ゴに おける ４月 中旬の ナ ミハダ ニは発 生ほ 場率 10％（ 平年

48％） 、生息 葉率 1.0％ （平 年 19.0％） 、 カンザ ワハダ ニは 発生 ほ場率 10

％（平 年 16％）、 生息 葉率 7.5％ （平 年 3.0％）で あっ た。  

    ②  県中 部の 施設お よび トンネ ル 栽培ス イカに おけ る４ 月中旬 の発 生ほ場 率

は 77％ （過 去８年 の平 均 68％）、 １葉 当た りの生 息密度 は 0.8 頭 （過去

８年の 平均 0.1 頭 ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ハダ ニ類 はほ場 の周 辺から 侵 入する ので、 外縁 部の 株にお いて 早期発 見

     に 努め 、初 期防除 を行 う。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

 

 ３． アザミ ウマ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  県 北部の イチ ゴに おける ４月 中旬の ヒ ラズハ ナアザ ミウ マは 発生ほ 場率

10％（ 過去 7 年の 平均 56％） 、１ 花当 たり 生息密 度 0.7 頭（ 過去 7 年の 平

均 0.7 頭）、 ミカ ンキ イロア ザミ ウマは 発 生ほ場 率０％ （平 年： 発生ほ 場

率 10％ 、１ 花当た りの 生息密 度 0.1 頭 ）で あった 。  

    ②  県中 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ４月 下 旬の ミナ ミキイ ロア ザミウ マ

は発生 ほ場 率 20％ （過 去９年 の平 均 36％） 、ミカ ンキイ ロア ザミ ウマは

発生ほ 場率 20％（ 過去 ９年の 平均 ４％ ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  生息 密度 の低い 時期 から薬 剤 防除を 行う。  

 

 

Ⅲ．果  樹  

＜カンキツ＞  

 １． かいよ う病  

  （ １）予 報内 容   発生 時期  やや 早 い（初 発日の 平年 ５月 23 日 ）  

           発生 量   やや多 

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （有田 川町 奥）に お ける「 宮川早 生」 の展 葉期は ４月 17 日  

     （ 平年 ４月 21 日 ）であ った 。  

    ②  予察 ほ場 （無防 除、 有田川 町 奥）に おける 春葉 の越 冬病斑 の発 病葉率 は

15.3％ （平 年 9.5％）で あっ た。  

    ③  前年 10 月 中旬 の県北 部（ 海南 市下津 町）、 県中 部、 県南部 （田 辺市）

におけ る春葉 発病 の発 生ほ場 率は 19％ (平 年 19％ ）、 発病葉 率は 0.5％

（平年 0.5％ ）で あった 。  

    ④  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  
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    ①  薬害 対策 を講じ た上 で銅水 和 剤の予 防散布 を行 う。  

    ②  罹病 枝葉 の剪除 と防 風垣や 防 風ネッ トの整 備に 努め る。  

 

 ２． そうか 病  

  （ １）予 報内 容   発生 時期  やや 早 い  

           発生 量   やや 多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （有田 川町 奥）に お ける「 宮川早 生」 の展 葉期は ４月 17 日  

     （ 平年 ４月 21 日 ）であ った 。  

    ②  前年 10 月 中旬 の県北 部（ 海南 市下津 町）、 県中 部、 県南 部 （田 辺市）

におけ るウン シュ ウミ カンの 果実 発病の 発 生ほ場 率は５ ％（ 平年 ４％） で

あった 。  

    ③  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  常発 ほ場 や前年 多発 ほ場は 発 芽直後 の防除 を基 本と するが 、発 芽直後 に

防除で きなか った 場合 は早急 に散 布を行 う 。  

    ②  その 他の ほ場で は満 開期に 黒 点病、 灰色か び病 を防 除する 際、 そうか 病

にも適 用のあ る薬 剤を 用いる 。  

 

 ３． 黒点病  

  （ １）予 報内 容   発生 量（ 初期感 染 ）  や や多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹上 及び ほ場内 外に 放置さ れ た枯枝 が伝染 源と なる ため早 急に 処分す

る。  

 

 ４． 灰色か び病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  常発 ほ場 では満 開期 に防除 を 行う。  

    ②  開花 期～ 落弁期 に曇 雨天が 続 くと発 生が助 長さ れる ので、 必要 に応じ て

     防 除す る。  

 

 ５． ミカン ハダ ニ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （有田 川町 奥）に お ける４ 月中旬 の発 生葉 率は、 無防 除区 18.0

％（平 年 7.2％） 、マシ ン油 乳剤 を散布 し ている 慣行防 除区 ０％ （平年 ０

％）で あった 。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  冬期 から 春期に かけ てマシ ン 油乳剤 を散布 して いな いほ場 では 、夏用 マ

シン油 乳剤 200 倍 の散 布を早 急に 行う。  

 

 ６． ヤノネ カイ ガラ ムシ  

  （ １）予 報内 容   発生 時期  早い  

           発生 量   やや 少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 中旬 の発生 ほ場 率は ２％（ 平年６ ％） 、寄 生果率 は 0.1％（ 平
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     年 0.4％）で あっ た。  

    ②  予察 式に よると 、第 １世代 １ 齢幼虫 初発日 は５ 月２ 日（実 測値 の平年 ５

月 13 日 ）と 予想 される 。  

    ③  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  第１ 世代 １齢幼 虫初 発日か ら 約 40 日 後の ２齢 幼虫最 盛期 が防除 適期 で

ある。  

 

 ７． チャノ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （無防 除） におけ る 黄色粘 着トラ ップ によ る４月 １～ 20 日 の誘

殺数は 由良町 １頭 （平 年 9.4 頭） 、有田 川 町１頭 （過去 ９年 の平 均 2.3

頭）で あった 。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  防風 樹の イヌマ キや サンゴ ジ ュの近 くでは 発生 が多 くなる ので 、特に 丁

     寧 に薬 剤防 除を行 う。  

 

＜カ キ＞  

 １． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少 

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 の「 富有」 の発 生ほ 場率は 65％ （平 年 79％ ）、 発病葉 率は  

     10.0％ （平 年 19.1％） であ った 。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  子の う胞 子飛散 最盛 期は４ 月 下旬～ ５月上 旬で あり 、この 時期 に水和 硫

黄剤を 散布す る。 前年 多発し たほ 場では 、 この時 期の防 除を 徹底 する。  

    ②  ４～ ５月 に降水 量が 少なく 、 乾燥気 味に経 過す ると 発病が 助長 される 。  

    ③  病原 菌は 葉裏の 気孔 から侵 入 するの で、薬 液は 葉裏 をねら って 丁寧に 散

布する 。  

 

 ２． 円星落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 の「 富有」 にお ける 発生ほ 場率 は 41％ （平 年 38％）、 発病 葉

率は 6.1％（ 平年 3.5％ ）で あった 。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点   

    ①  子の う胞 子飛散 は、 ５月上 中 旬から 始まり 、５ 月下 旬～７ 月中 旬の降 雨

     後 に多 い。 二次感 染は しない 。  

    ②  薬剤 防除 は５月 から ８月ま で マンゼ ブ水和 剤、 マン ネブ水 和剤 、有機 銅

     水 和剤 等を 定期的 に予 防散布 す る。  

 

 ３． 角斑落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 の「 富有」 にお ける 発生ほ 場率 は 82％ （平 年 65％）、 発病 葉

率は 13.9％ （平 年 10.4％） であっ た。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  
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  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  分生 子に よる感 染は ５月上 中 旬から 始まり 、７ 月中 下旬ま で続 く。二 次

     感 染を 繰り 返す。  

    ②  薬剤 防除 は円星 落葉 病に準 ず る。  

 

 ４． チャノ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （無防 除、 紀の川 市 粉河） におけ る黄 色粘 着トラ ップ による ４

月１～ 20 日 の誘殺 数は １頭（ 平年 3.8 頭） であっ た。  

②  ５ 月の気 象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  開花 期～ 落弁期 に防 除する 。  

    ②  防風 樹の イヌマ キや サンゴ ジ ュの近 くでは 発生 が多 くなる ので 、特に 丁

寧に薬 剤防除 を行 う。  

 

＜ モ  モ ＞  

 １． せん孔 細菌 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の ４月中 旬の 発病葉 の 発生ほ 場率は ０％ （平 年 14％ ）、 発病 葉率

は０％ （平 年 0.4％）、 発病 枝の 発生ほ 場 率は０ ％（平 年 24％） 、発病 枝

率は０ ％（平 年 1.2％） であ った 。  

②  ５ 月の気 象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  春型 越冬 病斑形 成枝 は葉へ の 伝染源 となる ので 剪除 する。  

    ②  果実 発病 は５月 以降 の風雨 に より多 くなる ので 、降 雨直前 の予 防散布 を

     徹 底す る。 予防散 布が できな か った場 合、降 雨後 でき るだけ 早く 薬剤散 布

     を 行う 。  

    ③  本病 の防 除薬剤 のう ち、マ イ コシー ルドは 連用 する と葉先 の黄 化を生 じ

     る こと があ るので 注意 する。  

 

 ２． カイガ ラム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の ４月中 旬の カイガ ラ ムシ類 （ウメ シロ カイ ガラム シ雌 成虫・ ク

ワシロ カイガ ラム シ雌 成虫・ ナシ マルカ イ ガラム シ幼虫 ）の 寄生 枝の発 生

ほ場率 は０％ （平 年 24％）、 寄生 枝率 は０ ％（平 年 1.0％） であっ た。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹体 生育 期にお ける 防除適 期 は、第 １世代 のふ 化幼 虫発生 時期 である た

     め 、ふ 化幼 虫発生 盛期 の少し 後 に薬剤 散布を 実施 する 。  

    ②  県北 部の クワシ ロカ イガラ ム シのふ 化幼虫 発生 盛期 は５月 ３日 前後と 予

想して いる。  

 

＜キウイフルーツ＞  

 １． かいよ う病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ４月 中旬の 発 病葉の 発生ほ 場率 は０ ％（過 去４ 年の平 均
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０％） であっ た。  

    ②  ５月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  新梢 の萎 れ・黒 変や 樹液の 漏 出がみ られる 枝は 、前 年枝の 基部 から切 除

する。  

    ②  作業 に使 用した 器具 類（ハ サ ミ、ノ コギリ 等） は 70％エタ ノー ルで 消毒

する。  

    ③  風当 たり の強い ほ場 では、 防 風対策 を行う 。  

 

＜果樹全般＞  

 １． カメム シ類      

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県内 47 地 点の チャバ ネア オカ メムシ 越冬成 虫の 捕獲 頭数は 落葉 50 リ  

     ッ トル 当た り 0.0 頭（ 前年 0.3 頭、平 年 0.5 頭） 、捕 獲地点 率は 2.1％  

     （ 前年 21.7％、平 年 21.1％ ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  果樹 カメ ムシ類 の飛 来量は ほ 場間差 が大き いの で、 ほ場内 での 発生及 び

     被 害状 況を 観察し 、防 除は発 生 に応じ て早め に行 う。  

    ②  ウメ ・モ モなど では 、収穫 前 に越冬 成虫の 飛来 が確 認され た場 合は速 や

     か に薬 剤に よる防 除を 実施す る 。  

    ③  ウメ の被 害は品 種間 差が大 き い。小 梅類等 の収 穫の 早い品 種で 集中し て

加害さ れる傾 向が ある ので、 これ らの品 種 では特 に注意 が必 要で ある。  

    ④  カン キツ では蕾 、花 が加害 さ れるの で、被 害が 認め られた 場合 は薬剤 に

よる防 除を行 う。  

    ⑤  今後 の発 生動向 につ いては 、 農業環 境・鳥 獣害 対策 室ウェ ブペ ージ内 農

作物病 害虫防 除所 の果 樹カメ ムシ 情報や 、 各地域 の振興 局 農 業水 産振興

課、Ｊ Ａ等の 情報 を参 考にす る。  

 

 

  本 情報は 、下 記の 方法で もご 覧頂け ま す。  

○ 農 業環 境・ 鳥 獣害 対策 室 ウェ ブペ ージ   <農作物 病害 虫防 除所 > 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/  

      boujyosyo -yosatsujyouhou.html 

 ○ 和 歌 山県 ホー ム ペー ジ   <わ かやま 県 政ニュ ース > 

http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/  

 

※詳し くは、 農作 物病 害虫防 除所 の各担 当 までお 願いし ます 。  

水稲、 野菜、 花き  

本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）             T EL 0736-64-2 300 

カンキ ツ  

有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）          TEL 0737-52-432 0 

カキ、 モモ  

紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ）  TEL 0736-73-2 274 

ウメ  

み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）     TEL 0739-7 4-3780 
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天候
期間の前半は、天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ曇りや雨の日が多いで
しょう。期間の後半は、平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。

向こう１か月
気温 平均気温は、平年並または高い確率ともに40％です。

05/27～06/26
降水量 降水量は、平年並または多い確率ともに40％です。

日照時間 日照時間は、平年並または少ない確率ともに40％です。

１週目
05/27～06/02

2023年05月25日14時30分 大阪管区気象台 発表

気温 １週目は、高い確率50％です。

令和５ 年度   

病害虫発生予報 第３号（６月予報）  

 

和 歌 山県 農作 物 病害 虫防 除 所   

＜予報の概要＞  

作物名  病害虫 名  発生量  作物名  病害虫 名  発生量  

水稲  
 
 
 
 
 
 

いもち 病  
ヒメト ビウン カ  
縞葉枯 病  
ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ  
セジロ ウンカ  
トビイ ロウン カ  
イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ  

並  
並  

やや少  
並  
並  
並  
並  

カンキ ツ  
 
 
 
 
 

黒点病  
かいよ う病  
ミカン ハダニ  
ヤ ノ ネ カ イ ガ ラ ム シ  
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  
アブラ ムシ類  

やや多  
やや多  
やや多  
やや少  
やや少  

並  

カキ  
 
 
 
 
 

うどん こ病  
円星落 葉病  
角斑落 葉病  
カ キ ク ダ ア ザ ミ ウ マ  
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

やや多  
並  
並  
並  
並  
並  

ウリ科 野
菜  
 
 
 
 
 

モザイ ク病  
べと病  
褐斑病  
うどん こ病  
疫病  
つる枯 病  
炭疽病  

並  
並  

やや少  
並  
並  
並  
並  

モモ  せん孔 細菌病  
カイガ ラムシ 類  

並  
やや多  

キウイ フ  
ルーツ  

かいよ う病  並  
 野菜全 般  

 
 
 
 

アブラ ムシ類  
ハダニ 類  
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

並  
並  
並  
並  
並  

果樹全 般  カメム シ類  やや少  
 

 

気象予報 
 近 畿地 方  １ か月 予報 （ 05/27～ 06/26）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向 こう １か 月 の気 温、 降 水量 、日 照時 間の 各 階級 の確 率 （％ ）  

 
 

 

 

 

 

10

20

20
日照時間 近畿地方

気  温 近畿地方

降水量 近畿地方

20 40 40

20 40 40

40 40 20

低い（少ない） 平年並 高い（多い）
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Ⅰ．水  稲 
 

 １． いもち 病（ 苗い もち、 葉い もち）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  低温 、日 照不足 、長 雨が続 く 条件で 発生し やす い。  

    ②  県南 部の 早植え 地域 の常発 地 では気 象条件 に注 意し 、発生 を認 めたら 直

ちに薬 剤防除 を行 う。  

    ③  県北 部、 県中部 の普 通期栽 培 地域で は、「 コシ ヒカ リ」、 「キ ヌヒカ

リ」な どの罹 病性 品種 を作付 けす る場合 に は育苗 箱施薬 剤を 施用 する。  

    ④  田植 え後 の余り 苗を 水田に 放 置しな い。  

 

 ２． ヒメト ビウ ンカ および 縞葉 枯病  

  （ １）予 報内 容   ヒメ トビ ウンカ  発生量  並  

           縞葉 枯病     発生量  やや 少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 灯に よる５ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市、 上富田 町お よび那 智  

勝浦町 でいず れも ０頭 （平年 ：紀 の川市 ０ 頭、上 富田町 ０頭 、那 智勝浦 町  

0.2 頭 ）であ った 。  

    ②  県北 部に おける ヒメ トビウ ン カ（越 冬世代 ）の イネ 縞葉枯 病ウ イルス 保

     毒 虫率 は、 和歌山 市 1.7％（ 平 年 5.8％）、 かつ らぎ 町 1.2％（平 年 6.9 

     ％ ）で あっ た。  

    ③  県北 部お よび中 部の 本田に お ける前 年のイ ネ縞 葉枯 病の発 生面 積率は ０

％（平 年６％ ）で あっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

①  イ ネ苗へ のヒ メト ビウン カの 飛来を 防 ぐため 、雑草 地付 近で の育苗 を 避

ける。  

    ②  田植 え時 はヒメ トビ ウンカ に 効果が ある育 苗箱 施薬 剤を施 用す る。  

    ③  第２ 世代 成虫は ６月 中旬頃 に 水田に 飛来し 、第 ３世 代幼虫 の発 生最盛 期

は６月 下旬頃 と考 えら れるこ とか ら、前 年 に縞葉 枯病の 発生 が認 められ た

地域で は、こ の時 期の 幼虫を 対象 に追加 防 除を行 う。  

 

 ３． ツマグ ロヨ コバ イ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 灯に よる５ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市０ 頭（平 年０ 頭）、 上

富田町 １頭（ 平年 0.2 頭）お よび 那智勝 浦 町０頭 （平年 ０頭 ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  田植 え時 にツマ グロ ヨコバ イ に効果 がある 育苗 箱施 薬剤を 施用 する。  

 

 ４． セジロ ウン カ  

  （ １）予 報内 容   発生 時期  並  発 生量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ５月 20 日 現在 、県内 の予 察灯 （紀の 川市、 上富 田町 、那智 勝浦 町）へ

の飛来 は認め られ てい ない（ ５月 １～ 20 日 の誘殺 数の平 均： 紀の 川市 0.1

頭、上 富田 町 0.3 頭、 那智勝 浦町 0.6 頭 。 初飛来 の平年 ：５ 月 23 日） 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  田植 え時 にセジ ロウ ンカに 効 果があ る育苗 箱施 薬剤 を施用 する 。  

    ②  フィ プロ ニル剤 に対 する感 受 性低下 が報告 され てい る。  
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 ５． トビイ ロウ ンカ  

  （ １）予 報内 容   発生 時期  並  発 生量  並 

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ５月 20 日 現在 、県内 の予 察灯 （紀の 川市、 上富 田町 、那智 勝浦 町）へ

の飛来 は認め られ てい ない（ ５月 １～ 20 日 の誘殺 数の平 均： 紀の 川市０

頭、上 富田 町 0.1 頭、 那智勝 浦町 ０頭。 初 飛来の 平年： ６月 23 日 ）。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  田植 え時 にトビ イロ ウンカ に 効果が ある育 苗箱 施薬 剤を施 用す る。  

    ②  イミ ダク ロプリ ド剤 、クロ チ アニジ ン剤、 チア メト キサム 剤 に 対する 感  

     受 性低 下が 報告さ れて いる。  

 

 ６． イネミ ズゾ ウム シ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 灯に よる５ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市０ 頭（平 年０ 頭）、 上

富田町 12 頭 （平 年 25.1 頭） 、那 智勝浦 町 25 頭（ 平年 15.0 頭）で あっ

た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

①  イ ネミズ ゾウ ムシ に効果 があ る育苗 箱 施薬剤 を施用 して いな いほ場 で、

田植え ３～７ 日後 に成 虫によ る食 害株率 が 30％あ るいは 成虫 が１ 株あた り

0.5 頭 を超え る場 合は、 直ち に薬 剤防除 を 実施す る。  

 

 ※  水稲害 虫の 発生 動向に つい ては、 農 業環境 ・鳥獣 害対 策室 ウェブ ペー ジ内農 作

  物 病害虫 防除 所の 水稲害 虫の 予察灯 誘 殺消長 も参考 にす る。  

 

 

Ⅱ．野  菜  

 

＜ウリ科野菜＞  

 １． モザイ ク病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 施設栽 培キ ュウリ お よび露 地栽培 スイ カに おける ５月 中旬の 発

生ほ場 率はい ずれ も０ ％（平 年： キュウ リ １％、 スイカ ０％ ）で あった 。  

    ②  県中 部の 施設栽 培キ ュウリ お よび露 地栽培 スイ カに おける ５月 中 下旬 の

発生ほ 場率は いず れも ０％（ 平年 ：いず れ も０％ ）であ った 。  

    ③  アブ ラム シ類の 発生 は平年 並 と予想 される 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  アブ ラム シ類の 防除 を行う 。  

 

 ２． べと病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ５月中 旬の 発生 ほ場率 は 60％（ 平年

42％） 、発病 葉率 は 3.1％（ 平年 5.3％ ）で あった 。  

    ②  県中 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ５月下 旬の 発生 ほ場率 は 83％（ 平年

59％） 、発病 葉率 は 14.6％（ 平年 14.7％） であっ た。  

    ③  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  
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    ①  施設 栽培 では換 気を 十分に 行 い、湿 度低下 を図 る。  

    ②  薬剤 防除 は予防 散布 を重点 に 、薬液 が葉裏 に十 分か かるよ うに 行う。  

 

 ３． 褐斑病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ５月中 旬の 発生 ほ場率 は 10％（ 平年

６％） 、発病 葉率 0.2％ （平 年 0.2％） であ った。  

②  県 中部の 施設 栽培 キュウ リに おける ５ 月下 旬 の発生 ほ場 率は ０％（ 過去

７年の 平均： 発生 ほ場 率 48％ 、発 病葉 率 11.7％） であっ た。  

    ③  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  施設 栽培 では換 気を 十分に 行 い、湿 度低下 を図 る。  

    ②  罹病 葉や 収穫後 の残 さは速 や かに処 分する 。  

    ③  資材 に付 着した 病原 菌の胞 子 が伝染 源にな るの で、 支柱等 再利 用する 資

材は栽 培終了 後に 消毒 する。 ネッ トやマ ル チ等は 更新す る。  

 

 ４． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ５月中 旬の 発生 ほ場率 は 20％（ 平年

17％） 、発病 葉率 は 0.6％（ 平年 1.2％ ）で あった 。  

    ②  県中 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ５月下 旬の 発生 ほ場率 は 50％（ 平年

85％） 、発病 葉率 は 11.9％（ 平年 25.7％） であっ た。  

    ③  県北 部の 露地栽 培ス イカに お ける５ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ０

％）で あった 。  

    ④  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける５ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ０

％）で あった 。  

    ⑤  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  施設 栽培 やトン ネル 栽培で は 風通し を良く し、 薬剤 防除は 薬液 が葉裏 に

も十分 かかる よう 丁寧 に散布 する 。  

 

 ５． 疫病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ス イカに お ける５ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ０

％）で あった 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける５ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ０

％）で あった 。  

    ③  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 防除 は予防 散布 を重点 に 、６月 上旬頃 から 定期 的に行 う。  

    ②  ほ場 の排 水を良 くし 、マル チ 、敷わ らを行 う。  

  

 ６． つる枯 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ス イカに お ける５ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ０

％）で あった 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける５ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ０

％）で あった 。  
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    ③  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  梅雨 期の 降雨に とも ない株 元 から発 病する ので 、薬 剤散布 にあ たって は       

薬液が 株元に も十 分か かるよ うに 行う。  

 

 ７． 炭疽病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ス イカに お ける５ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （ 平年  

０％） であっ た。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける５ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ：

発生ほ 場率７ ％、 発病 葉率 0.6％ ）であ っ た。  

    ③  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ６月 以降 の露地 条件 で降雨 が 続くと 、病斑 上の 胞子 が雨滴 など で飛散 す

るため 被害が 拡大 しや すい。 降雨 前の予 防 散布に 努める 。  

 

＜野菜全般＞  

 １． アブラ ムシ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 施設栽 培ナ スにお け る５月 中旬の モモ アカ アブラ ムシ の発生 ほ

場率は ０％（ 平年 ：発 生ほ場 率３ ％、生 息 葉率 0.2％） 、ワ タアブ ラム シ

の発生 ほ場率 は０ ％（ 平年０ ％） であっ た 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける５ 月 中旬 のワ タア ブラム シの 発生ほ 場

率は 75％（ 平年 61％） 、生 息葉率 は 3.8％ （平年 5.5％ ）で あった 。  

    ③  黄色 水盤 （紀の 川市 ）の５ 月 １～ 20 日の 飛来数 は 77 頭（ 平年 186 頭 ）

であっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ②  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

 

 ２． ハダニ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 施設栽 培ナ スにお け る５月 中旬の カン ザワ ハダニ の発 生ほ場 率

は０％ （平年 ：発 生ほ 場率 11％、 生息 葉率 1.3％） 、ナ ミハ ダニの 発生 ほ

場率は ０％（ 平年 ０％ ）であ った 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける５ 月 中旬 のカ ンザ ワハダ ニの 発生ほ 場

率は 63％（ 平年 65％） 、生 息葉率 は 12.3％（平 年 8.9％） 、ナミ ハダ ニ

の発生 ほ場率 は 13％（ 平年 16％） 、生 息葉 率は 1.9％（ 平年 2.9％ ）で あ

った。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ②  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

 

 ３． ミナミ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 施設栽 培ナ スにお け る５月 中旬の 発生 ほ場 率は ０ ％（ 平年： 発

生ほ場 率 24％、生 息葉 率 6.2％） であっ た 。  
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    ②  県中 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ５月下 旬の 発生 ほ場率 は 55％（ 過去

９年の 平均 47.2％ ）、 生息葉 率は 4.7％ （ 過去９ 年の平 均 4.4％） であ っ

た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発生 の多 い場合 は４ ～５日 間 隔で２ 回以上 、薬 剤を 散布す る。  

    ②  施設 栽培 では、 栽培 終了後 に 抜根し た上で ７～ 10 日 間以上 施設 を密 閉し

て死滅 させ、 後作 や周 辺の野 菜等 での発 生 源とな らない よう にす る。  

 

 ４． ミカン キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 施設栽 培ナ スにお け る５月 中旬の 発生 ほ場 率は０ ％（ 平年： 発

生ほ場 率５％ 、生 息葉 率 0.6％） であっ た 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける５ 月 中旬 の発 生ほ 場率は ６％ （平年 １

％）、 生息葉 率は 0.1％ （平 年 0.0％） であ った。  

    ③  県中 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ５月 下 旬の 発生 ほ場率 は 18％（ 過去

９年の 平均 17％） 、生 息葉率 は 7.7％（ 過 去９年 の平 均 2.3％）で あっ

た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

①  ミ ナミキ イロ アザ ミウマ に準 ずる。  

 

 ５． シロイ チモ ジヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける５ 月 中旬 の発 生ほ 場率は 13％ （平 年３

％）、 生息葉 率は 0.1％ （平 年 0.1％） であ った。  

    ②  フェ ロモ ントラ ップ による ５ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 10 頭

（平年 3.5 頭 ）、 御坊 市 33 頭（平 年 27.7 頭）で あった 。  

    ③  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  若齢 幼虫 を対象 に初 期防除 に 努める 。  

    ②  幼虫 は作 物の生 長点 付近の 未 展開葉 の芯部 に潜 入す るので 、薬 剤によ る  

     防 除効 果が 上がり にく い。初 期 は局部 的に発 生す るの で、管 理作 業時に 見  

     つ けし だい 捕殺す る。  

    ③  施設 栽培 では、 栽培 終了後 に 20 日程 度施 設を密 閉し て死滅 させ 、後 作     

     の 発生 源に ならな いよ うにす る 。  

 

 

Ⅲ．果  樹  

 

＜カンキツ＞  

 １． 黒点病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ５月 下旬 までに 薬剤 散布を 実 施して いない ほ場 では 早急（ ６月 上旬） に      

防除を 行う。  

    ②  マン ゼブ 剤また はマ ンネブ 剤 を用い る場合 、 散 布後 の累積 降水 量が 200

～ 250mm とな った 時点ま たは １か 月を経 過 した時 点のど ちら かの 早いタ イ
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ミング で次の 散布 を行 う。  

    ③  伝染 源と なる枯 枝や 剪定枝 の 処理を 徹底す る。  

 

 ２． かいよ う病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （無防 除、 有田川 町 奥）に おける 春葉 の越 冬病斑 の発 病葉率 は

15.3％ （平 年 9.5％）で あっ た。  

    ②  前年 10 月 中旬 の県北 部（ 海南 市下津 町）、 県中 部、 県南部 （田 辺市）

におけ る春葉 発病 の発 生ほ場 率は 19％ (平 年 19％ ）、 発病葉 率は 0.5％

（平年 0.5％ ）で あった 。  

    ③  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬害 対策 を講じ た上 で銅水 和 剤の予 防散布 を行 う。  

    ②  罹病 枝葉 の剪除 と防 風垣や 防 風ネッ トの整 備に 努め る。  

 

 ３． ミカン ハダ ニ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察ほ場における５ 月中旬 の 100 葉あ たりの 雌成 虫数は 、無 防除 区 29 頭

（平年 29.2 頭、 多発年 であ った令 和元 年を 除いた 過去９ 年の 平均 6.7

頭）、 マシン 油乳 剤を 散布し てい る慣行 防 除区０ 頭（平 年 0.6 頭 ）であ っ

た。  

    ②  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性対策 とし てマシ ン 油乳剤 の散布 を励 行す る。マ シン 油乳剤 の      

散布は 発生初 期に 行う と高い 防除 効果が 得 られる 。  

 

 ４． ヤノネ カイ ガラ ムシ  

  （ １）予 報内 容   発生 時期  早い  

           第１ 世代 １齢幼 虫 最盛期 ５月 18～ 22 日  

           同    ２齢幼 虫 最盛期 ６月９ ～ 18 日   

           同    雌成虫 初 発日  ６月 12～ 16 日  

           発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （無防 除、 有田川 町 奥）に おける 第１ 世代 １齢幼 虫の 初発は ５

月５日 (平年 ５月 13 日 ）であ った 。  

    ②  前年 10 月 中旬 の発生 ほ場 率は ２％（ 平年６ ％） 、寄 生果率 は 0.1％（ 平

     年 0.4％）で あっ た。  

    ③  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  多発 ほ場 では、 ２齢 幼虫最 盛 期にネ オニコ チノ イド 系や有 機リ ン系等 の  

     殺 虫剤 を散 布する 。   

 

 ５． チャノ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （無防 除） におけ る 黄色粘 着トラ ップ によ る５月 １～ 20 日 の誘

殺数は 由良 町 27 頭（平 年 32.6 頭 ）、有 田 川町７ 頭（過 去９ 年の 平均 13.6

頭）で あった 。  

    ②  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  
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    ①  地域 での 発生消 長調 査の結 果 を参考 にする とと もに ほ場内 の観 察に努

め、適 期に薬 剤散 布を 行う。   

    ②  防風 樹の イヌマ キや サンゴ ジ ュの近 くでは 発生 が多 くなる ので 、特に 丁

寧に薬 剤防除 を行 う。  

 

 ６． アブラ ムシ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （無防 除、 有田川 町 奥）に おける ５月 中旬 の発生 新梢 率は 2.0

％（過 去９年 の平 均 1.6％） であ った。  

    ②  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  各ほ 場で 発生状 況を 観察し 、 適期防 除に努 める 。  

 

＜カ キ＞  

 １． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ５月 中旬の 「 富有」 での発 生ほ 場率 は 41％ （平 年 14

％）、 発病葉 率は 1.1％ （平 年 0.4％） であ った。  

    ②  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  伝染 源と なる病 斑上 の分生 子 は、６ 月以降 活発 に形 成され 伝染 を繰り 返

す。病 原菌は 葉裏 の気 孔から 侵入 するた め 、薬剤 防除に あた って は葉裏 に

も丁寧 に薬液 を散 布す る。  

 

 ２． 円星落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並 

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 の「 富有」 にお ける 発生ほ 場率 は 41％ （平 年 38％）、 発病 葉

率は 6.1％（ 平年 3.5％ ）で あった 。  

    ②  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  子の う胞 子飛散 は、 ５月上 中 旬から 始まり 、５ 月下 旬～７ 月中 旬の降 雨

後に多 い。二 次感 染は しない 。  

    ②  薬剤 防除 は、５ 月か ら８月 ま でマン ゼブ水 和剤 、マ ンネブ 水和 剤、有 機

銅水和 剤等を 定期 的に 予防散 布す る。     

 

 ３． 角斑落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並 

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 の「 富有」 にお ける 発生ほ 場率 は 82％ （平 年 65％）、 発病 葉

率は 13.9％ （平 年 10.4％） であっ た。  

    ②  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  分生 子に よる感 染は ５月上 中 旬から 始まり 、７ 月中 下旬ま で続 く。二 次

感染を 繰り返 す。  

    ②  薬剤 防除 は、円 星落 葉病に 準 ずる。  

 

 ４． カキク ダア ザミ ウマ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  
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  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ５月 中旬の 発 生ほ場 率は０ ％（ 平年 １％） であ った。  

    ②  予察 ほ場 （無防 除、 紀の川 市 粉河） におけ る黄 色粘 着トラ ップ による ４

月 21 日 ～５ 月 20 日の 誘殺数 は０ 頭（平 年 2.0 頭 ）であ った 。  

    ③  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  防除 適期 は新成 虫飛 来期の ６ 月上中 旬であ る。  

 

 ５． チャノ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察 ほ場 （無防 除、 紀の川 市 粉河） におけ る黄 色粘 着トラ ップ による ４

月 21 日 ～５ 月 20 日の 誘殺数 は１ 頭（平 年 3.3 頭 ）であ った 。  

    ②  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  防除 適期 は新成 虫飛 来期の ６ 月中下 旬であ る。  

 

 ６． フジコ ナカ イガ ラムシ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ５月 中旬の 「 富有」 での発 生ほ 場率 は０％ （平 年 12

％）、 寄生花 蕾率 は０ ％（平 年 0.5％） で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  防除 適期 である ふ化 幼虫発 生 盛期の ６月上 中旬 に薬 剤を散 布す る。多 発

ほ場で は特に 丁寧 な散 布を心 がけ る。  

 

＜モ モ＞  

 １． せん孔 細菌 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ５月 中旬の 発 生ほ場 率は 50％（ 平年 72％ ）、発 病葉 率

は 1.2％（平 年 3.0％） であ った。  

    ②  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  防風 ネッ ト、防 風樹 の設置 な どの防 風対策 を励 行す る。  

 

 ２． カイガ ラム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ５月 中旬の カ イガラ ムシ類 （ウ メシ ロカイ ガラ ムシ・ ク

ワシロ カイガ ラム シ・ ナシマ ルカ イガラ ム シ）の 寄生枝 の発 生ほ 場率は 20

％（平 年４％ ）、 寄生 枝率は 0.8％（平 年 0.2％） であっ た。  

    ②  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  防除 適期 である ふ化 幼虫発 生 盛期に 薬剤を 散布 する 。多発 ほ場 では特 に

丁寧な 散布を 心が ける 。  

    ②  近年 の第 ２世代 ふ化 幼虫発 生 盛期は 、ウメ シロ カイ ガラム シが ７月１ ～

５日頃 、クワ シロ カイ ガラム シが ７月 11～ 15 日頃 、ナ シマル カイ ガラム

シが７ 月 21 日～ ８月５ 日頃 である 。ほ 場の 主な発 生種に 合わ せて 薬剤散

布を行 う。  
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＜キウイフルーツ＞  

 １． かいよ う病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ５月 中旬の 発 病葉の 発生ほ 場率 は０ ％（過 去４ 年の平 均

０％） であっ た。  

    ②  ６月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  新梢 の萎 れ・黒 変や 樹液の 漏 出がみ られる 枝は 、前 年枝の 基部 から切 除

する。  

    ②  作業 に使 用した 器具 類（ハ サ ミ、ノ コギリ 等） は 70％エタ ノー ルで 消毒

する。  

    ③  風当 たり の強い ほ場 では、 防 風対策 を行う 。  
 

＜果樹全般＞  

 １． カメム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  紀の 川市 粉河の 予察 灯にお け る５月 １～ 20 日の 誘殺 数は、 チャ バネ アオ      

カメム シが６ 頭（ 前年 30 頭 、平 年 156 頭） 、ツヤ アオカ メム シが ８頭

（前年 53 頭 、平 年 95 頭）で あっ た。  

    ②  有田 川町 奥の予 察灯 におけ る ５月１ ～ 20 日の誘 殺数 は、チ ャバ ネア オカ

メムシ が１頭 （前 年３ 頭、過 去９ 年の平 均 104 頭 ）、ツ ヤア オカメ ムシ が

４頭（ 前年 56 頭 、過去 ９年 の平 均 320 頭） であっ た。  

    ③  みな べ町 東本庄 の予 察灯に お ける５ 月１～ 20 日 の誘 殺数は 、チ ャバ ネア

オカメ ムシ が 55 頭（前 年６ 頭、平 年 229 頭 ）、ツ ヤアオ カメ ムシ が 71 頭

（前年 440 頭 、平 年 1,610 頭 ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  果樹 カメ ムシ類 の飛 来量は ほ 場間差 が大き いの で、 ほ場内 での 発生お よ

び被害 状況を 観察 し、 防除は 発生 に応じ て 早めに 行う。  

    ②  ウメ の被 害は品 種間 差が大 き い。小 梅類等 の収 穫の 早い品 種で 集中し て

加害さ れる傾 向が ある ので、 これ らの品 種 では特 に注意 が必 要で ある。 ス

モモで は山林 に隣 接す るほ場 でカ メムシ 類 の飛来 する時 期が 早い ので、 こ

のよう なほ場 では 特に 注意が 必要 である 。  

    ③  今後 の発 生動向 につ いては 、 農業・ 環境鳥 獣害 対策 室ウェ ブペ ージ内 農

作物病 害虫防 除所 の果 樹カメ ムシ 情報や 、 各地域 の振興 局農 業水 産振興

課、Ｊ Ａ等の 情報 を参 考にす る。  
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  本 情報は 、下 記の 方法で もご 覧頂け ま す。  

 ○ 農業 環境 ・ 鳥獣 害対 策 室ウ ェブ ペー ジ    <農作 物病 害虫 防除所 > 

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/  

        boujyosyo-yosatsujyouhou.html  

○ 和 歌山 県ホ ー ムペ ージ    <わかや ま県 政 ニュー ス > 

http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/  

 

 ※詳 しくは 、農 作物 病害虫 防除 所の各 担 当まで お願い しま す。  

   水稲、 野菜 、花 き  

    本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）            TEL 073 6-64-230 0 

カンキ ツ  

    有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）         TEL 0737-5 2-4320 

カキ、 モモ  

    紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ） TEL 0736-7 3-2274 

ウメ  

    み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）    TEL 0739-7 4-3780 
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令和５ 年度   

病害虫発生予報 第４号（７月予報）  

 

和 歌 山県 農作 物 病害 虫防 除 所   

＜予報の概要＞  

作物名  病害虫 名  発生量  作物名  病害虫 名  発生量  

水稲  
 
 
 
 
 
 

 

いもち 病  
紋枯病  
縞葉枯 病  
ヒメト ビウン カ  
ツマグ ロヨコ バイ  
セジロ ウンカ  
トビイ ロウン カ  
コブノ メイガ  

並  
並  

やや少  
並  
並  
並  
並  
並  

野菜全 般  

 

 

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  
シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

やや少  
並  

やや少  

カンキ ツ  
 
 
 

 

 

黒点病  
かいよ う病  
ミカン ハダニ  
ヤ ノ ネ カ イ ガ ラ ム シ  
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  
ゴマダ ラカミ キリ  

やや多  
並  
並  
並  

やや少  

並  ウリ科 野
菜  
 

 

疫病  
うどん こ病  
つる枯 病  
炭疽病  

並  
並  
並  
多  

カキ  

 

 

 

炭疽病  
うどん こ病  
円星落 葉病  
角斑落 葉病  
フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

並  
並  

やや多  

やや多  
少  

ナス科 野
菜  

疫病  

 

並  

 

野菜全 般  

 

アブラ ムシ類  

 

ハダニ 類  

県 北 部  並
 

県 中 部  多  

並  

 

モモ  

 

せん孔 細菌病  

カイガ ラムシ 類  

並  

やや多  

果樹全 般  カメム シ類  少  

 

気象予報  

 近 畿地 方  １ か月 予報 （ 06/24～ 07/23）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向 こう １か 月 の気 温、 降 水量 、日 照時 間の 各 階級 の確 率 （％ ）  

 

 

 

 

 

 

 

向こう１か月
天候 平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。

06/24～07/23
気温 平均気温は、高い確率60％です。

１週目
06/24～06/30

２週目
07/01～07/07

３～４週目
07/08～07/21

３～４週目は、平年並または高い確率ともに40％です。

2023年06月22日14時30分 大阪管区気象台 発表

気温 １週目は、高い確率60％です。

気温 ２週目は、高い確率50％です。

気温

10

20

20
日照時間 近畿地方

気  温 近畿地方

降水量 近畿地方

10 30 60

30 30 40

40 30 30

低い（少ない） 平年並 高い（多い）
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Ⅰ．水  稲  

 

 １． いもち 病（ 葉い もち）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中 旬 の発病 株率 は０％

（平年 0.8％ ）で あった 。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  低温 、日 照不足 、長 雨が続 く と発生 しやす い。  

    ②  補植 用苗 は葉い もち の発生 源 となる ので、 早急 に処 分する 。  

    ③  常発 地や 罹病性 品種 （「コ シ ヒカリ 」、「 キヌ ヒカ リ」等 ） の 栽培ほ 場

では初 発時期 に注 意し 、発生 がみ られた ら 直ちに 薬剤防 除を 行う 。  

 

 ２． 紋枯病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の発病 株率 は０％  

     （ 平年 ０％ ）であ った 。  

②  県 北部お よび 中部 の普通 期栽 培にお け る前年 ９月上 旬の 発病 株率は 7.7 

％（平 年 15.5％） であ った。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  梅雨 明け 後の高 温期 から病 勢 が急激 に進展 する ので 、常発 地や 前年の 多  

     発 ほ場 では 幼穂形 成期 ～穂ば ら み期の 防除を 徹底 する 。  

 

 ３． 縞葉枯 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の発病 株率 は０％

（平年 ０％） であ った 。  

    ②  県北 部お よび中 部の 本田に お ける前 年のイ ネ縞 葉枯 病の発 生面 積率は ０

％（平 年５％ ）で あっ た。  

    ③  県北 部に おける ヒメ トビウ ン カ（越 冬世代 ）の イネ 縞葉枯 病ウ イルス 保

     毒 虫率 は、 和歌山 市 1.7％（ 平 年 5.8％）、 かつ らぎ 町 1.2％（平 年 6.9 

     ％ ）で あっ た。  

    ④  ヒメ トビ ウンカ の７ 月の発 生 量は平 年並と 予想 され る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ヒメ トビ ウンカ の防 除を行 う 。 本虫 の第２ 世代 成虫 は６月 下旬 頃に水 田

に飛来 し、第 ３世 代幼 虫の発 生最 盛期 は ７ 月上旬 頃と考 えら れる 。前年 に

縞葉枯 病の発 生が 認め られた 地域 では、 幼 虫を対 象にこ の時 期の 追加防 除

を行う 。  

 

 ４． ヒメト ビウ ンカ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の 25 株あた り生 息

密度は ０頭（ 平年 0.2 頭）で あっ た。  

    ②  予察 灯に よる６ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市２ 頭（平 年 1.2 頭） 、

上富田 町０頭 （平 年 0.4 頭） 、那 智勝浦 町 ０頭（ 平年 1.3 頭 ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  
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    ①  育苗 箱施 薬剤を 施用 した６ 月 田植え のほ場 では 、縞 葉枯病 の発 生が認 め

られる 地域以 外は ７月 の防除 は必 要ない 。  

 

 ５． ツマグ ロヨ コバ イ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の 25 株あた り生 息

密度は 1.0 頭 （平 年 0.5 頭） であ った。  

    ②  予察 灯に よる６ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市 64 頭（ 平年 5.5

頭）、 上富田 町０ 頭（ 平年 1.2 頭 ）、那 智 勝浦町 １頭（ 平年 9.6 頭）で あ

った。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  育苗 箱施 薬剤を 施用 した６ 月 田植え のほ場 では 、７ 月の防 除は 必要な

い。  

 

 ６． セジロ ウン カ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の 25 株あた り生 息

密度は ０頭（ 平年 0.4 頭）で あっ た。  

    ②  予察 灯に よる６ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市０ 頭（平 年 2.7 頭） 、

上富田 町１頭 （平 年 3.6 頭） 、那 智勝浦 町 12 頭（ 平年 9.8 頭 ）で あっ

た。  

    ③  予察 灯へ の初飛 来は 、那智 勝 浦町６ 月 10 日 (平 年６ 月４日 ）、 上富田 町

６月 11 日（ 平年 ６月９ 日） であっ た。 紀の 川市（ 平年６ 月 21 日） では ６

月 20 日 現在 、飛 来を認 めて いない 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ツマ グロ ヨコバ イに 準ずる 。  

 

 ７． トビイ ロウ ンカ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の 25 株あた り生 息

密度は ０頭（ 平年 ０頭 ）であ った 。  

    ②  予察 灯に よる６ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市０ 頭（平 年 ０ 頭）、 上

富田町 ０頭（ 平年 0.3 頭）、 那智 勝浦町 ０ 頭（平 年 0.4 頭） であ った。  

    ③  予察 灯へ の初飛 来は 、紀の 川 市 (平年 ７月 13 日 ）、 上富田 町（ 平年６ 月

29 日） 、那 智勝浦 町（ 平年６ 月 29 日） と も６月 20 日 現在 、飛来 を認 めて

いない 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発生 ほ場 では、 出穂 前の防 除 に努め る。本 虫は 株元 に多く 生息 するの

で、薬 剤が株 元に 届く ように 散布 する。  

 

 ８． コブノ メイ ガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の 25 株あた り被 害

葉数は ０葉（ 平年 ０葉 ）であ った 。  

    ②  紀の 川市 の蛍光 灯誘 殺箱に よ る６月 １～ 20 日の 誘殺 数は０ 頭（ 平年 ０

頭）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  第１ 世代 の発蛾 最盛 期は平 年 ７月下 旬頃で ある 。防 除適期 は、 粒剤の 場
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合は第 １世代 の発 蛾最 盛期、 その 他の薬 剤 （乳剤 、水溶 剤、 フロ アブル

等）の 場合は 第２ 世代 幼虫発 生時 期（第 １ 世代の 発蛾最 盛期 の７ 日後） で

ある。  

    ②  幼穂 形成 期後、 出穂 期頃ま で に上位 ２葉の 被害 葉率 が 40％ にな ると 10

％程度 減収す る。 それ 以降の 被害 は被害 葉 率 80％ 以上 でも収 量・ 品質に 及

ぼす影 響は小 さい ので 、県南 部の 早期栽 培 では防 除の必 要性 は低 い。  

 

 ※  水稲害 虫の 発生 動向に つい ては、 農 業環境 ・鳥獣 害対 策室 ウェブ ペー ジ内農 作

  物 病害虫 防除 所の 水稲害 虫の 予察灯 誘 殺消長 も参考 にす る。  

 

 

Ⅱ．野  菜  

 

＜ウリ科野菜＞  

 １． 疫病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ０

％）で あった 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月 中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ０

％）で あった 。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ほ場 の排 水を良 くし 、冠水 や 滞水を 防ぐ。  

 

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （ 平年 ０

％）で あった 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月 中旬 の発 生ほ 場率は ６％ （平年 １

％）、 発病葉 率 0.1％（ 平年 0.0％ ）で あっ た。  

    ③  県北 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ６月中 旬の 発生 ほ場率 は 10％（ 平年

28％） 、発病 葉率 0.4％ （ 3.3％） であ った 。  

    ④  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  同一 系統 の薬剤 の連 用は耐 性 菌の発 生を助 長す るの で、 複 数系 統の薬 剤

による ローテ ーシ ョン 散布を 行う 。  

 

 ３． つる枯 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ：

発生ほ 場率１ ％、 発病 葉率 0.0％ ）であ っ た。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月 中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ：

発生ほ 場率９ ％、 発病 葉率 2.0％ ）であ っ た。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  降雨 にと もない 株元 から発 病 するの で、薬 剤散 布に あたっ ては 薬液が 株

     元 にも 十分 かかる よう に行う 。  
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 ４． 炭疽病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月中旬 の発 生ほ 場率は 17％ （平 年３

％）、 発病葉 率 1.1％（ 平年 0.3％ ）で あっ た。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月 中旬 の発 生ほ 場率は 83％ （平 年  

13％） 、発病 葉率 8.3％ （平 年 1.6％） であ った。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発病 した 茎葉や 果実 は、ほ 場 外に持 ち出す 。  

    ②  降雨 日が 連続す ると 多発す る 可能性 がある ので 、長 雨が予 想さ れる場 合

     は 予防 散布 を実施 する 。  

    ③  令和 ５年 度病害 虫発 生予察 注 意報第 １号（ 令和 ５年 ６月 20 日発 表） を

参照す る。  

 

＜ナス科野菜＞  

 １． 疫病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る６月 中旬の 発生 ほ場 率は０ ％（ 過去 ９ 年

の平均 ０％） であ った 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ミ ニトマ ト におけ る６月 中旬 の発 生ほ場 率は ０％（ 平

年：発 生ほ場 率４ ％、 発病株 率 0.5％） で あった 。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  梅雨 末期 の多雨 で急 激に病 勢 が進展 するた め、 降雨 前の予 防散 布に努 め

る。予 防散布 がで きな かった 場合 は降雨 後 に早急 に防除 する 。  

    ②  ほ場 の排 水を良 くし 、冠水 や 滞水を 防ぐ。  

 

＜野菜全般＞  

 １． アブラ ムシ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量   県北 部  並  

                県中 部  多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る６月 中旬の 生息 葉率 は、モ モア カアブ ラ

ムシ 3.4％（ 平年 0.1％ ）、 ワタア ブラ ム シ 0.3％（平 年 0.9％） であ っ

た。  

    ②  県中 部の 露地お よび 施設栽 培 スイカ におけ る６ 月中 旬のワ タア ブラム シ

の発生 ほ場率 は 88％（ 平年 74％） 、生 息葉 率は 17.5％ （平 年 7.4％）で

あった 。  

    ③  黄色 水盤 （紀の 川市 ）によ る ６月１ ～ 20 日の誘 殺数 は 106 頭（ 平年  

110.5 頭）で あっ た。  

    ④  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ②  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

 

 ２． ハダニ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  
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  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る６月 中旬の 発生 ほ場 率は、 カン ザワハ ダ

ニ 29％ （平 年 31％）、 ナミ ハダニ ０％ （平 年 ７％ ）であ った 。  

    ②  県中 部の 露地お よび 施設栽 培 スイカ におけ る６ 月中 旬の発 生ほ 場率は 、

カンザ ワハダ ニ 53％（ 平年 43％） 、ナ ミハ ダニ６ ％（平 年 12％） であっ

た。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ②  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

 

 ３． ミナミ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る６月 中旬の 発生 ほ場 率は０ ％（ 平年： 発

生ほ場 率 23％、生 息葉 率 6.8％） であっ た 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発生 が多 い場合 は４ ～５日 間 隔で２ 回以上 、薬 剤を 散布す る。  

    ②  施設 栽培 では、 栽培 終了後 に 抜根し た上で ７～ 10 日 間以上 施設 を密 閉し

てアザ ミウマ を死 滅さ せ、後 作や 周辺の 野 菜等で の発生 源に なら ないよ う

にする 。  

 

 ４． ミカン キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る６月 中旬の 発生 ほ場 率は０ ％（ 平年： 発

生ほ場 率８％ 、生 息葉 率 1.2％） であっ た 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ミナ ミキ イロア ザミ ウマに 準 ずる。  

 

 ５． シロイ チモ ジヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地お よび 施設栽 培 スイカ におけ る６ 月中 旬の被 害果 率は 0.2

％（平 年 4.8％） であっ た。  

    ②  フェ ロモ ントラ ップ による ６ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 ４頭 （平

年 17.0 頭） 、御 坊市 18 頭（ 平年 51.5 頭） であっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  若齢 幼虫 を対象 に初 期防除 に 努める 。  

    ②  幼虫 は作 物の生 長点 付近の 未 展開葉 に潜入 する ので 、薬剤 によ る防除 効

     果 が上 がり にくい 。初 期は局 部 的に発 生する ので 、管 理作業 時に 見つけ し

     だ い捕 殺す る。  

 

 

Ⅲ．果  樹  

 

＜カンキツ＞  

 １． 黒点病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  
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    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ６月中 旬

の発生 ほ場率 は 25％（ 平年 11％） 、発 病果 率は 2.1％（ 平年 1.5％ ）で あ

った。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  マン ゼブ 剤また はマ ンネブ 剤 を用い る場合 、散 布後 の累積 降水 量が 200

～ 250mm とな った 時点ま たは １か 月を経 過 した時 点のど ちら かの 早いタ イ

ミング で次の 散布 を行 う。  

    ②  過乾 燥等 で樹勢 が衰 弱する と 伝染源 の枯れ 枝が 増え るおそ れが あるた

め、か ん水等 の栽 培管 理を適 切に 行う。   

 

 ２． かいよ う病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ６月中 旬

の春葉 での発 生ほ 場率 は 18％ （平 年 21％） 、発病 葉率 は 0.2％（平 年 0.8

％）で あった 。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  罹病 枝葉 は果実 への 伝染源 に なるの で剪除 する 。  

    ②  ミカ ンハ モグリ ガの 食害痕 は 病原菌 の侵入 口と なる ため本 害虫 の防除 を

徹底す る。  

    ③  罹病 性品 種では 強風 雨前に 銅 水和剤 の予防 散布 を徹 底する （薬 害軽減 の

     た めの 措置 を講じ る） 。  

    ④  防風 ネッ ト設置 など の防風 対 策に努 める。  

 

 ３． ミカン ハダ ニ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ６月中 旬

の発生 ほ場率 は 38％（ 平年 33％） 、発 生葉 率は 12.9％ （平 年 12.2％） 、

100 葉 あたり 雌成 虫数 は 38.8 頭（ 平年 42.2 頭） であっ た。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ため、 同一系 統の 薬剤 を年間 に２ 回以上 使

用しな い。  

②  薬 剤抵抗 性対 策と して 97％・ 98％ マシ ン油乳 剤の散 布を 励行 する。 ただ

し、高 温強日 射時 の散 布は薬 害が 発生し や すいう え、７ 月中 旬以 降の散 布

は果実 品質を 低下 させ るおそ れが あるの で 、散布 は７月 上旬 まで とする 。  

 

 ４． ヤノネ カイ ガラ ムシ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ６月中 旬

の発生 ほ場率 は０ ％（ 平年０ ％） であっ た 。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ６月 下旬 に防除 でき なかっ た 発生ほ 場では 、７ 月上 旬に 97％・ 98％ マシ

ン油乳 剤を散 布す る。  

 

 ５． チャノ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  
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  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ６月中 旬

の発生 ほ場率 は０ ％（ 平年１ ％） 、寄生 果 率は０ ％（平 年 0.1％） であ っ

た。  

    ②  予察 ほ場 （無防 除） におけ る 黄色粘 着トラ ップ によ る６月 １～ 20 日 の誘

殺数は 、由良 町 82 頭（ 平年 325 頭 ）、 有田 川町 29 頭（ 過去 ９年の 平均  

134 頭 ）であ った 。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  地域 での 発生消 長調 査の結 果 を参考 に適期 防除 に努 める。  

 

 ６． ゴマダ ラカ ミキ リ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ６月中 旬

の発生 ほ場率 は３ ％（ 平年１ ％） であっ た 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  成虫 の捕 殺に努 める ととも に 、薬剤 を散布 する 。  

    ②  発生 の多 いほ場 では 、７月 中 旬以降 に成虫 の産 卵防 止およ び幼 虫対象 の

防除と して薬 剤を 主幹 から株 元に 散布す る 。  

 

＜カ キ＞  

 １． 炭疽病  
  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  県 北部に おけ る６ 月中旬 の発 病新梢 率 は「富 有」０ ％（ 平年 0.0％ ）、

「平核 無」・ 「刀 根早 生」０ ％（ 平年０ ％ ）であ った。  

②  ７ 月の気 象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発病 枝や 発病果 がみ られる 場 合は剪 除する 。  

②  密 植ほ場 や風 通し の悪い 場所 は発病 し やすい ので、 ほ場 内の 通風・ 採光

     を はか る。  

 

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  県 北部に おけ る６ 月中旬 の発 生ほ場 率 は「富 有」 38％（ 平年 47％） 、  

「平核 無」・ 「刀 根早 生」 24％（ 平年 15％ ）であ った。 発病 葉率 は「富

有」 1.1％（ 平年 2.4%） 、「 平核 無」・ 「 刀根早 生」 0.5％ （平年 0.5％ ）

であっ た。  

②  ７ 月の気 象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  病原 菌は 葉裏の 気孔 から侵 入 するの で、葉 裏に 丁寧 に散布 する 。  

    ②  盛夏 期に は一時 病勢 は停滞 す るが、 好適な 気象 条件 やほ場 条件 で秋季 ま

     で 二次 伝染 を繰り 返す ので、 二 次伝染 の防止 に努 める 。  

 

 ３． 円星落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 の「 富有」 にお ける 発生ほ 場率 は 41％ （平 年 38％）、 発病 葉

率は 6.1％（ 平年 3.5％ ）で あった 。  
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    ②  県北 部で は感染 時期 である ５ 月上旬 から６ 月上 旬に かけて 降水 量が平 年

並～か なり多 く推 移し た。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  子の う胞 子飛散 は、 ５月上 中 旬から 始まり 、５ 月下 旬～７ 月中 旬の降 雨

後に多 い。二 次感 染は しない 。  

    ②  薬剤 防除 は、５ 月か ら８月 ま でマン ゼブ水 和剤 、マ ンネブ 水和 剤、有 機  

銅水和 剤等を 定期 的に 予防散 布す る。  

 

 ４． 角斑落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 の「 富有」 にお ける 発生ほ 場率 は 82％ （平 年 65％）、 発病 葉

率は 13.9％ （平 年 10.4％） であっ た。  

    ②  県北 部で は感染 時期 である ５ 月上旬 から６ 月上 旬に かけて 降水 量が平 年

並～か なり多 く推 移し た。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  分生 子に よる感 染は ５月上 中 旬から 始まり 、７ 月中 下旬ま で続 く。二 次

     感 染を 繰り 返す。  

    ②  薬剤 防除 は、円 星落 葉病に 準 ずる。  

  

 ５． フジコ ナカ イガ ラムシ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①   県北 部に おける ６月 中旬の 発 生ほ場 率は「 富有 」０ ％（平 年 21％） 、  

     「 平核 無」 ・「刀 根早 生」０ ％ （平年 ４％） であ った 。寄生 果率 は「富  

     有 」０ ％（ 平年 1.1％ ）、「 平 核無」 ・「刀 根早 生」 ０％（ 平年 0.1％ ）

     で あっ た。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹体 生育 期にお ける 防除適 期 は、ふ 化幼虫 発生 時期 である 。  

    ②  予察 ほ場 （無防 除、 紀の川 市 粉河） におけ る近 年の 第２世 代ふ 化幼虫 の

     初 発は ７月 下旬頃 であ り、次 回 の防除 適期は ８月 上旬 頃と思 われ る。  

 

＜モ モ＞  

 １． せん孔 細菌 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ６月 中旬の 発 病葉の 発生ほ 場率 は 90％（平 年 78％） で

     あ った 。発 病葉率 は 4.6％（ 平 年 5.4％）、 発病 果率 は 1.0％（平 年 5.4 

     ％ ）で あっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  防風 対策 に取り 組む 。防風 ネ ット、 防風樹 設置 ほ場 では保 守点 検を行

う。  

    ②  翌年 の伝 染源軽 減の ため、 秋 季に無 機銅水 和剤 を散 布する 。  

 

 ２． カイガ ラム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ６月 中旬の カ イガラ ムシ類 （ウ メシ ロカイ ガラ ムシ・ ク
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ワシロ カイガ ラム シ・ ナシマ ルカ イガラ ム シ）の 寄生枝 の発 生ほ 場率は 10

％（平 年５％ ）、 寄生 枝率は 0.8％（平 年 0.2％） であっ た。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹体 生育 期にお ける 防除適 期 は、ふ 化幼虫 発生 時期 である ため 、ふ化 幼

     虫 発生 盛期 から１ 週間 以内に 薬 剤散布 を実施 する 。  

    ②  県北 部の 第２世 代ふ 化幼虫 発 生盛期 は、ウ メシ ロカ イガラ ムシ が７月 ７

日前後 、クワ シロ カイ ガラム シが ７月９ 日 前後と 予想さ れる 。ナ シマル カ

イガラ ムシは 、７ 月 21 日～ ８月５ 日頃 であ る。ほ 場の主 な発 生種 に合わ

せて薬 剤散布 を行 う。  

 

＜果樹全般＞  

 １． カメム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  紀の 川市 粉河の 予察 灯での ６ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、チャ バネ アオ カメ

ムシが 17 頭 （前 年 305 頭、 平年 141 頭 ）、 ツヤア オカメ ムシ が 16 頭（ 前

年 640 頭、平 年 266 頭 ）であ った 。  

    ②  有田 川町 奥の予 察灯 での６ 月 １～ 20 日の 誘殺数 は、 チャバ ネア オカ メム

シが 2 頭（前 年 33 頭、 過去 ８年の 平均 58 頭）、 ツヤア オカ メム シが 2 頭

（前年 295 頭 、過 去８ 年の平 均 146 頭） で あった 。  

    ③  みな べ町 東本庄 の予 察灯で の ６月 1～ 20 日 の誘 殺数 は、チ ャバ ネアオ カ

メムシ が 121 頭（ 前年 300 頭 、平 年 381 頭 ）、ツ ヤアオ カメ ムシ が 302 頭

（前年 3508 頭、 平年 1295 頭 ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点   

    ①  ほ場 内へ の多飛 来を 確認し た ら早急 に薬剤 散布 を行 う。  

    ②  今後 の発 生動向 につ いては 、 農業環 境・鳥 獣害 対策 室ウェ ブペ ージ内 農

     作 物病 害虫 防除所 の果 樹カメ ム シ情報 や、各 地域 の振 興局農 業水 産振興  

     課 、Ｊ Ａ等 の情報 を参 考にす る 。  

 

 

 

  本 情報は 、下 記の 方法で もご 覧頂け ま す。  

 ○ 農 業 環 境 ・鳥 獣 害対 策室 ウ ェブ ペー ジ    <農作 物病 害虫 防除所 > 

  https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/  

boujyosyo-yosatsujyouhou.html  

 ○ 和 歌 山県 ホー ム ペー ジ    <わか やま 県 政ニュ ース > 

  http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/  

 

 ※詳 しくは 、農 作物 病害虫 防除 所の各 担 当まで お願い しま す。  

   水稲、 野菜 、花 き  

    本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）            TEL 0736-64- 2300 

   カンキ ツ  

    有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）         TEL 0737-52- 4320 

   カキ、 モモ  

     紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ） TEL 0736-73- 2274 

   ウメ  

    み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）    TEL 0739-74- 3780 
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令和５ 年度   

病害虫発生予報 第５号（８月予報）  

 

和 歌 山県 農作 物 病害 虫防 除 所   

＜予報の概要＞  

作物名  病害虫 名  発生量  作物名  病害虫 名  発生量  

水稲  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いもち 病  

紋枯病  

縞葉枯 病  

ヒメト ビウン カ  

ツマグ ロヨコ バイ  

セジロ ウンカ  

トビイ ロウン カ  

イチモ ンジセ セリ  

コブノ メイガ  

斑 点 米 カ メ ム シ 類  

並  

やや多  

並  

並  

並  

並  

並  

並  

並  

並  

野菜全 般  ハスモ ンヨト ウ  

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

並  

並  

カンキ ツ  

 

 

 

 

 

黒点病  

かいよ う病  

ミカン ハダニ  

ヤ ノ ネ カ イ ガ ラ ム シ  

チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

ゴマダ ラカミ キリ  

やや多  

やや少  

やや多  

並  

並  

並  

カキ  

 

 

 

 

炭疽病  

うどん こ病  

円星落 葉病  

角斑落 葉病  

フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

並  

並  

やや多  

やや多  

並  

 

トマト ・

ミニト マ

ト  

疫病  
黄化葉 巻病  

並  

やや多  

 

野菜全 般  アブラ ムシ類  

ハダニ 類  
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

並  

並  

やや少  

並  

果樹全 般  
 

 

カメム シ類  
 

 

やや少  

 

気象予報  

 近 畿地 方  １ か月 予報 （ 07/22～ 08/21）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向 こう １か 月 の気 温、 降 水量 、日 照時 間の 各 階級 の確 率 （％ ）  

 
 
 
 
 
 

期間の前半は、気温がかなり高くなる可能性があります。

向こう１か月
天候 平年と同様に晴れの日が多いでしょう。

07/22～08/21
気温 平均気温は、高い確率60％です。

１週目
07/22～07/28

２週目
07/29～08/04

３～４週目
08/05～08/18

３～４週目は、高い確率50％です。

2023年07月20日14時30分 大阪管区気象台 発表

特に注意を要する事項

気温 １週目は、平年並の確率50％です。

気温 ２週目は、高い確率60％です。

気温

10

20

20
日照時間 近畿地方

気  温 近畿地方

降水量 近畿地方

10 30 60

40 30 30

30 30 40

低い（少ない） 平年並 高い（多い）
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Ⅰ．水  稲  

 

 １． いもち 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ７月 中旬 の葉い もち の発生 ほ

場率は 17％ （平 年 27％ ）、 発病株 率は 6.0％（平 年 5.4％） であっ た。  

    ②  県北 部お よび中 部の 普通期 栽 培にお ける７ 月中 旬の 葉いも ちの 発生ほ 場

率は８ ％（平 年 21％） 、発病 株率 は 0.7％ （平年 4.2％ ）で あった 。  

    ③  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  穂ば らみ 期防除 を重 点とし 、 葉いも ちの多 発ほ 場で は穂ぞ ろい 期に追 加

防除を 行う。  

    ②  常発 地で は翌年 から 罹病性 品 種の作 付けを 避け る。  

 

 ２． 紋枯病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ７月 中旬 の発生 ほ場 率は 17％

（平年 ５％） 、発 病株 率は 0.7％ （平年 0.3％）で あった 。  

    ②  県北 部お よび中 部の 普通期 栽 培にお ける７ 月中 旬の 発生ほ 場率 は０％

（平年 ：発生 ほ場 率２ ％、発 病株 率 0.2％ ）であ った。  

    ③  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  穂ば らみ 期に発 病株 率が 20％ 以上の ほ場で は、 早急 に薬剤 防除 を行う 。  

    ②  出穂 後も 上位葉 への 進展が み られる 場合に は追 加防 除を行 う。  

 

 ３． 縞葉枯 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ７月 中旬 の発生 ほ場 率は０ ％

（平年 ０％） であ った 。  

    ②  県北 部お よび中 部の 普通期 栽 培にお ける７ 月中 旬の 発生ほ 場率 は０％

（平年 ：発生 ほ場 率３ ％、発 病株 率 0.1％ ）であ った。  

    ③  媒介 虫で あるヒ メト ビウン カ の８月 の発生 量は 並 と 予想さ れる 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  本病 の発 生が多 いほ 場では 、 ヒメト ビウン カの 防除 を行う 。  

 

 ４． ヒメト ビウ ンカ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ７月 中旬 の 25 株あた り生 息密 度は、 県南部 （田 辺市 以南） の早 期栽培

では０ 頭（平 年 7.5 頭 ）、県 北部 および 中 部の普 通期栽 培で は 0.1 頭（ 平

年 11.7 頭） であ った。  

    ②  予察 灯に よる７ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市 11 頭（ 平年 2.3

頭）、 上富田 町 1 頭（ 平年 1.0 頭 ）、那 智 勝浦町 ０頭（ 平年 8.2 頭）で あ

った。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  縞葉 枯病 の発生 が多 いほ場 で は、本 虫の防 除を 行う 。  
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 ５． ツマグ ロヨ コバ イ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ７月 中旬 の 25 株あた り生 息密 度は、 県南部 （田 辺市 以南） の早 期栽培

では０ 頭（平 年 2.1 頭 ）、県 北部 および 中 部の普 通期栽 培で は 0.8 頭（ 平

年 1.5 頭）で あっ た。  

    ②  予察 灯に よる７ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市 18 頭（ 平年 2.4

頭）、 上富田 町４ 頭（ 平年 19.0 頭 ）、 那智 勝浦町 51 頭 （平 年 192.0 頭 ）

であっ た。  

 

 ６． セジロ ウン カ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ７月 中旬 の 25 株あた り生 息密 度は、 県南部 （田 辺市 以南） の早 期栽培

では 3.2 頭（ 平年 26.1 頭） 、県北 部お よび 中部の 普通期 栽培 では 0.6 頭

（平年 15.8 頭） であっ た。  

    ②  予察 灯に よる６ 月１ 日～７ 月 20 日の 誘殺 数は、 紀の 川市 28 頭 （平年 1

8.0 頭 ）、上 富田 町 22 頭（平 年 70.9 頭 ） 、那智 勝浦 町 45 頭（平 年 63.9

頭）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  穂ば らみ 期に株 あた り成幼 虫 10 頭以 上の 発生を 認め た場合 は薬 剤散 布

を行う 。  

 

 ７． トビイ ロウ ンカ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ７月 中旬 の 25 株あた り生 息密 度は、 県南部 （田 辺市 以南） の早 期栽培

では０ 頭（平 年 0.1 頭 ）、県 北部 および 中 部の普 通期栽 培で は ０ 頭（平 年

0.2 頭 ）であ った 。  

    ②  予察 灯に よる６ 月１ 日～７ 月 20 日の 誘殺 数は、 紀の 川市０ 頭（ 平年  

     2.3 頭 ）、上 富田 町 1 頭（平 年 17.9 頭 ）、那 智勝 浦町１ 頭（ 平年 22.5

頭）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ８月 中旬 の発生 に注 意し、 株 あたり 成幼虫 ５頭 以上 の発生 を認 めた場 合

は薬剤 散布を 行う 。  

 

 ８． イチモ ンジ セセ リ（イ ネツ トムシ ）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ７月 中旬 の 25 株あた りツ ト数 は、県 南部（ 田辺 市以 南）の 早期 栽培で

は 0.2（平年 0.1）、県 北部 および 中部 の普 通期栽 培では ０（ 平年 0.0）

であっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ８月 上旬 の発生 に注 意し、 若 齢幼虫 の防除 に重 点を 置く。  

 

 ９． コブノ メイ ガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ７月 中旬 の 25 株あた り上 位２ 葉の被 害は、 県南 部（ 田辺市 以南 ）の早

期栽培 では 0.3 葉 （平 年 1.3 葉） 、県北 部 および 中部の 普通 期栽 培では ０

葉（平 年 0.2 葉） であ った。  

    ②  蛍光 灯誘 殺箱（ 紀の 川市） に よる ６ 月１日 ～７ 月 20 日の 誘殺数 は０ 頭

（平年 1.3 頭 ）で あっ た。  
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  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

①  幼 穂形成 期後 、出 穂期頃 まで に上位 ２ 葉の被 害葉率 が 40％に なる と 10

％程度 減収す る。 それ 以降の 被害 は被害 葉 率 80％ 以上 でも収 量・ 品質に 及

ぼす影 響は小 さい ので 、県南 部の 早期栽 培 では防 除の必 要性 は低 い。  

 

 10． 斑点米 カメ ムシ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培の 本田に おけ る７ 月中旬 の捕 虫網 20

回振り による 捕獲 虫数 は 2.3 頭（ 平年 4.0 頭）で あった 。  

    ②  予察 灯に よる７ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市 43 頭（ 過去７ 年の 平

均 85.3 頭） 、上 富田町 17 頭 （平 年 28.2 頭 ）、那 智勝浦 町 390 頭 （平年 9

8.3 頭 ）であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  出穂 の早 い作型 で、 周辺に 雑 草が繁 茂して いる と被 害を受 けや すい。  

②  イ ネ科雑 草が 発生 源とな る。 本田へ の 成虫の 飛来を 防ぐ ため には、 出穂  

     10 日前 まで にほ場 周辺 を除 草す る。  

③  出 穂後、 本田 内で 大型の カメ ムシ類 の 飛来を 認めた ら、 乳熟 期（出 穂 10

日後） から糊 熟期 （出 穂 20 日後） に薬 剤を 散布す る。カ スミ カメ ムシ類

の発生 が多い 場合 は穂 ぞろい 期（ 出穂３ 日 後）に 薬剤散 布す る。  

 

※  水 稲害虫 の発 生動 向につ いて は、農 業 環境・ 鳥獣害 対策 室ウ ェブペ ージ 内農作

  物 病害虫 防除 所の 水稲害 虫の 予察灯 誘 殺消長 も参考 にす る。  

 

 

Ⅱ．野  菜  

 

＜トマト・ミニトマト＞  

 １． 疫病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培ミ ニトマ ト におけ る７月 下 旬 の発 生ほ場 率は ０％（ 平

年５％ ）であ った 。  

    ②  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  排水 を良 くし、 株元 に滞水 し ないよ うにす る。  

    ②  露地 栽培 では、 降雨 前の予 防 散布に 努める 。降 雨前 に散布 でき なかっ た

場合は 降雨後 に早 急に 防除す る。  

 

 ２． 黄化葉 巻病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培ミ ニトマ ト におけ る７月 下旬 の発 生ほ場 率は 71％ （平

年 32％ ）で あった 。  

    ②  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発病 株は 伝染源 とな るため 、 見つけ 次第抜 き取 り、 直ちに 土中 に埋め る

     か 、ビ ニル 袋に密 封し て完全 に 枯死さ せてか ら処 分す る。  

    ②  施設 栽培 では育 苗ほ 、本ぽ と も施設 開口部 へ目 合い 0.4mm 以下 の防虫 ネ

     ッ トを 展張 し、媒 介虫 である タ バココ ナジラ ミの 侵入 を防止 する 。  

    ③  施設 栽培 では、 定期 的な薬 剤 散布お よび定 植期 の粒 剤処理 によ り、育 苗
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     期 から 本ぽ 初期の タバ ココナ ジ ラミ防 除を徹 底す る。  

 

＜野菜全般＞  

 １． アブラ ムシ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る７月 中旬の 生息 葉率 は、ワ タア ブラム シ

0.1％（ 平年 1.0％ ）、 モモア カア ブラ ムシ 0.1％ (平年 0.6％ ）であ った 。  

    ②  黄色 水盤 （紀の 川市 ）によ る ７月１ ～ 20 日の飛 来数 は 31 頭（ 平年 16.8

頭）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ②  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

 

 ２． ハダニ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る７月 中旬の 発生 ほ場 率およ び生 息葉率

は、カ ンザワ ハダ ニで それぞ れ 44％（ 平年 29％） 、 1.3％（ 平年 6.5

％）、 ナミハ ダニ でい ずれも ０％ （平年 ： 発生ほ 場率 12％、 生息 葉率 2.9

％）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ②  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

 

 ３． ミナミ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る７月 中旬の 発生 ほ場 率は０ ％（ 平年： 発

生ほ場 率 17％、生 息葉 率 3.1％） であっ た 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ナス では 、収穫 果実 の選別 時 に被害 を認め たら 防除 を始め る。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ③  発生 が多 い場合 は４ ～５日 間 隔で２ 回以上 、薬 剤を 散布す る。  

    ④  施設 栽培 では、 栽培 終了後 に 抜根し た上で ７～ 10 日 間以上 施設 を密 閉し

てアザ ミウマ を死 滅さ せ、後 作や 周辺の 野 菜等で の発生 源と なら ないよ う

にする 。  

 

 ４． ミカン キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  県 北部の 露地 栽培 ナスに おけ る７月 中 旬の 発 生ほ場 率お よび 生息葉 率

は、い ずれも ０％ （平 年：発 生ほ 場率４ ％ 、生息 葉率 0.2％ ）であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ミナ ミキ イロア ザミ ウマに 準 ずる。  

 

 ５． ハスモ ンヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

                

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る７月 中旬の 発生 ほ場 率 およ び生 息葉率 は

11％、 0.1％ （平 年：発 生ほ 場率１ ％、 生息 葉率 0.1％） であ った。  
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    ②  フェ ロモ ントラ ップ による ７ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、和歌 山市 41 頭

（平年 148.6 頭） 、紀 の川市 106 頭（平 年 108.3 頭）、 御坊 市 170 頭（ 平

年 154.0 頭） であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  幼虫 が中 ～老齢 期に なると 薬 剤感受 性が著 しく 低下 するの で、 若齢期

（ふ化 幼虫の 集団 の食 害によ る白 変葉が み られた とき） の防 除を 心がけ

る。  

    ②  抑制 栽培 エンド ウで は、ウ イ ルス病 、鳥害 や防 風対 策を兼 ねて 、は種 後

40～ 50 日間 寒冷紗 被覆 を行う と被 害が 軽減 される 。  

 

 ６． シロイ チモ ジヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  フェ ロモ ントラ ップ による ７ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 17 頭

（平年 25.1 頭） 、御坊 市 37 頭（ 平年 69.0 頭）で あった 。  

    ②  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ハス モン ヨトウ に準 ずる。  

 

 

Ⅲ．果  樹  

 

＜カンキツ＞  

 １． 黒点病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ７月中 旬

     の 果実 での 発生ほ 場率 は 48％（ 平年 25％） 、発病 果率 は 8.5％（ 平年 4.8

     ％ ）で あっ た。  

    ②  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  秋雨 時期 におけ る後 期感染 防 止のた め、８ 月中 下旬 の防除 を徹 底する 。  

    ②  伝染 源と なる枯 れ枝 や剪定 枝 の処理 を徹底 する 。  

    ③  過乾 燥等 で樹勢 が衰 弱する と 枯れ枝 が増え るお それ がある ため 、かん 水

等の栽 培管理 を適 切に 行う。  

 

 ２． かいよ う病  

  （ １）予 報内 容   果実 発生 量  や や 少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ７月中 旬

     の 春葉 での 発生ほ 場率 は 23％（ 平年 28％） 、発病 葉率 は 0.3％（ 平年 1.1

     ％ ）で あっ た。  

②  ８ 月の気 象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  台風 の接 近等で 強風 雨が予 想 される 場合に は事 前に 薬剤散 布を 行う。  

    ②  夏秋 梢の 病斑は 翌春 の主要 な 伝染源 になる ので 剪除 に努め る。  

    ③  ミカ ンハ モグリ ガに よる新 葉 の食害 痕は病 原菌 の侵 入口と なる 。幼木 や

高接樹 では新 葉が 発生 しやす いた め本害 虫 の防除 を徹底 する 。  

    ④  防風 ネッ ト設置 など の防風 対 策に努 める。  

  

 ３． ミカン ハダ ニ  

-63-



  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ７月中 旬

     の 発生 ほ場 率は 41％（ 平年 23％ ）、発 生葉率 は 11.8％ （平 年 5.6％）、

      100 葉あた り雌 成虫 数は 50.3 頭（平 年 17.6 頭 ）であ った 。  

    ②  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ため、 同一系 統の 薬剤 は年間 に２ 回以上 使

     用 しな い。  

 

 ４． ヤノネ カイ ガラ ムシ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ７月中 旬

     の 発生 ほ場 率は０ ％（ 平年１ ％ ）であ った。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  第２ 世代 ２齢幼 虫の 発生最 盛 期は８ 月下旬 頃と 考え られる 。発 生ほ場 で  

     は この 時期 に、散 布む らがな く 葉裏ま でかか るよ うに 、十分 量の 薬液を 丁

     寧 に散 布す る。  

 

 ５． チャノ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ７月中 旬

     の 発生 ほ場 率は３ ％（ 平年０ ％ ）、果 実の被 害ほ 場率 は 22％ （平 年 19 

     ％ ）で あっ た。  

    ②  予察 ほ場 （無防 除） におけ る 黄色粘 着トラ ップ によ る７月 １～ 20 日 の  

     誘 殺数 は由 良町 131 頭 （平 年 160 頭） 、有田 川町 68 頭 （過去 ９年 の平 均  

152 頭 ）であ った 。  

    ③  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  地域 での 発生消 長調 査の結 果 を参考 に適期 防除 に努 める。  

    ②  発生 ほ場 および イヌ マキや サ ンゴジ ュに隣 接す るほ 場では 防除 を徹底 す

る。  

 

 ６． ゴマダ ラカ ミキ リ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ７月中 旬

     の 発生 ほ場 率は２ ％（ 平年１ ％ ）であ った。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  成虫 の捕 殺に努 める ととも に 、放任 ほ場周 辺な ど発 生の多 いほ 場では 、

産卵防 止およ び食 入幼 虫対象 の防 除とし て 薬液を 主幹か ら株 元に 散布す

る。  

 

＜カ キ＞  
 １． 炭疽病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ７月 中旬の 発 生ほ場 率は「 富有 」６ ％（平 年４ ％）、

「平核 無」・ 「刀 根早 生」０ ％（ 平年０ ％ ）であ った。  

    ②  県北 部に おける ７月 中旬の 発 病果率 は「富 有」 0.3％ （平 年 0.4％） 、  
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「平核 無」・ 「刀 根早 生」０ ％（ 平年０ ％ ）であ った。  

    ③  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発病 枝や 発病果 がみ られる 場 合は剪 除する 。  

    ②  台風 が接 近する 場合 は事前 に 薬剤を 散布す る。 散布 できな かっ たほ場 で

は台風 通過後 速や かに 散布す る。  

    ③  密植 ほ場 や風通 しの 悪い場 所 は発病 しやす いの で、 ほ場内 の通 風・採 光

をはか り、薬 液を かか りやす くす る。  

 

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ７月 中旬の 発 生ほ場 率は「 富有 」 69％（平 年 66％） 、

「平核 無」・ 「刀 根早 生」 41％（ 平年 21％ ）であ った。  

    ②  県北 部に おける ７月 中旬の 発 病葉率 は「富 有」 4.1％ （平 年 5.0％） 、  

「平核 無」・ 「刀 根早 生」 0.8％（ 平年 0.8％）で あった 。  

    ③  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  病原 菌は 葉裏の 気孔 から侵 入 するの で、葉 裏に 丁寧 に薬液 を散 布する 。  

    ②  一般 に盛 夏期の 発病 は一時 休 止する が、山 間部 や風 通しの 悪い ほ場は 発

病を繰 り返し やす いの で、こ れら のほ場 で は秋雨 前の予 防散 布に 努める 。  

 

 ３． 円星落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける 前年 10 月 の「 富有」 におけ る発 生ほ 場率は 41％ （平 年

38％） 、発病 葉率 は 6.1％（ 平年 3.5％ ）で あった 。  

    ②  県北 部で は感染 時期 である ５ 月上旬 から６ 月上 旬に かけて 降水 量が平 年

並～か なり多 く推 移し た。  

    ③  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹勢 が低 下する と発 病が助 長 される ため、 適切 な肥 培管理 や水 分管理 を

心がけ 樹勢維 持に 努め る。  

    ②  子の う胞 子の飛 散が 続く８ 月 上旬ま で防除 が必 要で ある。  

 

 ４． 角斑落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける 前年 10 月 の「 富有」 におけ る発 生ほ 場率は 82％ （平 年

65％） 、発病 葉率 は 13.9％（ 平年 10.4％） であっ た。  

    ②  県北 部で は感染 時期 である ５ 月上旬 から６ 月上 旬に かけて 降水 量が平 年

並～か なり多 く推 移し た。  

    ③  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹勢 が低 下する と発 病が助 長 される ため、 適切 な肥 培管理 や水 分管理 を

     心 がけ 樹勢 維持に 努め る。  

    ②  本病 は７ 月頃か ら発 病し二 次 伝染を 繰り返 すの で、 多発ほ 場で は発病 後

     も 防除 を励 行する 。  

  

 ５． フジコ ナカ イガ ラムシ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ７月 中旬の 発 生ほ場 率は、 「富 有」 50％（ 平年 51％ ）、
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     「 平核 無」 ・「刀 根早 生」 18％ （平年 12％ ）であ った 。  

    ②   県北 部に おける ７月 中旬の 寄 生果率 は、「 富有 」 1.5％（ 平年 3.7％ ）、

     「 平核 無」 ・「刀 根早 生」 1.1％ （平年 0.7％ ）で あった 。  

    ③  ８月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  第２ 世代 ふ化幼 虫の 発生時 期 は７月 下旬～ ８月 上旬 頃と考 えら れる。 発

生ほ場 では８ 月上 旬頃 に、散 布む らがな く へたに もかか るよ うに 、十分 量

の薬液 を丁寧 に散 布す る。  

 

＜ 果 樹全 般 ＞  

 １． カメム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  紀の 川市 粉河の 予察 灯にお け る７月 １～ 20 日の 誘殺 数は、 チャ バネ アオ  

カメム シが 114 頭 （前 年 1,335 頭 、平 年 463 頭） 、ツヤ アオ カメム シが 6

頭（前 年 716 頭、 平年 186 頭 ）で あった 。  

    ②  有田 川町 奥の予 察灯 におけ る ７月１ ～ 20 日の誘 殺数 は、チ ャバ ネア オカ

メムシ が 16 頭（ 前年 435 頭 、過去 ９年 の平 均 706 頭）、 ツヤ アオ カメム

シが 3 頭（前 年 211 頭 、過去 ９年 の平 均 173 頭） であっ た。  

    ③  みな べ町 東本庄 の予 察灯に お ける７ 月１～ 20 日 の誘 殺数は 、チ ャバ ネア

オカメ ムシ が 301 頭（ 前年 1,149 頭、平 年 809 頭 ）、ツ ヤア オカメ ムシ が

31 頭（ 前年 638 頭 、平 年 242 頭） であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  果樹 カメ ムシ類 の飛 来量は 園 地間差 が大き く、 特に 山林隣 接ほ 場では 早

くから 被害が 出や すい 。  

    ②  ほ場 内で の果樹 カメ ムシ類 の 発生及 び被害 状況 をよ く観察 し、 防除は 発

     生 に応 じて 早めに 行う 。  

    ③  今後 の発 生動向 につ いては 、 農業環 境・鳥 獣害 対策 室ウェ ブペ ージ内 農

作物病 害虫防 除所 の果 樹カメ ムシ 情報や 、 各地域 の振興 局農 業水 産振興

課、Ｊ Ａ等の 情報 を参 考にす る。  

 

 

  本 情報は 、下 記の 方法で もご 覧頂け ま す。  

 ○ 農業 環境 ・ 鳥獣 害対 策 室ウ ェブ ペー ジ    <農作 物病 害虫 防除所 > 

  https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/  

        boujyosyo-yosatsujyouhou.html  

 ○ 和 歌 山県 ホー ム ペー ジ    <わか やま 県 政ニュ ース > 

  http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/  

 

 ※詳 しくは 、農 作物 病害虫 防除 所の各 担 当まで お願い しま す。  

   水稲、 野菜 、花 き  

    本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）             TEL 0736-64 -2300 

   カンキ ツ  

    有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）          TEL 0737-52 -4320 

   カキ、 モモ  

     紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ）  TEL 0736-73 -2274 

   ウメ  

    み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）     TEL 0739-74 -3780 
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令和５ 年度   

病害虫発生予報 第６号（９月予報）  

 

和 歌 山県 農作 物 病害 虫防 除 所   

＜予報の概要＞  

作物名  病害虫 名  発生量  作物名  病害虫 名  発生量  

水稲  

 

 

 

 

 

いもち 病  

紋枯病  

トビイ ロウン カ  

イチモ ンジセ セリ

コブノ メイガ  

斑 点 米 カ メ ム シ 類  

並  

やや少  

並  

並  

並  

並  

野菜・ 花

き全般  

 

 

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  
シロイ チモジ ヨト ウ  

ハスモ ンヨト ウ  

少  

並  

やや多  

並  

カンキ ツ  

 

 

 

黒点病  

かいよ う病  

ミカン ハダニ  

チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

やや多  

やや少  

やや少  

並  

トマト ・

ミニト マ

ト  

黄化葉 巻病  

 

並  

 

ダ イ コ ン  

ハ ク サ イ  

キ ャ ベ ツ  

コナガ  

 

 

並  

 

 

カキ  

 

 

 

 

炭疽病  

うどん こ病  

円星落 葉病  

角斑落 葉病  

フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

やや多  

並  

やや多  

やや多  

やや少  

 

野菜・ 花

き全般  

 

 

ア ブ ラ ム シ 類 お よ び ア

ブ ラ ム シ 類 媒 介 の ウ イ

ル ス 病  

ハダニ 類
 

やや少  

 

 

並  果樹全 般  カメム シ類  

 

やや多  

 

 

気象予報  

 近 畿地 方  １ か月 予報 （ 08/26～ 09/25）    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 向 こう １か 月 の気 温、 降 水量 、日 照時 間の 各 階級 の確 率 （％ ）  

 
 
 
 
 

10

20

20
日照時間 近畿地方

気  温 近畿地方

降水量 近畿地方

10 20 70

20 40 40

40 40 20

低い（少ない） 平年並 高い（多い）

期間の前半は、気温がかなり高くなる見込みです。

天候
近畿日本海側では、天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。近畿
太平洋側では、平年に比べ晴れの日が少ないでしょう。

向こう１か月
気温 平均気温は、高い確率70％です。

08/26～09/25
降水量 降水量は、平年並または多い確率ともに40％です。

日照時間 日照時間は、平年並または少ない確率ともに40％です。

１週目
08/26～09/01

２週目
09/02～09/08

３～４週目
09/09～09/22

2023年08月24日14時30分 大阪管区気象台 発表

特に注意を要する事項

気温 １週目は、高い確率60％です。

気温 ２週目は、高い確率70％です。

気温 ３～４週目は、高い確率60％です。
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Ⅰ．水  稲  

 

 １． いもち 病（ 穂い もち）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部お よび中 部の 普通期 栽 培にお ける８ 月上 旬の 葉いも ちの 発生ほ 場

     率 は 46％（ 平年 31％） 、発 病株 率は 4.8％（ 平年 7.5％ ）で あった 。  

    ②  ９月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  いも ち病 に感受 性が 高い品 種 （「キ ヌヒカ リ」 等） の作付 ほ場 では今 後

の気象 推移に 注意 する 。  

    ②  常発 地で は次作 から 、いも ち 病に感 受性が 高い 品種 の作付 けを 避ける 。  

 

 ２． 紋枯病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  県 北部お よび 中部 の普通 期栽 培にお け る８月 上旬の 発生 ほ場 率は ４ ％

（平年 29％ ）、発 病株 率は 0.2％ （平 年 5.3％）で あっ た。  

②  ９ 月の気 象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発生 が多 いほ場 では 、次作 の 伝染源 となる 菌核 の形 成が多 くな る。次 作

は密植 になら ない よう 注意し 、防 除を徹 底 する。  

②  第 ３葉鞘 以上 の上 位葉で 発病 すると 減 収など の被害 に繋 がる 。病斑 が上  

位葉鞘 まで達 して いる 場合は 早急 に防除 を 実施す る。病 斑が 上位 葉鞘ま で  

達して いなく ても 、発 病株が 多い 場合に は 防除を 実施す る。  

 

 ３． トビイ ロウ ンカ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  ８ 月上旬 の 25 株あ たり 生息密 度は 、県 北部の 普通期 栽培 では 0.1 頭

（平年 0.5 頭 ）、 県中 部の普 通期 栽培で は ０頭（ 平年 2.9 頭 ）で あっ

た。  

②  予 察灯に よる ８月 １～ 20 日の 飛来 数は 、紀の 川市１ 頭（ 平年 3.8 頭 ）、

上富田 町０頭 （平 年 3.6 頭） であ った。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  トビ イロ ウンカ の発 生量は 地 域間や ほ場間 で大 きな 差があ るた め、ほ 場

     毎 に発 生状 況を確 認す る。な お 、同一 ほ場内 にお いて も発生 に偏 りがあ り

     局 所的 に多 発する こと から、 ほ 場の全 体をよ く観 察す る必要 があ る。   

    ②  本種 は増 殖率が 高い ため、 現 在は低 密度の ほ場 でも 坪枯れ 被害 を引き 起  

    こす 恐れ があ る。定 期的 に発生 状 況を確 認し、 １株 あた り５頭 以上 の成・  

    幼虫 を確 認し たら、 早急 に薬剤 防 除を実 施する 。  

    ③  本種 は株 元に生 息す るので 、 薬液が 株元に 十分 到達 するよ うに 散布す

る。  

 

 ４． イチモ ンジ セセ リ（イ ネツ トムシ ）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ８月 上旬 の 25 株あた りツ ト数 は、県 北部の 普通 期栽 培では 0.1（平年  

     0.1） 、県中 部の 普通期 栽培 では ０（平 年 ０） であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  
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    ①  ８月 下旬 ～９月 上旬 に蛹化 し ９月中 旬以降 に成 虫と なるた め、 防除の 必  

     要 はな い。  

 

 ５． コブノ メイ ガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  ８月 上旬 の 25 株あた り被 害葉 数は、 県北部 の普 通期 栽培で は 0.2 葉  

     （ 平年 0.3 葉 ）、 県中部 の普 通期 栽培で は 1.1 葉（ 平年 1.7 葉 ）で あっ  

た。  

    ②  紀の 川市 の蛍光 灯誘 殺箱に よ る８月 １～ 15 日の 成虫 誘殺数 は、 ０頭 （平

     年 6.3 頭） であっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ９月 以降 は被害 葉率 が高く て も減収 率は低 い。 また 、次世 代幼 虫の出 現  

     が ない ため 、防除 の必 要はな い 。  

 

 ６． 斑点米 カメ ムシ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  すく い取 り調査 （捕 虫網 20 回 振り） による ８月 上旬 の発生 ほ場 率およ

び平均 成虫数 は、 県北 部の普 通期 栽培 で 63％（平 年 74％）、 7.4 頭（平 年

7.4 頭 ）、県 中部 の普通 期栽 培で 75％（ 平 年 77％ ）、 4.8 頭 （平 年 6.6 

     頭 ）で あっ た。  

    ②  予察 灯に よる８ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市 275 頭（ 過去 ７年の 平

均 153.6 頭） 、上 富田 町５頭 (過去 ７年 の平 均 14.6 頭 )で あっ た。  

    ③  ９月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  晩生 品種 では、 乳熟 期～糊 熟 期に薬 剤を散 布す る。  

 

※  水 稲害虫 の発 生動 向につ いて は、農 業 環境・ 鳥獣害 対策 室ウ ェブペ ージ 内農作

  物 病害虫 防除 所の 水稲害 虫の 予察灯 誘 殺消長 も参考 にす る。  

 

 

Ⅱ．野菜・花き  

 

＜トマト、ミニトマト＞  

 １． 黄化葉 巻病   

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培ミ ニトマ ト におけ る８月 中旬 の発 生ほ場 率は 100％

（平年 90％ ）、発 病株 率は 29.6％ （平 年 33.6％） であ った 。  

②  ９ 月の気 象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  媒介 虫で あるタ バコ コナジ ラ ミの防 除を徹 底す る。  

②  発 病株は 伝染 源と なるた め、 見つけ 次 第抜き 取り、 直ち に土 中に埋 める

    か、 ビニ ル袋 に密封 して 完全に 枯 死させ てから 処分 する 。  

    ③  促成 栽培 では、 生育 初期に 感 染する と被害 が大 きく なるた め、 育苗期 の

定期的 な薬剤 散布 およ び定植 期の 粒剤処 理 により 、感染 適期 であ る育苗 期

から本 ぽ初期 （８ ～ 10 月）の タバ ココ ナジ ラミ防 除を徹 底す る。 また、 施

設開口 部に目 合い 0.4mm 以下 の防 虫ネッ ト を展張 し、侵 入を 防止 する。 さ

らに、 外張り 資材 に紫 外線除 去フ ィルム を 使用す ると侵 入防 止効 果が高 ま

る。  
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＜ダイコン、ハクサイ、キャベツ＞  

 １． コナガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  フェ ロモ ントラ ップ による ８ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、和歌 山市 ０頭 （平

年 0.5 頭）、 紀の 川市 ０頭（ 平年 0.2 頭 ） であっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

 

＜野菜・花き全般＞  

 １． アブラ ムシ 類お よびア ブラ ムシ類 媒 介のウ イルス 病（ 露地 野菜全 般）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少   

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る８月 中旬の ワタ アブ ラムシ の発 生ほ場 率

は０％ （平年 :発 生ほ場 率 16％、 生息葉 率 1.4％） 、モモ アカ アブ ラムシ

の発生 ほ場率 は０ ％（ 平年： 発生 ほ場率 ３ ％、生 息葉 率 0.2％）で あっ

た。  

    ②  アブ ラム シ類の 黄色 水盤（ 紀 の川市 ）への ８月 １～ 20 日の 飛来 数は 、  

     30 頭（ 平年 67.1 頭） であっ た 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  アブ ラム シ類媒 介の ウイル ス 病は、 シルバ ーマ ルチ と薬剤 防除 を併用 し

てアブ ラムシ 類の 防除 を行う 。  

    ②  ハク サイ 等の育 苗で は、防 虫 ネット で被覆 して 有翅 虫の飛 来を 防ぐ。  

 

 ２． ハダニ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る８月 中旬の カン ザワ ハダニ の発 生ほ場 率

は 25％ （平 年 21％）、 生息 葉率 は 1.0％（ 平年 5.2％） 、ナ ミハダ ニの 発

生ほ場 率は 13％（ 平年 14％ ）、生 息葉 率 0.1%（平 年 2.7％） であ った。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ②  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

  

 ３． ミナミ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る８月 中旬の 発生 ほ場 率は０ ％（ 平年： 発

生ほ場 率 50％、生 息葉 率 12.2％） であ った 。  

    ②  ９月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  促成 栽培 ナス等 の育 苗は発 生 ほ場の 近くで 行わ ない 。また 、施 設の開 口

部に防 虫ネッ トを 展張 し、成 虫の 飛び込 み を防ぐ 。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ③  発生 が多 い場合 は４ ～５日 間 隔で２ 回以上 、薬 剤を 散布す る。  

 

 ４． ミカン キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る８月 中旬の 発生 ほ場 率は０ ％（ 平年： 発
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生ほ場 率１％ 、生 息葉 率 0.1％） であっ た 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ミナ ミキ イロア ザミ ウマに 準 ずる。  

 

 ５． シロイ チモ ジヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  フェ ロモ ントラ ップ による ８ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 67 頭

（平年 29.3 頭） 、御坊 市 65 頭（ 平年 74.5 頭）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  幼虫 が中 ～老齢 期に なると 薬 剤感受 性が著 しく 低下 するの で、 若齢期

（ふ化 幼虫の 集団 の食 害によ る白 変葉が み られた とき） の防 除を 心がけ

る。  

    ②  抑制 栽培 エンド ウで は、ウ イ ルス病 、鳥害 や防 風対 策を兼 ねて 、は種 後

40～ 50 日間 寒冷紗 また は防虫 ネッ トで 被覆 すると 被害が 軽減 され る。  

 

 ６． ハスモ ンヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る８月 中旬の 発生 ほ場 率は０ ％（ 平年３  

     ％ ）で あっ た。  

    ②  フェ ロモ ントラ ップ による ８ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、和歌 山市 245 頭

（平年 111.7 頭） 、紀 の川市 325 頭（平 年 198.0 頭）、 御坊 市 195 頭（ 平

年 150.6 頭） 、印 南町 10 頭 （平 年 76.2 頭 ）であ った。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  シロ イチ モジヨ トウ に準ず る 。  

 

 

Ⅲ．果  樹  

 

＜カンキツ＞  

１．黒 点病  

（１） 予報内 容   発 生量  やや 多  

（２） 予報の 根拠  

①  県 北部（ 海南 市下 津町） 、県 中部、 県 南部（ 田辺市 ）に おけ る ８月 中下

旬の発 生ほ場 率は 59％ （平 年 38％ ）、 発病 果率は 15.4％（平 年 9.7％）

であっ た。  

②  ９ 月の気 象予 報に よる。  

（３） 防除上 考慮 すべ き諸点  

①  ８ 月中下 旬に 防除 できな かっ たほ場 で は、９ 月上旬 に早 急に 防除を 行

う。  

②  伝 染源と なる 枯枝 や剪定 枝の 処理を 徹 底する 。  

 

２．か いよう 病  

（１） 予報内 容   発 生量（ 果実 および 夏 秋梢）  やや 少  

（２） 予報の 根拠  

①  県 北部（ 海南 市下 津町） 、県 中部、 県 南部（ 田辺市 ）に おけ る ８月 中下

旬の春 葉病斑 の発 生ほ 場率は 16％ （平 年 26％）、 発病葉 率は 0.2％ （平 年

0.9％） 、果 実の 発病果 率は 1.8％ （平 年 1.9％）で あっ た。  

②  ９ 月の気 象予 報に よる。  

（３） 防除上 考慮 すべ き諸点  
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①  罹 病性品 種の 場合 、付傷 する と果実 発 病のお それが ある 。台 風の接 近等

で強風 雨が予 想さ れる 場合に は、 事前に 薬 剤散布 を行う 。  

②  夏 秋梢の 病斑 は翌 春の主 要な 伝染源 に なるの で、９ 月以 降翌 春まで に剪

除する 。  

 

３．ミ カンハ ダニ  

（１） 予報内 容   発 生量  やや 少  

（２） 予報の 根拠  

①  県 北部（ 海南 市下 津町） 、県 中部、 県 南部（ 田辺市 ）に おけ る８月 中下

旬の発 生ほ場 率は ８％ （平年 14％ ）、 発生 葉率は 3.1％ （平 年 2.6％） 、 1

00 葉あ たり の雌成 虫数 は 12.0 頭 （平年 5.7 頭） であっ た。  

②  ９ 月の気 象予 報に よる。  

（３） 防除上 考慮 すべ き諸点  

①  薬 剤抵抗 性の 発達 を遅ら せる ため、 同 一系統 の薬剤 は年 間に ２回以 上使

用しな い。  

②  ミ カンサ ビダ ニの 発生が 認め られる ほ 場では 、ミカ ンハ ダニ とミカ ンサ

ビダニ の両種 に適 用の ある有 効薬 剤を選 択 する。  

 

４．チ ャノキ イロ アザ ミウマ  

（１） 予報内 容   発 生量  並  

（２） 予報の 根拠  

①  県 北部（ 海南 市下 津町） 、県 中部、 県 南部（ 田辺市 ）に おけ る８月 中下

旬の果 実の被 害ほ 場率 は 27％ （平 年 22％） 、被害 果率 は 0.9％（平 年 2.3

％）、 100 果 あた りの生 息虫 数は 0.1 頭 （ 平年 0.0 頭） であ った 。  

②  予 察ほ場 （無 防除 ）にお ける 黄色粘 着 トラッ プによ る８ 月１ ～ 20 日 の誘

殺数は 由良 町 192 頭（ 平年 165 頭 ）、有 田 川町 31 頭（ 過去 ９年の 平均 56

頭）で あった 。  

③  ９ 月の気 象予 報に よる。  

（３） 防除上 考慮 すべ き諸点  

①  ８ 月中旬 以降 に有 効な殺 虫剤 を散布 し ていな いほ場 およ び夏 秋梢の 多い

ほ場で は、９ 月の 発生 状況を よく 観察し 、 成幼虫 の生息 果率 が 15％以上

の場合 は薬剤 防除 を行 う。  

 

＜カ キ＞  

 １． 炭疽病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ８月 中旬の 発 生ほ場 率は、 「富 有」 25％（ 平年 ９％） 、

     「 刀根 早生 」・「 平核 無」０ ％ （平年 １％） であ った 。  

    ②  県北 部に おける ８月 中旬の 発 病果率 は、「 富有 」 0.5％（ 平年 0.5％ ）、

     「 刀根 早生 」・「 平核 無」０ ％ （平年 0.0％ ）で あった 。  

    ③  ９月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発病 枝や 発病果 がみ られる 場 合は剪 除する 。  

    ②  降雨 が続 く場合 は追 加防除 を 行う 。 また、 台風 が接 近する 場合 は事前 に

薬剤を 散布し 、で きな かった 場合 は台風 通 過後速 やかに 散布 する 。  

    ③  密植 ほ場 や風通 しの 悪い場 所 は発病 しやす いの で、 ほ場内 の通 風・採 光

     を はか り、 薬液を かか りやす く する。  

 

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  
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    ①  県北 部に おける ８月 中旬の 発 生ほ場 率は「 富有 」 81％（平 年 67％） 、  

     「 刀根 早生 」・「 平核 無」 41％ （平年 17％ ）であ った 。  

    ②  県北 部に おける ８月 中旬の 発 病葉率 は「富 有」 4.1％ （平 年 7.1％） 、  

     「 刀根 早生 」・「 平核 無」 1.4％ （平年 1.0％ ）で あった 。  

③  ９ 月の気 象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  病原 菌は 葉裏の 気孔 から侵 入 するの で、葉 裏に 丁寧 に薬液 を散 布する 。  

    ②  秋季 にな り気温 が低 下する と 再び病 勢が増 すの で、 二次伝 染防 止に努 め

     る 。  

 

 ３． 円星落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ８月 中旬の 発 生ほ場 率は、 「富 有」 ０％（ 平年 ２％） 、

     「 刀根 早生 」・「 平核 無」０ ％ （平年 ３％） であ った 。  

    ②  県北 部に おける ８月 中旬の 発 病葉率 は、「 富有 」０ ％（平 年 0.0％） 、

     「 刀根 早生 」・「 平核 無」０ ％ （平年 0.1％ ）で あった 。  

    ③  県北 部で は感染 時期 である ５ 月上旬 から６ 月上 旬に かけて 降水 量が平 年

並～か なり多 く推 移し た。  

    ④  ９月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹勢 が低 下する と発 病が助 長 される ため、 適切 な肥 培 管理 や水 分管理 を

     心 がけ 樹勢 維持に 努め る。  

 

 ４． 角斑落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ８月 中旬の 発 生ほ場 率は、 「富 有」 ６％（ 平年 ０％） 、

     「 刀根 早生 」・「 平核 無」６ ％ （平年 １％） であ った 。  

    ②  県北 部に おける ８月 中旬の 発 病葉率 は、「 富有 」 0.3％（ 平年０ ％） 、

      「刀 根早 生」・ 「平 核無」 0.1％（平 年 0.0％） であっ た。  

    ③  県北 部で は主な 感染 時期で あ る５月 上旬か ら６ 月上 旬にか けて 降水量 が

平年並 ～かな り多 く推 移した 。  

    ④  ９月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹勢 が低 下する と発 病が助 長 される ため、 適切 な肥 培管理 や水 分管理 を

     心 がけ 樹勢 維持に 努め る。  

    ②  本病 は二 次伝染 を繰 り返す の で、 10 月上 旬まで 防除 を励行 する 。  

 

 ５． フジコ ナカ イガ ラムシ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ８月 中旬の 発 生ほ場 率は、 「富 有」 50％（ 平年 68％ ）、

     「 刀根 早生 」・「 平核 無」６ ％ （平年 24％ ）であ った 。  

    ②  県北 部に おける ８月 中旬の 寄 生果率 は、「 富有 」 2.3％（ 平年 6.9％ ）、

     「 刀根 早生 」・「 平核 無」 0.2％ （平年 1.0％ ）で あった 。  

    ③  ９月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  主に 果実 とへた の間 隙部に 寄 生して いるの で、 薬液 がこの 部分 にかか る  

     よ うに 丁寧 に散布 する 。  

 

＜果樹全般＞ 
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 １． カメム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ８月 中旬の カ キの被 害果率 は、 「富 有」 0.1％（ 平年  

     4.7％ ）、「 刀根 早生」 ・「 平核 無」 0.1％（ 平年 0.4％ ）であ った 。  

    ②  紀の 川市 粉河の 予察 灯にお け る８月 １～ 20 日の 誘殺 数は、 チャ バネ アオ

カメム シが 711 頭 （前 年 1,167 頭 、平 年 566 頭） 、ツヤ アオ カメム シが  

     61 頭（ 前年 568 頭 、平 年 233 頭 ）、ク サギカ メム シが 1,139 頭（ 前年 514

頭、平 年 369 頭） であ った。  

③  有 田川町 奥の 予察 灯にお ける ８月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、 チャバ ネア オカ

メムシ が 140 頭（ 前年 234 頭 、過 去９年 の 平均 565 頭） 、ツ ヤア オカメ ム

シ 122 頭（前 年 54 頭、 過去 ９年の 平均 107 頭）、 クサギ カメ ムシ が 199

頭（前 年 102 頭、 過去 ９年の 平均 183 頭 ） であっ た。  

    ④  みな べ町 東本庄 の予 察灯に お ける８ 月１～ 20 日 の誘 殺数は 、チ ャバ ネア

オカメ ムシ が 2,373 頭 （前年 1,899 頭、 平 年 1,136 頭） 、ツ ヤア オカメ ム

シが 697 頭（ 前年 899 頭、平 年 563 頭） 、 クサギ カメム シが 982 頭（前 年

442 頭 、平年 432 頭）で あっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  果樹 カメ ムシ類 の飛 来時期 ・ 量はほ 場間差 が大 きく 、特に 山林 隣接ほ 場

では早 くから 被害 が出 やすい 。  

    ②  ほ場 内で の発生 及び 被害状 況 をよく 観察し 、防 除は 発生に 応じ て早め に

行う。  

    ③  カキ では 「富有 」、 カンキ ツ では収 穫時期 の早 い極 早生品 種で 被害が 大

     き いた め発 生に注 意す る。  

    ④  台風 通過 後や強 風後 に一時 的 に飛来 が多く なる こと がある ので 、ほ場 内

での発 生に注 意す る。  

    ⑤  今後 の発 生動向 につ いては 、 農業環 境・鳥 獣害 対策 室ウェ ブペ ージ内 農

     作 物病 害虫 防除所 の果 樹カメ ム シ情報 や、各 地 域 の振 興局農 業水 産振興   

課、Ｊ Ａ等の 情報 を参 考にす る。   

 

 

  本 情報は 、下 記の 方法で もご 覧頂け ま す。  

 ○ 農 業 環境 ・鳥 獣 害対 策室 ウ ェブ ペー ジ    <農作 物病 害虫 防除所 > 

  https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/  

        boujyosyo-yosatsujyouhou.html  

 ○ 和 歌 山県 ホー ム ペー ジ    <わか やま 県 政ニュ ース > 

  http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/  

 

 ※詳 しくは 、農 作物 病害虫 防除 所の各 担 当まで お願い しま す。  

   水稲、 野菜 、花 き  

    本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）             TEL 0736-64 -2300 

   カンキ ツ  

    有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）          TEL 0737-52 -4320 

   カキ、 モモ  

    紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ）  TEL 0736-73 -2274 

   ウメ  

    み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）     TEL 0739-74 -3780 
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令和５ 年度   

病害虫発生予報 第７号（10 月予報）  

 

和 歌 山県 農作 物 病害 虫防 除 所   

＜予報の概要＞  

作物名  病害虫 名  発生量  作物名  病害虫 名  発生量  

ト マ ト ・ ミ

ニ ト マ ト  

黄化葉 巻病  

 

並  

 

野菜・ 花  

き全般  

 

ハスモ ンヨト ウ  

オオタ バコガ  

 

やや多  

並  

エンド ウ  

 

褐斑病 、褐紋 病  

うどん こ病  

つる枯 細菌病  

並  

並  

並  

カンキ ツ  果実腐 敗病  

ミカン ハダニ  

やや多  

並  

アブラ ナ

科野菜  

コナガ  

 

やや少  

 

カキ  

 

 

 

 

炭疽病  

うどん こ病  

円星落 葉病  

角斑落 葉病  

フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

並  

並  

やや多  

やや多  

やや少  

野菜・ 花  

き全般  

 

 

 

アブラ ムシ類  

ハダニ 類  
ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

やや少  

並  

やや少  

並  

やや多  

果樹全 般  

 

カメム シ類  

 

多  

 

気象予報  

 近 畿地 方  １ か月 予報 （ 09/23～ 10/22）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向 こう １か 月 の気 温、 降 水量 、日 照時 間の 各 階級 の確 率 （％ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間の前半は、気温がかなり高くなる見込みです。

向こう１か月
天候 天気は数日の周期で変わるでしょう。

09/23～10/22
気温 平均気温は、高い確率70％です。

１週目
09/23～09/29

２週目
09/30～10/06

３～４週目
10/07～10/20

2023年09月21日14時30分 大阪管区気象台 発表

特に注意を要する事項

気温 １週目は、高い確率80％です。

気温 ２週目は、高い確率80％です。

気温 ３～４週目は、高い確率50％です。

10

20

20
日照時間 近畿地方

気  温 近畿地方

降水量 近畿地方

10 20 70

40 30 30

30 30 40

低い（少ない） 平年並 高い（多い）
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Ⅰ．野菜・花き  

 

＜トマト、ミニトマト＞ 

 １． 黄化葉 巻病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 施設栽 培ミ ニトマ ト におけ る９月 下旬 の発 生ほ場 率は ０％（ 平

年：発 生ほ場 率８ ％、 発病株 率 0.4％） で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  定期 的な 薬剤散 布に より本 ぽ 初期の タバコ コナ ジラ ミ防除 を徹 底する 。  

    ②  発病 株は 伝染源 とな るため 、 見つけ 次第抜 き取 り、 直ちに 土中 に埋め る

か、ビ ニル袋 に密 封し て完全 に枯 死させ て から処 分する 。  

    ③  台風 通過 後は、 施設 の外張 り フィル ムおよ び防 虫ネ ットの 保守 点検を 必

ず行う 。  

 

＜エンドウ＞  

 １． 褐斑病 、褐 紋病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける ９月下 旬の 発生 ほ場率 は ０ ％（平 年

：発生 ほ場率 １％ 、発 病葉率 0.0％）で あ った。  

    ②  10 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  多湿 ほ場 で発生 しや すいの で 、排水 を良く する 。  

    ②  種子 伝染 するの で、 発生ほ 場 では採 種しな い。  

  

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける ９月下 旬の 発生 ほ場率 は０ ％（平 年

     ０ ％） であ った。  

    ②  10 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  開花 期ご ろから 発生 する。 発 生初期 より防 除を 行う 。  

    ②  乾燥 条件 が続く と発 生が多 く なる。  

 

 ３． つる枯 細菌 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける ９月下 旬の 発生 ほ場率 は０ ％（平 年

     ０ ％） であ った。  

    ②  10 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  本病 は、 褐斑病 、褐 紋病と 葉 の病斑 が似て いる ので 注意す る。 褐斑病 、

褐紋病 が日光 に透 かし ても不 透明 である の に対し 、本病 は光 が透 けて見 え

ること で区別 でき る。  

    ②  防風 ネッ トの発 病抑 制効果 は 高い。  

    ③  種子 伝染 するの で、 発生ほ 場 では採 種しな い。  
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＜アブラナ科野菜＞  

 １． コナガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  フェ ロモ ントラ ップ による ９ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 ０頭 （平

年０頭 ）、和 歌山 市２ 頭（平 年 15.1 頭 ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ②  収穫 後の 作物残 さが 発生源 に なり、 周辺の ほ場 に成 虫が分 散し て発生 が

多くな るので 、収 穫後 は速や かに 残さを す き込む 。  

 

＜野菜・花き全般＞  

 １． アブラ ムシ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る９月 中旬 の モモ アカ アブラ ムシ の発生 ほ

場率は ０％（ 平年 ：発 生ほ場 率 ４ ％、生 息 葉率 0.5％） 、ワ タアブ ラム シ

の発生 ほ場率 は 14％（ 平年 22％） 、生 息葉 率は 0.6％（ 平年 3.2％ ）で あ

った。  

    ②  黄色 水盤 （紀の 川市 ）への ９ 月１～ 20 日 の飛来 数は 79 頭 （平 年 121.9

頭）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  シル バー マルチ は有 翅虫の 飛 来防止 効果が ある 。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。 ネ

オニコ チノイ ド系 薬剤 に対す る感 受性が 低 下した ワタア ブラ ムシ が認め ら

れてい るので 注意 する 。  

 

 ２． ハダニ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る９月 中旬 の カン ザワ ハダニ の発 生ほ場 率

は 14％ （平 年 13％）、 生息 葉率 2.9％ （平 年 2.7％）、 ナミ ハダニ の発 生

ほ場率 は０％ （平 年： 発生ほ 場率 10％ 、生 息葉率 1.7％ ）で あった 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける ９月 中 旬の ハダ ニ類の 発生 ほ場率 は

38％（ 平年 27％） 、生 息株率 は 10.0％ （平 年 10.1％） であっ た。  

    ③  10 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ②  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

  

 ３． ミナミ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る９月 中旬 の 発生 ほ場 率は 29％（ 平年 50

％）、 生息葉 率 1.1％（ 平年 12.9％）で あ った。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  促成 栽培 ナス等 の育 苗は発 生 ほ場の 近くで 行わ ない 。また 、施 設の開 口

部に防 虫ネッ トを 展張 し、成 虫の 飛び込 み を防ぐ 。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ③  発生 が多 い場合 は４ ～５日 間 隔で２ 回以上 、薬 剤を 散布す る。  
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 ４． ミカン キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る９月 中旬 の 発生 ほ場 率は０ ％（ 平年： 発

生ほ場 率１％ 、生 息葉 率 0.1％） であっ た 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ミナ ミキ イロア ザミ ウマに 準 ずる。  

    ②  イチ ゴで はミツ バチ の導入 前 に徹底 防除を 行う 。  

 

 ５． シロイ チモ ジヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける ９月 中 旬の 発生 ほ場率 は 50％（ 平年

26％） 、生息 株率 は 13.1％（ 平年 6.5％ ） であっ た。  

    ②  フェ ロモ ントラ ップ による ９ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 45 頭

（平年 57.4 頭） 、御坊 市 50 頭（ 平年 64.3 頭）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  幼虫 が中 ～老齢 期に なると 薬 剤感受 性が著 しく 低下 するの で、 若齢期

（ふ化 幼虫の 集団 の食 害によ る白 変葉が み られた とき） の防 除を 心がけ

る。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

 

 ６． ハスモ ンヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る９月 中旬 の 発生 ほ場 率は 57％（ 平年 15

％）、 生息葉 率は 2.9％ （平 年 0.8％） であ った。  

    ②  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける ９月 中 旬の 発生 ほ場率 は 44％（ 平年

19％） 、生息 株率 は 7.5％（ 平年 3.0％ ）で あった 。  

    ③  フェ ロモ ントラ ップ による ９ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 303 頭

（平年 573 頭 ）、 和歌 山市 1,655 頭（平 年 1,217 頭）、 御坊 市 1,000 頭

（平年 909 頭 ）で あっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  シロ イチ モジヨ トウ に準ず る 。  

 

 ７． オオタ バコ ガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける ９月 中 旬の 発生 ほ場率 は 19％（ 平年

11％） 、生息 株率 は 2.5％（ 平年 2.1％ ）で あった 。  

    ②  フェ ロモ ントラ ップ による ９ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 7 頭 （平

年 10.5 頭） 、御 坊市０ 頭（ 平年 1.2 頭 ）、 印南町 ０頭（ 平年 1.9 頭）で

あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  幼虫 が中 ～老齢 期に なると 薬 剤感受 性が著 しく 低下 するの で、 若齢期 の

防除を 心がけ る。  

 

 

Ⅱ．果  樹  
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＜カンキツ＞ 

 １． 果実腐 敗病 （緑 かび病 、青 かび病 ）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  10 月の気象予報による。 

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹上 の発 病果や 、こ れに接 触 してい る果実 は速 やか に除去 する 。  

    ②  収穫 前の 薬剤散 布を 励行す る 。  

③  果 実は丁 寧に 取り 扱い、 果面 に傷を つ けない 。  

 

 ２． ミカン ハダ ニ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  予察ほ場（有田 川町 奥）に おけ る９月 中旬 の 100 葉あ たり雌 成虫 数は、

無防除 区０頭 （平 年 0.4 頭） 、慣 行防除 区 ０頭（ 平年０ 頭） であ った。  

    ②  10 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ほ場 内を 観察し 、発 生の増 加 がみら れる場 合は 薬剤 散布を 行う 。特に 、

     ９ 月に 防除 してい ない ほ場で は 発生に 注意す る。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ため、 同一系 統の 薬剤 は年間 に２ 回以上 使

     用 しな い。  

 

＜カ キ＞  
 １． 炭疽病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 「富有 」に おける ９ 月中旬 の発生 ほ場 率は 19％（ 平年 29  

％）、 発病果 率は 0.8％ （平 年 1.4％） であ った。  

    ②  10 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発病 果は 伝染源 にな るため 、 ほ場内 を巡回 し、 発病 果を速 やか に除去 し

て土中 に埋め る。  

    ②  発病 果が みられ るほ 場や降 雨 が続く と予想 され る場 合は薬 剤防 除を行

う。ま た、台 風が 接近 する場 合は 事前に 薬 剤を散 布し、 でき なか った場 合

は台風 通過後 速や かに 散布す る。  

    ③  同一 系統 の薬剤 の連 用は耐 性 菌の発 生を助 長す るの で、複 数系 統の薬 剤

のロー テーシ ョン 散布 を行う 。  

    ④  軟弱 徒長 した枝 が増 えない よ うに施 肥によ る窒 素過 多に注 意す るとと も

に、強 剪定を 控え る。 冬季の 剪定 時に病 斑 を形成 した枝 を除 去す る。  

    ⑤  排水 不良 ほ場、 密植 で通風 の 悪いほ 場は発 病し やす いため 、ほ 場内の 環

境改善 に努め る。  

 

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 「富有 」に おける ９ 月中旬 の発生 ほ場 率は 63％（ 平年 65

％）、 発病葉 率は 3.9％ （平 年 10.0％） で あった 。   

    ②  10 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  病原 菌は 葉裏の 気孔 から侵 入 するの で、葉 裏に 丁寧 に薬液 を散 布する 。  

    ②  秋季 にな り気温 が低 下する と 再び病 勢が増 すの で、 二次伝 染防 止に努 め
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る。  

 

 ３． 円星落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①   県北 部の 「富有 」に おける ９ 月中旬 の発生 ほ場 率は 19％（ 平年 ８％ ）、

発病葉 率は 0.2％ （平 年 0.2％）で あっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹勢 が低 下する と発 病が助 長 される ため、 適切 な肥 培管理 や水 分管理 を

心がけ 樹勢維 持に 努め る。  

 

 ４． 角斑落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①   県北 部の 「富有 」に おける ９ 月中旬 の発生 ほ場 率は 50％（ 平年 27

％）、 発病葉 率は 4.9％ （平 年 2.1％） であ った。  

    ②  10 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹勢 が低 下する と発 病が助 長 される ため、 適切 な肥 培管理 や水 分管理 を

心がけ 樹勢維 持に 努め る。  

 

 ５． フジコ ナカ イガ ラムシ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 「富有 」に おける ９ 月中旬 の発生 ほ場 率は 44％（ 平年 66  

％）、 寄生果 率は 1.8％ （平 年 7.8％） であ った。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  主に 果実 とへた の間 隙部に 寄 生して いるの で、 薬液 がこの 部分 にかか る

ように 丁寧に 散布 する 。  

 

＜果樹全般＞ 

 １． カメム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  紀の 川市 粉河の 予察 灯によ る ９月１ ～ 20 日の誘 殺数 は、チ ャバ ネア オカ

メムシ が 7,427 頭 （平 年 524 頭） 、ツヤ ア オカメ ムシ が 1,190 頭 （平年 2

66 頭） 、ク サギカ メム シが 937 頭 （平 年 54 頭） であっ た。  

    ②  有田 川町 奥の予 察灯 による ９ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、チャ バネ アオ カメ

ムシが 2,072 頭（ 過去 ９年の 平均 388 頭 ） 、ツヤ アオカ メム シが 1,438 頭

（同 222 頭） 、ク サギ カメム シが 125 頭 （ 同 27 頭 ）で あっ た。  

    ④  みな べ町 東本庄 の予 察灯に よ る９月 １～ 20 日の 誘殺 数は、 チャ バネ アオ

     カ メム シが 23,190 頭（ 平年 4,294 頭） 、ツ ヤアオ カメ ムシ が 15,114 頭  

     （ 平年 2,852 頭） 、ク サギカ メ ムシが 680 頭 （平 年 143 頭） であ った。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  果樹 カメ ムシ類 の飛 来時期 ・ 量はほ 場間差 が大 きく 、特に 山林 隣接ほ 場

では早 くから 被害 が出 やすい 。  

    ②  ほ場 内で の発生 及び 被害状 況 をよく 観察し 、防 除は 発生に 応じ て早め に

行う。 収穫が 近い ほ場 では薬 剤の 収穫前 日 数に注 意する 。  

    ③  カキ では 「富有 」、 カンキ ツ では収 穫時期 の早 い極 早生品 種で 被害が 大

     き いた め発 生に注 意す る。  

    ④  台風 通過 後や強 風後 に一時 的 に飛来 が多く なる こと がある ので 、ほ場 内

での発 生に注 意す る。  
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    ⑤  令和 ５年 ９月 22 日発 表の 病害 虫防除 技術情 報（ 第２ 号）を 参照 する。  

    ⑥  今後 の発 生動向 につ いては 、 農業環 境・鳥 獣害 対策 室ウェ ブペ ージ内 農

作物病 害虫防 除所 の果 樹カメ ムシ 情報や 、 各地域 の振興 局農 業水 産振興       

課、Ｊ Ａ等の 情報 を参 考にす る。  

 

 

  本 情報は 、下 記の 方法で もご 覧頂け ま す。  

 ○ 農 業 環境 ・鳥 獣 害対 策室 ウ ェブ ペー ジ    <農作 物病 害虫 防除所 > 

  h t t p s : / / w w w . p r e f . w a k a y a m a . l g . j p / p r e f g / 0 7 0 3 0 0 / 0 7 1 4 0 0 / b o u j y o s y o - y o s a t s u j y o u h o u . h t m l  

 ○ 和 歌 山県 ホー ム ペー ジ    <わか やま 県 政ニュ ース > 

  h t t p : / / w a v e . p r e f . w a k a y a m a . l g . j p / n e w s / k e n s e i /  

 

 ※詳 しくは 、農 作物 病害虫 防除 所の各 担 当まで お願い しま す。  

   水稲、 野菜 、花 き  

    本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）             TEL 0736-64 -2300 

   カンキ ツ  

    有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）          TEL 0737-52 -4320 

   カキ、 モモ  

    紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ）  TEL 0736-73 -2274 

   ウメ  

    み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）     TEL 0739-74 -3780 

 

-81-



令和５ 年度   

病害虫発生予報 第８号（11 月予報）  

 

和 歌 山県 農作 物 病害 虫防 除 所   

＜予報の概要＞  

作物名  病害虫 名  発生量  作物名  病害虫 名  発生量  

エンド ウ  

 

 

 

 

褐斑病 、褐紋 病  

うどん こ病  

つる枯 細菌病  

ハダニ 類  

ウラナ ミシジ ミ  

並  

並  

並  

やや少  

並  

野菜・ 花

き全般  

 

 

シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

ハスモ ンヨト ウ  

オオタ バコガ  

並  

並  

やや多  

ハクサ イ  

キャベ ツ  

 

黒斑細 菌病  

アブラ ムシ類  

コナガ  

ヨトウ ガ  

並  

並  

やや多  

やや多  

カンキ ツ  

 

果実腐 敗病  

ミカン ハダニ  

カメム シ類  

やや少  

やや多  

や や 少 ～ 並  

 

 

 

気象予報  

 近 畿地 方  １ か月 予報 （ 10/28～ 11/27）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向 こう １か 月 の気 温、 降 水量 、日 照時 間の 各 階級 の確 率 （％ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

20

20
日照時間 近畿地方

気  温 近畿地方

降水量 近畿地方

10 30 60

40 40 20

20 40 40

低い（少ない） 平年並 高い（多い）

期間の前半は、気温がかなり高くなる可能性があります。

天候
近畿日本海側では、期間の前半は、天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が多い
でしょう。期間の後半は、平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。近畿太平洋側では、天気は
数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が多いでしょう。

向こう１か月
気温 平均気温は、高い確率60％です。

10/28～11/27
降水量 降水量は、平年並または少ない確率ともに40％です。

日照時間 日照時間は、平年並または多い確率ともに40％です。

１週目
10/28～11/03

２週目
11/04～11/10

３～４週目
11/11～11/24

2023年10月26日14時30分 大阪管区気象台 発表

特に注意を要する事項

気温 １週目は、高い確率50％です。

気温 ２週目は、高い確率70％です。

気温 ３～４週目は、平年並または高い確率ともに40％です。

-82-



Ⅰ．野菜・花き  

 

＜エンドウ＞  

 １． 褐斑病 、褐 紋病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培に おけ る 10 月中旬 の発生 ほ場 率は ０％（ 平年 ：発生

ほ場率 17％ 、発病 葉率 0.6％ ）で あった 。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  多湿 ほ場 で発生 しや すいの で 、排水 を良く する 。  

    ②  施設 栽培 では、 降雨 が多い と 予想さ れる場 合は 早め にビニ ル被 覆を行  

     う 。  

    ③  薬剤 の予 防散布 に努 める。  

    ④  種子 伝染 するの で、 発生ほ 場 では採 種しな い。  

 

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培に おけ る 10 月中旬 の発生 ほ場 率は 13％（ 平年 ６

％）、 発病葉 率は 0.2％ （平 年 1.0％） であ った。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  施設 栽培 では、 低温 期でも 乾 燥する と発生 しや すい 。  

    ②  下位 葉に 病斑を 認め たら薬 剤 散布を 行う。  

 

 ３． つる枯 細菌 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培に おけ る 10 月中旬 の発生 ほ場 率は ０％（ 平年 ：発生

ほ場率 １％、 発病 葉率 0.0％ ）で あった 。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  本病 は、 褐斑病 、褐 紋病と 葉 の病斑 が似て いる ので 注意す る。 褐斑病 、

褐紋病 の病斑 は日 光に 透かし ても 不透明 で あるの に対し 、本 病は 光が透 け

て見え ること で区 別で きる。  

    ②  防風 ネッ トは予 防効 果が高 い 。  

    ③  種子 伝染 するの で、 発生ほ 場 では採 種しな い。  

 

 ４． ハダニ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培に おけ る 10 月中旬 の発生 ほ場 率は 12％（ 平年 34

％）、 生息株 率は 1.8％ （平 年 14.9％） で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

 

 ５． ウラナ ミシ ジミ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  
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    ①  県中 部の 露地栽 培に おけ る 10 月中旬 の被害 発生 ほ場 率は 63％（ 平年 70

％）、 被害株 率は 12.5％（平 年 26.0％ ）で あった 。被害 さや 率は 2.8％

（平年 8.0％ ）、 １花あ たり の産 卵数は 0.26 個（ 平年 0.20 個 ）で あっ

た。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  食入 加害 された さや は、ほ 場 の外に 持ち出 し処 分す る。  

    ②  主な 産卵 部位で ある 花や蕾 に 薬液が 十分か かる よう 、７～ 10 日 間隔 で防  

     除 を行 う。  

  

 

＜ハクサイ、キャベツ＞  

 １． 黒斑細 菌病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の ハクサ イ、 キャベ ツ におけ る 10 月下 旬の発 生ほ 場率は いず れ

も０％ （平年 ：ハ クサ イ０％ 、キ ャベツ ０ ％）で あった 。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  降雨 前に 薬剤を 予防 散布す る 。  

 

 ２． アブラ ムシ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の キャベ ツに おけ る 10 月下旬 のモモ アカ アブ ラムシ の発 生ほ場

率は０ ％（平 年： 発生 ほ場率 19％ 、生 息株 率 3.0％）、 ニセ ダイコ ンア ブ

ラムシ の発生 ほ場 率は ９％（ 平年 35％ ）、 生息株 率 3.6％（ 平年 7.8％ ）

であっ た。  

    ②  黄色 水盤 （紀の 川市 ）へ の 10 月１～ 20 日 の飛来 数は 、 54 頭（平 年 42.3

頭）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 株元の 葉裏に 十分 かか るよう に行 う。  

 

 ３． コナガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の キャベ ツに おけ る 10 月下旬 の発生 ほ場 率は ０％（ 平年 ：発生

ほ場率 ７％、 10 株 あた り生息 密度 0.0 頭） であっ た。  

    ②  フェ ロモ ントラ ップ によ る 10 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、和歌 山市 157 頭

（平年 55.2 頭） 、紀の 川市 １頭（ 平年 0.1 頭）で あった 。  

③  11 月の 気象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

 

 ４． ヨトウ ガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の キャベ ツに おけ る 10 月下旬 の発生 ほ場 率は 18％（ 平年 １

％）、 生息株 率 2.3％（ 平年 0.2％ ）で あっ た。  

    ②  フェ ロモ ントラ ップ によ る 10 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 12 頭

（平年 6.7 頭 ）で あっ た。  
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  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発生 初期 の若齢 幼虫 の防除 に 努める 。  

 

＜野菜・花き全般＞  

 １． シロイ チモ ジヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の キャベ ツに おけ る 10 月下旬 の発生 ほ場 率は ０％（ 平年 ：発生

ほ場率 ５％、 生息 株率 0.3％ ）で あった 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける 10 月 中旬 の発生 ほ場 率は０ ％（ 平

年：発 生ほ場 率４ ％、 生息株 率 0.5％） で あった 。  

    ③  フェ ロモ ントラ ップ によ る 10 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 84 頭

（平年 19.1 頭） 、御坊 市 97 頭（ 平年 64.2 頭）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  幼虫 が中 ～老齢 期に なると 薬 剤感受 性が著 しく 低下 するの で、 若齢期

（ふ化 幼虫の 集団 の食 害によ る白 変葉が み られた とき） の防 除を 心がけ

る。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

 

 ２． ハスモ ンヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の キャベ ツに おけ る 10 月下旬 の発生 ほ場 率は 18％（ 平年 18

％）、 生息株 率は 0.9％ （平 年 2.1％） であ った。  

    ②  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける 10 月 中旬 の発生 ほ場 率は０ ％（ 平

年：発 生ほ場 率 21％、 生息株 率 3.4％） で あった 。  

    ③  フェ ロモ ントラ ップ によ る 10 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、和歌 山市 2,836

頭（平 年 1,512 頭 ）、 紀の川 市 1,512 頭 （ 平年 1,023 頭 ）、 御坊 市 2,973

頭（平 年 2,471 頭 ）、 印南町 541 頭（平 年 946 頭 ）であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  シロ イチ モジヨ トウ に準ず る 。  

 

 ３． オオタ バコ ガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の キャベ ツに おけ る 10 月下旬 の発生 ほ場 率は ０％（ 平年 ：発生

ほ場率 ８％、 生息 株率 0.6％ ）で あった 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける 10 月 中旬 の発生 ほ場 率は 24％（ 平

年 15％ ）、 生息株 率 3.5％（ 平年 3.3％ ） であっ た。  

    ③  フェ ロモ ントラ ップ によ る 10 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 121 頭

（平年 30.3 頭） 、御坊 市 73 頭（ 平年 31.0 頭）、 印南 町 156 頭（ 平年 28.

2 頭） であっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  中～ 老齢 幼虫に 対す る薬剤 の 防除効 果は低 いの で、 若齢幼 虫期 に防除 す

るよう 努める 。  

 

 

Ⅱ．果  樹  
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＜ カ ンキ ツ ＞  

 １． 果実腐 敗病 （緑 かび病 、青 かび病 ）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける 10 月 中

旬のウ ンシュ ウミ カン 樹上果 実の 緑かび 病 発生ほ 場率は ３％ （平 年 13％ ）

であっ た。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹上 の発 病果や 、こ れに接 触 してい る果実 は速 やか に除去 する 。  

    ②  収穫 前の 薬剤散 布を 励行す る 。  

    ③  果実 は丁 寧に取 り扱 い、果 面 に傷を つけな い。  

 

 ２． ミカン ハダ ニ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける 10 月 中

旬の発 生ほ場 率 23％（ 平年 11％） 、発 生葉 率は 4.8％（ 平年 1.7％ ）で あ

った。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  収穫 前の 薬剤散 布は 使用基 準 に特に 留意す る。  

    ②  収穫 時期 まで袋 かけ を行う 品 種では 袋かけ 前に 発生 状況を 確認 し、必 要

に応じ て薬剤 散布 を行 う。  

    ③  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ため、 同一系 統の 薬剤 は年間 に２ 回以上 使

用しな い。  

 

 ３． カメム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少 ～ 並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  紀の 川市 粉河の 予察 灯によ る 10 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、 チャバ ネア オ

カメム シが 226 頭 （平 年 192 頭） 、ツヤ ア オカメ ムシ が 289 頭（ 平年 329

頭）で あった 。  

    ②  有田 川町 奥の予 察灯 によ る 10 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、チャ バネ アオ カ

メムシ が 25 頭（ 過去９ 年の 平均 100 頭 ）、 ツヤア オカメ ムシ が 29 頭（ 同

514 頭 ）であ った 。  

    ③  みな べ町 東本庄 の予 察灯に よ る 10 月 １～ 20 日 の誘殺 数は 、チ ャバネ ア

オカメ ムシ が 310 頭（ 平年 1,151 頭）、 ツ ヤアオ カメム シが 3,161 頭（ 平

年 7,847 頭） であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ほ場 内で の発生 及び 被害状 況 をよく 観察し 、発 生に 応じて 防除 を行う 。  

    ②  発生 がみ られる ほ場 で薬剤 散 布する 場合は 、収 穫期 の散布 とな るので 使

用基準 に十分 注意 する 。  
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  本 情報は 、下 記の 方法で もご 覧頂け ま す。  

 ○ 農 業 環境 ・鳥 獣 害対 策室 ウ ェブ ペー ジ    <農作 物病 害虫 防除所 > 

  h t t p s : / / w w w . p r e f . w a k a y a m a . l g . j p / p r e f g / 0 7 0 3 0 0 / 0 7 1 4 0 0 / b o u j y o s y o - y o s a t s u j y o u h o u . h t m l  

 ○ 和 歌 山県 ホー ム ペー ジ    <わか やま 県 政ニュ ース > 

  h t t p : / / w a v e . p r e f . w a k a y a m a . l g . j p / n e w s / k e n s e i /  

 

 ※詳 しくは 、農 作物 病害虫 防除 所の各 担 当まで お願い しま す。  

   水稲、 野菜 、花 き  

    本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）             TEL 0736-64 -2300 

   カンキ ツ  

    有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）          TEL 0737-52 -4320 

   カキ、 モモ  

    紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ）  TEL 0736-73 -2274 

   ウメ  

    み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）     TEL 0739-74 -3780 
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１）本所

作物分類 分類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
水稲 病害 0 0 0 3 3 2 1 0 0 0 0 0 9

虫害 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 2
その他 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3

野菜 病害 8 6 10 4 5 6 10 6 4 1 6 3 69
虫害 5 1 2 0 2 0 0 0 0 1 0 0 11
その他 6 5 0 2 1 3 4 3 4 3 1 2 34

花き 病害 1 1 1 2 1 1 1 1 0 1 1 0 11
虫害 0 0 0 1 0 0 0 0 2 1 0 0 4
その他 0 4 2 0 0 5 1 2 0 1 1 0 16

果樹 病害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
虫害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

小計 病害 9 7 11 9 9 9 12 7 4 2 7 3 89
虫害 5 1 2 2 2 0 0 0 2 3 0 0 17
その他 6 11 2 2 2 8 5 5 5 4 2 2 54

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
常緑果樹 病害 8 16 12 7 5 5 3 2 3 7 5 0 73

虫害 5 3 11 14 11 30 29 5 4 10 7 10 139
その他 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 4

小計 病害 8 16 12 7 5 5 3 2 3 7 5 0 73
虫害 5 3 11 14 11 30 29 5 4 10 7 10 139
その他 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 4

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
落葉果樹 病害 7 14 7 1 4 1 5 1 1 1 1 3 46

虫害 6 8 6 2 3 2 5 2 5 2 3 2 46

その他 1 2 7 0 1 0 1 1 1 1 1 0 16

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
落葉果樹 病害 7 9 9 5 2 1 2 1 0 1 2 16 55

虫害 2 2 0 2 0 0 0 0 0 0 12 3 21
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５）全体
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

合計 病害 31 46 39 22 20 16 22 11 8 11 15 22 263
虫害 18 14 19 20 16 32 34 7 11 15 22 15 223
その他 7 14 11 2 3 8 6 6 6 6 3 2 74

２．病害虫の診断・同定の件数

２）有田川駐在

３）紀の川駐在

４）みなべ駐在
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　Ⅵ．病害虫の発生経過の概要

都道府県 農作物名 有害動植物名 発生時期 発生量 発生過程の概要 発生原因の解析 防除の概要

和歌山県 早期水稲 葉いもち ４～７月 並
７月の発生ほ場率は17％（平年27％）、発病株率は
6.0％（平年5.4％）であった。

育苗箱施薬剤及び適量施肥。初発時の薬
剤防除。

和歌山県 早期水稲 穂いもち ７～８月 並
８月の発生ほ場率は０％（平年３％）、発病穂率は
０％（平年0.2％）であった。

通常は穂ばらみ期の薬剤防除。罹病性品
種の作付ほ場及び山間地では穂揃い期に
追加防除。

和歌山県 早期水稲 紋枯病 ５～８月 並
８月の発生ほ場率は33％（平年25％）、発病株率は
4.0％（平年3.3％）であった。

通常は穂ばらみ期1回の薬剤防除。出穂
後も上位葉への進展が見られる場合は追
加防除。

和歌山県 早期水稲 ばか苗病 ５～６月 並 ７月の発生ほ場率は０％（平年２％）であった。 種子消毒。

和歌山県 早期水稲 もみ枯細菌病 ４月、８月 並 ８月の発病穂率は０％（平年０％）であった。
育苗箱施薬剤の施用と穂ばらみ期の薬剤
防除。

和歌山県 早期水稲 縞葉枯病 ６～９月 並 ７月の発病株率は０％（平年０％）であった。 ヒメトビウンカの防除。

和歌山県 早期水稲 稲こうじ病 ８月 並 ８月の発病株率は０％（平年０％）であった。 穂いもちとの同時防除

和歌山県  早期水稲 セジロウンカ ６～８月 やや少

予察灯への初飛来は、那智勝浦町６月10日(平年６月
４日)、上富田町６月11日(平年６月９日)であった。
25株あたり平均虫数は、７月が3.2頭（平年26.1
頭）、８月が0.2頭（平年19.5頭）であった。

薬剤防除の効果が高かった。 ７月の薬剤防除。

和歌山県  早期水稲
トビイロウン
カ

６～８月 並

予察灯への初飛来は、那智勝浦町で７月10日(平年６
月29日）、上富田町７月20日(平年６月29日)であっ
た。予察灯による６月１日～７月20日の誘殺数は、
上富田町１頭（平年17.9頭）、那智勝浦町１頭（平
年22.5頭）であった。８月の25株あたり平均虫数は0
頭（平年1.5頭）であった。

７月の薬剤防除。

和歌山県  早期水稲
ヒメトビウン
カ

５～８月 やや少
25株あたり平均虫数は、７月が０頭（平年7.5頭）、
８月が2.5頭（平年14.6頭）であった。

薬剤防除の効果が高かった。 育苗箱施薬剤の施用と７月の薬剤防除。

和歌山県  早期水稲
ツマグロヨコ
バイ

５～８月 やや少
25株あたり平均虫数は、６月が1.0頭（平年0.5
頭）、７月が０頭（平年2.1頭）、８月が0.3頭（平
年3.3頭）であった。

薬剤防除の効果が高かった。 ７月の薬剤防除。

和歌山県  早期水稲
斑点米カメム
シ類

７～８月 並

本田における７月の捕虫網20回振りによる捕獲虫数
は2.3頭（平年4.0頭）であった。予察灯による誘殺
数は上富田町17頭（平年28.2頭）、那智勝浦町390頭
（平年98.3頭）であった。

畦畔及びほ場周辺の除草。
乳熟期の薬剤散布。

和歌山県  早期水稲 コブノメイガ ６～８月 並
25株あたり平均被害葉数は、７月が0.3葉（平年1.3
葉）、８月が０葉（平年2.4葉）であった。

７月の薬剤防除。

和歌山県  早期水稲
イネミズゾウ
ムシ

５～８月
並 ６月の25株あたり平均虫数は0.2頭（過去８年の平均

0.6頭）であった。
育苗箱施薬剤の施用。

和歌山県 普通期水稲 葉いもち ５～８月 並
８月の発生ほ場率は46％（平年31％）、発病株率は
4.8％（平年7.5％）であった。

育苗箱施薬剤。適量施肥。初発時の薬剤
防除。

和歌山県 普通期水稲 穂いもち ８～９月 並 ９月の発生ほ場率は０％（平年12％）であった。
通常は穂ばらみ期の薬剤防除。罹病性品
種の作付圃場及び山間地では穂揃い期の
追加防除。

和歌山県 普通期水稲 紋枯病 ６～９月 並 ９月の発生ほ場率は50％（平年57％）であった。
通常は穂ばらみ期1回の薬剤防除。出穂
後も上位葉への進展が見られる場合は追
加防除。

和歌山県 普通期水稲 ばか苗病 ５～６月 並 ８月の発生ほ場率は０％（平年0.4％）であった。 種子消毒。

和歌山県 普通期水稲 もみ枯細菌病
４月、
８～９月

並 ９月の発病穂率は０％（平年0.01％）であった。
育苗箱施薬剤の施用と穂ばらみ期の薬剤
防除。

和歌山県 普通期水稲 縞葉枯病 ６～９月 並 ８月の発病株率は０％（平年0.3％）であった。 ヒメトビウンカの防除。

和歌山県 普通期水稲 稲こうじ病 ９月 並 ９月の発病株率は０％（平年０％）であった。 穂いもちとの同時防除

和歌山県 普通期水稲 ニカメイガ ６～10月 並
８月の25株あたり被害株数は０株（平年０株）で
あった。

１化期：育苗箱施薬剤の施用。
２化期：８月の薬剤防除。

和歌山県 普通期水稲 セジロウンカ ６～10月 やや少

予察灯への初飛来は、紀の川市６月27日(平年６月21
日)であった。
25株あたり平均虫数は、７月が0.6頭（平年15.8
頭）、８月が1.0頭（平年25.5頭）、９月が4.5頭
（平年10.5頭）であった。

薬剤防除の効果が高かった。
育苗箱施薬剤の施用。
８月の薬剤防除。

和歌山県 普通期水稲
トビイロウン
カ

６～10月 やや少

予察灯への初飛来は、紀の川市８月20日(平年７月13
日)であった。25株あたり平均虫数は、７月が０頭
（平年0.2頭）、８月が0.1頭（平年1.2頭）、９月が
０頭（平年9.4頭）であった。

薬剤防除の効果が高かった。
平年に比べて飛来が遅かった。

育苗箱施薬剤の施用。
８月の薬剤防除。
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都道府県 農作物名 有害動植物名 発生時期 発生量 発生過程の概要 発生原因の解析 防除の概要

和歌山県 普通期水稲
ヒメトビウン
カ

６～10月 やや少
25株あたり平均虫数は、７月が0.1頭（平年11.7
頭）、８月が5.9頭（平年15.2頭）、９月が2.9頭
（平年16.6頭）であった。

薬剤防除の効果が高かった。 育苗箱施薬剤の施用。

和歌山県 普通期水稲
ツマグロヨコ
バイ

６～10月 並
25株あたり平均虫数は、７月が0.8頭（平年1.5
頭）、８月が0.9頭（平年2.3頭）、９月が7.6頭（平
年4.6頭）であった。

育苗箱施薬剤の施用。
８月の薬剤防除。

和歌山県 普通期水稲
斑点米カメム
シ類

８～10月 並

すくい取り調査（捕虫網20回振り）による８月の発
生ほ場率および平均成虫数は、63％（平年74％）、
7.4頭（平年7.4頭）、県中部の普通期栽培で75％
（平年77％）、4.8頭（平年6.6頭）であった。

畦畔及びほ場周辺の除草。
乳熟期の薬剤散布。

和歌山県 普通期水稲
フタオビコヤ
ガ

６月～８月 並
８月の25株あたり平均虫数は０頭（平年０頭）、９
月の25株あたり平均虫数は０頭（平年０頭）であっ
た。

８月の薬剤防除。

和歌山県 普通期水稲 コブノメイガ ６～10月 並

紀の川市の蛍光灯誘殺箱による８月１日～８月15日
の成虫誘殺数は、０頭（平年6.3頭）であった。25株
あたり平均被害葉数は、７月が０葉（平年0.2葉）、
８月が0.5葉（平年0.7葉）、９月が０葉（平年1.8
葉）であった。

８月の薬剤防除。

和歌山県 普通期水稲
イネミズゾウ
ムシ

６～９月 並
７月の25株あたり平均虫数は０頭（過去８年の平均
０頭）であった。

育苗箱施薬剤の施用。

和歌山県 トマト（冬春） 疫病 ８～６月 並 発生は認められなかった。 薬剤防除

和歌山県 トマト（冬春） 灰色かび病 １～４月 並
３月の発生ほ場率は０％（過去７年の平均４％）で
あった。

薬剤防除

和歌山県 トマト（冬春） 葉かび病 ３～６月 並
３月の発生ほ場率は46％（過去５年の平均47％）で
あった。

薬剤防除

和歌山県 トマト（冬春） モザイク病 ８～６月 並
３月の発生ほ場率は０％（過去７年の平均０％）で
あった。

薬剤防除

和歌山県 トマト（冬春） 黄化葉巻病 ８～６月 並
３月の発生ほ場率は23％（過去７年の平均６％）で
あった。

タバココナジラミの防除

和歌山県 トマト（冬春）
タバココナジ
ラミ

12～６月 やや多
５月の発生ほ場率は50％（平年43％）、生息葉率は
9.5％（平年5.4％）であった。

感受性低下による薬剤の効果低下。
防虫ネットの展張。
薬剤防除

和歌山県 トマト（冬春） アブラムシ類 12～６月 並 ５月の発生ほ場率は０％（平年１％）であった。
防虫ネットの展張。
薬剤防除

和歌山県 トマト（夏秋） 疫病 ５～11月 並 ７月の発生ほ場率は０％（平年５％）であった。 薬剤防除

和歌山県 トマト（夏秋） 灰色かび病 ５～11月 並
７月の発生ほ場率は０％（過去８年の平均０％）
であった。

薬剤防除

和歌山県 トマト（夏秋） 葉かび病 ６～11月 やや少
８月の発生ほ場率は０％（過去７年の平均34％）、
発病株率は０％（過去７年の平均3.6％）であった。

抵抗性品種の導入。 薬剤防除、抵抗性品種導入

和歌山県 トマト（夏秋） モザイク病 ６～11月 並 ７月の発生ほ場率は０％（平年０％）であった。 薬剤防除

和歌山県 トマト（夏秋） 黄化葉巻病 ６～11月 並
８月の発生ほ場率は100％（平年90％）、発生株率は
29.6％（平年33.6％）であった。

タバココナジラミの防除

和歌山県 ナス（冬春） うどんこ病 12～６月 並 ５月の発生ほ場率は23％（平年13％）であった。 薬剤防除

和歌山県 ナス（冬春） 灰色かび病 12～５月 並
５月の発生ほ場率は０％（過去９年の平均６％）で
あった。

薬剤防除

和歌山県 ナス（冬春）
ミナミキイロ
アザミウマ

９～６月 やや少
５月の発生ほ場率は０％（平年：発生ほ場率24％、
生息葉率6.2％）であった。

薬剤防除の効果が高かった。 薬剤防除

和歌山県 ナス（冬春） アブラムシ類 ９～６月 並
５月の生息葉率は、モモアカアブラムシ０％（平年
0.2％）、ワタアブラムシ０％（平年０％）であっ
た。

薬剤防除

和歌山県 ナス（冬春） ハダニ類 ９～６月 やや少

５月のカンザワハダニの発生ほ場率は０％（平年：
発生ほ場率11％、生息葉率1.3％）、ナミハダニの発
生ほ場率は０％（平年：発生ほ場率０％、生息葉率
０％）であった。

薬剤防除の効果が高かった。 薬剤防除

和歌山県 ナス（冬春）
ハスモンヨト
ウ

９～６月 並
５月の発生ほ場率は０％（平年：発生ほ場率０％、
生息葉率０％）であった。

薬剤防除

和歌山県 ナス（夏秋） うどんこ病 ４～10月 並
６月の発生ほ場率は０％（過去９年の平均１％、発
病株率0.01％）であった。

薬剤防除
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和歌山県 ナス（夏秋） 灰色かび病 ４～10月 並
６月の発生ほ場率は０％（過去９年の平均１％）で
あった。

薬剤防除

和歌山県 ナス（夏秋）
ミナミキイロ
アザミウマ

５～11月 やや少
９月の発生ほ場率は29％（平年50％）、生息葉率は
0.3％（平年12.9％）であった。

薬剤防除の効果が高かった。 薬剤防除

和歌山県 ナス（夏秋） アブラムシ類 ５～11月 並
６月の生息葉率は、モモアカアブラムシ3.4％（平年
0.1％）、ワタアブラムシ0.3％（平年0.9％）であっ
た。

薬剤防除

和歌山県 ナス（夏秋） ハダニ類 ５～11月 並

７月のカンザワハダニの発生ほ場率は44％（平年
29％）、生息葉率は1.3％（平年6.5％）であった。
ナミハダニの発生ほ場率は０％（平年：発生ほ場率
12％、生息葉率2.9％）であった。

薬剤防除

和歌山県 ナス（夏秋）
ハスモンヨト
ウ

７～11月 やや多
９月の発生ほ場率は57％（平年15％）、生息葉率は
0.7％（平年0.8％）であった。

９月の高温の影響。 薬剤防除

和歌山県
キュウリ
（冬春）

べと病 10～６月 並

５月の県北部における発生ほ場率は50％（平年
42％）、発病葉率は2.5％（平年5.3％）、県中部に
おける発生ほ場率は83％（平年59％）、発病葉率は
14.6％（平年14.7％）であった。

薬剤防除

和歌山県
キュウリ
（冬春）

うどんこ病 10～６月 並
５月の発生ほ場率は、県北部で20％（平年17％）、
県中部で50％（平年85％）であった。

薬剤防除

和歌山県 キュウリ(冬春) 灰色かび病 10～６月 並
５月の発生ほ場率は、県北部で０％（平年３％）、
県中部で０％（平年０％）であった。

薬剤防除

和歌山県 キュウリ(冬春) 褐斑病 10～６月 やや少
５月の発生ほ場率は、県北部で10％（平年６％）、
県中部で０％（過去７年の平均48％）であった。

県中部において耐病性品種が導入されたため。 薬剤防除

和歌山県 キュウリ(冬春)
ミナミキイロ
アザミウマ

９～６月 やや多
３月の発生ほ場率33％（過去９年の平均14％）、生
息葉率3.3％（過去９年の平均1.2％）であった。

薬剤防除

和歌山県 キュウリ(冬春) アブラムシ類 ９～６月 やや少
４月のワタアブラムシの発生ほ場率は０％（過去９
年の平均16％）、生息葉率０％（過去９年の平均
0.2％）であった。

有効薬剤の使用。 薬剤防除

和歌山県 キュウリ(冬春)
タバココナジ
ラミ

９～６月 やや多
４月の発生ほ場率は60％（過去９年の平均33％）、
生息葉率3.9％（過去９年の平均3.7％）であった。

抵抗性発達による薬剤の効果低下。 薬剤防除

和歌山県 スイカ つる枯病 ５～７月 並
６月の発生ほ場率は、県北部で０％（平年１％）、
県中部で０％（平年９％）であった。

薬剤防除

和歌山県 スイカ 炭疽病 ５～７月 多
６月の発生圃場率は、県北部で17％（平年３％）、
県中部で83％（平年13％）であった。

６月に定期的に降雨が続いたため。

薬剤防除
令和５年度病害虫発生予察注意報第１号
（令和５年６月20日発表）により注意を
喚起。

和歌山県 スイカ 疫病 ５～７月 並
６月の発生ほ場率は、県北部で０％（平年０％）、
県中部で０％（平年０％）であった。

薬剤防除

和歌山県 スイカ
シロイチモジ
ヨトウ

４～８月 やや少
６月の発生ほ場率は６％（平年36％）、被害果率は
0.2％（平年4.8％）であった。

薬剤防除の効果が高かった。
薬剤防除
交信撹乱剤による防除

和歌山県 スイカ アブラムシ類 ３～８月 多
６月のワタアブラムシの発生ほ場率は88％（平年
74％）、生息葉率は17.5％（平年7.4％）であった。

抵抗性発達による薬剤の効果低下。 薬剤防除

和歌山県 ハクサイ（秋冬） 軟腐病 ９～12月 並 12月の発生ほ場率は０％（平年１％）であった。 薬剤防除

和歌山県 ハクサイ（秋冬） 白斑病 ９～12月 多
12月の発生ほ場率は42％（平年３％）、発病株率は
1.7％（平年1.2％）であった。

前作における発病がやや多かっため、被害葉が
土壌中に多く残り、本年の感染源になったと考
える。

薬剤防除

和歌山県 ハクサイ（秋冬） べと病 10～12月 並 12月の発生ほ場率は０％（平年０％）であった。 薬剤防除

和歌山県 ハクサイ（秋冬） 黒斑病 10～12月 並
12月の発生ほ場率は０％（平年２％）、発病株率は
０％（平年0.04％）であった。

薬剤防除

和歌山県 ハクサイ（秋冬） モザイク病 ９～12月 並 12月の発生ほ場率は０％（平年０％）であった。 アブラムシ類防除

和歌山県 キャベツ（春） 黒腐病 ３～４月 並
４月の発生ほ場率は０％（過去８年の平均０％）で
あった。

薬剤防除

和歌山県 キャベツ（春） 菌核病 ３～４月 やや少
３月の発生ほ場率は38％（過去８年の平均64％）、
発病株率は0.8％（過去８年の平均3.1％）であっ
た。

２月の降水量が少なかったため。 薬剤防除

和歌山県 キャベツ（春） アブラムシ類 12～４月 やや少
４月の発生株率は、モモアカアブラムシ0.6％（平年
6.5％）、ニセダイコンアブラムシ０％（平年
0.3％）であった。

薬剤防除の効果が高かった。 薬剤防除

和歌山県 キャベツ（春）
モンシロチョ
ウ

４月 並 ４月の発生ほ場率は０％（平年15％）であった。 薬剤防除
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和歌山県 キャベツ（春） コナガ 12～４月 並
４月の発生ほ場率は０％（平年：発生ほ場率８％、
１株当たり発生密度0.02頭）であった。

薬剤防除

和歌山県 キャベツ（春） ヨトウガ ４月 並 ４月の発生ほ場率は０％（平年０％）であった。 薬剤防除

和歌山県 キャベツ（冬） 黒腐病 ９～12月 並
10月の発生ほ場率は０％（平年２％）、発生株率は
０％（平年0.1％）であった。

薬剤防除

和歌山県 キャベツ（冬） 菌核病 10～12月 やや少
12月の発生ほ場率は０％（平年14％）、発病株率は
０％（平年0.7％）であった。

10月および12月の降水量が少なかったため。 薬剤防除

和歌山県 キャベツ（冬） アブラムシ類 ９～３月 並

10月のモモアカアブラムシの発生ほ場率は０％（平
年：発生ほ場率19％、生息株率3.0％）であった。ニ
セダイコンアブラムシの発生ほ場率は９％（平年
35％）、生息株率3.6％（平年7.8％）であった。黄
色水盤（紀の川市）への10月１～20日の飛来数は、
54頭（平年42.3頭）であった。

薬剤防除

和歌山県 キャベツ（冬）
モンシロチョ
ウ

９～10月 やや少
10月の発生ほ場率は０％（平年：発生ほ場率14％、
生息株率1.1％）であった。

薬剤防除の効果が高かった。 薬剤防除

和歌山県 キャベツ（冬） コナガ ９～３月 並
10月の発生ほ場率は０％（平年：発生ほ場率７％、
10株あたり生息密度0.01頭）であった。

薬剤防除

和歌山県 キャベツ（冬） ヨトウガ ９～３月 やや多
10月の発生ほ場率は18％（平年１％）、生息株率
2.3％（平年0.2％）であった。

９月の高温および少雨の影響。 薬剤防除

和歌山県 キャベツ（冬）
ハスモンヨト
ウ

９～11月 並
10月の発生ほ場率は18％（平年19％）、生息株率は
0.9％（平年2.1％）であった。

薬剤防除

和歌山県 タマネギ 白色疫病 ２～４月 やや少
３月の発生ほ場率は３％（平年22％）、発病株率
0.03％（2.5％）であった。

３月以降の気温が高かったため。 薬剤防除

和歌山県 タマネギ べと病 １～５月 並 ４月の発生ほ場率は40％（平年31％）であった。

薬剤防除
令和４年度病害虫防除技術情報第５号
（令和５年３月20日発表）により注意を
喚起。

和歌山県 イチゴ 灰色かび病 10～４月 やや多
４月の発生ほ場率は40％（過去７年の平均14％）で
あった。

４月の気温が高く、降雨量が多かったため。 薬剤防除

和歌山県 イチゴ うどんこ病 10～４月 やや少
４月の発生ほ場率は０％（過去７年の平均７％）で
あった。

４月の降雨量が多かったことから、湿度が発病
に適していなかったと考える。

薬剤防除

和歌山県 イチゴ アブラムシ類 ９～４月 やや多
３月の発生ほ場率22％ (平年10％)、生息葉率7.3％
（平年2.7％）であった。

２月の高温および少雨の影響。 薬剤防除

和歌山県 イチゴ アザミウマ類 ９～４月 並

３月のヒラズハナアザミウマは発生ほ場率11％（過
去７年の平均10％）、１花当たり生息密度0.02頭
（過去７年の平均0.04頭）、ミカンキイロアザミウ
マは発生ほ場率11％（平年０％）、１花当たりの生
息密度0.02頭（平年０頭）であった。

薬剤防除

和歌山県 イチゴ ハダニ類 ９～４月 やや少

４月のナミハダニは発生ほ場率10％（平年48％）、
発生葉率1.0％（平年19.0％）、カンザワハダニは発
生ほ場率10％（平年16％）、発生葉率7.5％（平年
3.0％）であった。

薬剤防除の効果が高かった。
薬剤防除。
天敵カブリダニ類の利用。

和歌山県 エンドウ（秋冬） うどんこ病 ９～12月 並 10月の発生ほ場率は13％（平年６％）であった。
薬剤防除

和歌山県 エンドウ（秋冬） 灰色かび病 ９～12月 並 10月の発生ほ場率は０％（平年０％）であった。 薬剤防除

和歌山県 エンドウ（秋冬） 褐斑病 ９～11月 並
10月の発生ほ場率は０％（平年８％、発病葉率
0.3％）であった。

薬剤防除

和歌山県 エンドウ（秋冬） 褐紋病 ９～11月 並
10月の発生ほ場率は０％（平年10％、発病葉率
0.4％）であった。

薬剤防除

和歌山県 エンドウ（秋冬） オオタバコガ ９～11月 やや多
10月の発生ほ場率は24％（平年15％）、生息株率
3.5％（平年3.3％）であった。

９月の高温の影響。 薬剤防除

和歌山県 エンドウ（秋冬）
ウラナミシジ
ミ

９～12月 やや少

10月の被害発生ほ場率は63％（平年70％）、被害株
率は12.5％（平年26.0％）であった。被害さや率は
2.8％（平年8.0％）、１花あたりの産卵数は0.26個
（平年0.20個）であった。

薬剤の効果。

和歌山県 エンドウ（秋冬）
シロイチモジ
ヨトウ

８～10月 やや多
９月の発生ほ場率は50％（平年26％）、生息株率は
13.1％（平年6.5％）であった。

９月の高温の影響。 防除ネット被覆、薬剤防除、交信攪乱剤

和歌山県 エンドウ（秋冬）
ハスモンヨト
ウ

９～11月 やや多
９月の発生ほ場率は44％（平年19％）、生息株率は
7.5％（平年3.0％）であった。

９月の高温の影響。 薬剤防除
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和歌山県 エンドウ（秋冬） ハダニ類 ９～11月 並
９月の発生ほ場率は38％（平年27％）、生息株率は
10.0％（平年10.1％）であった。

薬剤防除

和歌山県 カンキツ そうか病 ４～10月 並
平年に比べて６月、７月および８月はやや多で推移
した。10月の発生ほ場率は６％（平年６％）、発病
果率は1.1％（平年0.9％）であった。

６月、７月および８月の発生は６月上旬に薬剤
の防除効果を上回る記録的な降雨があったため
と考えられる。

常発ほ場では発芽直後に薬剤散布。その
他一般防除園では満開期を中心に予防散
布。発病果実は摘果処理により除去。

和歌山県 カンキツ 黒点病 ６～10月 やや多

予察ほ場（有田川町奥）における初発は５月22日と
平年（６月４日）より早かった。10月の発生ほ場率
は77％（平年62％）、発病果率は34.3％（平年
21.7％）であった。

６月上旬に薬剤の防除効果を上回る記録的な降
雨があったためと考えられる。

幼果期（５月下旬～６月上旬）から８月
下旬にかけてマンゼブ剤およびマンネブ
剤の予防散布による基幹防除及び伝染源
である枯枝の剪除。

和歌山県 カンキツ かいよう病 ５～10月 並
10月の果実の発生ほ場率は14％（平年19％）、発病
果率は2.0％（平年2.9％）であった。

気象条件による。
罹病性品種や常発ほ場において、無機銅
剤の予防散布による基幹防除及び罹病枝
葉の剪除。

和歌山県 カンキツ 灰色かび病 ５～６月 多
６月の発生ほ場率は64％（平年13％）、発病果率は
6.4％（平年0.6％）であった。

主要な感染時期である落弁期の降雨が多かった
ためと考えられる。

満開期～落弁期の予防散布。被害果は摘
果処理により除去。

和歌山県 カンキツ 褐色腐敗病 ９～11月 並 10月の発生ほ場率は０％（平年０％）であった。 気象条件による。 常発ほ場では薬剤散布と罹病果の除去。

和歌山県 カンキツ 貯蔵病害 10～３月 やや少
10月のウンシュウミカン樹上果実の緑かび病の発生
ほ場率は３％（平年13％）であった。

気象条件による。
収穫前にベンゾイミダゾール系薬剤やイ
ミノクタジン酢酸塩剤、または両系統剤
を混用して散布。

和歌山県 カンキツ
ヤノネカイガ
ラムシ

５～１１月 やや少

予察ほ場（有田川町奥）の第１世代幼虫の初発は５
月５日で平年（５月13日）より早かった。10月の寄
生果率は0.1％（平年0.4％）、発生ほ場率２％（平
年５％）であった。

気象条件による。
マシン油乳剤、ネオニコチノイド剤を散
布。

和歌山県 カンキツ ミカンハダニ ５～１１月 やや多
予察ほ場（有田川町奥、無防除）における発生葉率
は3月中旬に9.0％（平年4.1％）、10月に4.8％（平
年1.7％）であった。

気象条件による。
冬季または春季および６月にマシン油乳
剤を散布。秋季に化学殺ダニ剤を散布。

和歌山県 カンキツ
ミカンサビダ
ニ

５～１１月 やや多 10月の発生ほ場率は６％（平年２％）であった。 気象条件による。
梅雨明け時期および秋季の発生時に薬剤
散布。多発ほ場では落弁期にも実施。

和歌山県 カンキツ カメムシ類 ５～１１月 多
チャバネアオカメムシの越冬成虫数はやや少なかっ
た。紀の川市、有田川町、みなべ町の９月～１０月
の誘殺数は平年に比べ多かった。

夏季以降の新成虫の発生量が平年より多かった
ため。

発生時に薬剤を散布。

和歌山県 カンキツ
チャノキイロ
アザミウマ

５～１０月 並 10月の被害ほ場率は27％（平年28％）であった。 気象条件による。 発生時に薬剤を散布。

和歌山県 カンキツ
ナシマルカイ
ガラムシ

５～１０月 並 10月の発生ほ場率は０％（平年０％）であった。 気象条件による。
マシン油乳剤、ネオニコチノイド剤を散
布。

和歌山県 カンキツ ロウムシ類 ６～８月 並 ８月の発生ほ場率は０％（平年０％）であった。 気象条件による。

和歌山県 カンキツ
ミカンハモグ
リガ

５～１０月 少
８月の発生ほ場率は５％（過去９年の平均14％）で
あった。

気象条件による。
幼木園、高接更新園および部分全摘果処
理したほ場を中心に薬剤散布。

和歌山県 カンキツ アブラムシ類 ５～７月 やや少
６月の夏秋梢における発生ほ場率は３％（過去９年
の平均10％）であった。

気象条件による。
幼木園、高接更新園および部分全摘果処
理したほ場を中心に薬剤散布。

和歌山県 カキ 炭そ病 ５～10月 並

富有における５月中旬の新梢での発生ほ場率は０％
で平年並、果実では７月より発生が見られた。10月
中旬の富有における発生ほ場率は19％と少なかった
が、一部地域では多発し、全体としては平年並の発
生となった。

６月２～３日にかけて記録的な大雨となり、主
要感染時期に薬剤の効果が十分でないほ場が
あったと考えられた。９月～10月は降水量は少
なく推移し、果実での発生は平年並となった。

４月下旬～９月に定期防除を実施。

和歌山県 カキ うどんこ病 ５～10月 並

５月から発生が見られ、９月中旬の発生ほ場率は富
有63％、刀根早生・平核無41％と平年よりやや多
かった。10月中旬の富有の発生ほ場率は69％と平年
よりやや少なく、全体としては平年並の発生となっ
た。

薬剤による防除が徹底された。
展葉期（４月下旬）と６、８月に定期的
に防除を実施。

和歌山県 カキ 角斑落葉病 ９～11月 多

初発は８月と早く、９月中旬の発生ほ場率は富有
50％、刀根早生・平核無53％と平年よりやや多かっ
た。10月中旬の発生ほ場率は、富有94％と平年より
多かった。

６月２～３日にかけて記録的な大雨となり、主
要感染時期に薬剤の効果が十分でないほ場が
あったと考えられた。

主要感染時期の５月下旬～７月上旬に重
点的な防除を実施。

和歌山県 カキ 円星落葉病 ９～11月 やや多

９月中旬の発生ほ場率は富有19％、刀根早生・平核
無29％と平年より多かった。10月中旬の富有での発
生ほ場率は31％と平年よりやや少なかった。全体と
してはやや多い発生となった。

６月２～３日にかけて記録的な大雨となり、主
要感染時期に薬剤の効果が十分でないほ場が
あったと考えられた。

主要感染時期の５月下旬～７月上旬に重
点的な防除を実施。

和歌山県 カキ 灰色かび病 ５～６月 やや多
６月中旬の果実の発生ほ場率は富有75％、刀根早
生・平核無53％とやや多い発生となった。

富有の落弁期である5月下旬に降雨が多かっ
た。

基幹防除は行われていない。一部のほ場
で臨機防除が実施された。

和歌山県 カキ
カキノヘタム
シガ

５～10月 並

８月中旬の発生ほ場率は富有０％、刀根早生・平核
無０％、９月中旬の発生ほ場率は、富有０％、刀根
早生・平核無０％で平年並の発生となった。

薬剤による防除が徹底された。
幼虫発生期の６月上旬、８月上旬に防除
を実施。

和歌山県 カキ ハマキムシ類 ５～10月 やや少

６月から被害果実がみられ、９月中旬の発生ほ場率
は、富有６％、刀根早生・平核無６％で、平年より
やや少ない発生であった。

薬剤による防除が徹底された。気象条件等によ
る。

６月～８月に防除を実施。

和歌山県 カキ
フジコナカイ
ガラムシ

４～10月 やや少

９月中旬の発生ほ場率は富有44％、刀根早生・平核
無24％で平年並であった。10月中旬の発生ほ場率は
富有25％で平年より少なかった。全体としてはやや
少ない発生であった。

薬剤による防除が徹底された。気象条件等によ
る。

冬期の粗皮削り、越冬世代の４月上中旬
および第１世代幼虫の孵化時期である６
月中旬に防除を重点的に実施。有機リン
系薬剤やネオニコチノイド系薬剤が主体
である。
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都道府県 農作物名 有害動植物名 発生時期 発生量 発生過程の概要 発生原因の解析 防除の概要

和歌山県 カキ カメムシ類 ５～10月 並

９月中旬の被害果の発生ほ場率は富有13％、刀根早
生・平核無０％で平年よりやや少なかった。10月中
旬の被害果の発生ほ場率は、富有63％で平年並で、
全体としては平年並の発生となった。

チャバネアオカメムシの越冬量はやや少なかっ
た。予察灯への飛来は８月４半旬から９月下旬
まで平年より多く推移したが、ほ場への飛来は
多くなかったと推察される。

８月下旬から９月に臨機防除を実施。

和歌山県 カキ
チャノキイロ
アザミウマ

４～10月 並
８月中旬の発生ほ場率は、刀根早生・平核無18％と
平年並の発生であった。 薬剤による防除が徹底された。 ５月、６月に防除を実施。

和歌山県 カキ
カキクダアザ
ミウマ

４～10月 並
６月中旬の被害葉の発生ほ場率は、富有０％、刀根
早生・平核無０％であった。 近年の発生は少ない。 ５月、７月に防除を実施。

和歌山県 モモ せん孔細菌病 ４～８月 やや少

４月の枝における発生ほ場率は0％（平年24％）、発
病枝率は0.0％（平年1.2％）で平年に比べ発生はや
や少なかった。６月の袋かけ時期は葉では平年並、
果実の発病はやや少なかった。７月の葉における発
生ほ場率は80％（平年90％）、発病葉率は6.0％（平
年10.5％）で平年に比べやや低かった。収穫期の発
病果率は０％（平年8.5％）であった。8月の発病葉
率は14.4％（平年21.8％）であった。

春先の伝染源となる本年４月での発病枝の発生
はほとんど認められなかったが、その後の降雨
は、４月～５月で多く、葉での発病は平年並と
なった。梅雨入りが早く、6月2日に大雨となっ
たが、収穫期までの降雨量は少ない～平年並
で、収穫時の果実での発生はやや少ない発生と
なった。

秋期と開花前の無機銅水和剤、生育期の
抗生物質剤を中心とした薬剤防除を実
施。春型発病枝の剪除を実施。風当たり
の強い園では、防風ネットや防風樹によ
る防風対策を実施。

和歌山県 モモ 灰星病 ５～７月
並

発生はほとんどみられなかった。 薬剤による慣行防除が徹底された。
袋かけ前２～３回、袋かけ後２回の防除
を実施。

和歌山県 モモ
シンクイムシ
類

５～９月
やや多

ナシヒメシンクイによる新梢への被害は６月より漸
増し、７月の枝での発生ほ場率は80％で、やや多い
発生となった。果実への被害は見られなかった。

気象条件による。
４月上中旬（落弁期）～収穫前にかけて
定期的に防除を実施。

和歌山県 モモ カメムシ類 ５～８月
並

予察灯へのチャバネアオカメムシやツヤアオカメム
シの誘殺数は５～7月は少なく、全般的にモモ園への
飛来は平年並に少なかった。

チャバネアオカメムシの越冬量はやや少であっ
た。

モモ園への飛来を警戒して、一部の圃場
でカメムシを対象とした薬剤散布が実施
された。

和歌山県 モモ ハダニ類 ５～８月
やや多

カンザワハダニなどの発生は、６月から発生し、７
月の発生ほ場率は60％（平年36％）とやや多く、生
息葉率もやや多かった。

気象条件による。
ハダニ類を対象とした基幹防除は行われ
ていない。

和歌山県 ウメ 黒星病 ５～７月 多

予察ほ場の無防除樹における初発は５月中旬と平年
並であった。一般防除園での６月の発生ほ場率は
46％（平年22％）、発病果率は1.3％（平年0.6％）
で平年より多い発生であった。

主感染時期である４月の降水量がやや多かった
ことによる。

DMI剤、水和硫黄剤等により防除。

和歌山県 ウメ かいよう病 ３～７月 並
６月の発生ほ場率は46％（平年45％）、発病果率は
1.5％（平年1.7％）で平年並の発生であった。

発芽前に無機銅剤、生育期に抗生物質剤
により防除。

和歌山県 ウメ すす斑病 ６～７月 並
一般防除園での６月中旬の発病果率は31.4％（過去
２年の平均23.9％）で平年並の発生であった。

DMI剤等により防除。

和歌山県 ウメ
ウメシロカイ
ガラムシ

４～９月 並
本年の発生時期は６月の発生ほ場率は56％（平年
53％）と平年並の発生であった。

気象条件による。
第１世代幼虫発生前または初期にIGR剤
により防除。

和歌山県 ウメ コスカシバ ４～11月 少
６月の発生ほ場率10％（平年25％）と平年より少な
い発生であった。

気象条件による。
フェロモン剤で防除。多発園は枝幹散布
剤や捕殺も併用。

和歌山県 ウメ アブラムシ類 ３～７月 やや少
被害新梢率は低く、６月の発生ほ場率は10％（平年
15％）と平年よりやや少ない発生であった。

発芽期にネオニコチノイド剤等で防除。

和歌山県 ウメ ハダニ類 ４～７月 やや多
６月の発生ほ場率は81％（平年54％）、被害葉率は
9.3％（平年6.3％）と平年よりやや多い発生であっ
た。

気象条件による。 発生に応じて殺ダニ剤で防除。

和歌山県 ウメ カメムシ類 ４～７月 少
越冬成虫の飛来数が少なく、果実被害はほとんどみ
られなかった。

防除は行われなかった。

和歌山県 キウイフルーツ かいよう病 ２～６月
並

調査期間中の葉での発病は認められなかった。 気象条件による。
発生地域では剪定に使用するハサミやノ
コギリの消毒。収穫後、発芽前及び生育
期に無機銅剤の散布が行われた。
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Ⅶ．作物病害虫の発生状況調査 

１．水稲の生育概況 

１．水稲作付面積の推移（近畿農政局調べ） 

 

 

 

 

  ・水稲作付面積は徐々に減少している。 

 

２．作況および１等米比率の年次推移（近畿農政局調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・令和 5 年は平年に比べて穂数は少なく、１穂当たり籾数はやや多く、全籾数はやや少なく

なった。登熟はやや良となり、玄米収量は 506kg/10a となった。1等米比率は 28.7%であった。 

 

３．作業時期および出穂期の年次推移（近畿農政局調べ） 

 

 

 

 

 

  ・令和 5年は平年に比べて出穂期は 2日早く、刈取期も 2日早かった。 

 

４．品種の作付動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ha） (ha） (ha） (ha） (ha） （％）

作付面積 6,360 6,250 6,100 5,980 5,780 97.00

令和5年 前年比令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

項　　　　　目

穂　　　 　　 数　　（本／m351 335 337 345 329

１　穂　 籾　数　　（粒／穂）80.9 81.5 84.0 83.2 84.2

m2当たり全籾数　（千粒） 284 273 283 287 277

玄米 千 粒 重　　（ｇ） 21.6 20.9 22.3 22.2 22.3

玄　米　収　量　　（kg/10a）494 462 497 519 506

作　況　指　数 99 92 100 105 103

１ 等 米 比 率　　（％） 30.3 26.1 46.7 26.9 28.7

注）令和5年の１等米比率は令和5年12月31日在、その以外は確定値。

令和4年 令和5年令和元年 令和2年 令和3年

項　　　目 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

田　植　期 6月4日 6月6日 6月5日 6月5日 6月4日

出　穂　期 8月8日 8月6日 8月7日 8月5日 8月4日

刈　取　期 9月19日 9月17日 9月19日 9月20日 9月17日

熟期 品　種　名 面積 比率 面積 比率 面積 比率 面積 比率
(ha) (%) (ha) (%) (ha) (%) (ha) (%)

極早 ハナエチゼン 35 0.6 36 0.6 39 0.7 44 0.8 113
極早 イクヒカリ 289 4.6 264 4.3 251 4.2 238 4.1 95

う 極早 キヌヒカリ 2,805 44.9 2,645 43.4 2,510 42.0 2,351 40.7 94
極早 コシヒカリ 603 9.6 597 9.8 574 9.6 541 9.4 94

る 極早 つや姫 26 0.4 22 0.4 22 0.4 19 0.3 86
早生 にじのきらめき - - - - 22 0.4 91 1.6 414

ち 早生 ミネアサヒ 138 2.2 138 2.3 126 2.1 103 1.8 82
中生 きぬむすめ 1,120 17.9 1,212 19.9 1,310 21.9 1,368 23.7 104
晩生 ヒノヒカリ 478 7.6 489 8.0 492 8.2 485 8.4 99
晩生 にこまる 142 2.3 169 2.8 202 3.4 216 3.7 107

その他 510 8.2 432 7.1 342 5.7 243 4.2 71
も 早生 モチミノリ 90 1.4 82 1.3 77 1.3 70 1.2 91
ち その他 14 0.2 14 0.2 13 0.2 11 0.2 85

6,250 100 6,100 100 5,980 100 5,780 100 97
注）品種別作付面積は県果樹園芸課調べ。　作付面積計は近畿農政局調べ。

前年
比率
(%)

作　付　面　積　計

種
類

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年
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５．栽培上の変化 

  ・令和 5年 3月末に「ミネアサヒ」を奨励品種から除外した。 

  ・令和 4年 2月に奨励品種に採用した「にじのきらめき」の作付けが増加。 

 

６．気象概況、生育状況、被害程度、検査等級 

1) 6 月 2 日に梅雨前線が本州付近に停滞し、台風 2 号の影響もあり大雨となり県中・北部の

多くの水田が冠水した。また、中山間部では土砂崩れがあり土砂の侵入により作付けができ

ない水田もあった。 

2) 田植え後の気温は、6月上旬から中下旬にかけて最低気温が平年を下回ったものの、6月中

旬以降の最高気温は概して平年を上回った。日照時間は、6月上旬から中旬、8月中旬に平年

を下回る時期もあったものの、平年を上回る時期が多く、特に 7 月中旬から 8 月上旬には大

きく上回った。降水量は、8 月中旬に平年を上回ったが、概して平年を下回った。 

3) 水稲の作柄は初期分げつが抑制され穂数が少なくなった影響等により全もみ数は「やや少

ない」となった。登熟は、出穂期以降はおおむね天候に恵まれたことや全もみ数がやや少な

くなったことによる補償作用等により「やや良」となった。10ａ当たり収量は 506kg となっ

た。農家等が使用しているふるい目幅ベース(1.80mm)の作況指数は 103 の「やや良」となっ

た。 

4) 以上の結果、県内の水稲の収穫量（主食用）は 2万 9,200ｔとなり、前年産に比べ 1,800ｔ

減少した。 

5) 水稲うるち玄米の検査等級は令和５年 12 月 31 日現在で、1 等：28.7％、2 等：55.4％、3

等：14.3％、規格外：1.6％であった。また、２等以下に格付された理由は形質：59.6％、着

色粒：21.9％、整粒不足：17.2％等であった。 
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２．予察ほ場などにおける定点調査 

 
１）水稲予察ほ場調査 
 
（１）休閑田におけるツマグロヨコバイ・ヒメトビウンカの発生推移と齢構成 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）本田（出穂後）における斑点米カメムシ類の発生状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）ヒメトビウンカ（越冬世代）のイネ縞葉枯病ウイルス保毒虫率 
 

 

クモヘリ
カメムシ

ホソハリ
カメムシ

シラホシ
カメムシ

ミナミアオ
カメムシ

アカスジ
カスミカメ

トゲシラホ
シカメムシ

ホソミドリ
カメムシ

その他

7.14 紀南地域 4 2.3 4 2 0 0 0 0 0 3

8.9 紀中地域 4 4.8 2 1 0 0 8 0 0 8

8.8 和歌山、海草 4 2.5 0 2 3 0 2 1 2 0

8.9 伊都、那賀 4 12.3 16 3 2 2 19 1 5 1

捕虫網20回振り掬い取りによる捕獲虫数（頭）

平均
虫数

調査
月日

調査地域

調
査
圃
場
数

内訳

平成
25年

平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

平成
31年

令和
２年

令和
３年

令和
４年

和歌山市　小倉 1.7（58） 5.8 10.0 9.1 12.5 4.9 6.0 2.5 4.8 4.1 3.3 0.8

かつらぎ町　窪 1.2（87） 7.0 16.9 12.0 17.4 4.9 7.9 1.6 2.0 4.0 1.3 1.5

令和
５年

過 去 10 年 の 年 次 推 移（％）

※ヒメトビウンカ採集及び検定は４月上旬～中旬。令和５年は和歌山市およびかつらぎ町で３月28日に採集し、４月10日に検定。
　（　）内の値は検定虫数（単位：頭）
　検定：平成25～27年は高比重ラテックス凝集反応法、平成28年以降はDAS-ELISA法で実施。

平年調査地点

若齢 中齢 老齢 若齢 中齢 老齢

3.9 紀の川市貴志川町高尾 4 2.3 6 0 0 3 10.3 39 0 0 2

3.9 伊都郡かつらぎ町窪 4 64.8 92 1 4 162 0.3 1 0 0 0

3.9 和歌山市小倉 4 150.8 243 3 23 334 4.0 16 0 0 0

3.28 紀の川市貴志川町高尾 4 26.0 103 0 0 1 11.5 46 0 0 0

3.28 伊都郡かつらぎ町窪 4 92.5 368 0 0 2 1.3 5 0 0 0

3.28 和歌山市小倉 4 98.8 395 0 0 0 4.0 16 0 0 0

4.11 紀の川市貴志川町高尾 4 10.0 36 2 2 0 6.5 26 0 0 0

4.11 伊都郡かつらぎ町窪 3 21.3 60 1 3 0 4.0 12 0 0 0

4.11 和歌山市小倉 2 81.5 157 0 6 0 3.0 6 0 0 0

捕虫網20回振り掬い取りによる捕獲虫数（頭）

ヒメトビウンカ

平均
虫数

成虫
合計

幼虫合計

調
査
圃
場
数

調査地点
調査
月日

ツマグロヨコバイ

平均
虫数

成虫
合計

幼虫合計
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３．水稲巡回ほ場調査 

 

調査地域区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水稲巡回圃場調査の日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域
（作型）

市・郡 地域区分 調査地点
調査

ほ場数

中山間 谷

平坦 直川、和佐関戸、朝日、小瀬田

中山間 次々谷

平坦 別院

海草郡 山間 紀美野町福田

紀の川市 平坦 西三谷、井田、貴志川町丸栖

岩出市 平坦 中迫

中山間 山田

平坦 赤塚

山間 かつらぎ町下天野

平坦 かつらぎ町西飯降

有田郡 平坦 広川町広

御坊市 平坦 野口

山間 日高川町熊野川

中山間 印南町印南原、みなべ町西本庄

平坦 日高町高家、日高川町和佐

田辺市Ａ 山間 龍神村甲斐ノ川

田辺市B 山間 中辺路町栗栖川

中山間 上富田町市ノ瀬

平坦 白浜町富田、すさみ町周参見立野

新宮市 山間 熊野川町日足神丸

東牟婁郡 中山間 那智勝浦町中里

紀　中
（普通期）

日高郡

紀　南
（早期）

西牟婁郡

7

6

和歌山市

海南市

橋本市

伊都郡

紀　北
（普通期）

17

調査場所 第１回 第２回 第３回

和歌山市・海南市・海草郡・岩出市 7/13 8/8 9/7

紀の川市・橋本市・伊都郡 7/12 8/9 9/6

有田郡・御坊市・日高郡・田辺市Ａ 7/11 8/9 9/5

田辺市Ｂ・西牟婁郡・新宮市・東牟婁郡 6/13 7/14 8/7
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１）圃場における病害虫の発生状況

圃場における病害の発生状況（第１回） 2023年

作
型

地
域
別

調
査
筆
数

葉
い
も
ち

（
株
数

）

葉
い
も
ち

（
発
病
度

）

穂
い
も
ち

（
穂
首

）

穂
い
も
ち

（
枝
こ
う

）

穂
い
も
ち

（
計

）

紋
枯
病
　

（
株
数

）

紋
枯
病

（
発
病
度

）

萎
縮
病

（
株
数

）

縞
葉
枯
病

（
株
数

）

も
み
枯
細
菌
病

（
株
数

）

も
み
枯
細
菌
病

（
穂
数

）

ば
か
苗
病

（
株
数

）

ご
ま
葉
枯
病

（
株
数

）

白
葉
枯
病

（
株
数

）

稲
こ
う
じ
病

（
株
数

）

内
え
い
褐
変
病

（
株
数

）

内
え
い
褐
変
病

（
穂
数

）

山間 2 2.0 2.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

中山間 3 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

平坦 12 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

計 17 0.2 0.2 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

山間 2 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

中山間 2 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

平坦 3 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

計 7 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

山間 4 1.0 1.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

中山間 5 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

平坦 15 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

計 24 0.2 0.2 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

山間 2 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

中山間 2 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

平坦 2 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

計 6 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

山間 6 0.7 0.7 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

中山間 7 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

平坦 17 0.0 0.0 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

計 30 0.1 0.1 - - - 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - - -

注：表中の値は調査25株あたりの計数値の平均

普
通
期

(

紀
北

）

普
通
期

（
紀
中

）

普
通
期

早
期

（
紀
南

）

県
計

葉いもち(発病度)・紋枯病(発病度)

　４×Ａ ＋ ３×Ｂ ＋ ２×Ｃ＋ Ｄ

　　４×２５(調査株数)

　　　　葉いもち（発病度） 　　　　紋枯病（発病度）

Ａ： 下葉は枯死し、完全なズリコミ症状を呈した株数 （病斑面積率50％以上） Ａ： 止葉が枯死の症状を呈した株数

Ｂ： かなり病斑が見られ、軽いズリコミ症状を呈した株数 （病斑面積率10％程度） Ｂ： 大部分の病斑が止葉の葉鞘まで達しているが、止葉には生色があった株数

Ｃ： 病斑がかなり見られた株数 （病斑面積率 2％程度） Ｃ： 大部分の病斑が第２葉鞘まで達した株数

Ｄ： 病斑がわずかに見られた株数 （病斑面積率 0.5％程度） Ｄ： 病斑が第３葉鞘まで達した株数

発病度 ＝ × １００
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圃場における病害の発生状況（第１回）平年値 （2013～2022年）

作
型

（
地
域

）

地
域
別

葉
い
も
ち

（
株
数

）

穂
い
も
ち

（
穂
数

）

紋
枯
病
　

（
株
数

）

萎
縮
病

（
株
数

）

縞
葉
枯
病

（
株
数

）

も
み
枯
細
菌
病

（
病
株
数

）

ば
か
苗
病

（
株
数

）

ご
ま
葉
枯
病

（
株
数

）

白
葉
枯
病

（
株
数

）

稲
こ
う
じ
病

（
株
数

）

内
え
い
褐
変
病

（
株
数

）

山間 4.0 - 0.1 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

中山間 0.3 - 0.1 0.0 0.1 - 0.0 - 0.0 - -

平坦 0.6 - 0.1 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

計 0.9 - 0.1 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

山間 0.3 - 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

中山間 3.0 - 0.0 0.0 0.1 - 0.0 - 0.0 - -

平坦 0.8 - 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

計 1.3 - 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

山間 2.1 - 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

中山間 1.4 - 0.0 0.0 0.1 - 0.0 - 0.0 - -

平坦 0.6 - 0.1 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

計 1.0 - 0.1 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

山間 0.5 - 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

中山間 0.2 - 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

平坦 0.0 - 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

計 0.2 - 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

山間 1.6 - 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

中山間 1.0 - 0.0 0.0 0.1 - 0.0 - 0.0 - -

平坦 0.6 - 0.1 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

計 0.9 - 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0 - -

普
通
期

(

紀
北

）

普
通
期

（
紀
中

）

普
通
期

早
期

（
紀
南

）

県
計
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圃場における害虫の発生状況（第１回） 2023年

作
型

地
域
別

調
査
筆
数

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

（
虫
数

）

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

ニ
カ
メ
イ
ガ

（
被
害
株
数

）

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

（
被
害
葉
数

）

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

（
つ
と
数

）

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

（
虫
数

）

イ
ネ
ゾ
ウ
ム
シ

（
被
害
株
数

）

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

（
虫
数

）

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

（
虫
数

）

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

（
虫
数

）

ハ
モ
グ
リ
バ
エ

（
被
害
株
数

）

イ
ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

（
被
害
株
数

）

イ
ナ
ゴ

（
被
害
株
数

）

山間 2 4.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 1.0 － 0.0 － 0.0 － 3.0

中山間 3 1.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － 0.0 － 0.0 － 3.0

平坦 12 0.5 0.1 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 － 0.0 － 0.0 － 0.8

計 17 1.1 0.1 0.8 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.4 － 0.0 － 0.0 － 1.4

山間 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － 0.0 － 0.0 － 12.5

中山間 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 － 0.0 － 0.0 － 0.0

平坦 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － 0.0 － 0.0 － 0.0

計 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 － 0.0 － 0.0 － 3.6

山間 4 2.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.5 － 0.0 － 0.0 － 7.8

中山間 5 0.8 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 － 0.0 － 0.0 － 1.8

平坦 15 0.4 0.1 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 － 0.0 － 0.0 － 0.6

計 24 0.8 0.1 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 － 0.0 － 0.0 － 2.0

山間 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 8.5 － 0.0 － 0.0 － 0.0

中山間 2 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 － 0.0 － 0.0 － 3.0

平坦 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 － 0.0 － 0.0 － 0.0

計 6 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 4.2 － 0.0 － 0.0 － 1.0

山間 6 1.3 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 3.2 － 0.0 － 0.0 － 5.2

中山間 7 1.4 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 － 0.0 － 0.0 － 2.1

平坦 17 0.4 0.1 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 － 0.0 － 0.0 － 0.5

計 30 0.8 0.1 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 － 0.0 － 0.0 － 1.8

注：表中の値は調査25株あたりの計数値の平均

普
通
期

(

紀
北

）

普
通
期

（
紀
中

）

普
通
期

早
期

（
紀
南

）

県
計
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圃場における害虫の発生状況（第１回）平年値 （2013～2022年）

作
型

（
地
域

）

地
域
別

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

（
虫
数

）

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

ニ
カ
メ
イ
ガ

（
被
害
株
数

）

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

（
被
害
葉
数

）

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

（
つ
と
数

）

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

（
虫
数

）
※

イ
ネ
ゾ
ウ
ム
シ

（
被
害
株
数

）

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

（
虫
数

）

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

（
虫
数

）

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

（
虫
数

）

ハ
モ
グ
リ
バ
エ

（
被
害
株
数

）

イ
ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

（
被
害
株
数

）

イ
ナ
ゴ

（
被
害
株
数

）

山間 2.2 9.8 11.9 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 － 0.0 － 0.4 － 2.6

中山間 1.7 36.4 19.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 － 0.0 － 0.0 － 2.0

平坦 0.9 6.6 12.9 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.4 － 0.0 － 0.0 － 0.3

計 1.2 12.3 13.9 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.3 － 0.0 － 0.0 － 0.9

山間 3.6 4.1 10.2 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 － 0.0 － 0.0 － 5.9

中山間 3.0 27.4 42.4 1.9 0.0 0.6 0.0 0.0 0.4 － 0.0 － 0.0 － 0.0

平坦 0.7 3.5 12.8 0.1 0.0 1.1 0.0 0.0 0.3 － 0.0 － 0.1 － 0.0

計 2.2 10.5 20.5 0.6 0.0 0.7 0.0 0.0 0.2 － 0.0 － 0.0 － 1.7

山間 2.9 6.9 11.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 － 0.0 － 0.2 － 4.2

中山間 2.2 32.8 28.7 0.7 0.0 0.2 0.0 0.0 0.3 － 0.0 － 0.0 － 1.2

平坦 0.9 6.0 12.9 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.4 － 0.0 － 0.0 － 0.2

計 1.5 11.7 15.8 0.2 0.0 0.2 0.0 0.0 0.3 － 0.0 － 0.0 － 1.1

山間 0.2 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.1 1.1 6.5 － 0.0 － 0.1 － 0.3

中山間 0.2 0.2 0.4 0.0 0.0 0.0 0.1 0.5 2.5 － 0.0 － 0.0 － 2.1

平坦 1.3 0.3 0.5 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 2.1 － 0.0 － 0.0 － 0.3

計 0.5 0.2 0.4 0.0 0.0 0.0 0.1 0.6 3.7 － 0.0 － 0.0 － 0.9

山間 2.0 4.7 7.4 0.0 0.0 0.1 0.0 0.4 2.2 － 0.0 － 0.2 － 2.9

中山間 1.6 23.5 20.6 0.5 0.0 0.2 0.0 0.1 0.9 － 0.0 － 0.0 － 1.5

平坦 0.9 5.3 11.4 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.6 － 0.0 － 0.0 － 0.2

計 1.3 9.4 12.8 0.1 0.0 0.2 0.0 0.1 1.0 － 0.0 － 0.0 － 1.1

※過去8年の平均

普
通
期

(

紀
北

）

普
通
期

（
紀
中

）

普
通
期

早
期

（
紀
南

）

県
計
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圃場における病害の発生状況（第２回） 2023年

作
型

地
域
別

調
査
筆
数

葉
い
も
ち

（
株
数

）

葉
い
も
ち

（
発
病
度

）

穂
い
も
ち

（
穂
首

）

穂
い
も
ち

（
枝
こ
う

）

穂
い
も
ち

（
計

）

紋
枯
病
　

（
株
数

）

紋
枯
病

（
発
病
度

）

萎
縮
病

（
株
数

）

縞
葉
枯
病

（
株
数

）

も
み
枯
細
菌
病

（
株
数

）

も
み
枯
細
菌
病

（
穂
数

）

ば
か
苗
病

（
株
数

）

ご
ま
葉
枯
病

（
株
数

）

白
葉
枯
病

（
株
数

）

稲
こ
う
じ
病

（
株
数

）

内
え
い
褐
変
病

（
株
数

）

内
え
い
褐
変
病

（
穂
数

）

山間 2 1.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 0.5 0.5

中山間 3 3.3 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 3.7 7.3

平坦 12 0.9 0.9 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 0.4 0.6

計 17 1.4 1.4 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 1.0 1.8

山間 2 0.5 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 2.5 3.5

中山間 2 1.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 7.0 12.0

平坦 3 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 2.0 2.7

計 7 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 3.6 5.6

山間 4 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 1.5 2.0

中山間 5 2.6 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 5.0 9.2

平坦 15 0.8 0.8 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 0.7 1.0

計 24 1.2 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 1.8 2.9

山間 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 0.0 0.0

中山間 2 4.5 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 0.0 0.0

平坦 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 0.0 0.0

計 6 1.5 1.5 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 0.0 0.0

山間 6 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 1.0 1.3

中山間 7 3.1 3.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 3.6 6.6

平坦 17 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 0.6 0.9

計 30 1.3 1.3 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 - 0.0 - 1.4 2.3

注：表中の値は調査25株あたりの計数値の平均

普
通
期

(

紀
北

）

普
通
期

（
紀
中

）

普
通
期

早
期

（
紀
南

）

県
計
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圃場における病害の発生状況（第２回）平年値 （2013～2022年）

作
型

（
地
域

）

地
域
別

葉
い
も
ち

（
株
数

）

穂
い
も
ち

（
穂
数

）

紋
枯
病
　

（
株
数

）

萎
縮
病

（
株
数

）

縞
葉
枯
病

（
株
数

）

も
み
枯
細
菌
病

（
病
株
数

）

ば
か
苗
病

（
株
数

）

ご
ま
葉
枯
病

（
株
数

）

白
葉
枯
病

（
株
数

）

稲
こ
う
じ
病

（
株
数

）

内
え
い
褐
変
病

（
株
数

）

山間 4.5 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 - 0.0 - 0.5

中山間 1.2 0.0 1.7 0.0 0.2 0.0 0.0 - 0.0 - 0.4

平坦 1.0 0.0 1.8 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.3

計 1.4 0.0 1.6 0.0 0.1 0.0 0.0 - 0.0 - 0.3

山間 1.7 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 1.0

中山間 5.7 0.0 0.7 0.0 0.4 0.0 0.0 - 0.0 - 1.2

平坦 2.0 0.0 0.9 0.0 0.1 0.0 0.0 - 0.0 - 0.4

計 2.9 0.0 0.7 0.0 0.1 0.0 0.0 - 0.0 - 0.8

山間 3.1 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.7

中山間 3.0 0.0 1.3 0.0 0.3 0.0 0.0 - 0.0 - 0.7

平坦 1.2 0.0 1.6 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.3

計 1.9 0.0 1.3 0.0 0.1 0.0 0.0 - 0.0 - 0.5

山間 1.8 4.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.7

中山間 2.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 1.7

平坦 0.3 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.0

計 1.4 1.6 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.8

山間 2.6 1.6 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.7

中山間 2.7 0.0 0.9 0.0 0.2 0.0 0.0 - 0.0 - 1.0

平坦 1.1 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 - 0.3

計 1.8 0.3 1.1 0.0 0.1 0.0 0.0 - 0.0 - 0.5

普
通
期

(

紀
北

）

普
通
期

（
紀
中

）

普
通
期

早
期

（
紀
南

）

県
計
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圃場における害虫の発生状況（第２回） 2023年

作
型

地
域
別

調
査
筆
数

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

（
虫
数

）

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

ニ
カ
メ
イ
ガ

（
被
害
株
数

）

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

（
被
害
葉
数

）

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

（
つ
と
数

）

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

（
虫
数

）

イ
ネ
ゾ
ウ
ム
シ

（
被
害
株
数

）

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

（
虫
数

）

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

（
虫
数

）

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

（
虫
数

）

ハ
モ
グ
リ
バ
エ

（
被
害
株
数

）

イ
ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

（
被
害
株
数

）

イ
ナ
ゴ

（
被
害
株
数

）

山間 2 0.5 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.0

中山間 3 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.0

平坦 12 1.2 11.7 2.0 0.2 0.0 0.3 0.2 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.8

計 17 0.9 8.4 1.5 0.1 0.0 0.2 0.1 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.6

山間 2 2.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 － 0.5 0.0 0.0 － 0.0 14.5

中山間 2 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.5

平坦 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 － 0.3 0.0 0.0 － 0.0 0.0

計 7 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 － 0.3 0.0 0.0 － 0.0 4.3

山間 4 1.5 0.0 0.3 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 － 0.3 0.0 0.0 － 0.0 7.3

中山間 5 0.2 0.4 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.2

平坦 15 0.9 9.3 1.6 0.1 0.0 0.5 0.1 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 0.7

計 24 0.9 5.9 1.0 0.1 0.0 0.5 0.1 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 1.7

山間 2 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 － 0.5 0.0 0.0 － 0.0 0.0

中山間 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.0

平坦 2 0.0 0.0 9.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.0

計 6 0.0 0.0 3.2 0.0 0.0 0.3 0.2 0.0 － 0.2 0.0 0.0 － 0.0 0.0

山間 6 1.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.2 0.2 0.0 － 0.3 0.0 0.0 － 0.0 4.8

中山間 7 0.1 0.3 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.1

平坦 17 0.8 8.2 2.5 0.1 0.0 0.5 0.1 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 0.6

計 30 0.7 4.7 1.5 0.1 0.0 0.4 0.1 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 1.3

注：表中の値は調査25株あたりの計数値の平均

普
通
期

（
紀
中

）

普
通
期

早
期

（
紀
南

）

県
計
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通
期

(

紀
北

）
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圃場における害虫の発生状況（第２回）平年値 （2013～2022年）

作
型

（
地
域

）

地
域
別

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

（
虫
数

）

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

ニ
カ
メ
イ
ガ

（
被
害
株
数

）

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

（
被
害
葉
数

）

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

（
つ
と
数

）

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

（
虫
数

）
※

イ
ネ
ゾ
ウ
ム
シ

（
被
害
株
数

）

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

（
虫
数

）

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

（
虫
数

）

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

（
虫
数

）

ハ
モ
グ
リ
バ
エ

（
被
害
株
数

）

イ
ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

（
被
害
株
数

）

イ
ナ
ゴ

（
被
害
株
数

）

山間 3.5 17.4 17.2 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 3.0

中山間 1.4 9.7 10.0 0.3 0.0 0.3 0.1 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 0.6

平坦 2.8 18.9 35.6 0.6 0.0 0.2 0.1 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.4

計 2.6 17.1 28.9 0.5 0.0 0.3 0.1 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.8

山間 1.0 4.4 7.9 3.1 0.1 1.7 0.0 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 3.5

中山間 1.1 13.9 10.7 3.7 0.0 1.4 0.0 0.0 － 0.2 0.0 0.0 － 0.0 0.0

平坦 2.0 12.6 28.0 2.1 0.0 1.9 0.0 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.1

計 1.4 10.6 17.3 2.9 0.0 1.7 0.0 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 1.0

山間 2.2 10.9 12.6 1.6 0.0 1.2 0.0 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 3.2

中山間 1.3 11.4 10.2 1.7 0.0 0.7 0.0 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 0.3

平坦 2.6 17.6 34.1 0.9 0.0 0.6 0.1 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.4

計 2.3 15.2 25.5 1.2 0.0 0.7 0.0 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 0.8

山間 2.0 9.9 36.7 0.2 0.0 1.8 0.0 0.0 － 0.2 0.0 0.0 － 0.0 0.0

中山間 2.1 8.4 17.9 0.0 0.0 0.4 0.1 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 1.6

平坦 2.3 4.1 23.9 0.0 0.0 1.9 0.1 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 0.4

計 2.1 7.5 26.1 0.1 0.0 1.3 0.1 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 0.7

山間 2.2 10.6 20.6 1.1 0.0 1.4 0.0 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 2.1

中山間 1.5 10.5 12.4 1.2 0.0 0.6 0.0 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 0.7

平坦 2.6 16.0 32.9 0.8 0.0 0.7 0.1 0.0 － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 0.4

計 2.3 13.6 25.6 0.9 0.0 0.8 0.0 0.0 － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 0.8

※過去8年の平均

普
通
期

(

紀
北

）

普
通
期

（
紀
中

）

普
通
期

早
期

（
紀
南

）

県
計
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圃場における病害の発生状況（第３回） 2023年

作
型

地
域
別

調
査
筆
数

葉
い
も
ち

（
株
数

）

葉
い
も
ち

（
発
病
度

）

穂
い
も
ち

（
穂
首

）

穂
い
も
ち

（
枝
こ
う

）

穂
い
も
ち

（
計

）

紋
枯
病
　

（
株
数

）

紋
枯
病

（
発
病
度

）

萎
縮
病

（
株
数

）

縞
葉
枯
病

（
株
数

）

も
み
枯
細
菌
病

（
株
数

）

も
み
枯
細
菌
病

（
穂
数

）

ば
か
苗
病

（
株
数

）

ご
ま
葉
枯
病

（
株
数

）

白
葉
枯
病

（
株
数

）

稲
こ
う
じ
病

（
株
数

）

内
え
い
褐
変
病

（
株
数

）

内
え
い
褐
変
病

（
穂
数

）

山間 2 - - 0.0 0.0 0.0 7.5 8.5 - - 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 1.5 2.0

中山間 3 - - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 0.0 - 3.0 0.0 0.0 9.7 21.7

平坦 12 - - 0.0 0.0 0.0 3.8 5.4 - - 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 9.2 23.1

計 17 - - 0.0 0.0 0.0 3.6 4.8 - - 0.0 0.0 - 0.5 0.0 0.0 8.4 20.4

山間 2 - - 0.0 0.0 0.0 9.5 1.5 - - 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 1.0 2.0

中山間 2 - - 0.0 0.0 0.0 3.5 3.0 - - 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 2.0 5.5

平坦 3 - - 0.0 0.0 0.0 1.3 0.7 - - 0.0 0.0 - 3.3 0.0 0.0 0.7 1.0

計 7 - - 0.0 0.0 0.0 4.3 1.6 - - 0.0 0.0 - 1.4 0.0 0.0 1.1 2.6

山間 4 - - 0.0 0.0 0.0 8.5 5.0 - - 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 1.3 2.0

中山間 5 - - 0.0 0.0 0.0 1.4 1.2 - - 0.0 0.0 - 1.8 0.0 0.0 6.6 15.2

平坦 15 - - 0.0 0.0 0.0 3.3 4.5 - - 0.0 0.0 - 0.7 0.0 0.0 7.5 18.7

計 24 - - 0.0 0.0 0.0 3.8 3.9 - - 0.0 0.0 - 0.8 0.0 0.0 6.3 15.2

山間 2 - - 0.0 0.0 0.0 3.0 2.0 - - 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 4.0 10.5

中山間 2 - - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 6.5 12.0

平坦 2 - - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 13.5 47.5

計 6 - - 0.0 0.0 0.0 1.0 0.7 - - 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 8.0 23.3

山間 6 - - 0.0 0.0 0.0 6.7 4.0 - - 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 2.2 4.8

中山間 7 - - 0.0 0.0 0.0 1.0 0.9 - - 0.0 0.0 - 1.3 0.0 0.0 6.6 14.3

平坦 17 - - 0.0 0.0 0.0 2.9 3.9 - - 0.0 0.0 - 0.6 0.0 0.0 8.2 22.1

計 30 - - 0.0 0.0 0.0 3.2 3.2 - - 0.0 0.0 - 0.6 0.0 0.0 6.6 16.8

注：表中の値は調査25株あたりの計数値の平均

普
通
期

(

紀
北

）

普
通
期

（
紀
中

）

普
通
期

早
期

（
紀
南

）

県
計
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圃場における病害の発生状況（第３回）平年値 （2013～2022年）

作
型

（
地
域

）

地
域
別

葉
い
も
ち

（
株
数

）

穂
い
も
ち

（
穂
数

）

紋
枯
病
　

（
株
数

）

萎
縮
病

（
株
数

）

縞
葉
枯
病

（
株
数

）

も
み
枯
細
菌
病

（
病
株
数

）

ば
か
苗
病

（
株
数

）

ご
ま
葉
枯
病

（
株
数

）

白
葉
枯
病

（
株
数

）

稲
こ
う
じ
病

（
株
数

）

内
え
い
褐
変
病

（
株
数

）

山間 - 7.6 2.2 - - 0.1 - 0.0 0.0 0.0 9.5

中山間 - 0.3 2.7 - - 0.0 - 1.5 0.0 0.0 6.9

平坦 - 0.6 4.8 - - 0.0 - 0.0 0.0 0.0 8.9

計 - 1.4 4.1 - - 0.0 - 0.3 0.0 0.0 8.6

山間 - 0.3 2.0 - - 0.0 - 0.0 0.0 0.0 2.1

中山間 - 4.6 4.5 - - 0.0 - 0.0 0.2 0.0 5.6

平坦 - 0.0 2.3 - - 0.0 - 0.5 0.0 0.0 3.7

計 - 1.4 2.8 - - 0.0 - 0.2 0.0 0.0 3.7

山間 - 4.0 2.1 - - 0.0 - 0.0 0.0 0.0 5.8

中山間 - 2.0 3.4 - - 0.0 - 0.9 0.1 0.0 6.3

平坦 - 0.5 4.3 - - 0.0 - 0.1 0.0 0.0 7.8

計 - 1.4 3.7 - - 0.0 - 0.3 0.0 0.0 7.2

山間 - 4.6 1.3 - - 0.0 - 0.0 0.0 0.0 6.0

中山間 - 0.0 0.7 - - 0.0 - 0.0 0.0 0.0 10.8

平坦 - 0.0 0.5 - - 0.0 - 0.0 0.0 0.0 10.7

計 - 1.5 0.8 - - 0.0 - 0.0 0.0 0.0 9.1

山間 - 4.2 1.8 - - 0.0 - 0.0 0.0 0.0 5.8

中山間 - 1.4 2.6 - - 0.0 - 0.6 0.0 0.0 7.6

平坦 - 0.4 3.8 - - 0.0 - 0.1 0.0 0.0 8.2

計 - 1.4 3.1 - - 0.0 - 0.2 0.0 0.0 7.6

普
通
期

(

紀
北

）

普
通
期

（
紀
中

）

普
通
期

早
期

（
紀
南

）

県
計
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圃場における害虫の発生状況（第３回） 2023年

作
型

地
域
別

調
査
筆
数

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

（
虫
数

）

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

ニ
カ
メ
イ
ガ

（
被
害
株
数

）

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

（
被
害
葉
数

）

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

（
つ
と
数

）

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

（
虫
数

）

イ
ネ
ゾ
ウ
ム
シ

（
被
害
株
数

）

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

（
虫
数

）

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

（
虫
数

）

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

（
虫
数

）

ハ
モ
グ
リ
バ
エ

（
被
害
株
数

）

イ
ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

（
被
害
株
数

）

イ
ナ
ゴ

（
被
害
株
数

）

山間 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 －

中山間 3 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 －

平坦 12 0.3 2.3 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 －

計 17 0.3 1.7 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 －

山間 2 0.5 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 －

中山間 2 83.0 3.5 2.0 0.5 0.0 0.0 0.0 － － 1.0 0.0 0.5 － 0.0 －

平坦 3 3.3 10.7 23.7 0.0 0.0 0.3 0.0 － － 0.3 0.0 0.7 － 0.0 －

計 7 25.3 5.7 10.7 0.1 0.0 0.1 0.0 － － 0.4 0.0 0.4 － 0.0 －

山間 4 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 －

中山間 5 33.4 1.6 0.8 0.2 0.0 0.0 0.0 － － 0.4 0.0 0.2 － 0.0 －

平坦 15 0.9 4.0 6.9 0.0 0.0 0.1 0.0 － － 0.1 0.0 0.1 － 0.0 －

計 24 7.6 2.9 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.1 0.0 0.1 － 0.0 －

山間 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 －

中山間 2 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 －

平坦 2 0.0 7.5 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 －

計 6 0.3 2.5 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 －

山間 6 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 －

中山間 7 24.1 1.1 0.6 0.1 0.0 0.0 0.0 － － 0.3 0.0 0.1 － 0.0 －

平坦 17 0.8 4.4 6.2 0.0 0.0 0.1 0.0 － － 0.1 0.0 0.1 － 0.0 －

計 30 6.1 2.8 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 － － 0.1 0.0 0.1 － 0.0 －

注：表中の値は調査25株あたりの計数値の平均

普
通
期

(

紀
北

）

普
通
期

（
紀
中

）

普
通
期

早
期

（
紀
南

）

県
計
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圃場における害虫の発生状況（第３回）平年値 （2013～2022年）

作
型

（
地
域

）

地
域
別

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

（
虫
数

）

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

（
虫
数

）

ニ
カ
メ
イ
ガ

（
被
害
株
数

）

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

（
被
害
葉
数

）

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

（
つ
と
数

）

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

（
虫
数

）

イ
ネ
ゾ
ウ
ム
シ

（
被
害
株
数

）

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

（
虫
数

）

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

（
虫
数

）

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

（
虫
数

）

ハ
モ
グ
リ
バ
エ

（
被
害
株
数

）

イ
ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

（
被
害
株
数

）

イ
ナ
ゴ

（
被
害
株
数

）

山間 4.7 16.9 16.8 15.9 0.0 0.1 0.0 － － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 －

中山間 3.7 11.4 5.3 13.3 0.0 0.3 0.0 － － 0.0 0.0 0.0 － 0.0 －

平坦 2.9 16.6 11.6 11.1 0.0 0.7 0.0 － － 0.3 0.0 0.0 － 0.0 －

計 3.2 15.7 11.1 12.0 0.0 0.6 0.0 － － 0.2 0.0 0.0 － 0.0 －

山間 13.6 6.4 4.0 3.3 0.0 1.8 0.0 － － 0.2 0.0 0.0 － 0.0 －

中山間 12.7 12.0 11.5 3.7 0.0 8.4 0.0 － － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 －

平坦 1.2 31.6 11.0 2.1 0.0 4.3 0.0 － － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 －

計 8.0 18.8 9.2 2.9 0.0 4.8 0.0 － － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 －

山間 9.1 11.6 10.4 9.6 0.0 1.0 0.0 － － 0.2 0.0 0.0 － 0.0 －

中山間 7.3 11.6 7.8 9.4 0.0 3.5 0.0 － － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 －

平坦 2.5 19.6 11.5 9.3 0.0 1.5 0.0 － － 0.3 0.0 0.0 － 0.0 －

計 4.6 16.6 10.5 9.4 0.0 1.8 0.0 － － 0.2 0.0 0.0 － 0.0 －

山間 3.3 3.4 5.0 0.2 0.0 1.9 0.0 － － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 －

中山間 2.8 25.5 42.6 1.0 0.0 5.0 0.0 － － 0.2 0.2 0.2 － 0.0 －

平坦 4.0 15.1 11.1 3.3 0.0 0.3 0.0 － － 0.2 0.0 0.0 － 0.0 －

計 3.3 14.6 19.5 1.5 0.0 2.4 0.0 － － 0.1 0.1 0.1 － 0.0 －

山間 7.2 8.9 8.6 6.5 0.0 1.3 0.0 － － 0.1 0.0 0.0 － 0.0 －

中山間 6.0 15.6 17.7 7.0 0.0 3.9 0.0 － － 0.1 0.1 0.0 － 0.0 －

平坦 2.7 19.1 11.4 8.6 0.0 1.3 0.0 － － 0.3 0.0 0.0 － 0.0 －

計 4.4 16.2 12.3 7.8 0.0 1.9 0.0 － － 0.2 0.0 0.0 － 0.0 －

普
通
期

(

紀
北

）

普
通
期

（
紀
中

）

普
通
期

早
期

（
紀
南

）

県
計
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２）主要病害虫の発生程度別面積

主要病害の発生程度別面積（第１回） 2023年 単位：ｈａ

地域
（作型）
面積

葉
い
も
ち

穂
い
も
ち

紋
枯
病

萎
縮
病

縞
葉
枯
病

も
み
枯
細
菌
病

ば
か
苗
病

ご
ま
葉
枯
病

白
葉
枯
病

稲
こ
う
じ
病

内
え
い
褐
変
病

444 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

3770 0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

444 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

1228 0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

444 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

4998 0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

444 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

982 0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

444 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

5980 0 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

444 － 0 0 0 － 0 0 0 － －

発生程度基準： 葉いもち：25株あたり病株数、少≦10、10＜中≦18、18＜多≦23、甚＜23
穂いもち：25株あたり病穂数、少≦50、50＜中≦200、200＜多≦350、甚＜350
紋枯病：25株あたり病株数、少≦10、10＜中≦18、18＜多≦23、甚＜23
萎縮病：25株あたり病株数、少≦5、5＜中≦10、10＜多≦17、甚＜17
縞葉枯病：25株あたり病株数、少≦5、5＜中≦10、10＜多≦17、甚＜17
もみ枯細菌病：25株あたり病株数、少≦3、3＜中≦8、8＜多≦15、甚＜15
ばか苗病：25株あたり病株数、少≦1、1＜中≦3、3＜多≦7、甚＜7
ごま葉枯病：25株あたり病株数、少≦10、10＜中≦18、18＜多≦23、甚＜23
白葉枯病：25株あたり病株数、少≦12、12＜中≦20、20＜多≦25、甚＜25
稲こうじ病：25株あたり病株数、少≦1、1＜中≦3、3＜多≦7、甚＜7
内えい褐変病：25株あたり病株数、少≦5、5＜中≦10、10＜多≦20、甚＜20

中

少

発生面積

甚

多

発生面積

甚

多

中

中

少

発生面積

甚

多

中

少

発生面積

甚

多

少

少

発生面積

甚

多

中

紀北
（普通期）

紀中
（普通期）

普通期計

紀南
（早期）

県計
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主要害虫の発生程度別面積（第１回） 2023年 単位：ｈａ

地域
（作型）
面積

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

ニ
カ
メ
イ
ガ

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

イ
ネ
ゾ
ウ
ム
シ

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ

イ
ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

イ
ナ
ゴ

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

1109 444 887 0 0 0 222 0 887 － 0 － 0 － 1331 2883

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 0 0

3770 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 222 0

1109 444 887 0 0 0 222 0 887 － 0 － 0 － 1109 2883

0 0 0 0 0 0 0 0 175 － 0 － 0 － 351 877

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 175 0

1228 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 175 0

0 0 0 0 0 0 0 0 175 － 0 － 0 － 0 877

1109 444 887 0 0 0 222 0 1062 － 0 － 0 － 1681 3760

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 175 0

4998 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 397 0

1109 444 887 0 0 0 222 0 1062 － 0 － 0 － 1109 3760

164 0 0 0 0 0 0 164 982 － 0 － 0 － 327 164

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 0 0

982 0 0 0 0 0 0 0 0 327 － 0 － 0 － 0 0

164 0 0 0 0 0 0 164 655 － 0 － 0 － 327 164

1272 444 887 0 0 0 222 164 2044 － 0 － 0 － 2009 3924

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 － 0 － 175 0

5980 0 0 0 0 0 0 0 0 327 － 0 － 0 － 397 0

1272 444 887 0 0 0 222 164 1717 － 0 － 0 － 1436 3924

発生程度基準： ツマグロヨコバイ：25株あたり虫数、（第１回）少≦50、50＜中≦125、125＜多≦250、甚＜250
ヒメトビウンカ：25株あたり虫数、少≦50、50＜中≦125、125＜多≦250、甚＜250
セジロウンカ：25株あたり虫数、少≦250、250＜中≦1250、1250＜多≦2500、甚＜2500
トビイロウンカ：25株あたり虫数、少≦125、125＜中≦525、525＜多≦1250、甚＜1250
ニカメイガ：25株あたり被害株数、少≦7、7＜中≦15、15＜多≦22、甚＜22
コブノメイガ：25株あたり被害葉数、少≦20、20＜中≦60、60＜多≦180、甚＜180
イチモンジセセリ：25株あたりつと数、少≦10、10＜中≦20、20＜多≦40、甚＜40
イネミズゾウムシ：25株あたり虫数、少≦5、5＜中≦20、20＜多≦40、甚＜40
イネゾウムシ：25株あたり被害株数、少≦5、5＜中≦12、12＜多≦20、甚＜20
フタオビコヤガ：25株あたり虫数、少≦25、25＜中≦100、100＜多≦250、甚＜250
ハモグリバエ：25株あたり被害株数、少≦5、5＜中≦12、12＜多≦20、甚＜20
イナゴ：25株あたり被害株数、少≦5、5＜中≦12、12＜多≦20、甚＜20

中

多

少

中

多

甚

発生面積

少

発生面積

甚

多

少

中

少

少

発生面積

甚

発生面積

甚

多

中

中

多

甚

発生面積

紀北
（普通期）

紀中
（普通期）

普通期計

紀南
（早期）

県計
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主要病害の発生程度別面積（第２回） 2023年 単位：ｈａ

地域
（作型）
面積

葉
い
も
ち

穂
い
も
ち

紋
枯
病

萎
縮
病

縞
葉
枯
病

も
み
枯
細
菌
病

ば
か
苗
病

ご
ま
葉
枯
病

白
葉
枯
病

稲
こ
う
じ
病

内
え
い
褐
変
病

1552 0 222 0 0 0 0 - 0 - 665

0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 0

0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 222

3770 0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 0

1552 0 222 0 0 0 0 - 0 - 444

702 0 0 0 0 0 0 - 0 - 877

0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 0

0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 0

1228 0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 175

702 0 0 0 0 0 0 - 0 - 702

2254 0 222 0 0 0 0 - 0 - 1542

0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 0

0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 222

4998 0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 175

2254 0 222 0 0 0 0 - 0 - 1145

164 0 164 0 0 0 0 - 0 - 0

0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 0

0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 0

982 0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 0

164 0 164 0 0 0 0 - 0 - 0

2418 0 385 0 0 0 0 - 0 - 1542

0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 0

0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 222

5980 0 0 0 0 0 0 0 - 0 - 175

2418 0 385 0 0 0 0 - 0 - 1145

発生程度基準： 第１回発生面積の基準に同じ

紀北
（普通期）

発生面積

甚

多

中

少

普通期計

発生面積

甚

多

中

少

紀中
（普通期）

発生面積

甚

多

中

少

中

少

県計

発生面積

甚

多

中

少

紀南
（早期）

発生面積

甚

多
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主要害虫の発生程度別面積（第２回） 2023年 単位：ｈａ

地域
（作型）
面積

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

ニ
カ
メ
イ
ガ

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

イ
ネ
ゾ
ウ
ム
シ

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ

イ
ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

イ
ナ
ゴ

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

1331 1552 1109 222 0 444 444 0 － 0 0 0 － 0 665 2883

0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 0 0

3770 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 0 0

1331 1552 1109 222 0 444 444 0 － 0 0 0 － 0 665 2883

351 0 0 0 0 526 0 0 － 351 0 0 － 0 526 877

0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 175 0

1228 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 175 0

351 0 0 0 0 526 0 0 － 351 0 0 － 0 175 877

1681 1552 1109 222 0 970 444 0 － 351 0 0 － 0 1192 3760

0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 175 0

4998 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 175 0

1681 1552 1109 222 0 970 444 0 － 351 0 0 － 0 841 3760

0 0 327 0 0 327 164 0 － 164 0 0 － 0 0 164

0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 0 0

982 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 0 0

0 0 327 0 0 327 164 0 － 164 0 0 － 0 0 164

1681 1552 1436 222 0 1297 607 0 － 515 0 0 － 0 1192 3924

0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 175 0

5980 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0 0 － 0 175 0

1681 1552 1436 222 0 1297 607 0 － 515 0 0 － 0 841 3924

発生程度基準： ツマグロヨコバイ：25株あたり虫数、（第２回）少≦125、125＜中≦375、375＜多≦750、甚＜750

斑点米カメムシ類：25株あたり虫数、少≦1、1＜中≦4、4＜多≦10、甚＜10

アワヨトウ：25株あたり虫数、少≦10、10＜中≦30、30＜多≦100、甚＜100

シンガレセンチュウ：25株あたり被害株数、少≦5、5＜中≦12、12＜多≦20、甚＜20

その他害虫は第１回発生面積の基準に同じ     

少

紀北
（普通期）

発生面積

甚

多

中

少

普通期計

発生面積

甚

多

中

少

紀中
（普通期）

発生面積

甚

多

中

少

県計

発生面積

甚

多

中

少

紀南
（早期）

発生面積

甚

多

中
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主要病害の発生程度別面積（第３回） 2023年 単位：ｈａ

地域
（作型）
面積

葉
い
も
ち

穂
い
も
ち

紋
枯
病

萎
縮
病

縞
葉
枯
病

も
み
枯
細
菌
病

ば
か
苗
病

ご
ま
葉
枯
病

白
葉
枯
病

稲
こ
う
じ
病

内
え
い
褐
変
病

- 0 1774 0 - 0 0 222 0 0 3548

- 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0

- 0 0 0 - 0 0 0 0 0 1109

3770 - 0 665 0 - 0 0 0 0 0 1552

- 0 1109 0 - 0 0 222 0 0 887

- 0 702 0 - 0 0 175 0 0 702

- 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0

- 0 175 0 - 0 0 0 0 0 0

1228 - 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0

- 0 526 0 - 0 0 175 0 0 702

- 0 2476 0 - 0 0 397 0 0 4250

- 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0

- 0 175 0 - 0 0 0 0 0 1109

4998 - 0 665 0 - 0 0 0 0 0 1552

- 0 1635 0 - 0 0 397 0 0 1589

- 0 327 0 - 0 0 0 0 0 818

- 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0

- 0 0 0 - 0 0 0 0 0 491

982 - 0 0 0 - 0 0 0 0 0 164

- 0 327 0 - 0 0 0 0 0 164

- 0 2803 0 - 0 0 397 0 0 5068

- 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0

- 0 175 0 - 0 0 0 0 0 1600

5980 - 0 665 0 - 0 0 0 0 0 1716

- 0 1962 0 - 0 0 397 0 0 1752

発生程度基準： 第１回発生面積の基準に同じ

少

紀北
（普通期）

発生面積

甚

多

中

少

普通期計

発生面積

甚

多

中

少

紀中
（普通期）

発生面積

甚

多

中

少

県計

発生面積

甚

多

中

少

紀南
（早期）

発生面積

甚

多

中
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主要害虫の発生程度別面積（第３回） 2023年 単位：ｈａ

地域
（作型）
面積

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

ニ
カ
メ
イ
ガ

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

イ
ネ
ゾ
ウ
ム
シ

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ

イ
ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

イ
ナ
ゴ

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

444 1552 887 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

0 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

0 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

3770 0 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

444 1552 887 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

702 877 702 175 0 175 0 － － 526 0 351 － 0 － －

0 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

0 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

1228 175 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

526 877 702 175 0 175 0 － － 526 0 351 － 0 － －

1145 2429 1589 175 0 175 0 － － 526 0 351 － 0 － －

0 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

0 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

4998 175 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

970 2429 1589 175 0 175 0 － － 526 0 351 － 0 － －

164 164 164 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

0 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

0 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

982 0 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

164 164 164 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

1309 2593 1752 175 0 175 0 － － 526 0 351 － 0 － －

0 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

0 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

5980 175 0 0 0 0 0 0 － － 0 0 0 － 0 － －

1133 2593 1752 175 0 175 0 － － 526 0 351 － 0 － －

発生程度基準： ツマグロヨコバイは第２回発生面積の基準に同じ

その他害虫は第１回発生面積の基準に同じ     

少

紀北
（普通期）

発生面積

甚

多

中

少

普通期計

発生面積

甚

多

中

少

紀中
（普通期）

発生面積

甚

多

中

少

県計

発生面積

甚

多

中

少

紀南
（早期）

発生面積

甚

多

中
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主要病害の発生程度別面積（年計） 2023年 単位：ｈａ

地域
（作型）
面積

葉
い
も
ち

穂
い
も
ち

紋
枯
病

萎
縮
病

縞
葉
枯
病

も
み
枯
細
菌
病

ば
か
苗
病

ご
ま
葉
枯
病

白
葉
枯
病

稲
こ
う
じ
病

内
え
い
褐
変
病

1552 0 1774 0 0 0 0 222 0 0 3548

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1109

3770 0 0 665 0 0 0 0 0 0 0 1552

1552 0 1109 0 0 0 0 222 0 0 887

702 0 702 0 0 0 0 175 0 0 877

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 175 0 0 0 0 0 0 0 0

1228 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 175

702 0 526 0 0 0 0 175 0 0 702

2254 0 2476 0 0 0 0 397 0 0 4425

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 175 0 0 0 0 0 0 0 1109

4998 0 0 665 0 0 0 0 0 0 0 1728

2254 0 1635 0 0 0 0 397 0 0 1589

164 0 327 0 0 0 0 0 0 0 818

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 491

982 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 164

164 0 327 0 0 0 0 0 0 0 164

2418 0 2803 0 0 0 0 397 0 0 5244

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 175 0 0 0 0 0 0 0 1600

5980 0 0 665 0 0 0 0 0 0 0 1891

2418 0 1962 0 0 0 0 397 0 0 1752

少

紀北
（普通期）

発生面積

甚

多

中

少

普通期計

発生面積

甚

多

中

少

紀中
（普通期）

発生面積

甚

多

中

少

県計

発生面積

甚

多

中

少

紀南
（早期）

発生面積

甚

多

中
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主要害虫の発生程度別面積（年計） 2023年 単位：ｈａ

地域
（作型）
面積

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

ニ
カ
メ
イ
ガ

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

イ
ネ
ゾ
ウ
ム
シ

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

ア
ワ
ヨ
ト
ウ

ハ
モ
グ
リ
バ
エ

イ
ネ
シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ

ュ
ウ

イ
ナ
ゴ

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

1331 1552 1109 222 0 444 444 0 887 0 0 0 0 0 1331 2883

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3770 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 222 0

1331 1552 1109 222 0 444 444 0 887 0 0 0 0 0 1109 2883

702 877 702 175 0 526 0 0 175 526 0 351 0 0 526 877

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 175 0

1228 175 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 175 0

526 877 702 175 0 526 0 0 175 526 0 351 0 0 175 877

2032 2429 1811 397 0 970 444 0 1062 526 0 351 0 0 1857 3760

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 175 0

4998 175 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 397 0

1857 2429 1811 397 0 970 444 0 1062 526 0 351 0 0 1284 3760

164 164 327 0 0 327 164 164 982 164 0 0 0 0 327 164

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

982 0 0 0 0 0 0 0 0 327 0 0 0 0 0 0 0

164 164 327 0 0 327 164 164 655 164 0 0 0 0 327 164

2196 2593 2138 397 0 1297 607 164 2044 690 0 351 0 0 2184 3924

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 175 0

5980 175 0 0 0 0 0 0 0 327 0 0 0 0 0 397 0

2021 2593 2138 397 0 1297 607 164 1717 690 0 351 0 0 1612 3924

少

紀北
（普通期）

発生面積

甚

多

中

少

普通期計

発生面積

甚

多

中

少

紀中
（普通期）

発生面積

甚

多

中

少

県計

発生面積

甚

多

中

少

紀南
（早期）

発生面積

甚

多

中
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４．予察灯・フェロモントラップ等による水稲主要害虫の誘殺状況
  　
１）予察灯（60Ｗ白熱灯）

単位：頭

月 半旬 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年

1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1 0 0.0

2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 3 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 0 0.3 0 0.0 0 0.1 0 0.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

6 0 0.0 0 0.0 0 0.1 0 0.1 0 0.0 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.2

1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1 0 0.0 0 0.1

2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.2

5 3 0 0.0 0 0.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1

4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1 0 0.0 0 0.3 0 0.2

5 0 0.0 0 0.9 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1 0 0.1

6 19 0.3 0 0.3 0 1.1 0 0.0 0 0.0 1 0.6 0 0.0 0 0.1 0 0.1

1 26 1.3 0 0.7 0 1.0 2 0.4 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.7

2 12 2.6 0 0.0 0 1.4 0 0.3 0 0.2 0 0.4 0 0.2 0 0.1 7 0.3

6 3 26 1.5 0 0.0 0 4.2 0 0.5 0 0.1 0 0.2 0 0.9 1 1.1 5 2.1

4 0 0.1 0 0.5 1 3.0 0 0.0 0 0.0 0 0.7 0 1.6 0 2.4 0 6.7

5 3 0.3 0 0.9 0 3.2 0 0.2 2 0.2 0 0.6 0 0.3 1 0.8 0 6.4

6 6 0.2 0 0.2 7 2.8 0 0.3 0 0.7 0 0.1 1 1.2 0 3.0 0 3.5

1 0 0.1 0 1.6 10 29.0 0 0.3 1 0.0 0 0.3 0 3.0 6 42.0 12 18.4

2 2 0.1 0 2.5 23 28.0 9 0.8 0 0.0 0 0.8 23 3.9 7 3.1 21 10.8

7 3 5 1.2 4 3.7 13 57.5 0 0.5 0 0.9 1 5.5 4 1.8 4 10.5 0 8.9

4 11 1.0 0 11.2 5 77.5 2 0.7 0 0.1 0 1.6 0 5.1 3 7.9 0 6.1

5 8 4.4 1 4.1 14 51.7 0 0.9 0 0.4 0 1.3 0 7.1 0 3.5 2 18.0

6 18 5.6 0 3.8 24 56.2 0 0.8 0 1.2 0 1.5 1 5.2 4 5.2 0 16.0

1 10 2.0 0 3.6 25 21.1 1 4.3 0 4.6 0 11.0 0 4.2 1 8.8 3 15.3

2 7 2.5 0 2.0 7 18.3 3 4.7 5 1.5 5 3.4 0 23.0 1 11.6 4 17.8

8 3 10 4.8 1 1.4 42 40.8 12 3.6 5 0.5 5 9.7 7 17.4 2 4.2 2 29.6

4 9 2.8 0 0.6 161 43.9 19 3.7 3 3.0 3 9.3 16 27.0 3 24.6 0 102.6

5 2 1.8 0 0.5 28 38.8 1 4.1 1 0.3 15 2.2 3 28.3 1 9.4 0 75.8

6 1 2.7 0 0.6 14 33.8 1 4.9 0 1.5 1 8.0 2 22.2 5 16.7 5 177.7

合 計 175 35.8 6 39.3 374 513.6 50 31.4 17 15.3 31 57.5 57 152.5 39 155.5 61 517.8

紀の川市 上富田町 那智勝浦町

ツマグロヨコバイ ヒメトビウンカ セジロウンカ

紀の川市 上富田町 那智勝浦町 紀の川市 上富田町 那智勝浦町
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単位：頭

月 半旬 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年

1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0 0 0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 3.5 0 0.1

4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.2 0 0.3

5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 2.2 3 0.9

6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 3.7 0 1.3

1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 8.8 3 1.0

2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 3.4 12 3.2

5 3 0 0.0 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 9.4 1 9.3

4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 6 3.5 9 1.4

5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 2.0 1 2.2

6 0 0.0 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1 1 3.2 1 1.0

1 0 0.0 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 1.7 0 0.4

2 0 0.0 0 0.0 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.3 0 0.8

6 3 0 0.0 0 0.0 0 0.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.4 0 0.9

4 0 0.0 0 0.2 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.5

5 0 0.0 0 0.1 0 0.5 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.2 0 0.4

6 0 0.1 0 0.3 0 2.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.2 0 1.1

1 0 0.2 0 15.8 0 4.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.2 0 2.8

2 0 0.4 0 0.4 1 9.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 1.0 17 8.1

7 3 0 0.5 0 0.9 0 3.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.8 0 6.9

4 0 1.0 1 0.1 0 1.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 11 0.9 9 11.9

5 0 0.1 0 0.3 0 0.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1 5 0.7 7 6.4

6 0 0.3 0 0.2 0 1.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 1.0 6 7.1

1 0 0.4 0 0.9 1 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 1.1 5 3.4

2 0 1.1 0 1.2 0 1.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.2 7 3.3

8 3 0 1.3 0 0.6 0 2.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.4 1 1.2

4 1 1.0 0 0.9 0 7.7 0 0.0 0 0.0 0 0.1 0 0.0 1 0.8 0 0.7

5 0 2.6 1 4.0 0 9.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.1 0 0.4

6 0 24.3 0 52.2 0 41.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.2 0 0.2

合 計 1 33.4 2 78.4 2 86.5 0 0.4 0 0.0 0 0.1 0 0.2 36 50.2 83 77.3

ニカメイガトビイロウンカ

紀の川市 上富田町 紀の川市 上富田町 那智勝浦町那智勝浦町

イネミズゾウムシ

那智勝浦町紀の川市 上富田町
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斑点米カメムシ類

紀の川市 単位：頭

月 半旬

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 1 11 0

1 0 0 0 0 0 0 0 14 0

2 0 0 0 0 0 0 0 8 0

6 3 0 0 0 0 0 0 1 4 0

4 0 0 0 0 0 0 2 0 0

5 0 0 0 0 0 0 7 2 0

6 0 0 0 0 0 0 9 12 0

1 0 0 0 0 0 1 2 3 0

2 0 0 0 0 0 2 5 11 0

7 3 0 0 0 0 0 0 2 3 0

4 0 0 0 0 0 0 12 1 1

5 0 0 0 0 0 0 7 0 1

6 2 0 0 0 0 0 4 3 0

1 11 0 1 0 0 0 13 8 0

2 72 0 2 0 0 0 9 12 0

8 3 56 0 1 0 0 1 16 7 0

4 33 1 1 0 0 2 16 13 0

5 5 0 0 0 0 0 15 11 0

6 2 0 0 0 0 0 8 0 0

合 計 181 1 5 0 0 6 129 123 2

アカス
ジカス
ミカメ

クモヘ
リカメ
ムシ

ホソハ
リカメ
ムシ

シラホ
シカメ
ムシ

トゲシ
ラホシ
カメム

シ

ミナミ
アオカ
メムシ

ホソミ
ドリカ
スミカ
メ類

イネカ
メムシ

アオク
サカメ
ムシ
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上富田町 単位：頭

月 半旬

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 1 0 0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 1 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 3 0 0 0 0 0 0 2 2 0

4 0 0 0 0 0 0 2 0 0

5 0 0 0 0 0 0 6 1 0

6 0 0 0 0 0 0 3 1 0

1 0 0 0 0 0 0 8 1 0

2 0 0 0 0 0 0 2 1 0

7 3 0 0 0 0 0 0 1 0 1

4 0 0 0 0 0 0 2 0 1

5 0 0 0 0 0 0 1 0 2

6 0 0 0 0 0 0 1 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 1 0 1 0 0 0 0 2 0

8 3 0 0 0 0 0 1 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 1 0 0

6 1 0 0 0 0 0 0 0 1

合 計 2 0 1 0 0 1 31 8 5

ミナミ
アオカ
メムシ

トゲシ
ラホシ
カメム

シ

クモヘ
リカメ
ムシ

ホソハ
リカメ
ムシ

シラホ
シカメ
ムシ

アカス
ジカス
ミカメ

イネカ
メムシ

ホソミ
ドリカ
スミカ
メ類

アオク
サカメ
ムシ
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那智勝浦町 単位：頭

月 半旬

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 1 0 0

6 0 1 0 0 0 0 2 0 0

1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0 4 0 0

5 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 0 0 0 0 0 0 1 0 0

5 0 0 0 0 0 0 2 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0 1 0

1 0 0 0 0 0 0 4 0 0

2 0 0 0 0 0 0 11 0 0

6 3 0 0 0 0 0 0 37 4 0

4 0 0 0 0 0 0 43 0 0

5 0 0 0 0 0 1 51 2 0

6 3 0 0 0 0 1 74 3 0

1 3 0 0 0 0 1 61 3 0

2 2 0 0 0 0 0 102 1 0

7 3 0 0 0 0 0 0 123 2 2

4 1 0 0 0 0 0 79 8 6

5 0 0 0 0 0 0 61 11 10

6 3 0 0 0 0 0 74 4 19

1 8 0 0 0 0 1 86 12 16

2 5 1 0 0 0 16 63 4 8

8 3 2 2 0 0 0 3 50 5 2

4 1 2 0 0 0 16 89 15 13

5 0 3 0 0 0 3 132 20 5

6 1 0 0 0 0 1 194 17 9

合 計 29 10 0 0 0 43 1344 112 90

アオク
サカメ
ムシ

イネカ
メムシ

ホソミ
ドリカ
スミカ
メ類

トゲシ
ラホシ
カメム

シ

ミナミ
アオカ
メムシ

アカス
ジカス
ミカメ

ホソハ
リカメ
ムシ

シラホ
シカメ
ムシ

クモヘ
リカメ
ムシ
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２）フェロモントラップ ３）蛍光灯誘殺箱（15Ｗ）
　     

　ニカメイガ 　コブノメイガ

紀の川市   単位：頭 紀の川市   単位：頭

月 半旬 本年 平年 月 半旬 本年 平年

1 0 0.1 1 0 0.0

2 0 0.8 2 0 0.0

4 3 0 0.7 6 3 0 0.0

4 0 0.5 4 0 0.0

5 0 1.0 5 0 0.0

6 0 0.4 6 0 0.0

1 0 0.6 1 0 0.1

2 0 0.3 2 0 0.0

5 3 0 0.3 7 3 0 0.5

4 0 0.3 4 0 0.7

5 0 0.3 5 0 1.2

6 0 0.2 6 0 2.4

1 0 0.3 1 0 2.6

2 0 0.0 2 0 2.0

6 3 0 0.2 8 3 0 1.7

4 0 0.6 4 ― ―

5 0 0.1 5 ― ―

6 0 0.3 6 ― ―

1 0 0.3 合 計 0 11.2

2 0 0.4

7 3 0 0.4

4 0 0.1

5 0 0.0

6 0 0.0

1 0 0.0

2 0 0.0

8 3 0 0.1

4 0 0.0

5 0 0.1

6 0 0.2

1 0 0.0

2 0 0.0

9 3 0 0.0

4 0 0.0

5 0 0.0

6 0 0.1

合 計 0 8.7
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Ⅷ．野菜病害虫の発生状況調査 

１．巡回調査における発生状況 

 

１）キャベツ 

 ①キャベツにおける病害の発生状況（和歌山市） 

 

 

②キャベツにおける害虫の発生状況（和歌山市） 

 

 

２）ハクサイ 

①ハクサイにおける病害の発生状況（和歌山市）

 

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

4.21 9 0 0 0 0 11 0.2

10.24 12 0 0 0 0 - -

12.20 13 0 0 0 0 - -

3.18 11 - - 27 1.3 18 2.0

注）1圃場100株調査

調査

月日

調査

圃場数

黒腐病 菌核病 灰色かび病

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

発生圃場率

（％）

生息密度

（頭/株）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

4.21 9 11 0.6 0 0 0 0 0 0

10.24 11 0 0 9 3.6 0 0 0 0

3.18 11 46 6.4 0 0 0 0 0 0

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

4.21 9 0 0 0 0 22 1.1 0 0 0 0

10.24 11 18 2.3 18 0.9 9 0.9 0 0 0 0

3.18 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

注）1圃場20株調査

ウワバ類

コナガ モンシロチョウ

オオタバコガ シロイチモジヨトウ

調査

月日

調査

圃場数

モモアカアブラムシ ニセダイコンアブラムシ

アブラムシ類

調査

月日

調査

圃場数

ヨトウガ ハスモンヨトウ

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

10.24 13 0 0 0 0 0 0

12.20 12 0 0 0 0 0 0

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

10.24 13 0 0 0 0

12.20 12 42 1.7 0 0

注）1圃場100株調査

軟腐病

黒斑病

モザイク病
調査

月日

調査

圃場数

調査

月日

べと病

白斑病
調査

圃場数
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３）スイカ     

  ①露地栽培スイカにおける病害の発生状況（紀の川市） 

 

 

  ②露地栽培スイカにおける病害の発生状況（印南町） 

 
 

  ③露地栽培スイカにおける害虫の発生状況（御坊市、印南町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病茎率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

5.16 12 0 0 0 0 0 0 0 0

6.15 12 0 0 0 0 0 0 17 1.1

うどんこ病
調査

月日

つる枯病 疫病 炭疽病
調査

圃場数

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病茎率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

5.19 14 0 0 0 0 0 0 0 0

6.15 18 0 0 6 0.1 0 0 83 8.3

注）1圃場100葉または50茎調査

調査

月日

調査

圃場数

つる枯病 うどんこ病 疫病 炭疽病

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

被害果率

（％）

4.19 13 62 1.5 77 11.5 0 0 8 0.1 -

5.18 16 75 3.8 63 12.3 13 1.9 13 0.1 0

6.19 17 88 17.5 53 8.1 6 2.8 6 0 0.2

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

4.19 13 0 0 15 0.4 8 0.2

5.18 16 0 0 6 0.1 0 0

6.19 17 0 0 0 0.0 6 0.1

注）1圃場100葉、50果調査。被害果調査は果実片面（半球）のみ。

 ※1 発生種：ワタアブラムシ

シロイチモジヨトウナミハダニ
調査

圃場数

調査

月日

アブラムシ類 ※1 カンザワハダニ

調査

月日

調査

圃場数

アザミウマ類

ミナミキイロアザミウマ ミカンキイロアザミウマ ネギアザミウマ
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４）キュウリ 

①施設栽培キュウリにおける病害の発生状況（紀の川市、かつらぎ町） 

 
 

②施設栽培キュウリにおける病害の発生状況（美浜町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発病葉率

（％）

4.18 10 0 0 0 0 30 2.3 10 0.1

5.16 12 0 0 0 0 50 3.1 20 0.6

6.15 12 0 0 0 0 60 6.6 10 0.4

発生圃場率

（％）

発病果率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

4.18 10 0 0 0 0 10 0.2

5.16 12 0 0 0 0 10 0.2

6.15 12 0 0 0 0 10 0.2

注）1圃場50株、100葉、50果調査

調査

月日

べと病

灰色かび病

モザイク病 斑点細菌病
調査

圃場数

うどんこ病

調査

月日

調査

圃場数

疫病 褐斑病

発生圃場率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

4.21 13 0 0 15 1.1 0 0 46 18.5

5.19 14 0 0 33 3.7 0 0 83 14.6

3.15 14 0 0 0 0 0 0 36 3.4

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病果率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

4.21 13 54 10.2 0 0 0 0 0 0

5.19 14 50 11.9 0 0 0 0 0 0

3.15 14 64 4.9 0 0 0 0 0 0

注）1圃場50株、100葉、50果調査

調査

月日

調査

圃場数

うどんこ病

調査

月日

斑点細菌病
調査

圃場数

モザイク病 べと病

褐斑病

黄化えそ病

灰色かび病 疫病
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③施設栽培キュウリにおける害虫の発生状況（美浜町） 

 

 

 

５）ナス 

 ①露地栽培ナスにおける病害の発生状況（紀の川市） 

 
 

  ②施設栽培ナスにおける病害の発生状況（紀の川市、かつらぎ町） 

 

 

  

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

4.21 10 0 0 0 0 0 0 60 3.9

5.22 11 18 0.9 18 0.4 0 0 64 10.5

3.21 10 10 0.1 0 0 0 0 70 9.3

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

4.21 10 20 1.7 20 0.7 10 0.1

5.22 11 55 4.7 18 7.7 9 0.5

3.21 10 40 5.1 0 0 0 0

注）1圃場50株、2葉／株調査

コナジラミ類

オンシツコナジラミ タバココナジラミ

調査

月日

調査

圃場数

ネギアザミウマ

アザミウマ類

調査

月日

ミナミキイロアザミウマ ミカンキイロアザミウマ

アブラムシ類 ハダニ類
調査

圃場数

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病果率

（％）

5.16 6 0 0 0 0

6.15 5 0 0 0 0

注）1圃場50株、100葉、100果調査

調査

月日

調査

圃場数

うどんこ病 灰色かび病

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病果率

（％）

発生圃場率

（％）

発病果率

（％）

4.18 10 20 0.4 0 0 0 0

5.16 13 13 1.0 0 0 0 0

6.13 14 21 0.6 0 0 0 0

注）1圃場50株、100葉、100果調査

調査

月日

調査

圃場数

うどんこ病 灰色かび病 すすかび病
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③露地栽培ナスにおける害虫の発生状況（紀の川市） 

 

 

④施設栽培ナスにおける害虫の発生状況（紀の川市） 

 

 

  

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

6.16 7 29 3.4 29 0.3 29 0.4 0 0

7.19 9 11 0.1 11 0.1 44 1.3 0 0

8.18 8 0 0 0 0 25 1.0 13 0.1

9.19 7 0 0 14 0.1 14 0.7 0 0

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

6.16 7 0 0 0 0 14 0.3

7.19 9 0 0 0 0 0 0

8.18 8 0 0 0 0 0 0

9.19 7 29 0.3 0 0 0 0

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

6.16 7 14 0.1 0 0

7.19 9 11 0.1 0 0

8.18 8 0 0 0 0

9.19 7 57 0.7 0 0

注）1圃場中位葉100枚調査

オオタバコガ

アブラムシ類

調査

月日

調査

圃場数

ハダニ類

モモアカアブラムシ ワタアブラムシ カンザワハダニ

調査

月日

調査

圃場数

ハスモンヨトウ

ナミハダニ

ミナミキイロアザミウマ ミカンキイロアザミウマ ネギアザミウマ

アザミウマ類

調査

月日

調査

圃場数

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

5.17 6 0 0 0 0 0 0 0 0

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

5.17 6 0 0 0 0 0 0 0 0

注）1圃場中位葉100枚調査

ハスモンヨトウ オオタバコガ
調査

月日

調査

圃場数

アザミウマ類

ミナミキイロアザミウマ ミカンキイロアザミウマ

ナミハダニ

ハダニ類

調査

月日

調査

圃場数

アブラムシ類

モモアカアブラムシ ワタアブラムシ カンザワハダニ

-129-



６）トマト・ミニトマト 

  ①露地栽培ミニトマトにおける病害の発生状況（日高町）  

 

 

 ②施設栽培ミニトマトにおける病害の発生状況（御坊市、印南町、みなべ町）  

 

 

 ③施設栽培ミニトマトにおける害虫の発生状況（印南町、日高町） 

 

 

  

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

6.16 9 0 0 22 2.9 0 0 0 0

7.21 7 0 0 71 12.9 0 0 29 11.1

8.14 5 0 0 100 29.6 0 0 20 3.2

注）1圃場50株、50複葉調査

モザイク病

調査

月日

うどんこ病

調査

圃場数

疫病黄化葉巻病

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

9.19 11 0 0 0 0 0 0 0 0

10.17 13 0 0 17 1.3 0 0 17 0.3

11.2 12 0 0 46 1.2 0 0 23 6.0

12.14 13 0 0 8 0.2 0 0 31 13.5

1.16 12 0 0 17 1.0 0 0 50 11.5

2.27 12 0 0 8 0.7 0 0 58 21.3

3.22 11 0 0 17 0.5 0 0 55 16.0

注）1圃場50株、50複葉調査

調査

月日

調査

圃場数

モザイク病 灰色かび病黄化葉巻病 葉かび病

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

被害葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

5.30 14 50 9.5 0 0 0 0 0 0

発生圃場率

（％）

被害葉率

（％）

5.30 14 0 0

注）1圃場100葉調査

ハダニ類
調査

月日

調査

圃場数

オンシツコナジラミタバココナジラミ アブラムシ類

調査

月日

調査

圃場数

ハモグリバエ類
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７）タマネギ 

  ①タマネギにおける病害の発生状況（和歌山市、岩出市、紀の川市、かつらぎ町） 

 

 

８）エンドウ 

  ①露地栽培サヤエンドウにおける病害の発生状況（御坊市、印南町）  

 

 

  ②露地栽培実エンドウにおける病害の発生状況（印南町、みなべ町）  

 

 

  

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

4.11 30 0 0 0 0 47 1.2 3 0.01 0 0

2.19 30 0 0 10 0.3 0 0 7 0.11 0 0

3.16 30 0 0 13 0.3 10 0.1 3 0.10 0 0

注）1圃場500株調査

調査

月日

調査

圃場数

べと病

（越年罹病株） （二次感染株）

灰色かび病白色疫病さび病

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

9.22 15 0 0 0 0 0 0

10.20 15 0 0 0 0 0 0

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

9.22 15 0 0 0 0

10.20 15 13 0.2 0 0

注）1圃場100葉または50株調査

褐斑病

灰色かび病

褐紋病つる枯細菌病

うどんこ病

調査

月日

調査

月日

調査

圃場数

調査

圃場数

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

3.21 13 0 0 15 0.3 15 0.5

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病株率

（％）

3.21 13 0 0 39 0.4

注）1圃場100葉または50株調査

褐斑病

調査

月日

調査

圃場数

うどんこ病 灰色かび病

つる枯細菌病 褐紋病

調査

月日

調査

圃場数
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 ③露地栽培エンドウにおける害虫の発生状況（印南町） 

 
 

 

９）イチゴ 

①施設栽培イチゴにおける病害の発生状況（紀の川市） 

 
 

 ②施設栽培イチゴにおける害虫の発生状況（紀の川市） 

 

 

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

9.20 16 0 0 38 10.0 0 0 0 0

10.19 17 0 0 12 1.8 0 0 75 6.4

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

9.20 16 50 13.1 44 7.5 19 2.5 0 0

10.19 17 0 0 0 0 24 3.5 63 12.5

注）1圃場10株調査

調査

月日

調査

圃場数

シロイチモジヨトウ ハスモンヨトウ オオタバコガ ウラナミシジミ

調査

月日

調査

圃場数

アブラムシ類
ハダニ類

アザミウマ類
カンザワハダニ ナミハダニ

発生圃場率

（％）

発病葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発病果率

（％）

3.18 10 0 0 0 0 0 0

注）1圃場100果または100葉調査

うどんこ病

発生圃場率

（％）

発病果率

（％）

（葉） （果実）調査

月日

調査

圃場数

灰色かび病

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生葉率

（％）

発生圃場率

（％）

発生密度

（頭/花）

発生圃場率

（％）

発生株率

（％）

4.19 10 10 7.5 10 1.0 10 0.01 10 1.5

3.18 9 11 4.4 11 0.2 22 0.01 22 1.3

注）1圃場20～30株、1株1複葉調査

調査

月日

調査

圃場数

カンザワハダニ ナミハダニ アザミウマ類 アブラムシ類
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２．フェロモントラップによる鱗翅目害虫の誘殺状況
　
フェロモントラップの設置場所

紀の川市：紀の川市貴志川町高尾 御坊市：御坊市名田町野島
和歌山市：和歌山市岩橋 印南町：日高郡印南町印南

１）コナガ

月 半旬 本年 平年 本年 平年 月 半旬 本年 平年 本年 平年

1 1 0.7 3 0.9 1 0 0.2 14 18.8

2 0 0.5 0 1.3 2 0 0.4 14 9.2

1 3 0 0.8 1 0.3 7 3 0 0.2 1 2.8

4 0 0.6 0 2.6 4 0 0.0 0 1.7

5 0 0.9 1 0.5 5 0 0.1 3 0.5

6 0 1.6 0 0.5 6 0 0.0 5 0.9

1 1 0.6 1 0.4 1 0 0.0 0 0.1

2 0 0.1 1 0.4 2 0 0.1 0 0.2

2 3 1 0.2 1 0.4 8 3 0 0.1 0 0.0

4 4 0.3 2 0.8 4 0 0.0 0 0.2

5 1 0.4 2 2.0 5 0 0.0 0 0.0

6 0 0.6 0 1.2 6 0 0.1 0 0.2

1 0 1.2 0 2.4 1 0 0.0 0 0.7

2 0 1.7 2 3.6 2 0 0.0 1 1.7

3 3 0 0.6 1 4.8 9 3 0 0.0 1 4.3

4 1 1.8 3 10.5 4 0 0.0 0 8.4

5 1 2.9 10 12.4 5 0 0.0 3 9.4

6 5 2.2 10 18.8 6 0 0.0 3 8.7

1 1 2.8 13 18.1 1 0 0.1 11 9.8

2 1 1.9 7 18.6 2 1 0.0 55 13.5

4 3 1 2.3 8 23.2 10 3 0 0.0 68 16.7

4 0 1.6 17 21.3 4 0 0.0 23 15.2

5 1 2.0 6 18.3 5 0 0.3 9 13.0

6 0 1.4 16 13.6 6 0 0.0 7 11.5

1 0 2.0 7 28.5 1 0 0.1 7 10.6

2 0 4.1 16 33.8 2 1 0.5 8 9.9

5 3 0 3.0 43 60.9 11 3 0 0.3 3 8.8

4 0 3.2 49 74.2 4 0 0.4 11 10.0

5 0 2.3 50 101.4 5 0 0.9 18 8.4

6 0 1.4 57 103.9 6 1 1.8 7 5.9

1 0 1.0 5 33.4 1 1 0.4 5 2.9

2 0 1.0 12 6.4 2 3 0.8 6 4.2

6 3 0 1.1 7 3.2 12 3 0 0.7 7 3.7

4 0 0.3 1 5.5 4 1 0.9 2 1.8

5 0 0.0 1 13.7 5 0 1.3 0 4.1

6 0 0.4 2 18.5 6 0 1.2 0 1.4

　　　　　　　　　　　　　 合 計 27 60.4 647 879.5

和歌山市紀の川市 和歌山市 紀の川市

単位：頭
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２）ハスモンヨトウ

月 半旬 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年
1 0 0.0 0 0.0 0 1.5 0 0.9
2 0 0.0 0 0.0 0 0.9 0 0.8

1 3 0 0.0 1 0.0 2 0.1 0 0.0
4 0 0.0 0 0.0 1 0.4 0 0.3
5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 欠 0.1
6 0 0.4 0 0.0 0 0.3 0 0.1
1 0 0.2 0 0.0 0 0.5 0 0.4
2 0 0.0 0 0.0 0 0.5 0 0.1

2 3 0 0.1 0 0.1 0 0.1 0 0.5
4 0 0.0 0 0.0 0 0.5 0 0.4
5 0 0.1 0 0.0 0 0.3 0 0.5
6 0 0.0 0 0.0 0 0.4 0 0.0
1 0 0.0 0 0.0 0 0.9 0 0.4
2 2 0.1 1 0.2 4 1.4 0 0.8

3 3 1 0.1 1 0.1 3 0.6 0 1.5
4 0 0.0 0 0.2 0 2.5 0 1.8
5 1 0.3 5 0.3 16 3.3 0 2.9
6 1 0.4 1 0.7 21 4.8 0 1.8
1 3 0.7 10 0.6 62 7.9 2 2.1
2 2 0.7 8 1.2 5 11.0 8 2.5

4 3 3 0.4 4 0.8 4 6.9 11 7.2
4 1 1.8 3 1.7 8 19.1 0 6.9
5 1 2.7 4 4.9 9 9.7 0 6.8
6 6 1.3 9 8.5 19 12.2 0 7.9
1 6 3.7 3 7.6 27 13.4 0 10.5
2 5 5.0 3 7.3 36 18.9 1 11.4

5 3 2 4.5 4 7.8 28 18.5 2 14.3
4 9 8.9 5 9.4 27 29.6 1 20.3
5 3 10.6 23 19.1 22 28.5 1 18.0
6 8 17.5 13 21.3 27 29.9 0 14.9
1 2 4.4 32 12.4 57 17.5 0 9.5
2 4 7.4 67 21.2 104 25.9 0 7.2

6 3 42 8.0 56 21.3 57 24.0 1 18.5
4 17 17.0 20 44.4 18 25.3 0 18.5
5 18 22.8 10 61.9 17 27.6 1 23.5
6 12 23.7 13 49.6 49 63.2 0 25.7
1 14 57.3 24 85.9 46 67.9 2 16.5
2 49 27.1 11 35.7 43 45.9 0 11.6

7 3 13 11.0 5 17.9 22 21.4 0 9.1
4 30 12.9 1 9.1 59 18.8 1 7.6
5 36 16.8 48 24.1 39 18.3 0 7.9
6 50 23.7 62 47.1 53 40.7 2 25.8
1 21 20.7 45 21.9 58 44.5 1 18.8
2 26 47.7 27 37.1 28 47.3 4 32.2

8 3 197 54.3 87 31.0 37 26.6 5 13.6
4 81 75.3 86 21.7 72 32.2 0 11.6
5 71 58.8 98 88.9 51 36.9 4 15.1
6 79 112.8 257 230.3 66 135.1 21 55.4
1 55 120.1 408 427.8 268 160.1 39 110.9
2 114 142.9 505 322.5 390 313.7 36 123.3

9 3 75 123.7 373 246.3 156 190.6 8 98.8
4 59 186.5 369 220.7 186 245.1 8 84.4
5 303 137.5 730 272.0 599 183.6 4 83.0
6 242 99.7 1093 418.7 522 378.3 14 84.1
1 494 149.5 1289 424.1 952 483.9 121 151.6
2 362 267.4 463 476.0 484 599.7 167 241.2

10 3 399 268.6 565 416.1 590 741.1 213 240.7
4 257 338.2 519 216.7 947 646.5 40 312.1
5 468 314.0 480 267.6 639 352.2 117 223.6
6 405 313.0 732 354.9 991 508.5 197 167.4
1 306 201.8 526 219.0 285 373.0 191 140.2
2 497 299.7 841 208.4 474 384.6 160 187.6

11 3 152 274.0 367 119.1 23 235.6 117 201.0
4 121 296.3 140 133.5 197 210.5 135 139.4
5 126 180.9 98 91.0 181 163.5 97 128.4
6 57 87.1 65 59.3 43 48.6 48 72.5
1 0 50.8 6 40.2 5 65.8 7 55.9
2 17 19.4 20 12.4 5 30.6 39 23.1

12 3 28 13.0 44 4.4 22 30.6 30 22.1
4 10 0.5 28 0.9 25 5.6 12 6.1
5 0 2.2 0 2.4 0 6.1 0 8.9
6 0 0.2 0 0.4 1 3.2 0 1.7

合 計 5363 4548.2 10708 6461.8 9182 7304.7 1868 3362.9

紀の川市 和歌山市 御坊市 印南町

単位：頭
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３）シロイチモジヨトウ

月 半旬 本年 平年 本年 平年 本年 平年
1 － － 1 0.9 0 0.1
2 － － 0 0.6 0 1.0

1 3 － － 0 0.0 0 0.5
4 － － 0 0.2 0 0.5
5 － － 0 0.0 0 0.0
6 － － 0 0.0 0 0.0
1 － － 0 0.1 0 0.0
2 － － 0 0.2 0 0.1

2 3 － － 0 0.1 0 0.0
4 － － 0 0.3 0 0.0
5 － － 0 0.2 0 0.0
6 － － 0 0.3 0 0.0
1 － － 0 0.5 0 0.1
2 － － 0 0.2 0 0.3

3 3 － － 0 0.6 0 0.1
4 － － 1 1.3 0 0.2
5 － － 1 0.9 0 0.6
6 － － 1 1.1 0 0.0
1 0 0.1 3 2.4 0 0.4
2 0 0.1 2 2.1 0 0.4

4 3 0 0.0 5 2.4 0 0.7
4 0 0.3 4 6.3 1 0.8
5 0 0.5 5 5.6 0 0.6
6 1 1.3 5 3.3 3 1.2
1 1 0.8 5 5.2 0 0.7
2 2 0.6 10 6.4 0 0.5

5 3 4 0.6 10 8.0 0 1.0
4 3 1.5 8 8.1 0 1.5
5 0 2.5 7 4.8 0 1.5
6 1 3.8 15 6.9 0 1.6
1 4 4.0 4 8.5 0 1.8
2 0 5.1 2 16.7 0 4.1

6 3 0 4.7 5 13.0 0 2.9
4 0 3.2 7 13.3 0 2.2
5 1 2.6 2 13.4 0 4.6
6 2 5.4 11 17.0 0 4.1
1 2 7.5 9 15.5 0 3.8
2 7 5.9 7 19.8 0 3.1

7 3 2 4.6 10 16.0 0 3.3
4 6 7.1 11 17.7 0 4.1
5 2 6.6 9 9.7 2 4.9
6 18 9.5 5 10.8 2 2.3
1 8 4.3 11 25.0 0 4.1
2 8 5.3 16 36.4 2 6.5

8 3 27 8.4 19 5.1 2 2.8
4 24 11.3 19 8.0 1 3.5
5 11 8.1 14 6.6 1 1.5
6 4 14.8 10 7.6 0 1.4
1 7 8.7 10 13.2 0 0.9
2 9 11.5 18 16.1 0 0.8

9 3 17 14.9 2 14.6 0 3.1
4 12 22.3 20 20.4 1 4.1
5 32 12.3 47 15.8 0 1.4
6 12 8.6 12 12.2 0 0.5
1 39 6.2 50 17.2 1 2.0
2 23 5.7 26 17.3 7 3.1

10 3 14 3.6 17 17.7 4 2.0
4 8 3.6 4 12.0 0 0.6
5 8 1.5 3 9.9 1 1.5
6 7 1.2 1 8.8 0 3.3
1 0 1.1 0 9.7 0 0.9
2 1 1.3 3 12.8 0 1.1

11 3 0 2.0 2 11.6 0 2.1
4 0 2.2 3 7.0 1 1.4
5 1 1.0 0 3.2 0 0.9
6 0 1.4 1 1.6 0 1.2
1 0 0.4 1 2.4 0 0.6
2 2 0.3 2 1.1 1 0.3

12 3 0 0.2 2 1.1 1 0.1
4 0 0.0 0 0.3 0 0.1
5 0 0.0 0 1.0 0 0.6
6 0 0.0 1 0.5 0 0.6

合 計 330 240.5 479 556.6 31 108.6

紀の川市 御坊市 印南町

単位：頭
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４）オオタバコガ

月 半旬 本年 平年 本年 平年 本年 平年
1 － － 2 0.4 0 0.2
2 － － 0 1.0 0 0.7

1 3 － － 2 0.7 0 0.3
4 － － 1 1.0 0 0.2
5 － － 0 0.3 0 1.2
6 － － 1 0.7 0 0.1
1 － － 0 0.2 0 0.0
2 － － 2 0.4 0 0.1

2 3 － － 0 0.1 0 0.0
4 － － 0 0.2 0 0.0
5 － － 0 0.1 0 0.0
6 － － 0 0.0 0 0.0
1 － － 1 0.2 0 0.5
2 － － 0 0.2 1 0.3

3 3 － － 0 0.2 0 0.1
4 － － 0 0.3 0 0.1
5 － － 0 0.1 0 0.0
6 － － 1 0.6 1 0.1
1 0 0.3 1 0.5 0 0.1
2 0 0.6 2 0.3 0 0.1

4 3 1 0.2 3 0.5 0 0.4
4 1 0.3 1 0.6 2 0.5
5 2 0.9 3 0.6 0 0.3
6 1 1.1 2 1.6 0 0.3
1 0 2.1 5 1.3 0 0.1
2 3 2.3 5 1.8 0 0.6

5 3 3 3.8 0 2.1 0 1.5
4 2 4.4 5 2.2 0 2.1
5 3 3.4 1 0.6 0 1.9
6 1 2.8 1 1.2 0 1.3
1 0 3.3 1 1.4 0 0.5
2 0 1.9 3 0.7 0 1.2

6 3 0 2.2 3 0.7 0 1.5
4 0 1.9 1 0.5 0 2.5
5 1 4.0 0 4.3 0 1.5
6 3 6.7 2 2.6 0 0.7
1 4 7.1 0 3.8 0 0.7
2 2 3.7 0 1.5 0 1.3

7 3 1 2.5 0 1.8 0 0.6
4 0 1.4 2 1.8 1 1.2
5 2 1.4 1 0.6 0 0.7
6 3 3.2 0 0.0 0 1.2
1 0 3.6 0 0.3 0 0.2
2 1 2.4 0 0.7 0 0.6

8 3 3 2.6 0 0.1 0 0.5
4 3 1.9 0 0.1 0 0.6
5 3 2.6 0 0.3 0 0.4
6 1 5.3 0 0.6 0 0.2
1 7 7.8 0 0.0 0 0.0
2 5 6.4 0 0.6 0 0.4

9 3 7 2.4 0 0.4 0 0.6
4 4 5.3 0 2.2 0 1.2
5 5 3.6 0 2.2 0 4.0
6 5 3.2 0 3.3 0 4.2
1 41 4.6 3 4.1 49 3.4
2 50 8.3 26 10.5 63 6.4

10 3 26 7.5 31 9.9 32 3.7
4 4 9.9 13 6.5 12 14.7
5 10 6.5 15 3.4 31 15.4
6 9 5.2 17 5.7 14 13.1
1 40 3.6 27 4.8 17 7.4
2 41 3.4 42 3.6 10 6.2

11 3 23 4.9 7 4.3 4 6.2
4 13 4.9 13 3.5 2 5.1
5 6 1.7 5 3.8 2 4.2
6 7 2.4 1 2.3 5 5.1
1 0 2.5 4 3.3 3 3.7
2 6 0.2 5 2.7 4 3.7

12 3 4 0.2 0 1.2 2 1.3
4 1 0.3 3 0.5 0 0.4
5 0 0.5 0 0.8 0 0.4
6 0 0.8 3 0.5 0 0.3

合 計 358 176.0 257 121.9 253 140.2

紀の川市 御坊市 印南町

単位：頭
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５）ヨトウガ 単位：頭

月 半旬 本年 平均 月 半旬 本年 平均

1 2 11.0 1 0 0.0

2 3 6.9 2 0 0.0

3 3 2 7.2 8 3 0 0.0

4 1 3.8 4 0 0.0

5 4 3.1 5 0 0.2

6 4 3.2 6 0 0.0

1 19 3.0 1 0 0.3

2 14 8.6 2 0 1.8

4 3 12 6.4 9 3 0 2.6

4 21 12.1 4 3 4.9

5 5 12.5 5 10 6.8

6 2 10.0 6 10 4.6

1 3 3.6 1 2 3.5

2 4 3.4 2 4 1.8

5 3 0 2.5 10 3 2 1.0

4 0 3.1 4 4 0.4

5 0 1.0 5 1 0.3

6 0 3.3 6 2 0.7

1 0 1.0 1 0 0.2

2 0 0.2 2 0 0.0

6 3 0 0.4 11 3 0 0.1

4 0 0.4 4 1 0.0

5 0 0.2 5 3 0.7

6 0 0.3 6 2 0.2

1 0 0.1 計 140 137.6

2 0 0.0

7 3 0 0.0

4 0 0.1

5 0 0.1

6 0 0.0

紀の川市 紀の川市
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３．黄色水盤によるアブラムシ類の飛来状況

単位：頭

月 半旬 本年 平年 月 半旬 本年 平年

1 2 2.2 1 11 4.8

2 4 2.1 2 7 4.2

1 3 10 0.9 7 3 5 3.4

4 4 1.1 4 8 4.4

5 2 0.9 5 5 5.5

6 1 1.6 6 13 8.1

1 2 1.0 1 6 6.5

2 5 1.3 2 14 7.0

2 3 0 2.5 8 3 5 15.9

4 1 1.3 4 5 37.7

5 0 1.1 5 3 15.6

6 1 1.5 6 3 17.2

1 4 2.1 1 5 24.7

2 17 3.0 2 7 28.4

3 3 26 3.9 9 3 29 38.4

4 17 8.5 4 38 30.4

5 19 7.6 5 14 40.6

6 17 13.8 6 13 30.3

1 9 16.4 1 18 18.9

2 7 21.2 2 14 7.9

4 3 3 22.7 10 3 10 6.8

4 6 40.3 4 12 8.7

5 2 57.3 5 7 10.8

6 8 28.7 6 6 14.8

1 18 44.4 1 3 15.1

2 8 45.4 2 8 18.1

5 3 21 51.8 11 3 12 32.0

4 30 44.0 4 8 32.9

5 42 48.3 5 9 18.5

6 37 44.5 6 9 25.1

1 19 44.1 1 8 13.9

2 44 31.7 2 9 11.8

6 3 29 18.0 12 3 10 10.1

4 14 16.7 4 5 5.7

5 12 9.7 5 2 7.9

6 15 9.2 6 11 4.1

合 計 808 1237.0

紀の川市 紀の川市
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Ⅸ．果樹病害虫の発生状況調査 
 １．予察ほ場における調査成績 
  １）カ ン キ ツ 
  （１）生育状況（有田川町奥） 

    ａ）生育調査（月/日） 

     
ｂ）果実肥大調査（ヨコ径，ｃｍ） 

 
 

概要（平年との比較） 

早生ウンシュウミカン、普通ウンシュウミカンおよび不知火の発芽期、展葉期および

開花期は平年よりやや早かった。 

生育期間中の果実肥大は、早生ウンシュウミカンは平年より大きく、普通ウンシュウ

ミカンおよび不知火は平年並で推移した。 

 

（２）黒点病 

    ａ）発病状況調査（有田川町奥） 

     
( )内は平年 

無防除ほ場は28年生興津早生、防除ほ場は51年生宮川早生の各区４樹 

１樹につき50果を調査 

自然感染 

防除ほ場使用薬剤(散布日)： 

デランフロアブル 1,000倍（４/10） 

ナリアＷＤＧ 2,000倍（５/９） 

ＩＣボルドー66Ｄ 60倍（５/18） 

エムダイファー水和剤 600倍（５/26、６/５） 

品種 発芽期 展葉期

始　期 盛　期 終　期

早生ウンシュウミカン 3/23 4/14 4/26 5/2 5/7

(3/31) (4/20) (5/1) (5/7) (5/12)

普通ウンシュウミカン 3/24 4/14 4/27 5/5 5/9

(4/3) (4/22) (5/3) (5/9) (5/14)

不知火 3/20 4/10 4/30 5/8 5/13

(3/31) (4/16) (5/6) (5/13) (5/18)

( )内は平年

開　花　期

品種
７/15 ８/１ ８/15 ９/１ ９/15 10/１ 10/15 11/１ 11/15 12/１ 12/15

早生ウンシュウミカン 4.0 4.5 5.0 5.6 5.6 6.4 6.7 6.9 7.2 7.3 7.2

(3.7) (4.2) (4.7) (5.2) (5.7) (6.1) (6.4) (6.7) (6.8) (6.8) (6.8)

普通ウンシュウミカン 3.7 4.2 4.7 5.4 5.7 6.3 6.7 7.1 7.4 7.6 7.6

(3.5) (4.1) (4.6) (5.1) (5.6) (6.1) (6.5) (6.8) (7.1) (7.3) (7.3)

不知火 4.3 4.8 5.4 6.4 6.8 7.6 8.2 8.6 8.7 8.9 9.0

(4.1) (5.0) (5.7) (6.5) (7.1) (7.8) (8.3) (8.7) (8.8) (8.9) (9.0)

( )内は平年

調査月日

6/中 7/中 8/中 9/中 10/中

7.5 95.0 100 100 100

(27.9) (98.4) (100) (100) (100)

1.1 20.7 37.0 37.4 58.6

(4.9) (23.8) (39.0) (45.8) (58.7)

0.0 2.5 3.0 0.5 31.5

(0.3) (16.7) (24.1) (36.3) (53.7)

0.0 0.4 0.6 0.1 5.1

(0.0) (2.5) (3.6) (5.5) (7.8)

無防除
ほ場

発病果率
（%）

発病度

防除
ほ場

発病果率
（%）

発病度

区 調査項目
調査時期
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ジマンダイセン水和剤 400倍（７/３、８/１、８/28） 

ナティーボフロアブル 1500倍（10/３） 

 

概要：果実の初発は５月22日（平年６月４日）で平年よりやや早かった。無防除ほ場の発

病は6月中旬に平年よりやや多く、その後平年並に推移した。防除ほ場は平年より

やや少なく推移し、10月中旬に多くなった。 

 
（３）かいよう病 

    ａ）発病状況調査（有田川町奥） 

 
（注）()内は平年 

27年生ネーブル３樹 

越冬病斑は旧葉、春葉発病は春葉について１樹につき100葉を調査 

果実発病は１樹につき50果を調査 

         自然感染 

 
概要：越冬病斑の発病葉率はよりやや高かった。春葉での初発は５月18日（平年５月23日）

でやや早かった。６月下旬の春葉における発病は平年よりやや多く、７月中旬の果

実における発病は平年並であった。 

調査月日 発病葉率(%) 調査月日 発病率(%) 発病度 調査月日 発病率(%) 発病度

3月16日 15.3 6月27日 13.7 3.1 7月20日 8.7 3.5

(3月中下旬) (10.0) (6月中下旬) (6.7) (1.6) (7月中下旬) (11.3) (3.7)

果実発病越冬病斑 春葉発病
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（４）ヤノネカイガラムシ  

  ａ）発生状況調査(有田川町奥）     10葉当たり虫数（頭） 

調査月日 １齢 雌２齢 未成熟成虫 成熟成虫 合計 初発平年 

5.4 
5.5 

0 
1 

0 
0 

0 
0 

10 
10 

10 
11 

 
５月13日 

概要：第１世代１齢幼虫の初発は５月５日と平年（５月13日）よりやや早かっ
た。 

 
（５）ミカンハダニ  

  ａ）発生状況調査(有田川町奥）       100葉当たり雌成虫数（頭） 

調査月日 無防除ほ場 防除ほ場 

3.6 11  0 
   15 12  0 
   24 17  0 
4.5 27  0 

  14 28  0 
  25 23  0 
5.5 24  0 

  15 29  0 
  25 47  0 
6.5 48  0 

  15 28  0 
  26 11  0 
7.5 3 0 

  15 2 0 
  25 0 2 
8.4 0 0 

  15 0 0 
  25 0 2 
9.4 1 0 

  15 4 0 
  25 5 0 
10.5 0 7 
  16 0 19  
  24 0 28  
11.6 0 73  
  15 0 54  
  24 0 52  
12.5 0 73  
  16 1 83  
  25 2 81  
1.5 3 149   

  15 0 157   
  25 0 0 
2.4 3 0 

  15 0 0 
  26 0 0 

概要：無防除ほ場では３月上旬から７月中旬、９月中、12月中旬から翌年の１月
上旬、２月上旬に発生が認められた。防除ほ場では、７月下旬および８月
下旬、10月上旬から翌年の１月中旬まで発生が認められた。なお、10月上
旬から翌年の１月中旬までの発生は、９月14日にフェンプロパトリン乳剤
を散布したため、リサージェンスが発生した可能性がある。 

 

-141-



（ ６ ） チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ                     

ａ ） 誘 殺 状 況 （ 黄 色 粘 着 ト ラ ッ プ ）  

予 察 ほ 場 （ 有 田 川 町 奥 ）                        頭 ／ ト ラ ッ プ  

 

調 査 時 期  

(月 ・ 半 旬 ) 
No.1 No.2 計  

4.1 0 0 0 

 2 0 0 0 

 3 0 1 1 

 4 0 0 0 

 5 0 0 0 

 6 1 1 2 

5.1 0 0 0 

 2 1 1 2 

 3 0 0 0 

 4 2 3 5 

 5 1 2 3 

 6 0 0 0 

6.1 4 3 7 

 2 1 10  11  

 3 2 4 6 

 4 2 3 5 

 5 8 5 13  

 6 37  23  60  

7.1 6 13  19  

 2 7 17  24  

 3 10  4 14  

 4 3 8 11  

 5 2 1 3 

 6 1 1 2 

8.1 18  1 19  

 2 4 1 5 

 3 1 2 3 

 4 4 0 4 

 5 1 1 2 

 6 1 0 1 

9.1 1 1 2 

 2 1 0 1 

 3 1 0 1 

 4 1 3 4 

 5 0 8 8 

 6 0 0 0 

10.1  3 1 4 

 2 1 1 2 

 3 0 1 1 

 4 0 0 0 

 5 0 1 1 

 6 1 0 1 

 

概 要 ： ６ 月 第 ５ 半 旬 か ら ７ 月 第 ４ 半 旬 に 多 く 誘 殺 さ れ た 。  
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（ ６ ） チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ                     

  ｂ ） 誘 殺 状 況 （ 黄 色 粘 着 ト ラ ッ プ ）                

予 察 ほ 場 （ 由 良 町 畑 ）                               頭 ／ ト ラ ッ プ  

 

調 査 時 期  

(月 ・ 半 旬 ) 
No.1 No.2 計  

4.1 0 0 0 

 2 0 0 0 

 3 0 1 1 

 4 0 0 0 

 5 0 0 0 

 6 0 0 0 

5.1 0 0 0 

 2 4 3 7 

 3 1 5 6 

 4 1 13  14  

 5 1 12  13  

 6 6 13  19  

6.1 6 1 7 

 2 7 14  21  

 3 6 19  25  

 4 0 29  29  

 5 9 41  50  

 6 16  81  97  

7.1 2 37  39  

 2 10  29  39  

 3 2 21  23  

 4 9 21  30  

 5 1 16  17  

 6 10  36  46  

8.1 25  40  65  

 2 20  33  53  

 3 8 40  48  

 4 9 17  26  

 5 4 5 9 

 6 6 3 9 

9.1 1 0 1 

 2 0 1 1 

 3 1 1 2 

 4 5 11  16  

 5 0 5 5 

 6 1 1 2 

10.1  1 1 2 

 2 0 1 1 

 3 0 0 0 

 4 0 0 0 

 5 1 1 2 

 6 0 1 1 

 

概 要 ： ５ 月 第 ４ 半 旬 か ら ８ 月 第 ４ 半 旬 に 多 く 誘 殺 さ れ た 。  
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（ ７ ） ミ ド リ ヒ メ ヨ コ バ イ 類                      

  ａ ） 誘 殺 状 況 （ 黄 色 粘 着 ト ラ ッ プ ）                

予 察 ほ 場 （ 有 田 川 町 奥 ）                               頭 ／ ト ラ ッ プ  

 

調 査 時 期  

(月 ・ 半 旬 ) 
No.1 No.2 計  

4.1 2 1 3 

 2 1 0 1 

 3 0 0 0 

 4 0 0 0 

 5 0 0 0 

 6 0 0 0 

5.1 0 0 0 

 2 0 0 0 

 3 0 0 0 

 4 0 0 0 

 5 0 0 0 

 6 0 0 0 

6.1 0 0 0 

 2 0 0 0 

 3 0 0 0 

 4 0 0 0 

 5 0 0 0 

 6 0 0 0 

7.1 0 0 0 

 2 0 0 0 

 3 0 1 1 

 4 0 0 0 

 5 1 0 1 

 6 1 0 1 

8.1 0 0 0 

 2 1 0 1 

 3 0 1 1 

 4 0 0 0 

 5 0 0 0 

 6 0 0 0 

9.1 0 0 0 

 2 0 0 0 

 3 0 0 0 

 4 0 0 0 

 5 0 0 0 

 6 0 0 0 

10.1  0 0 0 

 2 0 0 0 

 3 0 0 0 

 4 0 0 0 

 5 0 0 0 

 6 0 0 0 

 

概 要 ： 年 間 を 通 し て 誘 殺 数 は 少 な か っ た 。  
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（ ７ ） ミ ド リ ヒ メ ヨ コ バ イ 類                      

  ｂ ） 誘 殺 状 況 （ 黄 色 粘 着 ト ラ ッ プ ）                

予 察 ほ 場 （ 由 良 町 畑 ）                                   頭 ／ ト ラ ッ プ  

 

調 査 時 期  

(月 ・ 半 旬 ) 
No.1 No.2 計  

4.1 0 0 0 

 2 0 0 0 

 3 0 0 0 

 4 0 0 0 

 5 0 0 0 

 6 0 0 0 

5.1 0 0 0 

 2 0 0 0 

 3 1 1 2 

 4 0 0 0 

 5 0 0 0 

 6 0 0 0 

6.1 0 0 0 

 2 1 0 1 

 3 0 0 0 

 4 0 0 0 

 5 0 0 0 

 6 0 0 0 

7.1 0 0 0 

 2 0 0 0 

 3 1 0 1 

 4 0 0 0 

 5 0 0 0 

 6 0 0 0 

8.1 0 0 0 

 2 0 0 0 

 3 0 0 0 

 4 2 0 2 

 5 0 0 0 

 6 1 0 1 

9.1 0 1 1 

 2 0 0 0 

 3 0 0 0 

 4 0 0 0 

 5 0 1 1 

 6 0 0 0 

10.1  1 0 1 

 2 0 0 0 

 3 0 1 1 

 4 0 0 0 

 5 0 1 1 

 6 0 0 0 

 

概 要 ： 年 間 を 通 し て 誘 殺 数 は 少 な か っ た 。  
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（８）果樹カメムシ類                              

  ａ）越冬量調査                              

   チャバネアオカメムシ越冬量調査結果         頭／落葉 50 リットル 

採集場所名 採集日 調査日 ♂ ♀ 計 死亡 その他 

橋本市北馬場 2/8 2/8 0 0 0 0  
橋本市市脇  2/8 2/8 0 0 0 0  
橋本市清水 1/30 1/30 0 0 0 0  
橋本市学文路 1/30 1/30 0 0 0 0  
橋本市高野口町竹尾 2/1 2/1 0 0 0 0  
橋本市高野口町下中 2/1 2/1 0 0 0 0 ﾂﾔｱｵｶﾒﾑｼ 1 
九度山町下古沢 2/9 2/9 0 0 0 0  
九度山町慈尊院 2/9 2/9 0 0 0 0  
かつらぎ町短野 1/31 1/31 0 0 0 0  
かつらぎ町教良寺 2/10 2/10 0 0 0 0  
かつらぎ町御所 2/10 2/10 0 0 0 0  
かつらぎ町東谷 1/31 1/31 0 0 0 0  
紀の川市赤沼田 1/12 1/12 0 0 0 0  
紀の川市中尾 1/12 1/12 0 0 0 0  
紀の川市林ケ峯 1/12 1/12 0 0 0 0  
紀の川市秋葉山 1/12 1/12 0 0 0 0  
紀の川市鞆渕 1/12 1/12 0 1 1 0  
紀の川市桃山町黒川 1/12 1/12 0 0 0 0  
紀の川市貴志川町高尾 1/12 1/12 0 0 0 0  
海南市海老谷 2/14 2/24 0 0 0 0  
海南市東畑 2/14 2/24 0 0 0 0  
海南市ひや水 2/14 2/24 0 0 0 0  
紀美野町西野 2/14 2/24 0 0 0 0  
紀美野町松瀬 2/14 2/24 0 0 0 0  
紀美野町釜滝 2/14 2/24 0 0 0 0  
紀美野町大角 2/14 2/24 0 0 0 0  
紀美野町永谷 2/14 2/24 0 0 0 0  

紀美野町津川 2/14 2/24 0 0 0 0  
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（つづき） 

採集場所名 採集日 調査日 ♂ ♀ 計 死亡 その他 

有田川町奥 
(果試場内 No.1） 

2/8 2/24 0 0 0 0  

有田川町奥 
(果試場内 No.2) 

2/8 2/27 0 0 0 0  

有田川町修理川 2/8 2/27 0 0 0 0  
有田川町川口 2/8 2/24 0 0 0 0  
広川町津木 2/8 2/24 0 0 0 0 ﾂﾔｱｵｶﾒﾑｼ 1 
広川町室川 2/8 2/24 0 0 0 0  
日高川町千津川 2/8 2/27 0 0 0 0  
印南町白河 3/1 3/13 0 0 0 0  
みなべ町高城 2/17 3/13 0 0 0 0  
みなべ町広野 2/17 3/13 0 0 0 0  
みなべ町清川 2/17 3/13 0 0 0 0  
田辺市竹藪 2/17 3/13 0 0 0 0  
田辺市上野 2/17 3/13 0 0 0 0  
上富田町岩田 2/27 3/13 0 0 0 0  
すさみ町和深川 2/27 3/13 0 0 0 0  
白浜町口ヶ谷 2/27 3/13 0 0 0 0  
串本町重畳山 2/27 3/13 0 0 0 0  
那智勝浦町井関 2/27 3/13 0 0 0 0  
新宮市木ノ川 2/27 3/13 0 0 0 0  

 
調査方法：定点における雑木林の落葉 50 リットルを採集し、落葉中のチャバネアオカメ

ムシ成虫数を計数した。 
概要：県内 47 地点のチャバネアオカメムシ越冬成虫数は、落葉 50 リットル当たり平均
   0.0 頭（前年 0.3 頭、平年 0.5 頭)、捕獲地点率は 2.2％（前年 21.7％、平年 21.1
   ％）で平年よりも少なかった。 
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 ｂ）誘殺状況（予察灯：100Ｗ水銀灯）  （予察ほ場：有田川町奥）  

調査時期 
月・半旬 

チャバネアオ 
カメムシ 

ツヤアオ 
カメムシ 

クサギ 
カメムシ 

 
 合計 

4.1   0   0   0   0 
 2   0   0   0   0 
 3   0   0   0   0 
 4   0   0   0   0 
 5   0   0   0   0 
 6   1   3   0   4 
5.1   1   2   0   3 
 2   0   1   0   1 
 3   0   0   0   0 
 4   0   1   0   1 
 5   0   0   0   0 
 6   0   1   0   1 
6.1   0   0   0   0 
 2   1   2   0   3 
 3   1   0   0   1 
 4   0   0   0   0 
 5   0   0   0   0 
 6   1   1   0   2 
7.1   1   1   2   4 
 2   2   1   1   4 
 3   7   0   3  10 
 4   6   1   6  13 
 5   2   2   3   7 
 6   4   3   1   8 
8.1   6  11  12  29 
 2   8  11  15  34 
 3  15  32  40  87 
 4 111  68 132 311 
 5  60  18  61 139 
 6 171  43  80 294 
9.1 294  20  37 351 
 2 192  42  28 262 
 3 856 629  35 1520  
 4 730 747  25 1502  
 5 245 136   5 386 
 6 1026  171  64 1261  
10.1  17   6   2  25 
 2   8  14   1  23 
 3   0   3   0   3 
 4   0   6   0   6 
 5   0   4   0   4 
 6   0   2   0   2 

 
  概要：チャバネアオカメムシは４月第６半旬から 10 月第２半旬まで誘殺され、８月

第６半旬から９月第６半旬の誘殺数が特に多かった。 
     ツヤアオカメムシは４月第６半旬から誘殺され始め、９月第３半旬および第

４半旬の誘殺数が特に多かった。 
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２）カ キ 
           
（１） 生育状況（予察ほ場：紀の川市粉河）       
 
 
 
 
 
 

注）－は平年より早く、＋は平年より遅いことを示す（単位：日） 
概要：平核無の発芽期は平年並であったが、展葉期は早かった。開花期はやや早く、収穫期も

やや早くなった。 
    富有の発芽期はやや早く、展葉期は早かった。開花期はやや早かったが、収穫期はやや

遅くなった。 
 
（２）炭疽病       
  ａ）越冬病斑調査（予察ほ場：紀の川市粉河） 
 
 
 
 
概要：枝の越冬病斑は、富有、平核無ともにみられなかった。 

 
 
  ｂ）発病状況調査（予察ほ場：紀の川市粉河） 
 
 
 
 
 
 

概要：平核無、富有ともに枝および果実の発病はみられなかった。 
 

 
 
（３）うどんこ病   
   ａ）子のう殻越冬密度調査（予察ほ場：紀の川市粉河） 
 
 
 
 
 
 

概要：枝の子のう殻は、平核無、富有ともに平年並であった。 
 
  ｂ）発病状況調査（予察ほ場：紀の川市粉河）  
 
 
 
 
 
 
概要：葉の発病は、平核無では平年並、富有ではやや少なかった。 

 

品   種 調査項目 3月16日 平年
平核無 発病枝率(%) 0.0 0.0
富  有 発病枝率(%) 0.0 0.4

品   種 調査項目 9月13日 平年
平核無 発病果率(%) 0.0 0.5

発病枝率(%) 0.0 0.0
富  有 発病果率(%) 0.0 2.1

発病枝率(%) 0.0 0.3

品   種 調査項目

本年 平年 本年 平年
平核無 3月16日 1.3 2.0 0.01 0.02
富  有 3月16日 0.0 2.5 0.00 0.03

子のう殻
付着枝率

1枝当たりの
子のう殻数

品   種 調査項目 9月13日 10月11日
平核無 発病葉率(%) 0.7 4.7

発 病 度 0.1 1.6
富  有 発病葉率(%) 0.7 0.3

発 病 度 0.1 0.0

14.4
7.7
6.5
1.7

平年

開花期
品　 種 発芽期 展葉期 始　期 最盛期 終　期 収穫盛期
平核無 本    年 3月11日 3月20日 5月4日 5月6日 5月11日 10月24日

平 年 比 - 1 - 9 - 5 - 5 - 3 - 3
富   有 本    年 3月13日 3月27日 5月13日 5月15日 5月17日 11月24日

平 年 比 - 3 - 8 - 3 - 3 - 5 +5
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（４）落葉病                     
   ａ）発病状況調査（予察ほ場：紀の川市粉河）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
概要：角斑落葉病の発病は、平核無では平年並、富有ではやや多かった。 
   円星落葉病の発病は、平核無、富有ともに平年並であった。 
注）平年値については、令和元年が欠測。 

 
 
（５）ハマキムシ類（付表１参照） 
 
概要：チャハマキは４月２半旬から誘殺され始め、４月２～５半旬、10月３～６半旬の誘

殺数が多かった。 
チャノコカクモンハマキは４月２半旬から誘殺され始め、４月２半旬～５月３半旬、
６月４半旬～５半旬の誘殺数が多かった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

品   種 種　　　類 調査項目 9月13日 10月11日 平年
平核無 角斑落葉病 発病葉率(%) 39.7 77.7 63.0

発 病 度 13.0 27.8 25.2
円星落葉病 発病葉率(%) 1.0 71.3 67.0

発 病 度 0.3 40.9 37.9
富　 有 角斑落葉病 発病葉率(%) 27.3 74.3 44.5

発 病 度 6.4 31.1 19.2
円星落葉病 発病葉率(%) 0.0 69.7 78.8

発 病 度 0.0 38.7 46.6
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（６）アザミウマ類 
  ａ）誘殺状況（黄色粘着トラップ）（予察ほ場：紀の川市粉河）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）20×20㎝の黄色粘着板１基当たりの表裏合計の虫数を示す。 
概要：チャノキイロアザミウマは４月４半旬から誘殺され始め、６月６半旬～７月第２ 

半旬の誘殺数が多かった。 
カキクダアザミウマは６月２半旬から誘殺され始め、６月４半旬～５半旬に発生 
のピークが認められた。 
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（７）カメムシ類 
   ａ）誘殺状況（予察灯：100Ｗ水銀灯）（予察ほ場：紀の川市粉河） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
概要：チャバネアオカメムシは５月２半旬から誘殺され始め、８月３半旬～10月１半旬に

誘殺数が多かった。 
   ツヤアオカメムシは４月６半旬から誘殺され始め、９月３半旬～10月２半旬に誘殺

数が多かった。 
 

1 0 0 0 0
2 0 0 0 0
3 0 0 0 0
4 0 0 0 0
5 0 0 0 0
6 0 3 0 3
1 0 3 0 3
2 1 2 0 3
3 0 1 0 1
4 5 2 0 7
5 1 4 0 5
6 18 23 8 49
1 7 3 2 12
2 2 1 1 4
3 5 5 13 23
4 3 2 5 10
5 7 0 8 15
6 12 1 17 30
1 16 1 25 42
2 45 0 40 85
3 26 2 52 80
4 27 3 80 110
5 42 4 164 210
6 60 7 302 369
1 51 8 137 196
2 26 4 109 139
3 151 17 266 434
4 483 32 620 1135
5 857 43 996 1896
6 426 16 423 865
1 1418 93 425 1936
2 548 45 81 674
3 3677 732 228 4637
4 1784 320 203 2307
5 356 163 31 550
6 2364 683 77 3124
1 206 54 1 261
2 12 183 0 195
3 0 48 0 48
4 8 4 0 12
5 0 1 0 1
6 0 0 0 0

9･

10･

チャバネアオ
カメムシ

4･

5･

6･

7･

ツヤアオ
カメムシ

クサギ
カメムシ月・半旬 合計

調査時期

8･

-152-



 ３）モ モ  
         
（１） 生育状況（予察ほ場：紀の川市粉河） 
 
 
 
 
 
 注）－は平年より早く、＋は平年より遅いことを示す（単位：日） 
 
概要：白鳳の発芽期は平年並であったが、開花期は早く、収穫期はやや早かった。 
 

 
（２）ナシヒメシンクイ（付表１参照） 
概要：ナシヒメシンクイは４月２半旬から誘殺され始め、４月２～４半旬、５月４～６半

旬、７月６半旬～８月１半旬に誘殺数が多かった。 
 
（３）モモハモグリガ（付表１参照） 
概要：モモハモグリガは５月第１半旬から誘殺され始め、５月２半旬、６月４～５半旬、

７月４～５半旬に誘殺数が多かった。 
 

（４）コスカシバ（付表１参照） 
概要：コスカシバは４月５半旬から誘殺され始め、６月５半旬、７月５半旬、９月６半旬

～10月１半旬に誘殺数が多かった。 
 

（５）モモシンクイガ（付表２参照） 
概要：モモシンクイガは５月５半旬から７月６半旬まで誘殺された。誘殺数はやや少なかった。 
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付表１）誘殺状況（フェロモントラップ）    （予察ほ場：紀の川市粉河） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）ナシヒメシンクイとモモハモグリガの平年値については、平成25年が欠測。 
 
 
 
 
 
 
 

月・半旬 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年

4・ 1 0 5.1 0 1.8 0 27.1 0 0.7 0 0.0
2 31 5.6 11 2.9 72 17.0 0 0.1 0 0.0
3 20 8.1 9 5.4 19 14.9 0 0.2 0 0.0
4 12 5.8 17 11.6 16 16.1 0 0.0 0 0.1
5 6 7.0 17 23.6 6 9.4 0 0.1 1 0.1
6 3 2.3 13 30.4 2 6.1 0 0.0 0 0.7

5・ 1 2 4.7 25 33.8 4 11.1 4 1.0 0 0.9
2 1 3.4 21 27.9 1 12.3 9 3.6 1 0.6
3 1 3.8 14 19.7 5 3.2 3 4.0 0 0.6
4 1 2.0 3 8.8 16 4.6 2 2.1 2 0.9
5 1 1.2 3 2.2 15 8.3 2 1.2 0 1.7
6 0 1.6 0 0.9 18 19.2 0 0.8 0 1.0

6・ 1 1 0.3 0 3.6 8 23.3 0 0.8 0 1.5
2 0 0.4 1 2.6 8 13.9 1 1.3 0 1.8
3 0 0.2 9 6.0 2 11.8 1 2.0 0 1.3
4 1 0.5 30 6.0 4 12.2 11 2.1 1 0.7
5 3 0.4 30 9.8 4 12.0 10 4.0 4 1.7
6 2 1.2 4 9.3 3 12.9 4 1.9 2 0.7

7・ 1 1 1.2 3 9.3 4 15.2 7 1.0 2 0.7
2 0 1.6 3 5.5 5 12.9 8 2.4 2 0.5
3 0 0.5 4 3.1 9 19.3 9 3.1 1 0.5
4 0 0.3 5 2.1 12 18.6 13 3.4 2 0.9
5 0 0.4 8 2.8 11 17.4 11 2.8 4 1.2
6 2 0.8 13 6.0 24 20.8 2 2.4 2 1.8

8・ 1 1 0.3 14 5.8 15 21.8 0 2.4 0 1.3
2 0 0.8 10 3.1 10 19.7 0 2.2 0 2.1
3 0 0.8 8 3.9 9 21.9 0 1.2 0 1.5
4 0 0.2 1 2.1 0 22.1 3 0.8 0 1.1
5 0 0.2 0 0.9 4 22.4 2 0.6 0 2.1
6 3 0.6 2 1.1 2 25.8 1 0.4 1 1.5

9・ 1 3 1.1 4 0.8 4 15.6 0 0.6 0 2.3
2 1 1.4 4 1.7 6 17.2 1 1.6 1 2.0
3 0 0.9 0 3.7 1 14.8 4 3.2 1 2.9
4 3 1.1 1 5.2 2 12.1 0 4.7 2 3.4
5 1 1.2 5 9.7 5 8.3 5 5.3 2 6.7
6 1 1.3 7 10.9 4 5.1 5 3.8 6 6.0

10・ 1 1 2.1 9 11.0 4 2.2 4 3.9 7 4.1
2 3 3.2 4 8.4 8 2.0 5 1.2 0 2.9
3 11 3.5 10 9.3 1 1.1 2 1.2 1 0.4
4 9 1.7 3 6.0 4 0.7 1 0.6 2 0.3
5 16 2.1 7 4.3 1 0.1 0 0.1 2 0.0
6 20 1.4 10 2.9 1 0.2 1 0.0 1 0.0

161 82.3 342 325.9 349 552.9 131 74.9 50 60.5

チャノコカクモンハマキ

合　計

ナシヒメシンクイ モモハモグリガ コスカシバ調査時期 チャハマキ
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付表２）誘殺状況（フェロモントラップ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

注）かつらぎ町東渋田の平年値については、平成 25 年が欠測。 

 

モモシンクイガ

月・半旬 本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年

4・ 1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

5・ 1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
3 0 0.0 0 0.1 0 0.0 0 0.0
4 0 0.0 0 0.1 0 0.0 0 0.2
5 0 0.0 0 0.2 0 0.0 1 0.6
6 0 0.0 0 0.4 0 0.0 1 1.0

6・ 1 0 0.0 0 0.0 0 0.6 0 0.6
2 0 0.0 0 0.0 0 1.0 0 1.1
3 0 0.0 0 0.0 0 1.6 1 2.2
4 0 0.0 0 0.1 1 1.2 1 1.9
5 0 0.0 0 0.0 1 3.4 1 1.7
6 0 0.0 0 0.0 1 2.6 2 2.1

7・ 1 0 0.0 0 0.0 1 1.7 2 2.0
2 0 0.0 0 0.0 1 1.1 1 0.9
3 0 0.0 0 0.0 1 0.9 3 1.3
4 0 0.0 0 0.1 1 1.7 3 1.7
5 0 0.0 0 0.0 1 1.2 2 0.4
6 0 0.0 0 0.0 1 1.3 1 0.8

8・ 1 0 0.0 0 0.0 0 0.7 0 0.7
2 0 0.0 0 0.1 0 0.9 0 0.4
3 0 0.0 0 0.0 0 1.3 0 0.7
4 0 0.0 0 0.0 0 0.3 0 0.4
5 0 0.0 0 0.0 0 0.4 0 0.3
6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

9・ 1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

10・ 1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0
6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

0 0.0 0 1.1 9 21.9 19 21.0

かつらぎ町
東渋田

（モモ園）

合　計

調査時期
紀の川市
桃山町元

（モモ園）

紀の川市杉原
（ナシ園）

予察ほ場
紀の川市粉河
（モモ園）
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４）ウ メ 

 

（１）生育状況（予察ほ場：みなべ町東本庄） 

  開花期 発芽期 収穫期※ 

品種 始期 盛期 終期   始期 盛期 終期 

南高 ２/13 ２/20 ３/２ ３/14 ５/31 ５/31 ６/９ 

※収穫期は青ウメでの時期 

 

（２）黒星病 

  ａ）果実発病調査（予察ほ場：みなべ町東本庄） 

  調査月日 

 調査項目      ５月１日 ５月 15 日 ５月 23 日 ６月１日 

 発病果率％             21.1 77.0 91.9 97.6 

 発病度 9.2 36.5 68.4 87.6 

注）品種：南高 ３樹(無防除）、１樹 100 果調査 

  概要：果実での初発は５月上旬で、５月中旬にかけて増加した。 
 
  ｂ）新梢発病調査（予察ほ場：みなべ町東本庄） 

  調査月日 

 調査項目      ６月 23 日 ７月 27 日 ８月 25 日 

 発病新梢率％             19.3 42.7 42.7 

注）品種：南高 ３樹(無防除）、１樹 50 新梢（徒長枝）調査 

  概要：新梢での発病は６月下旬から認められ、７月下旬にかけて増加した。 

 

（３）かいよう病  

  ａ）果実発病調査（予察ほ場：みなべ町東本庄） 

  調査月日 

 調査項目      ４月３日 ４月 10 日 ４月 18 日 ４月 25 日 ５月１日 

 発病果率％             0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 発病度 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

注）品種：南高 ３樹(無防除）、１樹 100 果調査 

  概要：果実発病は認められなかった。 
 
  ｂ）新梢発病調査（予察ほ場：みなべ町東本庄） 

  調査月日 

 調査項目      ６月 23 日 ７月 27 日 ８月 25 日 

 発病新梢率％             4.7 2.0 2.0 

注）品種：南高 ３樹(無防除）、１樹 50 新梢（徒長枝）調査 

  概要：６月下旬から新梢の発病が認められた。 

 

（４）すす斑病 

  ａ）果実発病調査（予察ほ場：みなべ町東本庄） 

  調査月日 

 調査項目      ６月１日 

 発病果率％             7.2  

 発病度 4.2  

注）品種：南高 ３樹(無防除）、１樹あたり全着果数を調査 

  概要：果実での初発は６月上旬であった。その後は黒星病多発のため調査できなかった。 
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（５）ハダニ類 

 ａ）発生状況調査（予察ほ場：みなべ町東本庄） 

調査時期  100 葉あたり   調査時期  100 葉あたり 

月・半旬  雌成虫数   月・半旬  雌成虫数 

4. 1   13   8. 1   6  

2   5   2   10  

3   13   3   20  

4   18   4   31  

5   10   5   11  

6   9   6   33  

5. 1   17   9. 1   14  

2   16   2   32  

3   24   3   15  

4   37   4   9  

5   91   5   10  

6   80   6   9  

6. 1   52   10. 1   5  

2   80   2   9  

3   73   3   11  

4   45   4   24  

5   33   5   25  

6   33   6   10  

7. 1   13        

2   4        

3   5        

4   7        

5   3        

6     13               

注）品種：南高 ２樹平均 無防除 

    概要：４月第１半旬から 10 月第６半旬にハダニ類の発生を確認した。 

  

-157-



（６）カメムシ類 

  ａ）誘殺状況（予察灯：100Ｗ水銀灯） （予察ほ場：みなべ町東本庄） 

調査時期  ﾁｬﾊﾞﾈｱｵ   ﾂﾔｱｵ   ｸｻｷﾞ  

月・半旬  ｶﾒﾑｼ   ｶﾒﾑｼ   ｶﾒﾑｼ 合 計 

4. 1   0   0   0  0  

2   1   0   0  1  

3   0   2   0  2  

4   3   14   0  17  

5   1   8   1  10  

6   0   4   0  4  

5. 1   0   6   0  6  

2   1   21   0  22  

3   1   3   0  4  

4   53   41   0  94  

5   17   50   0  67  

6   11   123   0  134  

6. 1   30   236   0  266  

2   5   19   0  24  

3   46   39   0  85  

4   40   8   0  48  

5   42   14   0  56  

6   100   22   1  123  

7. 1   95   11   0  106  

2   81   10   0  91  

3   42   6   1  49  

4   83   4   4  91  

5   88   10   13  111  

6   173   34   49  256  

8. 1   221   35   113  369  

2   548   149   199  896  

3   540   158   225  923  

4   1064   355   445  1864  

5   1688   164   370  2222  

6   2877   189   312  3378  

9. 1   5291   1422   240  6953  

2   2936   2321   59  5316  

3   9305   6665   207  16177  

4   5658   4706   174  10538  

5   1410   1016   33  2459  

6   4502   4704   84  9290  

10. 1   281   1543   3  1827  

2   20   292   0  312  

3   1   358   0  359  

4   8   968   0  976  

5   0   13   0  13  

6     0   0   0  0   

  概要：チャバネアオカメムシは４月第２半旬から 10 月第４半旬まで誘殺され、８月第４半     

旬から９月第６半旬の誘殺数が特に多かった。 

         ツヤアオカメムシは４月第３半旬から 10 月第５半旬まで誘殺され、９月第１半旬か     

ら 10 月第１半旬の誘殺数が特に多かった。 
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（７）ウメシロカイガラムシ 

  ａ）歩行幼虫発生状況調査（両面テープトラップ） （予察ほ場：みなべ町東本庄） 

調査時期 頭/ﾄﾗｯﾌﾟ   調査時期 頭/ﾄﾗｯﾌﾟ   調査時期 頭/ﾄﾗｯﾌﾟ 

月・半旬       月・半旬       月・半旬     

4. 1  0   6. 4  0   9. 1  2  

2  0   5  2   2  3  

3  82   6  6   3  0  

4  56   7. 1  9   4  0  

5  24   2  6   5  0  

6  0   3  0   6  0  

5. 1  4   4  0   10. 1  1  

2  5   5  0   2  0  

3  0   6  0   3  0  

4  0   8. 1  1   4  0  

5  0   2  0   5  0  

6  0   3  0   6  0  

6. 1  0   4  0       

2  0   5  0       

3   0     6   1             

注）５トラップ平均 

   概要：第１世代は４月３半旬から５月２半旬まで、第２世代は６月５半旬から７月２半旬ま

で、第３世代の発生は８月６半旬から９月２半旬にみられた。 

 

 

（８）アメリカシロヒトリ 

  ａ）雄成虫誘殺状況調査（フェロモントラップ）  （予察ほ場：みなべ町西本庄） 

調査時期 頭/ﾄﾗｯﾌﾟ   調査時期 頭/ﾄﾗｯﾌﾟ   調査時期 頭/ﾄﾗｯﾌﾟ 

月・半旬       月・半旬      月・半旬    

4. 1  0   6. 4  0   9. 1  0  

2  0   5  0   2  0  

3  0   6  0   3  0  

4  0   7. 1  0   4  0  

5  0   2  0   5  0  

6  0   3  0   6  0  

5. 1  0   4  0       

2  0   5  0       

3  0   6  0       

4  0   8. 1  0       

5  0   2  0       

6  0   3  0       

6. 1  0   4  0       

2  0   5  0       

3   0     6   0             

   概要：アメリカシロヒトリは確認されなかった。 

-159-



 2.巡回調査結果
　１）カンキツ
(1)６月調査
(11～12日） 2023年

灰色
かび
病

こは
ん
症

アブラ
ムシ
類

ハナ
ムグ
リ類

ナメクジ
類

下津 8 0.8 0.1 5.4 2.7 9.6 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0 19.2 46.7 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0

ｳﾝｼｭｳ 有田 12 0.6 0.1 0.0 0.0 6.1 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0 13.3 55.3 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 0.1 0.0

ﾐｶﾝ 日高 7 1.0 0.1 5.7 0.0 5.7 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 32.9 103.3 0.0 0.0 10.7 1.4 0.0 0.1 0.0

西牟婁 6 1.1 0.2 2.2 0.8 3.3 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0 1.1 1.1 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0 0.0 0.0

平均 33 1.2 0.2 2.9 1.5 6.4 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0 16.7 53.5 0.0 0.0 2.3 1.2 0.0 0.1 0.0

発生ほ場率（%） 21.2 21.2 0.0 3.0 0.0 45.5 0.0 3.0 18.2 6.1 0.0

八朔 平均 6 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 1.7 0.4 0.1 0.0 0.0 2.2 2.8 0.0 0.0 0.0 4.4 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

夏橙 平均 6 1.1 0.2 1.1 0.3 2.8 2.2 0.3 1.1 0.2 0.0 11.7 28.9 0.0 0.0 0.0 3.9 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

ﾈｰﾌﾞﾙ 平均 3 17.8 5.4 0.0 0.0 3.3 1.1 0.2 1.1 0.2 0.0 33.3 125.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

伊予柑 平均 4 1.7 1.0 0.0 0.0 1.7 0.8 0.6 0.4 0.1 0.0 1.7 2.5 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

清見 平均 5 4.0 0.9 0.0 0.0 11.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.3 14.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

不知火 平均 5 1.3 0.3 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.7 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

中晩柑 平均 30 2.8 0.8 0.2 0.1 3.4 1.0 0.24 0.4 0.1 0.0 8.7 22.7 0.0 0.0 0.0 1.9 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%） 30.0 3.3 43.3 16.7 33.3 0.0 30.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0

カンキツ総平均 63 2.1 0.52 1.6 0.79 4.9 0.5 0.11 0.2 0.03 0.0 12.9 38.8 0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%） 25.4 12.7 63.5 7.9 17.5 0.0 38.1 0.0 3.2 19.0 3.2 0.0

そうか病

品
種

地
区

調
査
ほ
場
数

黒点病

発病
果率
（％）

発病
度

発病
果率
（％）

発病
度

発病
果率
（％）

かいよう病 ミカンハダニ
チャノキイロ
アザミウマ

ゴマダラ
カミキリ

寄生
果率
（％）

発病
果率
（％）

発病
度

発病
葉率
（％）

発病
度

発生
果率
（％）

寄生
葉率
（％）

♀成
虫数
（頭／
100
葉）

虫数
（頭／
100
果）

寄生
枝率
（％）

被害
果率
（％）

食害
（被
害樹
率％

）

成虫
数

（頭／
ほ場）

被害
果率
（％）
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(2)7月調査
(11、14日） 2023年

灰色
かび
病

こは
ん
症

アブラ
ムシ
類

ハナ
ムグ
リ類

ナメクジ
類

下津 8 10.4 1.7 3.8 1.0 5.4 2.5 0.7 0.4 0.06 0.0 42.9 297.9 0.4 0.4 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

ｳﾝｼｭｳ 有田 12 6.9 1.2 0.6 0.1 3.6 0.3 0.0 0.1 0.01 0.0 10.8 15.6 0.0 0.0 4.2 1.1 0.0 0.0 0.0

ﾐｶﾝ 日高 8 10.4 1.7 17.1 0.1 3.8 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 1.3 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

西牟婁 6 13.9 2.3 5.6 1.6 5.6 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0 16.7 51.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均 34 8.5 2.2 6.1 2.5 4.4 0.7 0.2 0.2 0.03 0.0 17.2 85.4 0.1 0.1 1.8 0.4 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%） 50.0 26.5 8.8 20.6 0.0 50.0 2.9 5.9 8.8 0.0 0.0

八朔 平均 6 2.8 0.4 0.0 0.0 3.3 0.0 0.0 0.2 0.1 0.0 12.8 32.8 0.0 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

夏橙 平均 6 15.0 6.0 0.0 0.0 1.7 1.7 0.2 1.4 0.2 0.0 2.8 2.8 0.0 0.0 0.0 4.4 0.0 0.2 0.6

発生ほ場率（%）

ﾈｰﾌﾞﾙ 平均 3 25.6 7.8 0.0 0.0 0.0 3.3 0.5 3.3 0.5 0.0 2.2 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

伊予柑 平均 4 7.5 1.3 0.0 0.0 0.0 10.0 2.6 0.0 0.0 0.0 6.7 9.2 4.2 8.3 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

清見 平均 6 5.0 1.7 0.0 0.0 6.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3 4.4 0.0 0.0 0.0 2.2 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

不知火 平均 5 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.3 6.7 0.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 0.7

発生ほ場率（%）

中晩柑 平均 30 7.5 2.4 0.0 0.0 2.2 2.0 0.44 0.5 0.1 0.0 5.8 10.6 0.6 1.1 0.0 2.2 0.0 0.0 0.2

発生ほ場率（%） 46.7 0.0 33.3 20.0 26.7 0.0 30.0 3.3 0.0 23.3 3.3 6.7

カンキツ総平均 64 8.5 2.42 3.2 1.31 3.4 1.3 0.31 0.3 0.05 0.0 11.8 50.3 0.3 0.6 0.0 1.3 0.0 0.0 0.1

発生ほ場率（%） 48.4 14.1 50.0 14.1 23.4 0.0 40.6 3.1 6.3 15.6 1.6 3.1

虫数
（頭／
100
果）

寄生
枝率
（％）

被害
果率
（％）

食害
（被
害樹
率％

）

成虫
数

（頭／
ほ場）

被害
果率
（％）

ゴマダラ
カミキリ

寄生
果率
（％）

発病
果率
（％）

発病
度

発病
葉率
（％）

発病
度

発生
果率
（％）

寄生
葉率
（％）

♀成
虫数
（頭／
100
葉）

発病
果率
（％）

かいよう病 ミカンハダニ
チャノキイロ
アザミウマ

そうか病

品
種

地
区

調
査
ほ
場
数

黒点病

発病
果率
（％）

発病
度

発病
果率
（％）

発病
度
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(3)８月調査
(17～18日） 2023年

灰色
かび
病

こは
ん
症

アブラ
ムシ
類

ハナ
ムグ
リ類

ナメクジ
類

下津 8 8.3 1.5 2.9 0.5 2.1 0.0 0.0 0.1 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0

ｳﾝｼｭｳ 有田 12 5.6 1.0 1.1 0.2 2.5 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0

ﾐｶﾝ 日高 8 8.3 1.5 15.0 0.2 0.8 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 11.7 38.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

西牟婁 6 11.1 2.1 2.8 1.0 2.2 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 0.6

平均 34 11.2 2.2 5.1 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.01 0.0 2.7 9.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.1

発生ほ場率（%） 52.9 26.5 0.0 5.9 0.0 8.8 0.0 0.0 14.7 0.0 2.9

八朔 平均 6 17.8 4.1 0.0 0.0 3.3 3.3 0.8 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 0.6

発生ほ場率（%）

夏橙 平均 6 28.3 11.7 0.0 0.0 2.2 4.4 0.8 1.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.9 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

ﾈｰﾌﾞﾙ 平均 3 37.8 6.7 0.0 0.0 2.2 8.9 2.5 8.9 2.5 0.0 34.4 154.4 0.0 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

伊予柑 平均 4 11.7 2.6 0.0 0.0 0.8 7.5 2.0 0.3 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

清見 平均 6 5.6 1.0 0.0 0.0 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

不知火 平均 5 26.7 2.7 0.0 0.0 0.0 2.0 0.3 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 0.7 0.0 4.7 0.0 0.0 0.0

発生ほ場率（%）

中晩柑 平均 30 17.7 4.8 0.0 0.0 2.0 3.8 0.89 0.4 0.1 1.3 3.4 15.4 0.1 0.1 0.0 5.9 0.0 0.0 0.1

発生ほ場率（%） 66.7 0.0 30.0 46.7 26.7 10.0 6.7 3.3 0.0 63.3 0.0 3.3

カンキツ総平均 64 15.4 3.71 2.7 1.06 2.0 1.8 0.42 0.2 0.03 0.0 3.1 12.0 0.1 0.1 0.0 3.2 0.0 0.0 0.1

発生ほ場率（%） 59.4 14.1 34.4 21.9 15.6 4.7 7.8 1.6 0.0 37.5 0.0 3.1

虫数
（頭／
100
果）

寄生
枝率
（％）

被害
果率
（％）

食害
（被
害樹
率％

）

成虫
数

（頭／
ほ場）

被害
果率
（％）

ゴマダラ
カミキリ

寄生
果率
（％）

発病
果率
（％）

発病
度

発病
葉率
（％）

発病
度

発生
果率
（％）

寄生
葉率
（％）

♀成
虫数
（頭／
100
葉）

発病
果率
（％）

かいよう病 ミカンハダニ
チャノキイロ
アザミウマ

そうか病

品
種

地
区

調
査
ほ
場
数

黒点病

発病
果率
（％）

発病
度

発病
果率
（％）

発病
度
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(4)10月調査 病害
(16,20日) 2023年

褐色
腐敗
病

緑か
び病

こはん
症

下津 8 42.5 7.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.01 - - 0.0

ｳﾝｼｭｳ 有田 12 28.3 4.8 0.0 0.0 0.6 0.2 0.0 0.00 - - 0.0

ﾐｶﾝ 日高 8 42.5 7.3 4.6 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 - - 0.0

西牟婁 6 56.7 9.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 - - 0.0

平均 34 45.5 8.7 1.1 0.4 0.2 0.1 0.0 0.00 - - 0.0

発生ほ場率（%） 94.1 5.9 2.9 5.9 0.0 2.9 0.0

八朔 平均 6 19.4 6.0 0.0 0.0 2.8 1.8 0.0 0.0 - - 0.0

発生ほ場率（%） 0.0 0.0

夏橙 平均 6 27.8 10.8 0.0 0.0 7.2 2.1 0.6 0.1 - - 0.0

発生ほ場率（%） 0.0 0.0

ﾈｰﾌﾞﾙ 平均 3 52.2 9.0 0.0 0.0 13.3 5.1 13.3 5.1 - - 0.0

発生ほ場率（%） 0.0 0.0

伊予柑 平均 4 19.2 8.0 0.0 0.0 5.0 1.4 0.4 0.1 - - 51.8

発生ほ場率（%） 0.0 0.0

清見 平均 6 7.8 1.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0

発生ほ場率（%） 0.0 0.0

不知火 平均 5 16.7 0.2 0.0 0.0 0.7 0.1 0.0 0.0 - - 0.0

発生ほ場率（%） 0.0 0.0

中晩柑 平均 30 19.0 5.9 0.0 0.0 4.1 1.51 0.3 0.1 - - 6.9

発生ほ場率（%） 56.7 0.0 26.7 16.7 0.0 6.7 13.3

カンキツ総平均 64 34.3 7.75 0.6 0.23 2.0 0.75 0.2 0.03 - - 0.0

発生ほ場率（%） 76.6 3.1 14.1 10.9 0.0 4.7 6.3

発病
果率
（％）

発病
度

発病
葉率
（％）

発病
度

かいよう病

発病
果率
（％）

発病
果率
（％）

発生
果率
（％）

品
種

地
区

調
査
ほ
場
数

黒点病 そうか病

発病
果率
（％）

発病
度

発病
果率
（％）

発病
度
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(4)10月調査
(16,20日)

下津

ｳﾝｼｭｳ 有田

ﾐｶﾝ 日高

西牟婁

平均

発生ほ場率（%）

八朔 平均

発生ほ場率（%）

夏橙 平均

発生ほ場率（%）

ﾈｰﾌﾞﾙ 平均

発生ほ場率（%）

伊予柑 平均

発生ほ場率（%）

清見 平均

発生ほ場率（%）

不知火 平均

発生ほ場率（%）

中晩柑 平均

発生ほ場率（%）

カンキツ総平均

発生ほ場率（%）

品
種

地
区

虫害
2023年

ハナ
ムグ
リ類

ヤノネ
カイガ
ラム
シ

ヤガ
コナカ
イガラ
ムシ

ナメク
ジ類

被害
果率
（％）

被
害
度

被害
果率
（％）

被
害
度

8 5.4 12.1 0.0 5.8 1.4 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12 0.8 0.8 0.0 0.6 0.1 1.4 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8 12.1 16.7 0.0 4.6 0.9 0.4 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6 2.2 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

34 4.8 7.5 0.0 2.6 0.6 0.6 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

29.4 23.5 8.8 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0

6 0.0 0.0 0.0 2.2 0.4 1.1 0.6 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2

0.0 33.3 33.3 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7

6 8.9 16.1 0.0 0.6 0.1 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

50.0 16.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 0.0 0.0 0.0 1.1 0.6 2.2 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 23.3 55.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

50.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 0.0 0.0 0.0 9.3 2.2 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 60.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30 4.9 10.6 0.0 2.2 0.5 0.6 0.3 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16.7 23.3 13.3 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.3

64 4.8 9.0 0.0 2.4 0.5 0.6 0.2 0.2 0.052 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

23.4 23.4 10.9 9.4 1.6 0.0 0.0 0.0 1.6

被害
果率
（％）

果梗部
被害
果率
（％）

被害
果率
（％）

被害
果率
（％）

調
査
ほ
場
数

ミカンハダニ
チャノキイロ
アザミウマ

果頂部
寄生
葉率
（％）

♀成
虫数
（頭／
100
葉）

春
葉
被
害
度

ゴマダラ
カミキリ

寄生
率

（％）

食害
（被
害樹
率％

）

成虫
数

（頭／
ほ場）
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２）カキ
（１）５月調査（15,16日）

　　調査品種：富有

炭疽病 灰色かび病
フジコナ

カイガラムシ
カキクダ

アザミウマ
マイマイガ

カンザワ
ハダニ

No. 字名
発病

新梢率
発病
葉率

発病
度

発病
新梢率

寄生
花蕾率

被害
葉率

被害
葉率

被害
葉率

橋本市 1 柏　原 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 市　脇 0.0 1.0 0.1 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 学文路 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 山　田 0.0 1.0 0.1 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 大　野 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

九度山町 6 広　良 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 入　郷 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 8 広　浦 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9 丁ノ町 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 西飯降 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

11 東渋田 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀の川市 12 野　上 0.0 13.0 1.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13 切　畑 0.0 1.0 0.1 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14 調　月 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀美野町 15 赤　木 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16 鎌　滝 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 1.2 0.1 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0

0 7 7 0 0 0 0

0.0 43.8 43.8 0.0 0.0 0.0 0.0

100葉、50果、50新梢調査

　　調査品種：刀根早生、平核無

灰色かび病
フジコナ

カイガラムシ
カキクダ
アザミウマ

チャノキイ
ロアザミウ

マ
マイマイガ

カンザ
ワ

ハダニ

No. 字名
発病
葉率

発病
度

発病
新梢率

寄生
花蕾率

被害
葉率

被害
果率

被害
葉率

被害
葉率

橋本市 1 柏　原 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 市　脇 平核無 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 学文路 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 南馬場 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 大　野 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

九度山町 6 広　良 刀根早生 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 入　郷 刀根早生 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 8 広　浦 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9 柏　木 刀根早生 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 丁ノ町 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

11 兄　井 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12 西渋田 刀根早生 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀の川市 13 野　上 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14 切　畑 刀根早生 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 調　月 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀美野町 16 赤　木 平核無 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

17 鎌　滝 刀根早生 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.3 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 3 0 0 0 0 0

29.4 17.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

100葉、50果、50新梢調査

　　　  発生ほ場数

発生ほ場率（％）

市町村

調査場所

品種

うどんこ病

平均

市町村

調査場所 うどんこ病

平均

　　　  発生ほ場数

発生ほ場率（％）
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（２）６月調査（12,13日）

　　調査品種：富有

市町村調査場所 炭疽病 うどんこ病 灰色かび病
カキノヘ
タムシガ

フジコナ
カイガラムシ

ハマキムシ類
カキクダ

アザミウマ
さび果症

No. 字名
発病
果率

発病
葉率

発病度
発病
果率

発病
葉率

被害
果率

寄生
果率

被害
果率

被害
葉率

被害
果率

橋本市 1 柏　原 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 市　脇 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 学文路 0.0 1.0 0.1 4.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 山　田 0.0 0.0 0.0 2.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 大　野 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

九度山町 6 広　良 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 入　郷 0.0 1.0 0.1 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 8 広　浦 0.0 0.0 0.0 4.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9 丁ノ町 0.0 2.0 0.2 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 西飯降 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

11 東渋田 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀の川市 12 野　上 0.0 3.0 0.3 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13 切　畑 0.0 9.0 1.1 12.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14 調　月 0.0 0.0 0.0 2.0 2.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0

紀美野町 15 赤　木 0.0 0.0 0.0 4.0 2.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0

16 鎌　滝 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均 0.0 1.1 0.1 2.6 0.5 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0

　　　  発生ほ場数 0 6 12 6 0 0 2 0 0

発生ほ場率（％） 0.0 37.5 75.0 37.5 0.0 0.0 12.5 0.0 0.0

100葉、50果調査

　　調査品種：刀根早生、平核無

市町村調査場所 品種 炭疽病 うどんこ病 灰色かび病
フジコナ

カイガラムシ
ハマキムシ類

カキクダ
アザミウマ

チャノキイロ
アザミウマ

カンザワ
ハダニ

No. 字名
発病
果率

発病
葉率

発病
度

発病
果率

発病
葉率

寄生
果率

被害
果率

被害
葉率

被害
果率

被害
果率

橋本市 1 柏　原 刀根早生 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 市　脇 平核無 0.0 0.0 0.0 4.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 学文路 刀根早生 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 南馬場 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 大　野 平核無 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

九度山町 6 広　良 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 入　郷 刀根早生 0.0 3.0 0.3 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 8 広　浦 平核無 0.0 1.0 0.1 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0

9 柏　木 刀根早生 0.0 0.0 0.0 2.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 丁ノ町 平核無 0.0 0.0 0.0 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

11 兄　井 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12 西渋田 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀の川市 13 野　上 刀根早生 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14 切　畑 刀根早生 0.0 4.0 0.4 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 調　月 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀美野町 16 赤　木 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

17 鎌　滝 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均 0.0 0.5 0.1 1.5 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1

　　　  発生ほ場数 0 4 9 3 0 0 0 0 1

発生ほ場率（％） 0.0 23.5 52.9 17.6 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9

100葉、50果調査
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（３）７月調査（11,13日）

　　調査品種：富有

炭疽病 すす点病
カキノヘ
タムシガ

フジコナ
カイガラムシ

ハマキムシ
類

カキクダ
アザミウマ

コガシラ
アワフキ

さび果症 カメムシ類

No. 字名
発病
果率

発病
葉率

発病
度

発病
果率

被害
果率

寄生
果率

被害
果率

被害
果率

被害
果率

被害
果率

被害
果率

橋本市 1 柏　原 0.0 2.0 0.2 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 市　脇 0.0 0.0 0.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 学文路 0.0 15.0 1.7 4.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 山　田 0.0 3.0 0.3 2.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 大　野 0.0 0.0 0.0 58.0 0.0 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

九度山町 6 広　良 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 入　郷 0.0 2.0 0.2 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 8 広　浦 0.0 5.0 0.5 42.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9 丁ノ町 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 西飯降 0.0 6.0 0.6 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0

11 東渋田 0.0 2.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀の川市 12 野　上 0.0 8.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

13 切　畑 0.0 19.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14 調　月 0.0 3.0 0.3 0.0 0.0 4.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀美野町 15 赤　木 4.0 2.0 0.2 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

16 鎌　滝 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 2.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.3 4.2 0.4 7.9 0.0 1.5 0.3 0.0 0.0 0.1 0.0

1 11 7 0 8 2 0 0 1 0

6.3 68.8 43.8 0.0 50.0 12.5 0.0 0.0 6.3 0.0

100葉、50果調査

　　調査品種：刀根早生、平核無

炭疽病 すす点病
フジコナ

カイガラムシ
ハマキムシ

類

カキクダ
アザミウ

マ

チャノキ
イロアザ
ミウマ

カンザワ
ハダニ

カメムシ類

No. 字名
発病
果率

発病
葉率

発病
度

発病
果率

寄生
果率

被害
果率

被害
果率

被害
果率

被害
果率

被害
果率

橋本市 1 柏　原 刀根早生 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 市　脇 平核無 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 学文路 刀根早生 0.0 4.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 南馬場 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 大　野 平核無 0.0 0.0 0.0 44.0 8.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

九度山町 6 広　良 刀根早生 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0

7 入　郷 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 8 広　浦 平核無 0.0 3.0 0.3 8.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9 柏　木 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 丁ノ町 平核無 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0

11 兄　井 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12 西渋田 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀の川市 13 野　上 刀根早生 0.0 3.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14 切　畑 刀根早生 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 調　月 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 2.0 0.0 0.0

紀美野町 16 赤　木 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

17 鎌　滝 刀根早生 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0

0.0 0.8 0.1 3.3 1.1 0.2 0.0 0.5 0.0 0.0

0 7 4 3 2 0 4 0 0

0.0 41.2 23.5 17.6 11.8 0.0 23.5 0.0 0.0

100葉、50果調査

発生ほ場率（％）

市町村

調査場所

品種

うどんこ病

平均

　　　 発生ほ場数

発生ほ場率（％）

市町村

調査場所 うどんこ病

平均

　　　 発生ほ場数
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（４）８月調査（14,16日）

　　調査品種：富有

炭疽病
角斑

落葉病
円星

落葉病
すす点病

カキノヘタ
ムシガ

フジコナ
カイガラ

ムシ

ハマキム
シ類

コガシラ
アワフキ

さび果症
カメムシ

類

No. 字名
発病
果率

発病
葉率

発病
度

発病
葉率

発病
葉率

発病
果率

被害
果率

寄生
果率

被害
果率

被害
果率

被害
果率

被害
果率

橋本市 1 柏　原 0.0 2.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 2.0 0.0 0.0 0.0

2 市　脇 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 学文路 0.0 11.0 1.5 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0

4 山　田 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 大　野 0.0 3.0 0.5 0.0 0.0 98.0 0.0 4.0 0.0 0.0 2.0 0.0

九度山町 6 広　良 0.0 2.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 入　郷 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 8 広　浦 2.0 5.0 0.5 0.0 0.0 48.0 0.0 8.0 4.0 0.0 0.0 0.0

9 丁ノ町 0.0 3.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 4.0 0.0 0.0 0.0

10 西飯降 0.0 2.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 2.0 0.0 0.0 0.0

11 東渋田 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0

紀の川市 12 野　上 0.0 8.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 4.0 0.0 0.0 0.0

13 切　畑 0.0 16.0 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 0.0 2.0 0.0

14 調　月 0.0 4.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0

紀美野町 15 赤　木 2.0 6.0 0.6 4.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 2.0

16 鎌　滝 2.0 2.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.5 4.1 0.5 0.3 0.0 11.1 0.0 2.3 1.8 0.0 0.3 0.1

4 13 1 0 5 0 8 9 0 2 1

25.0 81.3 6.3 0.0 31.3 0.0 50.0 56.3 0.0 12.5 6.3

100葉、50果調査

　　調査品種：刀根早生、平核無

炭疽病
角斑

落葉病
円星

落葉病
すす点病

フジコナ
カイガラ

ムシ

ハマキム
シ類

カキノヘタ
ムシガ

チャノキイ
ロアザミ

ウマ

カメムシ
類

No. 字名
発病
果率

発病
葉率

発病
度

発病
葉率

発病
葉率

発病
果率

寄生
果率

被害
果率

被害
果率

被害
果率

被害
果率

橋本市 1 柏　原 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 市　脇 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 学文路 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 南馬場 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 大　野 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 84.0 4.0 2.0 0.0 10.0 0.0

九度山町 6 広　良 刀根早生 0.0 2.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 入　郷 刀根早生 0.0 7.0 0.7 0.0 0.0 2.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 8 広　浦 平核無 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 24.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0

9 柏　木 刀根早生 0.0 5.0 0.5 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 丁ノ町 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0

11 兄　井 平核無 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12 西渋田 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀の川市 13 野　上 刀根早生 0.0 2.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0

14 切　畑 刀根早生 0.0 5.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

15 調　月 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀美野町 16 赤　木 平核無 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0

17 鎌　滝 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 1.4 0.2 0.1 0.0 6.9 0.2 0.4 0.0 0.9 0.1

0 7 1 0 6 1 3 0 3 1

0.0 41.2 5.9 0.0 35.3 5.9 17.6 0.0 17.6 5.9

100葉、50果調査

発生ほ場率（％）

市町村

調査場所

品種

うどんこ病

平均

　　　 発生ほ場数

発生ほ場率（％）

市町村

調査場所 うどんこ病

平均

　　　 発生ほ場数
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（５）９月調査（11,13日）

　　調査品種：富有

市町村
調査
場所

炭疽病 すす点病
カキノヘタ

ムシガ
フジコナカ
イガラムシ

ハマキム
シ類

カメムシ類
ハスモン

ヨトウ

No. 字名
発病
果率

発病
葉率

 発病度
発病
葉率

発病度
発病
葉率

発病度
発病
果率

被害
果率

寄生
果率

被害
果率

被害
果率

被害
葉率

橋本市 1 柏　原 0.0 1.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 市　脇 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 学文路 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0

4 山　田 2.0 1.0 0.1 1.0 0.2 0.0 0.0 18.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 大　野 0.0 1.0 0.1 27.0 10.0 0.0 0.0 68.0 0.0 2.0 0.0 2.0 0.0

九度山町 6 広　良 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 入　郷 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 8 広　浦 0.0 9.0 1.3 29.0 5.5 1.0 0.2 50.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0

9 丁ノ町 0.0 2.0 0.2 6.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 西飯降 0.0 1.0 0.1 1.0 0.2 1.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

11 東渋田 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀の川市 12 野　上 0.0 11.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0

13 切　畑 0.0 31.0 5.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 2.0 0.0 0.0

14 調　月 0.0 2.0 0.2 6.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0

紀美野町 15 赤　木 0.0 0.0 0.0 5.0 0.8 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0

16 鎌　滝 4.0 4.0 0.6 3.0 0.5 1.0 0.2 8.0 0.0 2.0 0.0 2.0 0.0

0.8 3.9 0.6 4.9 1.2 0.2 0.0 10.4 0.0 1.8 0.1 0.3 0.1

3 10 8 3 7 0 7 1 2 1

18.8 62.5 50.0 18.8 43.8 0.0 43.8 6.3 12.5 6.3

100葉、50果調査

　　調査品種：刀根早生、平核無

炭疽病 すす点病
カキノヘ
タムシガ

フジコナ
カイガラ
ムシ

ハマキム
シ類

カメムシ
類

ハスモン
ヨトウ

No. 字名
発病
果率

発病
葉率

 発病度
発病
葉率

発病度
発病
葉率

発病度
発病
果率

被害
果率

寄生
果率

被害
果率

被害
果率

被害
葉率

橋本市 1 柏　原 刀根早生 0.0 0.0 0.0 1.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 市　脇 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0

3 学文路 刀根早生 0.0 0.0 0.0 1.0 0.2 2.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 南馬場 平核無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0

5 大　野 平核無 0.0 0.0 0.0 9.0 1.8 0.0 0.0 38.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

九度山町 6 広　良 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 入　郷 刀根早生 0.0 20.0 8.2 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0

かつらぎ町 8 広　浦 平核無 0.0 2.0 0.2 4.0 0.7 0.0 0.0 6.0 0.0 6.0 0.0 0.0 0.0

9 柏　木 刀根早生 0.0 8.0 1.4 1.0 0.2 1.0 0.2 16.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 丁ノ町 平核無 0.0 2.0 0.2 2.0 0.3 2.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

11 兄　井 平核無 0.0 0.0 0.0 5.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12 西渋田 刀根早生 0.0 6.0 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀の川市 13 野　上 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14 切　畑 刀根早生 0.0 7.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 1.0

15 調　月 平核無 0.0 0.0 0.0 2.0 0.3 6.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀美野町 16 赤　木 平核無 0.0 1.0 0.1 3.0 0.5 1.0 0.2 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

17 鎌　滝 刀根早生 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0

0.0 2.7 0.7 1.6 0.3 0.7 0.1 5.3 0.0 0.7 0.1 0.0 0.4

0 7 9 5 8 0 4 1 0 2

0.0 41.2 52.9 29.4 47.1 0.0 23.5 5.9 0.0 11.8

100葉、50果調査

平均

　　　 発生ほ場数

発生ほ場率（％）

市町村

調査場所
角斑

落葉病
円星

落葉病

うどんこ病
角斑

落葉病
円星

落葉病

平均

　　　 発生ほ場数

発生ほ場率（％）

品種

うどんこ病
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（６）10月調査（11 ,16日）
　　調査品種：富有

炭疽病 すす点病
カキノヘ
タムシガ

フジコナカ
イガラムシ

ハマキム
シ類

カメムシ類

No. 字名
発病
果率

発病
葉率

発病
度

発病
葉率

発病
度

発病
葉率

発病
度

発病
果率

被害
果率

寄生
果率

被害
果率

被害
果率

橋本市 1 柏　原 0.0 0.0 0.0 7.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 4.0

2 市　脇 0.0 0.0 0.0 10.0 1.8 0.0 0.0 14.0 0.0 0.0 0.0 8.0

3 学文路 0.0 1.0 0.1 21.0 4.5 5.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0

4 山　田 0.0 7.0 1.3 45.0 14.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0

5 大　野 0.0 2.0 0.4 90.0 71.5 0.0 0.0 78.0 0.0 0.0 0.0 0.0

九度山町 6 広　良 0.0 4.0 0.8 6.0 1.2 2.0 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0

7 入　郷 0.0 1.0 0.1 1.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0

かつらぎ町 8 広　浦 2.0 5.0 2.2 75.0 39.3 0.0 0.0 66.0 0.0 2.0 0.0 0.0

9 丁ノ町 2.0 3.0 0.5 32.0 10.0 4.0 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0

10 西飯降 0.0 2.0 0.4 27.0 7.0 0.0 0.0 6.0 0.0 2.0 0.0 0.0

11 東渋田 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0

紀の川市 12 野　上 0.0 13.0 3.2 17.0 3.8 0.0 0.0 4.0 0.0 2.0 2.0 0.0

13 切　畑 0.0 55.0 27.4 15.0 6.2 3.0 0.7 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14 調　月 0.0 3.0 0.5 31.0 8.8 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

紀美野町 15 赤　木 0.0 0.0 0.0 8.0 1.3 2.0 0.3 2.0 0.0 0.0 0.0 2.0

16 鎌　滝 2.0 0.0 0.0 26.0 6.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0

0.4 6.0 2.3 25.7 11.1 1.0 0.2 10.9 0.0 0.5 0.1 3.1

3 11 15 5 8 0 4 1 10

18.8 68.8 93.8 31.3 50.0 0.0 25.0 6.3 62.5

100葉、50果調査

角斑
落葉病

円星
落葉病

平均

　　　　発生ほ場数

発生ほ場率（％）

市町村

調査場所 うどんこ病
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３）モモ
（１）４月調査（11日）

せん孔
細菌病

モモ
ハモグリガ

ナシヒメ
シンクイ

アブラムシ類 カイガラムシ類

No. 字名
発病
枝率

被害
葉率

被害
枝率

寄生
新梢率

寄生
枝率

紀の川市 1 杉　原 白　　鳳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 遠　方 日川白鳳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 　嶋 白　　鳳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 長田中 白　　鳳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 　元 清水白桃 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6 市　場 清水白桃 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

7 　段 白　　鳳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8 段新田 清水白桃 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 9 兄　井 白　　鳳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 東渋田 白　　鳳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

100葉叢、100結果枝　調査　

（２）５月調査（15、16日）

せん孔
細菌病

うどんこ病
モモ

ハモグリガ
ハダニ類

ナシヒメ
シンクイ

アブラムシ類 カイガラムシ類 コスカシバ

No. 字名
発病
葉率

発病
果率

被害
葉率

寄生
葉率

被害
枝率

寄生
新梢率

寄生
枝率

被害
箇所数

紀の川市 1 杉　原 白　　鳳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 遠　方 日川白鳳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 　嶋 白　　鳳 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 長田中 白　　鳳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 　元 清水白桃 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6 市　場 清水白桃 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 0.0

7 　段 白　　鳳 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0

8 段新田 清水白桃 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 9 兄　井 白　　鳳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 東渋田 白　　鳳 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0

5 0 0 0 0 0 2 0

50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0

100葉、50果、50新梢　　コスカシバ：10樹、樹高１m以下調査

発生ほ場率（％）

市町村
調査場所

品種

平均

　　　　　　　　　発生ほ場数

発生ほ場率（％）

市町村
調査場所

品種

平均

　　　　　　　　　発生ほ場数
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（３）６月調査（12、13日）

モモ
ハモグリガ

ハダニ類
ナシヒメ
シンクイ

アブラムシ
類

カイガラムシ類 カメムシ類

No. 字名
発病
葉率

発病
果率

被害
葉率

寄生
葉率

被害
枝率

寄生
新梢率

寄生
枝率

被害
果率

紀の川市 1 杉　原 白　　鳳 1.0 - 0.0 3.0 2.0 0.0 0.0 -

2 遠　方 日川白鳳 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3 　嶋 白　　鳳 4.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

4 長田中 白　　鳳 3.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

5 　元 清水白桃 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6 市　場 清水白桃 12.0 2.0 0.0 0.0 2.0 0.0 8.0 0.0

7 　段 白　　鳳 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

8 段新田 清水白桃 22.0 4.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 9 兄　井 白　　鳳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 東渋田 白　　鳳 1.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

4.6 1.0 0.0 0.3 0.6 0.0 0.8 0.0

9 2 0 1 3 0 1 0

90.0 33.3 0.0 10.0 30.0 0.0 10.0 0.0

100葉、50果、50新梢調査　　 - は有袋のため未調査

（４）７月調査（11、13日）

灰星病
モモ

ハモグリガ
ハダニ類

ナシヒメ
シンクイ

アブラムシ類 カイガラムシ類 カメムシ類

No. 字名
発病
葉率

発病
果率

発病
果率

被害
葉率

寄生
葉率

被害
枝率

寄生
新梢率

寄生
枝率

被害
果率

紀の川市 1 杉　原 白　　鳳 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0

2 遠　方 日川白鳳 3.0 - - 0.0 1.0 4.0 0.0 0.0 -

3 　嶋 白　　鳳 2.0 - - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

4 長田中 白　　鳳 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0

5 　元 清水白桃 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 4.0 0.0 0.0 0.0

6 市　場 清水白桃 16.0 0.0 0.0 0.0 8.0 12.0 0.0 0.0 0.0

7 　段 白　　鳳 4.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0

8 段新田 清水白桃 26.0 0.0 0.0 0.0 2.0 4.0 0.0 0.0 0.0

かつらぎ町 9 兄　井 白　　鳳 0.0 - - 0.0 16.0 6.0 0.0 0.0 -

10 東渋田 白　　鳳 1.0 - - 0.0 2.0 6.0 0.0 0.0 -

6.0 0.0 0.0 0.0 3.2 4.6 0.2 0.0 0.0

8 0 0 0 6 8 1 0 0

80.0 0.0 0.0 0.0 60.0 80.0 10.0 0.0 0.0

100葉、50果、50新梢調査 -　は収穫済みのため果実無し

　　　　　　　　発生ほ場数

発生ほ場率（％）

発生ほ場率（％）

市町村
調査場所

品種

せん孔
細菌病

平均

市町村
調査場所

品種

せん孔
細菌病

平均

　　　　　　　　発生ほ場数
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（５）８月調査（14、16日）

せん孔
細菌病

モモ
ハモグリガ

ハダニ類
ナシヒメ
シンクイ

アブラムシ類 カイガラムシ類

No. 字名
発病
葉率

被害
葉率

寄生
葉率

被害
枝率

寄生
新梢率

寄生
枝率

紀の川市 1 杉　原 白　　鳳 15.0 0.0 0 20.0 0.0 0.0

2 遠　方 日川白鳳 8.0 0.0 0 36.0 0.0 0.0

3 　嶋 白　　鳳 5.0 0.0 4.0 12.0 0.0 0.0

4 長田中 白　　鳳 6.0 0.0 4 36.0 0.0 0.0

5 　元 白　　鳳 3.0 0.0 1 18.0 0.0 0.0

6 市　場 清水白桃 23.0 0.0 0.0 30.0 0.0 0.0

7 　段 白　　鳳 22.0 0.0 0.0 44.0 0.0 0.0

8 段新田 清水白桃 48.0 0.0 0 16.0 0.0 0.0

かつらぎ町 9 兄　井 白　　鳳 0.0 0.0 0.0 32.0 0.0 0.0

10 東渋田 白　　鳳 14.0 0.0 1.0 26.0 0.0 0.0

14.4 0.0 1.0 27.0 0 0

9 0 4 10 0 0

90.0 0.0 40.0 100.0 0.0 0.0

100葉、50果、50新梢調査

　

４）キウイフルーツ

　　調査品種：ヘイワード

No. 発病葉率 発病度 発病葉率 発病度 発病葉率 発病度

紀の川市 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

海南市 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

１0新梢の100葉調査

発生ほ場数

発生ほ場率（％）

名手上

北涌

下津町小南

下津町小原

下津町下津

平均

市町村

４月調査（11日） ５月調査（15,16日） ６月調査（13,14日）

調査場所 かいよう病 かいよう病 かいよう病

字名

発生ほ場率（％）

市町村
調査場所

品種

平均

発生ほ場数
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４）ウメ

（１）４月調査（４月５、６日）

　　調査品種：南高

2023年

           
すす斑病 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｳﾒｼﾛ
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ

発病 病斑数 発病 病斑数 発病 被害 寄生

枝率 ／発病枝 枝率 ／発病枝 枝率 新梢率 枝率

1 東岩代１ 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 18.0

2 東岩代２ 0.0 0.0 0.0 0.0 90.0 0.0 8.0

3 東岩代３ 0.0 0.0 0.0 0.0 92.0 0.0 2.0

4 東本庄１ 0.0 0.0 0.0 0.0 70.0 0.0 14.0

5 東本庄２ 0.0 0.0 0.0 0.0 94.0 0.0 8.0

6 東本庄３ 0.0 0.0 0.0 0.0 64.0 1.0 14.0

7 西本庄１ 0.0 0.0 0.0 0.0 84.0 0.0 2.0

8 西本庄２ 0.0 0.0 0.0 0.0 78.0 0.0 8.0

9 西本庄Ｐ１ 0.0 0.0 0.0 0.0 82.0 0.0 8.0

10 西本庄Ｐ２ 0.0 0.0 0.0 0.0 96.0 0.0 8.0

11 西本庄Ｐ３ 0.0 0.0 0.0 0.0 92.0 0.0 4.0

12 井戸が谷 0.0 0.0 0.0 0.0 90.0 1.0 14.0

13 埴田１ 2.0 1.0 0.0 0.0 82.0 0.0 0.0

14 埴田２ 0.0 0.0 0.0 0.0 92.0 0.0 0.0

15 晩稲１ 0.0 0.0 0.0 0.0 70.0 0.0 12.0

16 晩稲２ 0.0 0.0 0.0 0.0 78.0 0.0 8.0

17 晩稲３ 0.0 0.0 0.0 0.0 70.0 0.0 4.0

18 晩稲４ 6.0 3.3 0.0 0.0 94.0 0.0 6.0

19 晩稲５ 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0 0.0 4.0

20 岩代Ｐ１ 0.0 0.0 0.0 0.0 82.0 0.0 6.0

21 岩代Ｐ２ 0.0 0.0 0.0 0.0 96.0 0.0 6.0

22 高城１ 0.0 0.0 0.0 0.0 90.0 0.0 0.0

23 高城２ 2.0 1.0 0.0 0.0 98.0 0.0 0.0

24 高城３ 0.0 0.0 0.0 0.0 92.0 0.0 4.0

25 清川１ 0.0 0.0 0.0 0.0 82.0 0.0 0.0

26 清川２ 2.0 1.0 0.0 0.0 90.0 0.0 4.0

27 清川３ 8.0 2.3 0.0 0.0 86.0 0.0 8.0

1 下三栖１ 0.0 0.0 0.0 0.0 96.0 0.0 14.0

2 下三栖２ 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 16.0

3 上秋津１ 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 20.0

4 上秋津２ 0.0 0.0 0.0 0.0 62.0 0.0 0.0

5 上秋津３ 0.0 0.0 0.0 0.0 90.0 0.0 18.0

6 団栗 4.0 2.0 0.0 0.0 100.0 0.0 6.0

7 中芳養１ 2.0 1.0 0.0 0.0 88.0 0.0 10.0

8 中芳養２ 0.0 0.0 0.0 0.0 94.0 0.0 10.0

9 津志野 0.0 0.0 0.0 0.0 84.0 0.0 8.0

10 秋津川１ 0.0 0.0 0.0 0.0 96.0 0.0 0.0

11 秋津川２ 0.0 0.0 0.0 0.0 94.0 0.0 0.0

12 秋津川３ 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 2.0

13 上芳養１ 0.0 0.0 0.0 0.0 86.0 0.0 8.0

14 上芳養２ 0.0 0.0 0.0 0.0 92.0 0.0 6.0

平均 0.6 0.3 0.0 0.0 87.2 0.0 7.0

発生ほ場数 7 0 41 2 33

発生ほ場率（％） 17.1 0.0 100.0 4.9 80.5

みなべ町

田辺市

黒星病 かいよう病

市町村 園No. 字名

調査場所
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（２）６月調査（６月５、７日）

　　調査品種：南高

2023年

           

うどん
こ病

灰色
かび病

ｳﾒｼﾛｶ
ｲｶﾞﾗﾑｼ

ｺｽｶｼﾊﾞ
ｱﾌﾞﾗﾑｼ

類

発病 発病 発病 発病 発病 発病 寄生 被害 虫数 被害ヵ所 被害

果率 度 果率 度 果率 果率 枝率 葉率 /100葉 数/5樹 新梢率

1 東岩代１ 2.0 0.3 0.0 0.0 0.0 4.0 4.0 1.0 1.0 0.0 0.0

2 東岩代２ 1.0 0.3 1.0 0.2 0.0 1.0 4.0 11.0 15.0 0.0 0.0

3 東岩代３ 0.0 0.0 8.0 1.7 0.0 2.0 0.0 2.0 2.0 0.0 0.0

4 東本庄１ 6.0 1.0 1.0 0.2 0.0 0.0 4.0 9.0 10.0 0.0 0.0

5 東本庄２ 2.0 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 6.0 5.0 0.0 0.0

6 東本庄３ 0.0 0.0 1.0 0.3 0.0 1.0 10.0 12.0 24.0 0.0 0.0

7 西本庄１ 9.0 2.0 2.0 0.5 0.0 1.0 0.0 4.0 4.0 0.0 0.0

8 西本庄２ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 12.0 16.0 25.0 0.0 0.0

9 西本庄Ｐ１ 0.0 0.0 2.0 0.3 0.0 1.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0

10 西本庄Ｐ２ 0.0 0.0 2.0 1.0 0.0 1.0 4.0 7.0 14.0 0.0 0.0

11 西本庄Ｐ３ 3.0 0.7 6.0 1.7 0.0 2.0 4.0 2.0 2.0 0.0 0.0

12 井戸が谷 0.0 0.0 1.0 0.3 0.0 4.0 0.0 20.0 36.0 0.0 0.0

13 埴田１ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 5.0 10.0 0.0 0.0

14 埴田２ 4.0 0.7 3.0 1.2 0.0 0.0 0.0 1.0 1.0 0.0 0.0

15 晩稲１ 1.0 0.2 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 2.0 3.0 0.0 0.0

16 晩稲２ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 12.0 29.0 80.0 0.0 0.0

17 晩稲３ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 6.0 33.0 90.0 0.0 0.0

18 晩稲４ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 8.0 32.0 66.0 0.0 0.0

19 晩稲５ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 42.0 116.0 0.0 0.0

20 岩代Ｐ１ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 4.0 5.0 5.0 0.0 0.0

21 岩代Ｐ２ 1.0 0.2 10.0 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

22 高城１ 1.0 0.2 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 1.0 1.0 0.0 0.0

23 高城２ 0.0 0.0 2.0 0.3 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

24 高城３ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 7.0 18.0 0.0 0.0

25 清川１ 0.0 0.0 2.0 0.3 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

26 清川２ 4.0 0.8 3.0 0.7 0.0 6.0 0.0 11.0 20.0 0.0 0.0

27 清川３ 3.0 0.5 0.0 0.0 0.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1 下三栖１ 1.0 0.2 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 3.0 0.0

2 下三栖２ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.0 1.0 1.0 1.0 0.0

3 上秋津１ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 29.0 76.0 1.0 0.0

4 上秋津２ 3.0 0.5 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 2.0 3.0 0.0 1.0

5 上秋津３ 2.0 0.3 1.0 0.3 0.0 2.0 0.0 7.0 11.0 0.0 0.0

6 団栗 10.0 2.0 0.0 0.0 0.0 6.0 8.0 10.0 16.0 0.0 0.0

7 中芳養１ 4.0 0.7 0.0 0.0 0.0 3.0 8.0 6.0 6.0 0.0 3.0

8 中芳養２ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 10.0 1.0 1.0 0.0 0.0

9 津志野 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.0 3.0 4.0 0.0 0.0

10 秋津川１ 1.0 0.2 2.0 0.5 0.0 6.0 0.0 24.0 63.0 0.0 1.0

11 秋津川２ 0.0 0.0 5.0 0.8 0.0 5.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0

12 秋津川３ 1.0 0.3 2.0 0.5 0.0 7.0 0.0 14.0 30.0 0.0 0.0

13 上芳養１ 3.0 0.7 0.0 0.0 0.0 3.0 10.0 27.0 70.0 6.0 1.0

14 上芳養２ 0.0 0.0 7.0 1.7 0.0 2.0 8.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均 1.5 0.3 1.5 0.4 0.0 2.3 4.0 9.3 20.2 0.3 0.1

発生ほ場数 20 19 0 33 23 33 4 4

発生ほ場率（％） 48.8 46.3 0.0 80.5 56.1 80.5 9.8 9.8

みなべ町

田辺市

ﾊﾀﾞﾆ類

字名園No.市町村

かいよう病調査場所 黒星病
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